
 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成  29 年度 杉並区 

特定の課題に対する調査、意識・実態調査 

 

報告書 
 

 

 

 

 

 

全 て の 子 ども に  

よ り よ い 人生 の 基 盤 と な る 学 力 を 確実 に 身 に 付 け さ せ る  

「 つ な が り」 と 「 生 か し 合 い 」 の 学習 指 導 の た め に  

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 11 月 

杉並区教育委員会 杉並区立済美教育センター 

杉並区教科等教育推進委員会 

 

 



 

１ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成  29 年度 杉並区 

特定の課題に対する調査、意識・実態調査 

 

報告書 
 

 

 

 

 

 

全 て の 子 ども に  

よ り よ い 人生 の 基 盤 と な る 学 力 を 確実 に 身 に 付 け さ せ る  

「 つ な が り」 と 「 生 か し 合 い 」 の 学習 指 導 の た め に  

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 11 月 

杉並区教育委員会 杉並区立済美教育センター 

杉並区教科等教育推進委員会 

 

 



 

 はじめに――学びの構造転換と協同探究者としての教師          
 

折しも新しい学習指導要領等の公示と同日となった平成 29 年 3 月末、杉並区教育委員

会は、『すぎなみ 9 年カリキュラム』の 4 冊目となる「総合的な学び編――他者と共に 

学校と共に まちと共に 在る 学びと成長」を発刊しました。本書では、学び、人材と組

織、施設・設備、行財政について、今後 10 年、いや、その先の 50 年 100 年と続く教育と

社会の未来を見据えつつ現在を考えています。その中でも特に重要な方向性を示すのが

「授業改善から学びの構造転換へ」であり、それは、杉並区が独自に実施する学力等調査

である「特定の課題に対する調査、意識・実態調査」とも軌を一にするものです。 

 

 ここにいう構造転換に向けては、学びを「人生の目的を追求するための方法的土台」と

位置付けたうえで、【個別】【協同】【探究】という三つのキーワードを示しています。

新学習指導要領が示す「主体的・対話的で深い学び」から、その実現に資する本質的な要

素を取り出したものです。個別とは、「一人で学ぶ」ことのみならず、「自分に合った学

び方」や「必要とする学びの内容」などを“選べる”こと。協同には「手段としての協同」

と「目的としての協同」が区別でき、前者は協力して課題を解決するため、後者は、言語、

文化、世代、性別、障害といった境界を超える関わりを通じて“共に生きる”感度を育む

ために。探究とはつまり、子どもたちが、学びに関するあらゆる選択と決定の可能性に開

かれ、自らの興味や関心、必要に導かれるように、「より以上の成長」をめがけ活動に

“浸る”ことです。探究を軸に個別と協同を効果的に融合していく先には、教科等の区分

や「勉強はやらされるもの」との価値観が脱構築され、学びが生活に溶け込んでいくこと

を期待しています。「社会に開かれた教育課程」や「カリキュラム・マネジメント」は、

まさしくそうした姿に至る方向性や道筋の一端を制度化しているといえるでしょう。 

 

 さて、こうした観点から調査結果を読み解くと、よりよい未来へ向かうための課題がみ

えてきます。例えば学びを人生の方法的土台とするためには、新たな知を探究したり、既

知を学び直したりできることはもちろん、必要に応じて他者と協力することも含めた「学

び方」とその「基礎」が必要になります。しかし、平成 29 年度の調査結果によれば、お

おむね 2～4 割の子どもに基礎的・基本的な知識・技能でのつまずきや学び残しが確認で

きます(本報告書 pp.16-23.)。「新しいことを学んで身に付けようとするとき、自分で計

画を立てて学習を進めることができる」との質問に対する肯定率は、中学校第 3 学年で 6

割を下回りました。学年進行に伴い、学力段階間の肯定率の差が拡大していることも課題

でしょう(前同 p.153)。加えて、「授業では、解決を目指す課題や学習計画を自分で考え

て決め、仲間と協力したりしながら学習を進めることが多い」については、どの学年も 5

～6 割程度の肯定率にとどまっています(前同 p.157) 

 もちろん、成果もあります。基礎・基本におおむね定着がみられる子どもの割合は、こ

こ数年、調査対象の多くの学年で改善に向かっています(前同 p.14,15)。「自分と違う意

見や考え、気持ちも大切にできている」に対しては、中学校第 3 学年の肯定率が 9 割近く

にもなりました(前同 p.145)。よい社会とは、相互の承認をもって共に生き、その中で自

らの道を拓く自由の感度に溢れるものです。数のみに流されず、共に真実を探究し、豊か



 

な多様性を擁護する世界です。「映像の世紀」と呼ばれた 20 世紀、映画やテレビを通じ

て人類がもった「同じ世界に生きている」という事実は、21 世紀の今日に至って「皆異

なる価値観をもっている」との感度へと更新されました。私たちは、一人一台の計算機端

末からアクセスするデジタルな情報世界を通じ、無数の他者と関わりつつも、それぞれに

異なるタイムラインを、同時並行的に、また、現実と虚構を交差させながら――あるいは

孤独にも――生きています。 

 

 私たちが考えるべき問いは、この先にあります。こうした現状と未来を結び、今、何を

すればよいのでしょうか。調査結果の分析が示唆するのは、「協同探究者」という“在り

方”です。もはや教師は、情報や知を唯一所有する者ではなくなりました。いわば「新知

のコモディティ化」は、インターネットを通じ、史上かつてない速度で進みます。何より

人は、競り勝つことよりも支え合うことを、占有することよりも共有することを求めてい

るのかもしれません。これらを反映するように、ここ数年の調査結果は、子どもたちと共

に学ぼうとする教師が、“教える”ことの価値を再考し、個別を生かした協同を学習過程

の中心に据えることで、とりわけつまずきや学び残しの解消に資することを例証しつつあ

ります。「ユマニチュード」――教育とも親しい医療・介護領域で関心を集める、見る・

話す・触れる・立つを柱とした「人間らしいケア」と称される手法――が示すケアの在り

方と同じく、私たちは、教師や子どもという立場を超えた対等な価値観の触れ合いの中で、

共に成長していくことを欲しているのではないでしょうか。 

 

そうして子どもたちは、教師と共に、更に広い関わり・深い生かし合いへと開かれてい

きます。そのとき、杉並区が 10 年余の月日をかけ育んできた幼保小連携教育、小中一貫

教育、交流及び共同学習、区内の都立学校や高等教育機関との連携協働、地域支援本部や

地域運営学校を基盤とした“共に在る”学校は、子どもたちが個別に、あるいは協同して

探究する船を浮かべる豊饒な“海”になります。学びはそれと意識されないほど生活に溶

け込み、教科等や校種を貫いてつながり、あまねく在す“ユビキタス”なものになります。

それはすなわち、胎芽的な社会生活の場としての“まち”となった学校です。そこで私た

ちは、もっと、子どもたちのことを、学びと成長のことを、人生や社会、自然のことを共

に語ることができるでしょう。本区調査が「コミュニケーションツール」(本報告書 p.4)

を標榜し、誰もが簡便かつ直観的に活用できるヒートマップやクロスバブルチャートとい

った処理を重視する理由の一端もここにあります。その活用等については、巻末の資料

(前同 pp.160-188.)や「編集後記――思考と手の両技で為す公教育の構造転換」(前同

p.254,255)も合わせて参照し、理解を深めていただければと思います。 

 

結びとなりますが、本報告書は、調査内容の設計等を含め、杉並区教科等教育推進委員

の絶え間ない研究によって作成されております。全ての委員の先生方に感謝を申し上げる

とともに、本調査を存分に活用し、一人ひとりの人生や社会は、皆の合意と合力によって

確かに変えていくことができるのだという感度が育まれることを期待しております。 
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杉並区独自の学力等調査について 

 

１ 調査の名称について 

「特定の課題に対する調査、意識・実態調査」は、平成 16 年度から実施している杉

並区独自の学力等調査である。平成 23 年度には、国、東京都が実施する学力等調査と

の対象学年の重複を避けるために方式を転換、小学校第 5・6 学年、中学校第 2・3 学年

を各学校の希望利用とした。また、同年度、調査を質的にも転換し、本区に特有の課題

を定める内容の比重を増すこととした。 

現調査の名称は、上記に伴い、「学力調査、意識・実態調査」から改めたものである。

「特定の課題に対する」とはすなわち、「特有の課題を定める」ことが本旨である。 

 

２ 特有の課題について 

杉並区に特有の課題を定めるため、調査のうち「教科等に関する調査」は、全体の

65％程度を「基礎」、35％程度を「活用」に関する設問として企画している(p.3)。基

礎から活用までの課題を広く明らかにするため、例として平成 29 年度の東京都調査と

比較すると、全設問に占める活用の割合が最大で 15％ほど高くなっている。 

全ての児童・生徒に対し、義務教育期間の終了までに、人生の基盤となる学力につい

て、基礎での学び残しやつまずきを解消し、活用する力のより一層の育成を目指す。こ

うした学校教育の目標に照らした際、どこに本区特有の課題があるのか。その詳細を明

らかにし、課題の解決に資するため、本区調査は、以下に記す三点を特徴に備える。 

 

３ 調査の特徴について 

（1）内容の特徴 

「教科等に関する調査」は、義務教育期間を通じた多様で一貫性のある教育の充実に

資するため、【系統性】の理解に基づく【連続性】を確保した内容として企画されてい

る(p.26, 56, 86, 110)。「意識・実態調査」は、とりわけ「杉並区教育ビジョン 2012」

が掲げる「目指す人間像」を踏まえ、自己効力感や他者への／からの受容、集合的効力

感、学び方、個別／協同／探究の学びなどを軸に構成されている(p.10, 11)。 

（2）結果提供の特徴 

結果は、第一に、学習指導要領の実現状況を示す「学力段階」(p.4)に処理される。

系統的・連続的な調査の企画により、最大 7 学年を経年で追うことができる。また、全

ての教員が、学年や学級、何より一人一人の児童・生徒の状況を簡便且つ直観的に把握

できるよう、結果を「散布図」や「クロスバブルチャート」(p.5)に処理、校務 PC 上で

各軸にプロットする教科等や意識・実態調査項目を操作可能にして提供している。 

（3）結果活用の特徴 

調査は、活用してこそ価値がある。調査をコミュニケーションツール(p.4)として例

えば学校と教育行政が協働するため、平成 26 年度に全校悉皆・集合型の報告会を廃止、

代替として全区立小・中学校が個別に報告(研修)会を実施するとともに、済美教育セン

ターは講師派遣や資料作成に応じることとしている。 



 

主な用語の解説 

用語 解説 

学習指導内容の領域 学習指導要領における各教科等の学習指導の内容の領域のこと 

学習評価の観点 観点別学習状況評価における評価の観点のこと 

設問レベル 

（S～C） 

 

※詳細は p.3,4 

調査実施の前学年の学習指導要領・当該教科等における目標・内容(事

項)に準拠した設問の難易度であり、4 段階に分類される。 

・基礎 C・B は、「基礎的・基本的な知識及び技能」を趣旨とし、全児

童・生徒に、義務教育 9 年間を通じ、確実に習得させる(＝(準)通過率

100％を目指す)内容の設問 

・活用 A・S は、「知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思

考力・判断力・表現力その他能力」を趣旨とし、全児童・生徒により

一層の育成を目指す内容の設問 

活用 
活用 S 「自ら活用する能力」に関する設問 

活用 A 「思考力・判断力・表現力」に関する設問 

基礎 
基礎 B 主に「基礎的・基本的な技能」に関する設問 

基礎 C 主に「基礎的・基本的な知識」に関する設問 

学習状況の評定 

／学力段階 

 

※詳細は p.3,4 

調査結果を基に評価(評定)した調査実施の前学年の学習指導要領の実現

状況＝目標に準拠した段階評価の結果であり、3 段階にも概括できる。 

R5 「発展的な力が身に付いている」状況／段階 
３ 

R4 「十分定着がみられる」状況／段階 

R3 「おおむね定着がみられる」状況／段階(最低限の到達目標) ２ 

R2 「特定の内容でつまずきがある」状況／段階 
１ 

R1 「学び残しが多い」状況／段階 

通過 

(正答) 

当該設問の趣旨に対し「満足できる」解

答であった場合、その児童・生徒は設問

を「通過」とする。 

電子データ上の記載 

・通過  ＝ ◎ 

・準通過 ＝ ○ 

・未通過 ＝ × 

解答用紙上の採点 

・通過  ＝ ◯ 

・準通過 ＝ △ 

・未通過 ＝ ✓ 

個人ごと 

の指標 

準通過 

(準正答) 

当該設問の趣旨に対し「おおむね満足で

きる」解答であった場合、その児童・生

徒は設問を「準通過」したとする。 

未通過 

(誤答) 

当該設問の趣旨に対し「努力を要する」

解答であった場合、その児童・生徒は設

問を「未通過」とする。 

正答率 全設問に占める通過及び準通過した設問の合計割合 

(準)通過率 
当該集団において、当該設問を(準)通過した児童・生徒の割合 

特に断りなく「通過率」という場合は、準通過を含めた率 

集団ごと 

の指標 

平均正答率 正答率を当該集団において平均した値 

中央値 
当該集団のデータを順に並べた際に中央に位置する値。集団の

人数が偶数の場合は、中央 2 人の平均値を中央値とする。 

標準偏差 

個々の値と当該集団の平均値からの離れ具合(距離)から算出さ

れる、当該集団のデータの散らばりの度合いを表す値。当該集

団において全データが同値の場合、標準偏差は 0 となる。 

肯定率 当該集団において、肯定的な回答をした児童・生徒の割合 
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１ 調査の設計に係る基本的な考え方               
 

（1）調査の目的 

ア (調査の内容) 全ての子どもに、義務教育期間を通じ、よりよい人生を切り拓く基盤

となる学力を確実に身に付けさせる観点から、杉並区立学校児童・生徒の①基礎的・

基本的な知識及び技能の習得状況及び、②知識・技能を活用して課題を解決するため

に必要な思考力・判断力・表現力その他能力の育成状況並びに、③生活・学習状況、

意識を把握する。 

イ (結果の活用) 調査結果は、教育に関する継続的な検証改善サイクルの一環として、

①児童・生徒が自らの学習状況を振り返り、次の学習の糧とすること、②教師が自ら

の指導・評価の状況を省察し、特定の内容でのつまずき、学び残しの解消を重点とし

た指導・評価の改善を図ること、③教育行政が教育施策の成果と課題を検証し、学校

の実情により応じた支援を図ること等に活用する。 

 

（2）調査の対象・方式、内容 

ア 対象・方式 

対象 方式 

小学校第 3・4 学年児童、中学校第１学年生徒 悉皆 

小学校第 5・6 学年児童、中学校第 2・3 学年生徒 各学校の希望利用 

 ※ 特別支援学校及び小・中学校の特別支援学級在籍の児童・生徒のうち、①下学年の内容など

に代替して指導を受けている場合、②知的障がいである児童・生徒に対する教育を行う特別支

援学校の教科の内容の指導を受けている場合は、対象としないことを原則とする。  

 

 イ 内容 

名称 内容 

特定の課題に対する調査 

(教科等に関する調査) 

国語科、算数・数学科、理科、外国語 

・学習指導要領に準拠した上で、①当該教科等にお

ける調査実施の前学年の目標・内容(事項)を出題

趣旨とし、②日常的な学習活動に即す出題内容及

び回答形式、並びに採点規準による設問から構成 

※各教科の 1 単位時間に位置付けて実施 

意識・実態調査 

(学習・生活についてのアンケート) 

学習・生活についてのアンケート 

・①自らの道を拓く【自己効力感(自由の感度)】、

共に生きる【他者への／からの受容(相互承認の

感 度 )】 【 集 合 的 (社 会 )効 力 感 (相 互 触 発 の 感

度)】等の自己意識や【基本的な生活習慣】等の

生活実態、②【学び方】【個別／協同／探究の学

び】【各教科等学習活動】【ICT の利活用】等の

学習状況の諸側面を観点とした設問から構成 

※学級活動の 1 単位時間等に位置付けて実施 
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（3）学習指導要領に準拠した【系統性】の理解に基づく【連続性】を確保した設問 

 ア 出題趣旨の決定と設問レベルの設定 

   各設問について、当該教科等の義務教育９年間を通した目標・内容(事項）の【系

統性】及び学習評価の観点に基づき、出題の趣旨を決定する。 

基礎 C と B として設定される設問は 100％の(準)通過率を目標とする、つまり、全

児童・生徒に確実に習得させる「基礎的・基本的な知識及び技能」を出題趣旨とする。

活用 A や S は、全児童・生徒により一層の育成を目指す「知識・技能を活用して課題

を解決するために必要な思考力・判断力・表現力その他能力」を出題趣旨とする。 

 

設問レベル 出題趣旨 全設問に占める割合 

活用 
活用 S 調査実施の 

前学年の 

目標・内容 

(事項) 

自ら活用する能力 
35％程度 

活用 A 思考力・判断力・表現力 

基礎 
基礎 B 主として基礎的・基本的な技能 

65％程度 
基礎 C 主として基礎的・基本的な知識 

 

 イ 出題内容及び回答形式、採点規準の設定 

   出題趣旨とレベルを踏まえ、学習指導要領の目標・内容(事項)を系統的に実現する

【連続性】を確保した言語活動、観察・調査活動、算数・数学的活動や問題解決活動、

コミュニケーション活動によっておのずと(準)通過できる設問となるよう、出題内容

及び回答形式、採点規準を設定する。 

  〔(設問の例)中学校第 2 学年外国語「聞いた話の要点をメモする」設問〕 
  

○出題趣旨：エ 書くこと(ｳ) 聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり、

感想、賛否やその理由を書いたりなどすること。【外国語理解の能力】 

○設問レベル：活用 S(「自ら活用できる」状況で(準)通過できる設問) 

○出題内容：(リスニング)これから、スピーチをします。その後、三つの質問をし

ます。スピーチ文と質問は通して読み、もう一度繰り返して読みます。

〔中略〕放送を聞きながら、メモ欄に必要なメモを英語で書きなさい。 

○回答形式：記述 

○採点規準：複合条件(設定複数の条件のうち、満たした条件数で(準)通過を評価) 

○学習指導要領を実現するための学習指導(コミュニケーション活動)の展開例： 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習活動 
◯指導事項 

☆指導上の留意点 

学習活動に即した具体的な 

評価規準【観点】(方法・材料) 

   

３  空港でのアナウンス

を聞き、搭乗に必要な

こ と を 英 語 で メ モ す

る。 

〔以下はメモの視点例〕 

  ・ゲート 

  ・搭乗の開始時刻 

  ・出発時刻   等 

◯聞いたことについて (英語

で)メモをとること。 

☆スペリングミスにこだわら

ず、文の流れに乗ってメモ

をとるように促す。 

 

・うまく書けないところがあって

も、聞いたことを英語でメモし

続けようとしている。 

【コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度】 

・聞いたことを英語でメモしてい

る。【外国語理解の能力】 

(観察・メモ) 
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２ 調査結果に基づく学習状況の評定と結果の取扱い・活用     
 

（1）学習指導要領に準拠した設問レベルに基づく学習状況の評定 

  調査結果は、平均正答率やその標準偏差、度数分布、設問ごとの(準)通過率といった

基本統計量を算出するとともに、下表の考え方に則り、調査実施の前学年の学習状況を、

学習指導要領(目標)に準拠して５段階に評価(評定)する(以下「学習状況の評定」若し

くは「学力段階」という。)。これは、「測定結果の 10％程度は誤差」という紙面を用

いた学力測定の一般性質（限界）を踏まえ、尺度設計を「連続」から「段階」へと転換

し、学力・学習状況を「段階評価」しようとする取組である。 

目標に準拠した段階評価の導入により、①義務教育段階の学習指導における到達水準

を具体的な設問を通して一定程度明らかにできる、②調査結果と実際の学力・学習状況

の対応関係に対するアカウンタビリティが向上するといった効果が期待でき、③集団や

個に応じた改善方策がより一層明確になる。さらに、④取組の成果や課題を、他集団と

の比較や競争、すなわち集団に準拠した相対評価によらず目標(学習指導要領)に準拠し

て絶対的に評価・検証でき、これによって本調査は、「杉並区教育ビジョン 2012」が

志向する共創のための「コミュニケーションツール」となる。 

 

  活用 S の設問群を(おおむね)通過 R5 

 活用 A の設問群を(おおむね)通過 R4 

最低限の到達目標⇒ 基礎 B の設問群を(おおむね)通過 R3 

 基礎 C の設問群を(おおむね)通過 R2 

基礎 C の設問群を(おおむね)通過できない R1 

 

（2）各学習状況の評定の趣旨 

学習指導要領の実現状況を意味する 5 段階の学習状況の評定(学力段階)の趣旨は、小

学校段階での 3 段階の評定に即し概括した場合と合わせ、以下のとおりである。 

“R3”は、「最低限の到達目標(水準)」と換言できる。R3 の評定基準の算出には基

礎 C と B の設問を用いており、C・B の設問は、義務教育 9 年間で全児童・生徒に確実に

習得させる「基礎的・基本的な知識及び技能」を出題趣旨とするからである。 

 

状況 

段階 
評定の趣旨 

3 段階評定に 

概括した場合 

R5 

調査実施の 

前学年の 

目標・内容 

(事項) 

発展的な力が身に付いている 
3 

R4 十分定着がみられる 

R3 おおむね定着がみられる (最低限の到達目標) 2 

R2 特定の内容でつまずきがある 
1 

R1 学び残しが多い 
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〔学力段階と学力分布：調査結果に基づいた学力段階と散布図を重ね合せた例〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔クロスバブルチャート：学力分布と意識・実態調査の回答を重ね合せた例〕  

 

 

（3）結果の取扱いと活用 

 ア 結果の取扱い 

   調査結果は、実施教科等が限られていることや、児童・生徒の自己評価によるもの

であることなどから、あくまで、学力・学習状況の一部分を紙面によって測定したも

のと捉える必要がある。例えば、連続尺度上の 1 点(正答率や通過率の 1％)の差は、

必ずしも、実質的な児童・生徒や学習集団の学力差とイコールではない。 

 イ 結果の活用 

   結果の活用に当たっては、上述を踏まえ、本調査の主たる役割を「学力・学習状況

を目標に準拠しおおまかに分類する」ことと捉える必要がある。それゆえ最も重視す

べき指標は学習状況の評定(学力段階)であり、その結果はさらに、日常的な観点別学

習状況をはじめ多様な教育情報と併用することが望ましい。付言すると、本調査にお

いて正答率は、学力・学習状況を段階評価するための材料であり、連続尺度を前提し

正答率そのものを代表指標にする学力調査とは、根本的に設計が異なる。 

また、調査結果を散布図に重ね、個や集団に応じた指導に役立てるとともに、学

年や校種を超えた【協働】の基盤として実態共有等に活用することが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○左図は、「学校の先生は自分のこ

とを認めてくれていると思う」項

目に対し、肯定的に回答している

ほどバブルサイズが大きくなるよ

うに処理したものである。 

○直観的・視覚的に、「中下位の層

段階」に否定的回答をしている個

が分布している様子が分かる。意

図的な指名や支援が必要である。 

○よりよい学習や指導の構想に当た

っては、「個」と「集団」両者の

実態に応じることが重要である。 

○左図は、集団と個の実態を直観的

に把握する処理の工夫である。 

◎ねらいと実態に応じ、多様な手だ

てを組合せながら、「全ての児

童・生徒に」を目指していく。 
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３ 調査の概要                         
 

（1）調査期間 

  平成 29 年５月 9 日(火)から 11 日(木）までの 1 日を、各学校が選択して実施 

  ※ 調査期間は、原則、連続した 3 日以上 5 日以内の学校授業日をもって設定する。 

 

（2）調査対象・実施の児童・生徒、学校数 

 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 

児童・生徒数 3,308 人 3,354 人 3,192 人 3,032 人 

学校数 41 校 41/41 校 41/41 校 

 

 

 

 

（3）各調査の設問数 

 ア 特定の課題に対する（教科等に関する調査） 

①国語科  ※全体に占める設問割合を（ ）内に示してある。 

分類 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 

全体 16 18 18 18 

基礎 

活用 

基礎 
基礎 C 5(31.3%) 5(27.8%) 5(27.8%) 5(27.8%) 

基礎 B 5(31.3%) 6(33.3%) 6(33.3%) 6(33.3%) 

活用 
活用 A 3(18.8%) 4(22.2%) 4(22.2%) 4(22.2%) 

活用 S 3(18.8%) 3(16.7%) 3(16.7%) 3(16.7%) 

観点 

国語への関心・意欲・態度 出題対象としない 

話す・聞く能力 2(12.5%) 2(11.1%) 2(11.1%) 2(11.1%) 

書く能力 3(18.8%) 3(16.7%) 3(16.7%) 3(16.7%) 

読む能力 8(50.0%) 10(55.6%) 10(55.6%) 10(55.6%) 

言語についての知識・理解・技能 3(18.8%) 3(16.7%) 3(16.7%) 3(16.7%) 

領域 

音声・言語事項 5(31.3%) 5(27.8%) 5(27.8%) 5(27.8%) 

説明的文章 4(25.0%) 5(27.8%) 5(27.8%) 5(27.8%) 

文学的文章 4(25.0%) 5(27.8%) 5(27.8%) 5(27.8%) 

表現 3(18.8%) 3(16.7%) 3(16.7%) 3(16.7%) 
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中学校  

第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

2,016 人 2,018 人 2,064 人 児童・生徒数 

23 校 23/23 校 23/23 校 学校数 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 
分類 

第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

18 16 16 全体 

5(27.8%) 4(25.0%) 4(25.0%) 基礎 C 
基礎 

基礎 

活用 

6(33.3%) 5(31.3%) 5(31.3%) 基礎 B 

4(22.2%) 4(25.0%) 4(25.0%) 活用 A 
活用 

3(16.7%) 3(18.8%) 3(18.8%) 活用 S 

出題対象としない 国語への関心・意欲・態度 

観点 

2(11.1%) 2(12.5%) 2(12.5%) 話す・聞く能力 

3(16.7%) 3(18.8%) 3(18.8%) 書く能力 

10(55.6%) 9(56.3%) 9(56.3%) 読む能力 

3(16.7%) 2(12.5%) 2(12.5%) 言語についての知識・理解・技能 

5(27.8%) 4(25.0%) 4(25.0%) 音声・言語事項 

領域 
5(27.8%) 5(31.3%) 5(31.3%) 説明的文章 

5(27.8%) 4(25.0%) 4(25.0%) 文学的文章 

3(16.7%) 3(18.8%) 3(18.8%) 表現 

 

 

 

 

 

※中学校第 1 学年は、出題が前学年(小学校)の範囲のため、 

小学校の観点・領域を用いて調査を構成している。 

※小学校第 3・4 学年、中学校第 1 学年は悉皆調査 

※小学校第 5・6 学年、中学校第 2・3 学年は各校の希望利用 
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  ②算数・数学科  ※全体に占める設問割合を（ ）内に示してある。 

分類 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 

全体 22 22 25 25 

基礎 

活用 

基礎 
基礎 C 6(27.3%) 6(27.3%) 7(28.0%) 7(28.0%) 

基礎 B 9(40.9%) 9(40.9%) 10(40.0%) 10(40.0%) 

活用 
活用 A 5(22.7%) 5(22.7%) 6(24.0%) 6(24.0%) 

活用 S 2(9.1%) 2(9.1%) 2(8.0%) 2(8.0%) 

観点 

算数への関心・意欲・態度 出題対象としない 

数学的な考え方 8(36.4%) 8(36.4%) 10(40.0%) 10(40.0%) 

数量や図形についての技能 7(31.8%) 7(31.8%) 7(28.0%) 7(28.0%) 

数量や図形についての知識・理解 7(31.8%) 7(31.8%) 8(32.0%) 8(32.0%) 

領域 

A 数と計算 9(40.9%) 9(40.9%) 9(36.0%) 9(36.0%) 

D 数量関係 6(27.3%) 6(27.3%) 7(28.0%) 7(28.0%) 

B 量と測定 3(13.6%) 3(13.6%) 3(12.0%) 3(12.0%) 

C 図形 4(18.2%) 4(18.2%) 6(24.0%) 6(24.0%) 

 

  ③理科  ※全体に占める設問割合を（ ）内に示してある。 

分類 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 

全体 

 

20 20 ― 

基礎 

活用 

基礎 
基礎 C 7(25.0%) 7(25.0%) ― 

基礎 B 7(35.0%) 7(35.0%) ― 

活用 
活用 A 4(20.0%) 4(20.0%) ― 

活用 S 2(10.0%) 2(10.0%) ― 

観点 

自然事象への関心・意欲・態度 出題対象としない 

科学的な思考・表現 7(35.0%) 7(35.0%) ― 

観察・実験の技能 6(30.0%) 6(30.0%) ― 

自然事象についての知識・理解 8(40.0%) 8(40.0%) ― 

領域 

A エネルギー 7(35.0%) 3(15.0%) ― 

B 粒子 2(10.0%) 8(40.0%) ― 

C 生命 6(30.0%) 4(20.0%) ― 

D 地球 5(25.0%) 5(25.0%) ― 
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中学校 
分類 

第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

25 25 25 全体 

7(28.0%) 6(24.0%) 6(24.0%) 基礎 C 
基礎 

基礎 

活用 

10(40.0%) 11(44.0%) 11(44.0%) 基礎 B 

6(24.0%) 6(24.0%) 6(24.0%) 活用 A 
活用 

2(8.0%) 2(8.0%) 2(8.0%) 活用 S 

出題対象としない 数学への関心・意欲・態度 

観点 
10(40.0%) 9(36.0%) 9(36.0%) 数学的な見方や考え方 

8(32.0%) 11(44.0%) 11(44.0%) 数学的な技能 

7(28.0%) 5(20.0%) 5(20.0%) 数量や図形などについての知識・理解 

8(32.0%) 
13(52.0%) 11(44.0%) 数と式 A 

領域 
8(32.0%) 2(8.0%) 4(16.0%) 関数 C 

3(12.0%) 3(12.0%) 資料の活用 D 

3(12.0%) 
7(28.0%) 7(28.0%) 図形 B 

6(24.0%) 

  

  

中学校 
分類 

第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

20 20 ― 全体 

7(25.0%) 7(25.0%) ― 基礎 C 
基礎 

基礎 

活用 

7(35.0%) 7(35.0%) ― 基礎 B 

4(20.0%) 4(20.0%) ― 活用 A 
活用 

2(10.0%) 2(10.0%) ― 活用 S 

出題対象としない 自然事象への関心・意欲・態度 

観点 
7(35.0%) 7(35.0%) ― 科学的な思考・表現 

6(30.0%) 6(30.0%) ― 観察・実験の技能 

8(40.0%) 8(40.0%) ― 自然事象についての知識・理解 

2(10.0%) 5(25.0%) ― エネルギー A 

領域 
6(30.0%) 5(25.0%) ― 粒子 B 

7(35.0%) 6(30.0%) ― 生命 C 

5(25.0%) 4(20.0%) ― 地球 D 

 

 

 
※中学校第 1 学年は、出題が前学年(小学校)の範囲のため、 

小学校の観点・領域を用いて調査を構成している。 



 

- 10 - 

④外国語  ※全体に占める設問割合を（ ）内に示してある。 

分類 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 

全体     

基礎 

活用 

基礎 
基礎 C     

基礎 B     

活用 
活用 A     

活用 S     

観点 

コミュニケーションへの関心・意欲・態度   

外国語への慣れ親しみ 
    

    

言語や文化に関する気付き     

領域 

     

     

     

     

 

 

 イ 意識・実態調査（学習・生活についてのアンケート） 

①自己意識・生活実態  ※各設問(質問項目)と観点の対応は、pp.130-143.を参照 

領域 観点 設問数 

自己 

意識 

学校生活の充実度 3 

自己効力感(自由の感度) 7 

他者への受容(相互承認の感度①) 3 

他者からの受容(相互承認の感度②) 4 

自己の受容(自己承認の感度)(自己肯定感) 3 

主体的な学び(内発的な学習意欲) 4 

時間的展望 3 

道徳的実践力 5 

生命尊重体験 3 

国際社会への関心・関わり 3 

今住んでいる地域への関心・関わり 4 

集合的(社会)効力感 

(相互承認(触発)の感度③) 

4 

※全て複数領域に該当する設問 

生活 

実態 

基本的な生活習慣 4 

規律ある学校生活 4 

計 50 

 

※小学校第 3 学年から第 6 学年、 

及び中学校第 1 学年は 

調査対象としない。 
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※複合領域の設問が含まれるため、各領域の設問数合計が全体数を超える。 

中学校 
分類 

第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

 25 25 全体 

 6(24.0%) 6(24.0%) 基礎 C 
基礎 

基礎 

活用 

 11(44.0%) 11(44.0%) 基礎 B 

 5(20.0%) 5(20.0%) 活用 A 
活用 

 3(12.0%) 3(12.0%) 活用 S 

 出題対象としない コミュニケーションへの関心・意欲・態度  

観点 
 11(44.0%) 8(32.0%) 外国語表現の能力 

 16(64.0%) 19(76.0%) 外国語理解の能力 

 7(28.0%) 7(28.0%) 言語や文化についての知識・理解 

 8(32.0%) 5(20.0%) 聞くこと ア 

領域 
 5(20.0%) 5(20.0%) 話すこと イ 

 7(28.0%) 13(52.0%) 読むこと ウ 

 7(28.0%) 4(16.0%) 書くこと エ 

 

 

 

②学習状況、部活動への所属状況 

観点 設問数 

学習 

状況 

学習成果の実感 1 

学習方略一般(学び方) 6 

個別の学び(学びの協同化) 7 

協同の学び(学びの個別化) 7 

探究の学び(学びの探究化) 2 

読書冊数 1 

学習時間 4（平日/休日、自己/塾・家庭教師等） 

言語活動(国語科) 5 

算数・数学的活動(算数・数学科) 5 

問題解決活動(理科) 
5 ※小学校第 4・5 学年、 

中学校第 1・2 学年 

コミュニケーション活動(外国語) 
1 ※小第 6 学年、中第 1 学年 

9 ※中学校第 2・3 学年 

ICT 利活用(情報モラル含む) 5 

部活動への所属状況 1 ※中学校第 2・3 学年のみ 

計 43～58 
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③「杉並区教育ビジョン 2012」が掲げる「目指す人間像」「育みたい力」と 

自己意識・生活実態領域の観点の関連 

杉並区教育ビジョン 2012 意識・実態調査 

目指す 

人間像 
育みたい力 自己意識・生活実態領域の観点 

夢
に
向
か
い
、
志
を
も
っ
て 

自
ら
の
道
を
拓
く
人 

1  自分のもち味を見付け、 

自ら学び、考え、判断し、 

行動する力 

主体的な学び(4) 

時間的展望(3) 

学校生活 

の充実度 

(3) 

☆自己効力感(7) 

(自由の感度) 

☆自己の受容(3) 

(自己承認の感度)(自己肯定感) 

2  変化の時代を捉え、 

たくましく生きる心と体の力 
基本的な生活習慣(4) 

規律ある学校生活(4) 

5  持続可能な社会を目指し、 

次代を共に支えていく力 

国際社会への関心・関わり(3) 

今住んでいる地域への関心・関わり(4) 

☆集合的(社会)効力感(4) 

(相互承認(触発)の感度③) 

「
か
か
わ
り
」
を
大
切
に
し
、 

地
域
・
社
会
・
自
然
と
共
に
生
き
る
人 

3  豊かな感性をもち、 

感動を分かち合う力 

生命尊重体験(3) 

☆他者への受容(3) 

(相互承認の感度①) 

☆他者からの受容(4) 

(相互承認の感度②) 

4  他者の存在を認め、 

多様な関係を結ぶ力 

道徳的実践力(5) 

※（）内の数値は、各領域に含まれる質問項目数を示す。 

※☆  は、各目指す人間像・育みたい力において中核となる概念を示す。 
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１ 杉並区教育ビジョン 2012 に準拠した調査結果の経年       
 

（1）「杉並区教育ビジョン 2012」と杉並区独自の学力等調査 

  杉並区教育委員会は、平成 24 年度、区の新たな基本構想を受け、今後 10 年を見据え

た目指す教育を示す「杉並区教育ビジョン 2012」を策定した。「共に学び、支え、創

る」に象徴される本ビジョンは、不可分に支え合う二つの人間像「自らの道を拓く人」

「共に生きる人」を目指し、重視する取組視点として①「学び」と「循環」、②「連続

性」と「きめ細かさ」、③「かかわり」と「つながり」を設定する。これら取組の視点

は教育の質的充実を志向するものであり、旧ビジョン下に展開した区費教員の養成・採

用、30 人程度学級の実施、学校支援本部の設置、地域運営学校の指定などを基盤とす

る具体的な実行計画を「杉並区教育ビジョン 2012 推進計画」にまとめている。 

推進計画は、「Ⅰ 学びをつなげ、切れ目のない教育を進めます」を筆頭とした七つ

の目標から構成される。そして、目標Ⅰの達成指標の一つに設定されるのが、本調査か

ら算出の「中学校第 3 学年 R3 以上の生徒の割合」 [i]である。ビジョン 2012 の終了とな

る平成 33 年度の目標値 80％に向け、例えば教育行政は、各校の実情に応じた教育活動

を、限りある教育資源を適正に(傾斜)配分することを通じ、個別具体に支援する。つま

り調査結果は、資源配分・支援のための情報源でもある。 

なお、本調査は、平成 26 年度から、小学校は 32 年度、中学校は 33 年度の全面実施

となる次期(新)学習指導要領への対応を開始した。これからの時代を生きる児童・生徒

全てに、生きて働く「知識・技能」の習得、未知の状況にも対応できる「思考力・判断

力・表現力等」の育成、そして、学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう

力・人間性等」の涵養を期すため、より高度な目標をもって調査内容を企画している。 

 

(3)「杉並区教育ビジョン 2012 推進計画」の目標に準拠した調査結果の経年 

 

                             
[i] ビジョン 2012 推進計画での指標名は「杉並区立中学 3 年生の学習習熟度」としている。 

平成24

(2012)年度

平成25

(2013)年度

平成26

(2014)年度

平成27

(2015)年度

平成28

(2016)年度

平成29

(2017)年度

小学校第6学年 65.6% 74.4% 61.5% 66.4% 64.5% 71.2%

中学校第3学年 61.8% 60.8% 50.5% 51.2% 55.1% 57.1%

小学校第3学年 61.8% 69.8% 73.2% 72.8% 79.9% 79.2%

小学校第4学年 65.8% 76.0% 64.4% 76.0% 75.5% 75.5%

小学校第5学年 68.5% 69.6% 49.9% 68.3% 69.4% 71.6%

中学校第1学年 63.8% 71.7% 53.9% 61.4% 61.7% 67.9%

中学校第2学年 65.4% 64.1% 52.3% 64.2% 58.5% 64.8%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%
90.0%
100.0% 次期(新)学習指導要領への対応開始  
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（2）「杉並区教育ビジョン 2012 推進計画」の目標と調査結果の分析・考察の留意点 

  一人ひとりのよりよく生きたいという願い、それを実現していく成長の過程は、「一

様のみでなく多様」と捉えることが妥当である。しかし私たちは、義務教育の終了まで

に、全ての子どもに対し、よりよい人生を切り拓く基盤を確実に築かねばならない。先

の 3 つの取組視点を結束し目標Ⅰに向かう「就学前から義務教育期間を通じた一貫性の

ある教育（幼保小連携教育・小中一貫教育）」は、一人ひとりの多様性に応じるため、

成長を中・長期的な視野から捉える教育を志向する。と同時に目標Ⅰは、義務教育終了

段階の学力・学習状況を達成指標(の一つ)に設定し、かつ、目標値を(集団の代表値で

なく)「割合(人数)」とすることで、「全ての子どもに対する確実な成長の実現」とい

う教育の目的を、常に自覚させるものである。 

私たちは、目標Ⅰを通じてビジョンの目指す像、ひいては学校教育の目的に迫るため、

中・長期的な視野に立ち、一人ひとりの成長を「つながり」【系統性】をもって思い描

く。その実現のための学びの方法を、同じく「つながり」【連続性】をもって考え出す。

個々の限界を乗り超えるため、互いを知り、分かり、「生かし合い」【協働】する。目

標及びその系統性に準拠した連続的な評価 [ii]を体現する本調査の結果は、校種や学年、

学級、さらには学校を超えた【協働】の基盤としても活用されることが望ましい。 

以下、結果の分析・考察に当たっては、上述や「結果の取扱いと活用」(p.5)に十分

配慮する必要がある。加えて、目標値や現状値も、学年や個体の差を考慮し、ある程度

の「幅」をもって捉えることが必要である。平成 26 年度からは、次期(新)学習指導要

領への対応のため、より高度な内容で調査を実施していることにも留意されたい。 

 

※R3 以上の割合(教科等平均)、平成 26 年度調査で次期(新)学習指導要領への対応開始 

 

                             
[ii]『すぎなみ 9 年カリキュラム―外国語教育編』、p.22,47-49.など 

平成30

(2018)年度

平成31

(2019)年度

平成32

(2020)年度

平成33

(2021)年度

平成34

(2022)年度

平成35

(2023)年度

小学校第6学年

中学校第3学年

小学校第3学年

小学校第4学年

小学校第5学年

中学校第1学年

中学校第2学年

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%
90.0%
100.0% 平成 33 年度中学校第 3 学年の目標値(幅) 

平成 29 年度中学校第 3 学年の目標値(幅) 
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２ 国語科 特定の課題に対する調査               
 

（1）5 段階の学習状況の評定(学力段階) 

校種・学年 平均 
全体に占める各学習状況の児童生徒の割合 

R1 R2 R3 R4 R5 

小学校 

第 3 学年 3.22 

 

第 4 学年 3.17 

第 5 学年 3.08 

第 6 学年 3.10 

中学校 

第 1 学年 2.93 

第 2 学年 2.96 

第 3 学年 2.84 

 

 

 

（3）基礎・活用別、観点別、領域別の平均正答率(標準偏差) 

分類 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 

全体 47.6(22.7) 59.4(19.2) 54.4(18.3) 65.3(19.1) 

基礎 

活用 

基礎 基礎 C・B 55.0 69.1 60.5 72.9 

活用 活用 A・S 35.3 44.2 44.8 53.4 

観点 

国語への関心・意欲・態度 出題対象としない 

話す・聞く能力 73.9 74.8 63.3 81.4 

書く能力 46.7 44.8 32.6 39.2 

読む能力 44.2 57.2 59.1 68.6 

言語についての知識・理解・技能 40.0 71.4 54.4 70.0 

領域 

音声・言語事項 53.5 72.8 58.0 74.6 

説明的文章 43.7 55.9 61.5 69.0 

文学的文章 44.8 58.4 56.7 68.1 

表現 46.7 44.8 32.6 39.2 

 

 

※学習指導要領に準拠した調査実施の前学年の学習状況の評定(学力段階) 

R5 発展的な力が身に付いている  R4 十分定着がみられる 

R3 おおむね定着がみられる(最低限の到達目標) 

R2 特定の内容でつまずきがある  R1 学び残しが多い 

※平均正答率や標準偏差の単純な比較は、難易度の高低や正

答率を代表指標としない調査の特性(p.5)上推奨しない。 

6.4%

3.5%

4.4%

6.1%

6.5%

5.5%

5.9%

28.9%

24.4%

23.8%

17.1%

18.5%

12.4%

8.8%

46.5%

48.1%

49.5%

41.4%

41.5%

47.6%

51.7%

11.0%

20.3%

19.0%

31.8%

27.0%

29.0%

25.1%

7.2%

3.7%

3.3%

3.6%

6.4%

5.5%

8.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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（2）学習状況の評定(学力段階)ごとの平均正答率(教科全体) 

 

 

 

 

小学校

第3学年

小学校

第4学年

小学校

第5学年

小学校

第6学年

中学校

第1学年

中学校

第2学年

中学校

第3学年

全体 47.6 59.4 54.4 65.3 61.4 69.1 64.1

R1 3.4 14.4 17.0 20.4 21.8 18.4 17.5

R2 15.8 34.4 34.4 43.2 44.0 47.1 45.9

R3 41.8 57.2 53.3 65.2 64.1 72.7 71.8

R4 68.0 76.6 71.3 82.5 80.6 90.2 88.3

R5 85.7 89.7 86.2 95.7 88.4 100.0 92.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

中学校 
分類 

第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

61.4(16.5) 69.1(19.6) 64.1(20.9) 全体 

69.7 75.4 65.1 基礎 C・B 基礎 基礎 

活用 48.4 61.1 62.8 活用 A・S 活用 

出題対象としない 国語への関心・意欲・態度 

観点 

89.4 89.5 78.4 話す・聞く能力 

43.8 64.8 73.3 書く能力 

59.6 67.3 62.2 読む能力 

66.2 63.6 44.5 言語についての知識・理解・技能 

75.4 76.5 61.5 音声・言語事項 

領域 
50.7 62.0 62.8 説明的文章 

68.6 74.0 61.5 文学的文章 

43.8 64.8 73.3 表現 

※中学校第 1 学年は、出題が前学年(小学校)の範囲のため、 

小学校の観点・領域を用いて調査を構成している。 
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３ 算数・数学科 特定の課題に対する調査            

 

（1）5 段階の学習状況の評定(学力段階) 

校種・学年 平均 
全体に占める各学習状況の児童生徒の割合 

R1 R2 R3 R4 R5 

小学校 

第 3 学年 3.07 

 

第 4 学年 3.06 

第 5 学年 3.00 

第 6 学年 2.98 

中学校 

第 1 学年 2.94 

第 2 学年 2.76 

第 3 学年 2.63 

 

 

 

（3）基礎・活用別、観点別、領域別の平均正答率(標準偏差) 

分類 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 

全体 62.2(18.5) 65.0(19.2) 63.0(21.3) 62.1(21.7) 

基礎 

活用 

基礎 基礎 C・B 75.1 76.8 71.7 69.9 

活用 活用 A・S 34.8 39.8 44.4 45.6 

観点 

算数への関心・意欲・態度 出題対象としない 

数学的な考え方 38.3 43.4 47.9 48.7 

数量や図形についての技能 78.8 78.0 70.5 69.2 

数量や図形についての知識・理解 73.1 76.7 75.2 72.8 

領域 

A 数と計算 68.8 67.1 70.7 66.8 

D 数量関係 58.3 67.1 64.4 58.8 

B 量と測定 72.8 66.0 56.4 58.9 

C 図形 45.4 56.3 52.8 60.6 

 

※学習指導要領に準拠した調査実施の前学年の学習状況の評定(学力段階) 

R5 発展的な力が身に付いている  R4 十分定着がみられる 

R3 おおむね定着がみられる(最低限の到達目標) 

R2 特定の内容でつまずきがある  R1 学び残しが多い 

※平均正答率や標準偏差の単純な比較は、難易度の高低や正

答率を代表指標としない調査の特性(p.5)上推奨しない。 

13.9%

12.2%

8.7%

7.9%

8.2%

4.4%

5.7%

31.9%

29.8%

27.3%

26.6%

23.5%

26.6%

21.3%

33.3%

35.2%

39.0%

35.1%

36.0%

34.6%

37.1%

19.0%

15.0%

11.6%

20.8%

25.0%

27.4%

31.8%

1.9%

7.8%

13.5%

9.6%

7.3%

7.0%

4.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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（2）学習状況の評定(学力段階)ごとの平均正答率(教科全体) 

 

 

中学校 
分類 

第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

60.8(21.1) 56.0(23.1) 54.2(23.5) 全体 

67.2 65.7 64.7 基礎 C・B 基礎 基礎 

活用 47.1 35.5 31.8 活用 A・S 活用 

出題対象としない 数学への関心・意欲・態度 

観点 
48.3 39.6 31.4 数学的な見方や考え方 

76.0 64.8 67.7 数学的な技能 

62.9 66.5 65.4 数量や図形などについての知識・理解 

61.6 
63.6 66.5 数と式 A 

領域 
55.9 54.5 51.8 関数 C 

46.9 53.5 資料の活用 D 

68.4 
46.4 36.3 図形 B 

62.3 

 

小学校

第3学年

小学校

第4学年

小学校

第5学年

小学校

第6学年

中学校

第1学年

中学校

第2学年

中学校

第3学年

全体 62.2 65.0 63.0 62.1 60.8 56.0 54.2

R1 19.2 19.3 19.7 19.0 19.7 14.5 13.9

R2 43.5 45.9 43.8 43.6 43.5 41.2 41.0

R3 61.7 65.9 65.6 65.2 65.7 65.1 65.3

R4 79.3 82.3 82.7 82.9 83.0 81.5 82.4

R5 92.1 94.4 92.7 92.7 88.9 88.3 92.4

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

※中学校第 1 学年は、出題が前学年(小学校)の範囲のため、 

小学校の観点・領域を用いて調査を構成している。 
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４ 理科 特定の課題に対する調査                

 

（1）5 段階の学習状況の評定(学力段階) 

校種・学年 平均 
全体に占める各学習状況の児童生徒の割合 

R1 R2 R3 R4 R5 

小学校 

第 3 学年  

 

第 4 学年 3.18 

第 5 学年 2.90 

第 6 学年  

中学校 

第 1 学年 2.75 

第 2 学年 2.49 

第 3 学年  

 

 

 

（3）基礎・活用別、観点別、領域別の平均正答率(標準偏差) 

分類 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 

全体 

対象学年  

としない  

68.2(17.9) 61.4(19.7) ― 

基礎 

活用 

基礎 基礎 C・B 75.6 51.0 ― 

活用 活用 A・S 66.9 48,7 ― 

観点 

自然事象への関心・意欲・態度 出題対象としない 

科学的な思考・表現 52.6 51.9 ― 

観察・実験の技能 75.3 59.7 ― 

自然事象についての知識・理科 75.8 72.3 ― 

領域 

A エネルギー 64.5 60.0 ― 

B 粒子 75.4 49.3 ― 

C 生命 78.0 76.5 ― 

D 地球 58.9 69.6 ― 

 

 

                                

※学習指導要領に準拠した調査実施の前学年の学習状況の評定(学力段階) 

R5 発展的な力が身に付いている  R4 十分定着がみられる 

R3 おおむね定着がみられる(最低限の到達目標) 

R2 特定の内容でつまずきがある  R1 学び残しが多い 

※平均正答率や標準偏差の単純な比較は、難易度の高低や正

答率を代表指標としない調査の特性(p.5)上推奨しない。 
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12.1%

5.3%

38.1%
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24.6%

18.3%

28.0%
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12.9%

20.1%

27.9%
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（2）学習状況の評定(学力段階)ごとの平均正答率(教科全体) 

 

 

中学校 
分類 

第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

61.6(18.4) 49.6(21.6) ― 全体 

71.4 57.9 ― 基礎 C・B 基礎 基礎 

活用 38.7 30.4 ― 活用 A・S 活用 

出題対象としない 自然事象への関心・意欲・態度 

観点 
44.8 30.6 ― 科学的な思考・表現 

78.0 59.4 ― 観察・実験の技能 

66.5 56.8 ― 自然事象についての知識・理科 

54.6 37.0 ― エネルギー A 

領域 
64.5 46.8 ― 粒子 B 

62.1 57.8 ― 生命 C 

60.3 56.9 ― 地球 D 

 

 

 

 

小学校

第3学年

小学校

第4学年

小学校

第5学年

小学校

第6学年

中学校

第1学年

中学校

第2学年

中学校

第3学年

全体 68.2 61.4 61.6 49.6

R1 23.6 24.1 26.0 17.1

R2 48.8 48.3 51.2 40.9

R3 68.0 64.8 68.8 61.7

R4 81.6 80.4 80.2 78.6

R5 91.4 87.2 90.4 91.6
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※中学校第 1 学年は、出題が前学年(小学校)の範囲のため、 

小学校の観点・領域を用いて調査を構成している。 
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５ 外国語 特定の課題に対する調査               

 

（1）5 段階の学習状況の評定(学力段階) 

校種・学年 平均 
全体に占める各学習状況の児童生徒の割合 

R1 R2 R3 R4 R5 

小学校 

第 3 学年   

第 4 学年  

第 5 学年  

第 6 学年  

中学校 

第 1 学年  

第 2 学年 2.88 

第 3 学年 2.61 

 

 

 

（3）基礎・活用別、観点別、領域別の平均正答率(標準偏差) 

分類 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 

全体     

基礎 

活用 

基礎 基礎 C・B     

活用 活用 A・S     

観点 

コミュニケーションへの関心・意欲・態度   

外国語への慣れ親しみ 
    

    

言語や文化に関する気付き     

領域 

     

     

     

     

 

 

 

 

※学習指導要領に準拠した調査実施の前学年の学習状況の評定(学力段階) 

R5 発展的な力が身に付いている  R4 十分定着がみられる 

R3 おおむね定着がみられる(最低限の到達目標) 

R2 特定の内容でつまずきがある  R1 学び残しが多い 

※平均正答率や標準偏差の単純な比較は、難易度の高低や正

答率を代表指標としない調査の特性(p.5)上推奨しない。 

※小学校第 3 学年から第 6 学年、 

及び中学校第 1 学年は 

調査対象としない。 
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（2）学習状況の評定(学力段階)ごとの平均正答率(教科等全体) 

 

 

中学校 
分類 

第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

 58.2(23.4) 52.7(23.3) 全体 

 62.9 59.9 基礎 C 基礎 基礎 

活用  23.4 23.3 活用 A 活用 

 出題対象としない コミュニケーションへの関心・意欲・態度  

観点 
 50.4 48.7 外国語表現の能力 

 59.9 51.6 外国語理解の能力 

 67.8 67.8 言語や文化についての知識・理解 

 65.9 57.9 聞くこと ア 

領域 
 65.7 63.8 話すこと イ 

 52.1 51.1 読むこと ウ 

 41.7 24.1 書くこと エ 

 

 

 

 

小学校

第3学年

小学校

第4学年

小学校

第5学年

小学校

第6学年

中学校

第1学年

中学校

第2学年

中学校

第3学年

全体 58.2 52.7

R1 17.3 17.1

R2 38.2 38.3

R3 62.9 63.3

R4 83.2 84.2

R5 92.3 93.2
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※中学校第 1 学年は、出題が前学年(小学校)の範囲のため、 

外国語科の調査対象としない。 
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６ 学習・生活についてのアンケート 意識・実態調査       
 

（1）自己意識、生活実態に係る観点の平均値 

 

観点 

小学校 中学校 

第 3学年 第 4学年 第 5学年 第 6学年 第 1学年 第 2学年 第 3学年 

自己 
意識 

学校生活の充実度 3.23 3.19 3.21 3.21 3.21 3.03 3.07 

自己効力感 
(自由の感度) 

3.23 3.22 3.23 3.24 3.18 3.02 3.04 

他者への受容 
(相互承認の感度①)  

3.22 3.20 3.23 3.29 3.28 3.19 3.25 

他者からの受容 
(相互承認の感度②) 

3.35 3.37 3.41 3.38 3.37 3.26 3.27 

自己の受容 
(自 己 承 認 の 感 度 )(自 己 肯 定 感 ) 

2.92 2.84 2.77 2.67 2.54 2.31 2.29 

内発的な学習意欲 3.27 3.22 3.19 3.19 3.13 2.91 3.00 

時間的展望 3.38 3.36 3.36 3.30 3.21 3.00 3.00 

道徳的実践力 2.91 2.88 2.90 2.90 2.92 2.78 2.82 

生命尊重体験 3.09 3.24 3.38 3.40 3.39 3.26 3.22 

国際社会への 
関心・関わり 

2.65 2.64 2.76 2.84 2.93 2.81 2.87 

今住んでいる地域への 
関心・関わり 

3.10 3.15 3.15 3.07 3.07 2.91 2.88 

集合的(社会)効力感 
(相互承認(触発)の感度③) 

3.00 2.96 2.97 3.00 2.99 2.80 2.82 

生活 
実態 

基本的な生活習慣 3.20 3.20 3.21 3.26 3.18 3.07 3.10 

規律ある学校生活 3.46 3.49 3.53 3.54 3.59 3.44 3.50 

※回答を肯定＝4～否定＝1 と換算し、各領域に含まれる項目の回答結果を平均した値 

1.00
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国際社会への

関心・関わり

今住んでいる地域

への関心・関わり

集合的（社会）

効力感

基本的な生活習慣

規律ある学校生活 小学校第3学年

小学校第4学年

小学校第5学年

小学校第6学年

中学校第1学年

中学校第2学年

中学校第3学年



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ―１ 国語科 

 

特定の課題に対する調査 

教科等別結果の分析と考察 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ⅲ
―
１ 

国
語
科 

特
定
の
課
題
に
対
す
る
調
査 

教
科
等
別
結
果
の
分
析
と
考
察 



- 26 - 

１【系統性】の理解に基づく【連続性】を確保した調査企画の全体像   
 

校種 小学校 

学年 第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 

出題範囲 小学校第 1・2 学年 小学校第 3・4 学年 

 

Ａ 話す・聞くこと 

ｴ 

大事なことを落とさない 

ｴ 

中心に気を付けて聞き、質問・感想 

・B【話聞】1-1 ・ B【話聞】1-1 

・ B【話聞】1-2 ・ B【話聞】1-2 

 

Ｂ 書くこと 
ｲ 

構成:事柄の順序 
ｲ 

構成:段落の役割 

・B【書】5-1 ・ B【書】5-1 

ｴ 
推敲：間違いに気付き正す 

ｵ 
推敲：間違いを正し、よりよい表現に 

・A【書】5-2 ・ A【書】5-2 

ｵ 
交流:よいところ見付け感想 

ｶ 
交流:考えの明確さについて意見 

・S【書】5-3 ・ S【書】5-3 

 

Ｃ 読むこと 

 

 

 

 

  

  

ｲ 

時間・事柄の順序 

ｲ 

内容の中心となる語・文 

・C【読】(説)3-1 ・ C【読】(説)3-1 

  

内容の大体 段落相互の関係 

・B【読】(説)3-2 ・ B【読】(説)3-3 

 事実と意見の関係、 

 ・B【読】(説)3-2 

ｳ 

人物の行動、想像を広げ 

ｳ 

場面の移り変わり 

・C【読】(文)4-1 ・ C【読】(文)4-1 

・ B【読】(文)4-2 登場人物の性格を想像 

・B【読】(文)4-2  

登場人物の気持ちの変化を想像 

・A【読】(文)4-3 

 

 

 

 

 

 

ｴ 

大事な言葉・文を書抜 

ｴ 

要点・細かい点・引用・要約：人物や情景の描写 

・A【読】(説)3-3 
・ A【読】(文)4-3 

・ A【読】(説)3-4 

・ A【読】(文)4-4 

ｵ 

経験と結び付いた思いや考え 

ｵ 

自分の考えをもつ 

・S【読】(説)3-4 ・ S【読】(説)3-5 

・ S【読】(文)4-4 ・ S【読】(文)4-5 
  

 

伝統的な言語文化と 
国語の特質に関する事項 

ｲ 

(ｳ)意味によるまとまり 

ｲ 

(ｵ)性質・役割による類別 

・C【言】2-1 ・ C【言】2-1 

(ｶ)主語・述語の関係の理解 (ｷ)修飾語・被修飾語の関係 

・C【言】2-2 ・ C【言】2-2 

(ｵ)文の意味に沿う句読点 (ｶ)辞書の利用 

・C【言】2-3 ・ C【言】2-3 
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小学校 中学校 

第 6 学年 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

小学校第 5・6 学年 中学校第 1 学年 中学校第 2 学年 

 

ｴ 

話し手の意図を捉え、自分の意見と比較  

ｴ 

質問、共通点・相違点の整理 

ｴ 

論理構成・自分と比較 

・B【話聞】1-1 ・ B【話聞】1-1 ・ B【話聞】1-1 

・ A【話聞】1-2 ・ A【話聞】1-2 ・ A【話聞】1-2 

 

ｲ 
構成:考えを明確にする文章全体の構成 

ｲ 
構成:段落の役割 

ｲ 
構成:立場、事実や事柄明確に 

・B【書】5-1 ・ B【書】5-1 ・ B【書】5-1 

ｵ 
推敲：表現の効果 

ｴ 
推敲：表記や語句の用法、叙述 

ｴ 
推敲：語句、文、段落相互の関係 

・A【書】5-2 ・ A【書】5-2 ・ A【書】5-2 

ｶ 
交流:表現の仕方に着目して助言 

ｵ 
交流:題材.材料.根拠の意見 

ｵ 
交流:意見、助言、考えを広げる  

・S【書】5-3 ・ S【書】5-3 ・ S【書】5-3 

 

 

 

ｱ 

文脈上の語句の意味 

ｱ 

抽象的な概念・心情を表す語句 

 ・C【読】(説)3-1 ・ C【読】(説)3-1 

   

ｳ 

内容を的確に押さえ要旨を捉える 

ｲ 

中心・付加的な部分の読み分け要約 

ｲ 

文章全体と部分の関係 

・C【読】(説)3-1 ・ B【読】(説)3-2 ・ B【読】(説)3-2 

・ B【読】(説)3-3   

事実と意見、感想の関係 要旨を捉える  

・B【読】(説)3-2 ・ B【読】(説)3-3  

考えを明確にする   

・ S【読】(説)3-5   

ｴ 

 

ｳ 

場面の展開、人物の描写 人物の言動の意味 

 ・C【読】(文)4-1 ・ C【読】(文)4-1 

 ・ B【読】(文)4-2 ・ B【読】(文)4-2 

   

人物の相互関係、心情を捉える  例示や描写の効果 

・C【読】(文)4-1  ・ B【読】(説)3-3 

・ B【読】(文)4-2 

・ B【読】(文)4-3   

優れた叙述について考えをまとめる 

ｴ 

文章構成・展開、表現の特徴 

ｳ 

構成や展開、表現の仕方について根拠を明確に  

・S【読】(文)4-5 ・ S【読】(説)3-5 ・ S【読】(説)3-5 

 ・ S【読】(文)4-4 ・ S【読】(文)4-4 

   

   

   

ｵ 

考えを広げ、深める 

ｵ 

ものの見方・考え方を広げる 

ｴ 

見方・考え方の知識・体験関連付け  

・A【読】(説)3-4 ・ A【読】(説)3-4 ・ A【読】(説)3-4 

・ A【読】(文)4-4 ・ A【読】(文)4-3 ・ A【読】(文)4-3 

 
 

  

 

ｲ 

 

ｲ 

(ｱ)音声の響き・仕組み 

ｲ 

(ｲ)同音異義語、多義的意味 

 ・C【言】2-1 ・ C【言】2-1 

(ｷ)文や文章の構成 (ｴ)単語の類別 (ｴ)単語の活用 

・C【言】2-2 ・ C【言】2-2 ・ C【言】2-2 

(ｸ)敬語の使い方   

・ C【言】2-3   

ｳ 
(ｲ)漢字の由来、特質     

・ C【言】2-1   

 

  ※S～C：設問レベル、【話聞】話す・聞く能力 【書】書く能力、【読】読む能力 

【言】言語についての知識・理解・技能、番号：設問番号、(説)説明的文章、(文)文学的文章 
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２ 結果の分析と考察                      
 

（1）5 段階の学習状況の評定(学力段階)(再掲) 

校種・学年 平均 
全体に占める各学習状況の児童生徒の割合 

R1 R2 R3 R4 R5 

小学校 

第 3 学年 3.22 

 

第 4 学年 3.17 

第 5 学年 3.08 

第 6 学年 3.10 

中学校 

第 1 学年 2.93 

第 2 学年 2.96 

第 3 学年 2.84 

 

 

 

 

（2）学習状況の評定(学力段階)ごとの平均正答率(教科全体)(再掲) 

 

 

 

小学校

第3学年

小学校

第4学年

小学校

第5学年

小学校

第6学年

中学校

第1学年

中学校

第2学年

中学校

第3学年

全体 47.6 59.4 54.4 65.3 61.4 69.1 64.1

R1 3.4 14.4 17.0 20.4 21.8 18.4 17.5

R2 15.8 34.4 34.4 43.2 44.0 47.1 45.9

R3 41.8 57.2 53.3 65.2 64.1 72.7 71.8

R4 68.0 76.6 71.3 82.5 80.6 90.2 88.3

R5 85.7 89.7 86.2 95.7 88.4 100.0 92.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

※学習指導要領に準拠した調査実施の前学年の学習状況の評定(学力段階) 

R5 発展的な力が身に付いている  R4 十分な定着がみられる 

R3 おおむね定着がみられる(最低限の到達目標) 

R2 特定の内容でつまずきがある  R1 学び残しが多い 

6.4%

3.5%

4.4%

6.1%

6.5%

5.5%

5.9%

28.9%

24.4%

23.8%

17.1%

18.5%

12.4%

8.8%

46.5%

48.1%

49.5%

41.4%

41.5%

47.6%

51.7%

11.0%

20.3%

19.0%

31.8%

27.0%

29.0%

25.1%

7.2%

3.7%

3.3%

3.6%

6.4%

5.5%

8.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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〔学力段階に関する考察〕 

○「杉並区教育ビジョン 2012 推進計画」の目標Ⅰに準拠すると、中学校第 3 学年にお

ける R3 以上の割合はおよそ 65％であり、平成 33 年度の目標値 80％からは 15 ポイン

ト低い状況である。R3 以上の割合は、平成 27 年で 54％、28 年度で 63％と目標に近

付いてきている。 

 ○学年別にみると、小学校第 3 学年から中学校第 3 学年まで学年進行に伴い R1・2 の全

体に占める割合が増加している。つまずき、学び残しを解消する機会がないままに学

年が進み、中学校第 3 学年では 35％の生徒が何らかのつまずき、学び残しを抱えて

いる状態となっている。一方、R4・5 も学年進行にしたがい、割合が減少している。

特に R4 は小学校第 6 学年と比べて中学校第 1 学年で 13％減少し、中学校第 3 学年で

また 9％減少する。R3 の増減はあまりみられない。 

 ◎（概括 1）学年進行に伴うつまずき、学び残しを累積させないためには、全ての児

童・生徒に各々の学力・学習状況に応じた指導が必要であることを前提としながらも、

R1・2 への重点的な基本的な技能に関する個別指導・支援が必要である。また、学習

指導要領に示される指導目標・内容の【系統性】を構造的かつ明確に理解し、単位時

間における課題解決学習の定着を図る。その際、学力段階と意識・実態調査の結果を

関連付け、児童・生徒一人ひとりを取り巻く環境や意識も十分に把握したうえで、学

力向上のための手だてを考える必要がある。また、言語活動の【連続性】を十分に確

保した指導により、各学年での積み上げを確実に行う必要がある。 

 ◎（概括 2）R1・2 の増加と R4・5 の減少傾向にある学習状況は、児童・生徒同士の学

び合いを生かし交流を活性化させることで改善を図る。また、【協働】を通じて教育

内容と教育環境の充実に努め、児童・生徒の主体的な学びを確保していく必要もある。 

 

〔教科全体の学力段階ごとの平均正答率に関する考察〕                          

 ◎（概括 1）R5 の中学校第 1 学年を除き、学年進行にしたがい、R1 から 5 まで、どの段

階も平均正答率が上昇している。特に R2 と 3 がどちらも 30 ポイント以上高くなって

いる。R1 から R3 までの児童・生徒も学年が上がるにしたがって着実に伸びている。

また、中学校第 1 学年で正答率が 88％となっている R5 の正答率も、中学校第 2 学年

では 100％である。一方、中学校第 1 学年では R1 と R5 の差が 67 ポイントだが、中学

校第 3 学年では 75 ポイントと、正答率の差が大きくなっている。これは、R1 が中学

校第 1 学年以降伸びていないことに起因する。つまずきや学び残しは学年進行に伴い

累積していく。当該学年の基礎的・基本的な指導事項を確実に身に付けさせる指導の

改善が急務である。主体的・対話的に活動する授業を構築する中で、つまずきや学び

残しを解消し、新たに累積させない指導が必要である。 

◎（概括 2）授業の中では、児童・生徒の問いを大切にした課題設定を行うことで主体

的な学びを促し、ペアやグループ学習など協働的な学習を取り入れ、一人ひとりの学

習活動を保証する必要がある。また、対話によって深い学びを追究することは、R2

や 3 をはじめ、全ての児童・生徒が活躍する手だてとなる。 
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（3）基礎・活用別、観点別、領域別の学力段階ごとの平均正答率 

 ア 基礎・活用別 

①基礎 

 

②活用 

 

  

イ 観点別 

①話す・聞く能力 

 

②書く能力 

 

③読む能力 

 

④言語についての知識・理解・技能 

 

 

ウ 領域別 

①説明的な文章 

 

②文学的な文章 
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〔基礎・活用別の学力段階ごとの平均正答率に関する考察〕 

 ○「基礎」においては、R1・2 ともに、正答率が学年進行に伴って緩やかに上昇する傾

向にある。特に小学校第 3 学年から第 4 学年へかけての伸びが大きく、R1・2 への手

だての効果が表れてきたと考えられる。正答率を他学年と比べると小学校第 3 学年と

小学校第 5 学年が低い。第 3 学年は主に R1・2 の児童の正答率が、第 5 学年は主に R3

以上の正答率が反映している。R3 以上の正答率が低い理由として設問の難易度の影

響も考えられるが、知識・技能の確実な定着に課題があると思われる。 

 ○「活用」については、中学校第 1 学年の正答率が特に低い。これは「書く能力」観点

の「推敲」の通過率が 0.5％と極端に低かったことが反映している。その原因を細か

に分析し、これからの設問の仕方や指導方法に生かしていく必要がある。 

 

〔観点別の学力段階ごとの平均正答率に関する考察〕 

 ○「書く能力」に関する課題は依然大きく、7 学年中 5 学年で正答率が最も低い。全体

の正答率は、学年進行にしたがって上昇していっている。R1 と 2 の差に関しては、

小学校第 3 学年で 5 ポイントであったものが、徐々に開いていき、中学校第 3 学年で

38 ポイントになる。小学校第 3 学年と中学校第 3 学年の正答率の差を比べると、R1

の差は 14.1 ポイントに対して、R2 の差は 50.5 ポイントと大きく伸びている。 

 ○「話す・聞く能力」については、他観点能力と比較して正答率が高い。背景に R1 の

正答率が 37％と高いことが挙げられる。 

 ○「読む能力」では、R1 と 5 の差が、全学年を通し、他観点と比べて大きい。  

 ○「言語についての知識・理解・技能」については、当該観点に含まれる設問レベルは

全て基礎 C であり、全ての児童・生徒に確実に習得させる必要のある＝通過率 100％

を目標とする。この基準に照らすと、最も大きな課題を残している。 

 

〔領域別の学力段階ごとの平均正答率に関する考察〕 

 ○設問レベル・難易度が完全に同一ではないため慎重に考察する必要があるものの、例

年「文学的な文章」の平均正答率と比較し、「説明的な文章」のそれが低い傾向にあ

った。今年度は、「文学的文章」と「説明的文章」の平均正答率の差は 4 ポイントで

あり、「説明的文章」の正答率の方が高い学年が 3 学年と、その差はほとんどない。

「説明的文章」の指導において、指導内容の【系統性】を構造的に理解したつながり

のある指導が行われ、その効果が表れてきていると考えられる。 

  

◎（概括 1）上記は、正答率を主たる材料としており、また同個体の経年変化に基づく

考察ではない。よって、正答率の微細な変化や差をもって実態とすることは避けるべ

きである。学力・学習状況には、経済や社会関係、文化といった資本も影響している。 

◎（概括 2）以下の 3 点は、改善方策を重点的に考える必要がある。①「書く能力」が

他観点と比較して低い傾向②「読む能力」での R1 と 2 の段階差が大きい傾向③中学

校での「書く能力」の R1 と 2 の段階差が、学年が進むにつれて大きくなる傾向。 
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（4）領域別に抽出した設問の(準)通過率・無答率 

 ア 聞く・話すこと(聞くことの系統) 

  ①「聞くこと」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 B 1-2 ｴ 話し手が知らせたいことを聞き取る。 

第 4 学年 
基礎 B 1-2 ｴ 話の内容を聞いて質問する。 

第 5 学年 

第 6 学年 
活用 A 1-2 ｴ 

話し手の意図を自分の意見と比べるなどして考えを

まとめる。 中
学
校 

第 1 学年 

第 2 学年 活用 A 1-2 ｴ 話し手の意見を踏まえて考えを書く。 

第 3 学年 活用 A 1-2 ｴ 話し手の意見に触れ理由を明確にして考えを書く。 

   

 

イ 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(言葉の特徴や決まり) 

②「語句・言葉」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 C 2-2 ｶ 文中から主語と述語を押さえる。 

第 4 学年 
基礎 C 2-2 ｷ 文中の語句を修飾している語を捉える。 

第 5 学年 

第 6 学年 
基礎 C 2-2 ｷ 

重文を単文に分ける。 

中
学
校 

第 1 学年 複文を単文に分ける。 

第 2 学年 基礎 C 2-2 ｴ 自立語と付属語に分類する。 

第 3 学年 基礎 C 2-2 ｴ 活用する自立語・付属語を押さえ単語を分類する。 
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〔「聞くこと」に関する設問の考察〕 

    小学校第 4 学年の趣旨と 5 学年の趣旨は「話の内容を聞いて質問する」で同じであ

るが、通過率は 74.3％・30.3％と学年間の差が大きい。その理由として、第 4 学年は

「くわしく知りたいことを質問しましょう」との言葉が設問文にあることによって、

質問することが求められていることが理解できるのに対し、第 5 学年は「分からなか

った点や確かめたい点を一つ書きましょう」と書かれているために、何が求められて

いるのかがよく理解できなかったことが考えられる。設問文の曖昧さはあってはなら

ないが、文意がつかめなくて答えられないことは日常の学習でよくみられる。そのた

めに、言葉の意味を正確に理解するだけではなく、何を問われているのか文の意図を

読み取る理解力も必要となる。また、国語科における「用語」の指導も丁寧に行い、

一貫した連続的な指導が必要である。「用語」を理解するだけではなく、「用語」を

使って文を書いたり話したりする機会を増やすことも効果的である。 

   小学校第 6 学年・中学校第 1 学年は、「話し手の意見と比べて自分の考えを書く」

中学校第 2 学年では「相手の意見を踏まえて書く」「中学校第 3 学年は相手の意見に

触れるだけではなく、考えに理由を添えて自分の考えを書く」という系統性を踏まえ

た設問である。それぞれの通過率が、75.2％、90.7％、95.6％、89.0％と学年が上が

るにつれて徐々に高くなっている。また各段階層の差も大きくなっている。R1・2 も

他観点の設問に比べて通過率が高い。「話を聞いて自分の考えを書く」学習が定着し

てきており、日常の指導の成果が表れていると考えられる。 

   

〔「語句・言葉」に関する設問の考察〕 

   中学校第 2・3 学年は単語の類別を問う設問で、それ以外の学年は文中の主語と述語、

修飾語と被修飾語の関係を問う設問、あるいは主語と述語が分かれば解答できる設問

であり、全ての児童・生徒に確実な習得を目指す基礎 C のレベルである。 

通過率は、文中から主語と述語を押さえる小学校第 3 学年が 49.1％、修飾と被修飾

の関係を捉える小学校第 4・5 学年が 52.3％、44.1％であることは大きな課題である。

文中の主語と述語との関係、修飾と被修飾の関係を捉えられなければ文や文章を正し

く理解できない。文章を読む時は細かい点にとらわれず、「だれが、どうした」「何

がどうなった」のか、内容の大体をつかむ読み方の指導を不断に行う必要がある。 

中学校第 3 学年は文中の「形容動詞、助動詞、動詞」の品詞を問うており、通過率

は 26.7％である。特に形容動詞や助動詞など日常の学習にあまり使われないことと相

まって学習の定着が図られていないことが分かる。 

中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導

要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」（平成 28 年 12 月 21 日）において

も「小学校低学年の学力差の大きな背景に語彙の量と質がある」と指摘されるように、

語彙力は言語能力を支える重要な要素である。思考力を高め、表現力を豊かにするた

めにも語彙指導の改善・充実を図ることが重要である。 
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ウ 書くこと(推敲、交流の系統) 

  ①「推敲」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 活用 A 5-2 ｴ 間違いなどに気付き正す。 

第 4 学年 
活用 A 5-2 ｵ 

文章の間違いを正しく直す。 

文章をよりよい表現に書き直す。 第 5 学年 

第 6 学年 
活用 A 5-2 ｵ 

表現の曖昧さを確かめて書き直す。 

中
学
校 

第 1 学年 よりよい言葉や文に書き直す。 

第 2 学年 活用 A 5-2 ｴ 叙述の仕方について適切に書き直す。 

第 3 学年 活用 A 5-2 ｴ 段落相互の関係を考えて適切に書き直す。 

 

 

 

②「交流」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 活用 S 5-3 ｵ 分かりやすい書き方とそう思った理由を書く。 

第 4 学年 
活用 S 5-3 ｶ 考えを明確に伝えるための書き方に気付く。 

第 5 学年 

第 6 学年 
活用 S 5-3 ｶ 

助言された内容を参考にして書き直す。 

中
学
校 

第 1 学年 助言された内容を参考にして書き換える。 

第 2 学年 活用 S 5-3 ｵ 助言する内容と助言する根拠を書く。 

第 3 学年 活用 S 5-3 ｵ 助言する内容と助言する理由を書く。 

 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

小学校

第3学年

小学校

第4学年

小学校

第5学年

小学校

第6学年

中学校

第1学年

中学校

第2学年

中学校

第3学年

全体 無答率(全体) R1 R2 R3 R4 R5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

小学校

第3学年

小学校

第4学年

小学校

第5学年

小学校

第6学年

中学校

第1学年

中学校

第2学年

中学校

第3学年

全体 無答率(全体) R1 R2 R3 R4 R5 列1



Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察  

- 35 - 

 

 

 

〔「推敲」に関する設問の考察〕 

   間違いを正したり、よりよい文に書き直したりすることを趣旨とする推敲の設問で

活用 A レベルである。小学校第 5 学年の通過率が 5.5％と極端に低い。「ぼくが考え

たのは、～と考えました。」の「考えた」の重複を解消して一つに正す設問である。

低い理由として設問の意図が理解できなかったことが考えられる。小学校第 4・6 学

年は「正しく書き直す」「正しい文になるように」というように指示されているが、

小学校第 5 学年は「よりよい文に直したいと思います。正しく書き直しましょう」と

書かれているために、「よりよい文」と「正しい文」の意味は同じであるつもりが児

童にとっては二つの違う意味に解釈したと考えられる。設問文も改善する必要がある。  

  中学校第 1 学年の正答は文中の「行き届かない」の否定を「行き届いた」と肯定に

書き直すだけであるが、全体の通過率は 0.5％である。理由として「３～５段落の中

で書き方の間違いがある」と記したために、その範囲しか読まずに解答しようとした

ことが挙げられる。指定された範囲を読めば解答できる問題ではなく、全文を読み、

書かれている内容をよく理解したうえで考えなければ間違いに気付かない。 

  推敲は、文を書いた後に仮名や漢字など表記上の間違いを正すことだけを意味しな

い。系統性を構造的に理解したうえで、小学校中学年はよい表現に書き直し、高学年

は表現の効果はどうかといった視点、中学校は読みやすく分かりやすい文章になって

いるかどうか、文章の全体を読んでよりよい文章になるような視点で考えさせたい。  

 

〔「交流」に関する設問の考察〕 

   小学校低学年は書いたものの感想を伝え、中学年は書き手の考えの明確さに対して

意見を述べ、高学年からは読み手が書き手によりよい文章にするために助言すること

を指導の中心とした内容であり、活用 S の設問である。 

小学校第 4 学年は通過率が 24.2％である。文章の書き方のよい点や工夫した点を

見付けるだけでなくその理由も書き、両方の条件を満たして正解となる。また、中学

校第 2 学年は助言する内容を書くだけではなく、助言する根拠も書かなければならな

い設問であり、通過率が 31.4％である。このことから、考えや意見をもつときには

それの支えとなる「根拠」と「理由」を明確にしたうえで、より説得力が増すように

させる必要がある。「どうして？」「なぜ？」「どこからそう考えたの？」と常に問

い返して考えさせたり、既習事項や既有知識・個人的な経験を思い返して考えさせた

りする指導が不可欠である。 

小学校高学年からは読み手が書き手によりよい文章にするために助言をするとい

う内容である。小学校第 6 学年の通過率は 14.6％であるが、中学校第 1・3 学年の通

過率は 53.3％・60.1％と上昇しているため、小学校では書かれている内容の理解に

学習の重点を置きすぎ、高学年の指導事項である「表現の仕方に着目して助言し合う

こと」の学習経験が十分ではないのではないかと考えられる。指導内容の系統性を構

造的に理解したうえで、適切な指導を連続的に展開することが求められている。 
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エ 読むこと「説明的な文章」(文章の解釈の系統) 

①「文章の解釈」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 B 3-2 ｲ 文章の内容の大体を読む。 

第 4 学年 
基礎 B 

3-2 
ｲ 

事実の文と考えの文を区別する。 

第 5 学年 3-2 事実の文と考えの文の記述の仕方の違いに気付く。 

第 6 学年 
基礎 B 3-2 ｳ 

事実の文と考えの文とを読み分ける。 

中
学
校 

第 1 学年 事実から何が分かるかを考える。 

第 2 学年 基礎 B 3-2 ｲ 中心的な内容を捉えて要約する。 

第 3 学年 基礎 B 3-2 ｲ 段落が文章全体の中で果たす役割を捉える。 

   

 

 

②「考えの形成」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 A 3-3 ｴ 大事な文や言葉を書き抜く。 

第 4 学年 
基礎 A 

3-4 
ｴ 

中心となる語に注意して要点をまとめる。 

文中の言葉を使って文章を要約する。 第 5 学年 3-4 

第 6 学年 
基礎 A 3-4 ｵ 筆者の考えについて自分の考えをもつ。 

中
学
校 

第 1 学年 

第 2 学年 基礎 A 3-4 ｵ 筆者のものの見方について考えをもつ。 

第 3 学年 基礎 A 3-4 ｴ 筆者のものの見方や感じ方について考えをもつ。 
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〔「文章の解釈」に関する設問の考察〕 

小学校では書かれている内容の大体を捉えたり、事実の文と考えの文との違いを

区別したりすること、中学校では中心的な内容を捉えて要約したり、段落が果たす役

割を捉えたりすることを趣旨とした設問で、全ての児童・生徒に確実な習得を目指す

基礎 B のレベルである。小学校から学年が上がるにつれて徐々に通過率が上がり、

R1・2 も同じように上がっている。このことは各学年において指導事項を踏まえた指

導が系統的に、かつ連続的に行われていることの証である。小学校から中学校までの

9 年間を見通した指導の成果が表れ、今後更なる効果が期待される。                          

小学校第 3 学年は内容の大体を理解しているかどうかが問われる設問であり、通過

率が 38.4％と基礎 B としては課題が大きい。紹介されている三つの似たような遊び

で使う道具のうち二つは何かを聞かれている。「木などにひもをまきつけて」の中の

「ひも」を選択できない児童が 35％いることから、「木」の言葉に目を奪われたと

思われる。大事な言葉の抽出は低学年の指導事項である「大事な言葉を書き抜く」こ

とにもつながり、重要語句に着目することができるかどうかが読みの力に大きく関わ

ることから、丸で囲む、線を引く、書き抜く等、視覚化する活動を通して確実な力と

なるような指導が大切である。また、事実の文・意見の文についても色別にサイドラ

インを引いて区別をして読み分ける指導も効果的である。 

 

〔「考えの形成」に関する設問の考察〕 

全児童・生徒に、より一層の育成を目指す「思考力・判断力・表現力等」を出題

趣旨とする活用 A の設問である。通過率は小学校 3・5 学年を除いて、おおむね 60％

以上である。大事な言葉や文を書き抜く力が中学年の要点をまとめ、要約する力につ

ながり、その力が高学年の要旨を捉える力につながっていく。中学校では要旨を捉え

るだけでなく、筆者のものの見方や感じ方について自分がどう考えるのかまで高めて

いく。 

自分の考えを形成する基礎となる「大事な言葉や文を書き抜く」小学校第 3 学年の

通過率は 12.7％と全学年を通して最も低い。その理由の一つとして「1 文を文章の中

から書き抜きましょう」の「1 文」の意味が理解できなかったことが挙げられる。文

の指導は 1 学年の早々に『ぶんをつくろう』で「ぶんのおわりには、『まる』をつけ

ます」と書かれていて既習事項である。文意識は読む指導の中においては最重要事項

であるにもかかわらず、「文」の指導が十分になされていないのではないかと思われ

る。段落を構成する単位が「文」であり、その段落が何文からなるのかの指導は欠か

せない。幾つかの文の中から中心文を見いだし、中心文の中から要点を見付け、要点

を基に要約するといった一連の学習過程はどれも欠かせない指導事項である。 

書き抜く学習は、叙述に基づいて考えたり想像したりする言語活動の初歩となる。

「どの言葉を基にして考えたのか」「どの文に着目すると想像できるか」等思考力を

高める根拠となるものが言葉であり文である。確実な力を身に付けさせたい。 
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オ 読むこと「文学的な文章」(文章の解釈／自分の考えの形成の系統) 

①「文章の解釈」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 C 4-1 ｳ 場面の様子を想像する。 

第 4 学年 
基礎 C 4-1 ｳ 場面の移り変わりを捉える。 

第 5 学年 

第 6 学年 
基礎 C 4-1 ｴ 登場人物の相互関係を捉える。 

中
学
校 

第 1 学年 

第 2 学年 基礎 C 4-1 ｳ 登場人物の行動・会話から内容を理解する。 

第 3 学年 基礎 C 4-1 ｲ 描写の効果を考え内容を理解する。 

   

 

 

②「自分の考えの形成」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 活用 A 4-3 ｴ 文章の中から大事な言葉や文を書き抜く。 

第 4 学年 
活用 A 4-4 ｳ 

人物の行動の意味を考える。 

第 5 学年 人物の描写や気持ちを想像する。 

第 6 学年 
活用 A 4-4 ｴ 

登場人物の心情に付いて自分の考えをもつ。 

中
学
校 

第 1 学年 登場人物の心情に付いて自分の考えをまとめる。 

第 2 学年 活用 A 4-3 ｴ 文章と関連付けて自分の見方・考え方を広げる。 

第 3 学年 活用 A 4-3 ｳ 知識や体験を基にして自分の考えをもつ。 
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〔「文章の解釈」に関する設問の考察〕 

   小学校では場面を中心に様子や移り変わりをつかみ、中学校では人物の相互関係や

描写の様子から深い心情を理解することを趣旨とした設問を抽出しており、レベルは

全ての児童・生徒に確実な習得を目指す基礎 C である。小学校第 5 学年の通過率は

32.1％で基礎 C としては極めて低い。その理由として設問文が「時間の流れに注目す

ると大きく二つの場面に分けられる。後の場面はどこからか」と書かれているために、

「時間の流れ」という意味が理解できなかったのではないかと考えられる。同趣旨の

小学校第 4 学年は「大きく気持ちが変わったところはどこからか」と書かれており、

通過率は 64.7％と第 5 学年と比べ 40 ポイント高いことから、設問の意図がつかみや

すかったといえる。設問文の適否は考慮する必要はあるものの、物語の描き方によっ

て、場面の転換の軸は、時間の場合もあれば、気持ちの変化や出来事の場合もある。

場面は何によって変わるのかという視点で物語を読む読み方にも言及する必要がある。 

中学校第 2 学年の通過率は 91.7％で、しかも R2 以上の段階は 85％を超えている一

方、R1 と 2 との差が 50 ポイントある。「歯切れが悪い」という慣用句の意味が分か

らなければ人物の気持ちを考えることができない。語彙力が学力の差を生むと「答申」

で指摘されているように、全学年にわたって全教科で語彙力を豊かにする取組が求め

られる。 

 

〔「自分の考えの形成」に関する設問の考察〕 

   小学校第 3 学年の「文章の中から大事な言葉や文を書き抜く」を趣旨とした設問は

毎年同じ課題が見られることを踏まえて出題した。全体の通過率は、平成 27 年度が

39.9％、28 年度が 23.9％、今年度が 22.2％となり、年々下がってきている。設問の

難易度や個体差にもよるために単純な比較はできないものの、出題趣旨とした力が身

に付いていない現状は明らかである。 

小学校第 1・2 学年の指導事項である「文章の中から大事な言葉や文を書き抜く」

力は、言語を媒体とした国語の言語活動としては土台となるものである。例えば、

「どの言葉から想像できるか」「この言葉からどんなことが想像できるか」と問うこ

とで重要語句に着目して考える学習の仕方が身に付く。また、文中にも書かれている

が「『ずっと』と『じっと』はどのように違うか」を比較したり、「『おそろしくて

おそろしくて』と 2 回同じ言葉が使われているのはなぜか」と考えたりすることによ

って言葉の感覚が磨かれる。どの言葉に着目すれば深い思考が生まれるのかを、教師

が真剣に教材と向き合って問い掛けるしかないのである。教師が教材をよく読み込み、

発問を工夫することによってでしか深い学びは成立しない。 

「大事な言葉や文を書き抜く」力は、中学年の「叙述を基に想像して読む」力、

さらに高学年の「優れた叙述について自分の考えをまとめる」力、中学校の「描写に

注意して読む」力へとつながっていく。国語科の指導内容は螺旋的・反復的に繰り返

しながら学習するものであるため、どの学年でも丁寧に取り組む必要がある。 



３
 
各
学
年
の
結
果
と
分
析
、
考
察
と
改
善
策
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 小
学
校
第

3
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
大

事
な

こ
と

を
落

と
さ

な
い

よ
う

に
聞

く
こ

と
大

事
な

事
柄

を
聞

き
取

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
8
.2

2
1
.5

5
3
.7

7
8
.6

9
3
.0

9
6
.0

2
.9

2
6
.2

4
.9

1
.8

0
.2

0
.0

2
1

2
話

を
興

味
を

も
っ

て
聞

く
こ

と
話

し
手

が
知

ら
せ

た
い

と
思

っ
て

い
る

こ
と

を
聞

き
取

る
自

由
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

6
9
.6

9
.4

4
4
.9

6
7
.4

8
7
.8

9
6
.4

4
.5

2
7
.7

1
0
.1

3
.6

0
.4

0
.4

3
2

1
意

味
に

よ
る

語
句

の
ま

と
ま

り
を

理
解

す
る

こ
と

意
味

が
仲

間
に

な
る

語
句

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
5
2
.5

3
.7

2
2
.0

4
6
.6

7
3
.0

9
2
.8

3
.4

3
7
.2

5
.9

1
.1

0
.4

0
.0

4
2

2
主

語
・

述
語

の
関

係
を

理
解

す
る

こ
と

文
中

の
語

句
か

ら
主

語
と

述
語

を
押

さ
え

る
選

択
完

答
基

礎
C

●
■

4
9
.1

1
.0

1
1
.5

4
1
.5

7
4
.3

9
2
.8

4
.4

3
8
.7

9
.8

2
.4

0
.0

0
.0

5
2

3
句

読
点

の
打

ち
方

を
理

解
し

て
文

章
の

中
で

使
う

こ
と

文
の

意
味

に
な

る
よ

う
に

読
点

を
打

つ
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

1
8
.3

1
.6

2
.4

1
0
.1

2
9
.2

6
4
.0

6
.1

3
6
.6

1
4
.6

4
.5

1
.3

0
.4

6
3

1
時

間
・

事
柄

の
順

序
を

考
え

る
こ

と
文

章
を

読
み

、
時

間
の

順
序

や
行

動
の

順
序

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
4
4
.0

1
.0

1
0
.1

3
4
.6

6
9
.9

8
8
.8

4
.6

4
8
.2

1
0
.1

1
.7

0
.1

0
.0

7
3

2
内

容
の

大
体

を
読

む
こ

と
書

か
れ

て
い

る
内

容
の

大
体

を
押

さ
え

る
選

択
完

答
基

礎
B

●
■

3
8
.4

1
.0

5
.6

2
6
.2

6
5
.9

9
0
.6

4
.7

4
6
.1

1
3
.6

1
.4

0
.2

0
.0

8
3

3
大

事
な

言
葉

や
文

を
書

き
抜

く
こ

と
文

章
の

中
か

ら
大

事
な

言
葉

や
文

を
捉

え
て

書
き

抜
く

記
述

通
常

活
用

A
●

■
1
2
.7

0
.0

1
.0

7
.6

1
9
.8

4
3
.2

1
1
.2

6
2
.8

2
9
.6

8
.9

1
.1

0
.4

9
3

4
自

分
の

経
験

と
結

び
付

け
て

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
る

こ
と

文
章

の
内

容
と

自
分

の
経

験
と

を
結

び
付

け
て

考
え

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

7
9
.6

6
.3

4
3
.6

8
2
.5

9
6
.9

9
8
.9

1
1
.5

7
2
.8

3
5
.9

7
.7

0
.4

0
.0

1
0

4
1

場
面

の
様

子
に

つ
い

て
想

像
を

広
げ

な
が

ら
読

む
こ

と
場

面
の

様
子

を
想

像
す

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

5
6
.3

2
.1

1
2
.5

4
9
.9

8
3
.9

9
6
.8

9
.3

7
0
.2

3
3
.4

4
.3

0
.0

0
.0

1
1

4
2

登
場

人
物

の
行

動
を

中
心

に
想

像
を

広
げ

な
が

ら
読

む
こ

と
登

場
人

物
の

行
動

を
想

像
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
3
.2

0
.5

2
1
.3

7
4
.7

9
6
.6

9
8
.9

1
0
.8

7
2
.8

4
0
.4

5
.7

0
.0

0
.0

1
2

4
3

大
事

な
言

葉
や

文
を

書
き

抜
く

こ
と

文
章

の
中

か
ら

大
事

な
言

葉
や

文
を

捉
え

て
書

き
抜

く
記

述
通

常
活

用
A

●
■

2
2
.2

0
.5

2
.4

1
4
.3

3
4
.7

6
8
.7

1
9
.5

7
9
.1

5
7
.1

1
8
.3

1
.5

0
.4

1
3

4
4

自
分

の
経

験
と

結
び

付
け

て
自

分
の

思
い

・
考

え
を

ま
と

め
る

こ
と

登
場

人
物

の
行

動
に

つ
い

て
自

分
の

経
験

と
結

び
付

け
て

感
想

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

2
7
.6

0
.5

1
.4

1
7
.8

4
6
.9

7
5
.5

2
4
.2

7
8
.0

6
4
.1

2
4
.6

4
.9

0
.7

1
4

5
1

事
柄

の
順

序
に

沿
っ

て
簡

単
な

構
成

を
考

え
る

こ
と

内
容

の
ま

と
ま

り
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
0
.4

5
.8

1
6
.4

6
9
.4

9
6
.6

9
9
.6

1
9
.2

7
6
.4

5
7
.8

1
7
.9

1
.6

0
.0

1
5

5
2

間
違

い
な

ど
に

気
付

き
、

正
す

こ
と

主
述

の
つ

な
が

り
、

表
記

、
文

末
表

現
の

使
い

方
な

ど
を

正
し

く
す

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

2
9
.5

0
.0

1
.4

1
6
.8

5
4
.2

8
3
.1

2
6
.7

8
1
.7

6
9
.3

2
8
.4

4
.5

0
.0

1
6

5
3

よ
い

と
こ

ろ
を

見
付

け
て

感
想

を
伝

え
る

こ
と

分
か

り
や

す
い

書
き

方
や

よ
い

表
現

を
捉

え
て

、
そ

う
思

っ
た

理
由

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

4
0
.1

0
.0

2
.8

3
1
.2

6
5
.9

8
4
.5

2
8
.4

8
3
.2

7
3
.5

3
0
.4

5
.0

1
.1

1
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
6

―
4
7
.6

3
.4

1
5
.8

4
1
.8

6
8
.0

8
5
.7

1
0

6
2
.5

5
5
.0

4
.8

2
0
.0

4
9
.9

7
7
.0

9
1
.7

6
3
7
.5

3
5
.3

1
.2

8
.8

2
8
.4

5
3
.1

7
5
.7

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
1
2
.5

2
7
3
.9

1
5
.4

4
9
.3

7
3
.0

9
0
.4

9
6
.2

3
1
8
.8

3
4
6
.7

1
.9

6
.9

3
9
.1

7
2
.2

8
9
.1

8
5
0
.0

4
4
4
.2

1
.5

1
2
.2

3
8
.4

6
4
.3

8
2
.7

3
1
8
.8

5
4
0
.0

2
.1

1
2
.0

3
2
.7

5
8
.8

8
3
.2

5
3
1
.3

A
5
3
.5

7
.4

2
6
.9

4
8
.8

7
1
.5

8
8
.4

4
2
5
.0

B
4
3
.7

2
.1

1
5
.1

3
7
.7

6
3
.1

8
0
.4

4
2
5
.0

C
4
4
.8

0
.9

9
.4

3
9
.2

6
5
.5

8
5
.0

3
1
8
.8

D
4
6
.7

1
.9

6
.9

3
9
.1

7
2
.2

8
9
.1

0
0
.0

E
0
.0

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
8
.8

3
1
8
.8

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
3
1
.3

5
.9

%
8
.8

%
5
1
.7

%
2
5
.1

%
8
.5

%

5
3
1
.3

9
5
6
.3

3
1
8
.8

4
2
5
.0

1
1

6
8
.8

2
1
2
.5

3
1
8
.8

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版

設
問

校
種

・
学

年
小

学
校

第
3
学

年

出
題

範
囲

小
学

校
第

2
学

年

教
科

等
国

語
科

基
礎

／
活

用
別

観
点

別

小 問

指
導

内
容

の
領

域
設

問
番

号
出

題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点

領
域

別

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

結
果

平
均

正
答

率
（

％
）

出
題

基
礎

活
用

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

0

表
現

文
学

的
文

章

説
明

的
文

章

音
声

言
語

・
言

語
事

項

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

読
む

能
力

書
く

能
力

話
す

・
聞

く
能

力

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

学
習

状
況

の
評

定
（

学
力

段
階

）

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）
■

対
象

教
科

、
校

種
・

学
年

、
出

題
範

囲
、

対
応

教
科

書

レ
ベ

ル

形
式

複
合

条
件

完
答

通
常

自
由

記
述

記
述

選
択CBAS

解
答

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
.9

%

8
.8

%

5
1
.7

%

2
5
.1

%

8
.5

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
主
語
・
述
語
の
関
係
を
理
解
す
る
設
問
 
大
問

2（
2）

 
基
礎

C 
49
.1
％
】
 

つ
ぎ
の
文
か
ら
、
主
語
（「

何
が
」「

何
は
」
に
あ
た
る
こ
と
ば
）
と
述
語
（「

ど
う
し
た
」「

ど
う

す
る
」
に
あ
た
る
こ
と
ば
）
を
え
ら
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

 
(ア

)わ
た
し
の
 (
イ
)弟

は
 (
ウ
)昼

休
み
に
 (
エ
)友

だ
ち
と
 (
オ
)こ

う
て
い
で
 (
カ
)あ

そ
ぶ
。
 

 ■
 
結
果
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

49
.1
％
で
あ
っ
た
。
段
階
別
に
み
る
と

R5
＝
92
.8
％
、
R4
＝
74
.3
％
、
R3
＝

41
.5
％
、
R2
＝
11
.5
％
、
R1
＝
1.
0％

で
あ
り
、
R1
・
2
と

3
と
の
段
階
差
が
大
き
い
。
正
答
は
主

語
が
(イ

)の
「
弟
は
」、

述
語
が
(カ

)の
「
あ
そ
ぶ
」
で
あ
り
、
完
答
と
な
る
。
両
方
の
ど
ち
ら
も

間
違
え
て
い
る
場
合
が

29
.8
％
、
16
.6
％
が
主
語
か
述
語
の
ど
ち
ら
か
に
誤
答
が
み
ら
れ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

 
 
 
通
過
率
が

50
％
以
下
で
あ
り
、
16
.6
％
が
主
語
と
述
語
の
ど
ち
ら
か
を
誤
答
し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
結
果
か
ら
、
主
述
の
関
係
を
理
解
し
き
れ
て
い
な
い
児
童
が
多
い
と
い
え
る
。
 

こ
の
原
因
と
し
て
、
文
の
始
ま
り
に
出
て
く
る
言
葉
を
主
語
と
捉
え
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
人

称
を
表
す
言
葉
が
「
わ
た
し
」「

弟
」
と
複
数
出
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
語
が
つ
か
み
に
く
か

っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 

ま
た
、
主
語
と
述
語
を
探
す
際
の
手
順
と
し
て
、
ま
ず
述
語
（「

ど
う
し
た
」「

ど
う
す
る
」）

の

「
あ
そ
ぶ
」
を
押
さ
え
、「

あ
そ
ん
だ
」
の
は
誰
か
と
考
え
れ
ば
、
主
語
（「

何
が
」「

何
は
」）

は

「
弟
は
」
と
見
つ
か
る
。
見
つ
か
っ
た
主
語
「
弟
は
」
と
述
語
「
あ
そ
ぶ
」
の
言
葉
を
つ
な
げ
る
だ

け
で
も
正
し
い
意
味
の
文
が
完
成
す
る
。
こ
の
よ
う
な
主
述
の
関
係
を
理
解
し
た
り
活
用
し
た
り
す

る
学
習
が
不
足
し
て
い
た
と
考
え
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）
「
読
む
」
活
動
に
お
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
文
の
中
の
主
語
と
述
語
を
確
か
め
る
よ
う
に
す
る
。

そ
の
際
、
主
語
と
述
語
を
色
分
け
に
す
る
と
視
覚
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
文
の
意
味
を
正
確

に
理
解
し
て
読
み
進
め
ら
れ
る
よ
う
な
手
だ
て
と
な
る
。
 

（
2）

主
語
の
書
か
れ
方
に
つ
い
て
、
様
々
な
場
合
が
あ
る
こ
と
を
指
導
す
る
。
 

①
主
語
が
二
人
以
上
の
場
合
 

②
主
語
に
修
飾
語
が
付
い
て
い
る
場
合
 

③
主
語
と
述
語
が
離
れ
て
い
る
場
合
 

④
主
語
を
省
略
し
た
り
、
人
物
や
生
物
で
は
な
く
物
で
あ
っ
て
も
主
語
に
な
っ
た
り
す
る
場
合
 

⑤
主
語
の
後
に
付
く
助
詞
が
、「

こ
そ
」「

も
」「

か
」
な
ど
の
場
合
 

（
3）
「
書
く
」
領
域
で
は
、
短
く
簡
潔
な
文
の
中
で
主
語
と
述
語
の
両
方
を
表
現
し
、
照
応
関
係
を
明

確
に
し
た
文
を
意
識
し
て
書
か
せ
る
よ
う
に
す
る
。
 

【
時
間
・
事
柄
の
順
序
を
考
え
る
設
問
 
大
問

3（
1）

 
基
礎

C 
44
.0
％
】
 

 「
ハ
ン
タ
ー
」
は
、
ど
ん
な
遊
び
で
す
か
。
文
章
中
で
説
明
さ
れ
て
い
る
 順

番
が
正
し
い
も
の

を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。
 

ア
 ハ

ン
タ
ー
が
、
棒
を
拾
っ
て
置
き
直
す
。
 
 
 イ

 ハ
ン
タ
ー
が
、
木
の
棒
を
木
の
板
に
乗
せ
る
。
 

ウ
 隠

れ
る
人
が
、
板
を
踏
ん
で
棒
を
ば
ら
ま
く
。
 エ

 ハ
ン
タ
ー
が
、
見
つ
け
た
人
の
名
前
を
呼
ぶ
。
 

①
 
イ
→
ウ
→
エ
→
ア
 
 
②
 
イ
→
ウ
→
ア
→
エ
 
 
③
 
イ
→
ア
→
ウ
→
エ
 

 ■
 
結
果
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

44
.0
％
で
あ
っ
た
。
段
階
別
に
み
る
と

R5
＝
88
.8
％
、
R4
＝
69
.9
％
、
R3
＝

34
.6
％
、
R2
＝
10
.1
％
、
R1
＝
1.
0％

で
あ
る
。
 

正
答
は
、
②
で
あ
る
。
最
多
の
誤
答
は
「
そ
の
他
」
の

33
.8
％
で
あ
る
。「

そ
の
他
」
は
答
え
方

を
誤
っ
た
も
の
で
、
記
号
「
①
・
②
・
③
」
の
中
か
ら
選
ん
だ
の
で
は
な
く
、
記
号
「
ア
・
イ
・

ウ
・
エ
」
の
中
か
ら
一
つ

選
び
、
記

入
し
た
も

の
が
含
ま

れ
て
い
る

。
次
い
で
①
を
選
ん

だ

12
.0
％
、
③
を
選
ん
だ

6.
3％

、
そ
し
て
無
答
が

2.
9％

で
あ
る
。

 
 

■
 
考
察
 

こ
の
設
問
で
設
定
さ
れ
て
い
る
接
続
語
は
「
ま
ず
」
と
「
そ
れ
か
ら
」
で
あ
る
。「

ま
ず
」
に
対

応
す
る
記
号
が
イ
、「

そ
れ
か
ら
」
に
対
応
す
る
記
号
が
「
ウ
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
選
択
肢
を

①
と
②
と
に
絞
り
こ
む
こ
と
が
で
き
る
。
①
・
②
・
③
と
記
入
し
た

62
.3
％
の
内
、
①
と
②
を
解

答
し
た

52
.0
％
は
、
こ
の
順
序
を
表
す
接
続
語
を
理
解
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

順
序
の

3
番
目
と
４
番
目
を
考
え
る
際
に
は
、
文
章
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

本
文
は
修
飾
語
が
多
く
主
語
と
述
語
が
離
れ
て
い
る
た
め
に
や
や
難
し
い
。
内
容
を
正
確
に
理
解
し

た
う
え
で
、
端
的
に
書
か
れ
て
い
る
設
問
の
文
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
答
に
辿
り
着

く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
解
答
の
記
入
方
法
の
誤
答
で
あ
る
「
そ
の
他
」
が
他
の
設
問
に
比
べ
て

多
い
。
理
由
と
し
て
、
問
題
文
を
「
ハ
ン
タ
ー
は
ど
ん
な
遊
び
で
す
か
…
正
し
い
も
の
を
一
つ
選
び

…
」
な
ど
部
分
的
に
読
み
飛
ば
し
て
答
え
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
設
問
の
意

図
や
設
問
文
の
意
味
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
要
因
に
挙
げ
ら
れ
る
。
 

 
 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

接
続
語
の
学
習
内
容
を
定
着
さ
せ
る
。
手
順
説
明
を
書
い
た
教
材
文
「
し
か
け
カ
ー
ド
の
作
り

方
」（

2
年
下
）
の
学
習
の
際
に
、
順
序
を
示
す
接
続
語
に
印
を
付
け
る
。
続
く
「
お
も
ち
ゃ
の

作
り
方
」
で
手
順
説
明
の
文
章
を
書
か
せ
る
際
に
、
必
ず
順
序
を
示
す
接
続
語
を
使
わ
せ
る
。
 

（
2）

文
章
の
細
部
を
読
み
飛
ば
さ
ず
に
丁
寧
に
読
む
力
を
付
け
る
に
は
音
読
が
有
効
で
あ
る
。
ペ
ア

で
音
読
を
聞
き
合
い
、
一
字
一
句
で
も
読
み
間
違
え
た
ら
読
み
手
を
交
代
す
る
ゲ
ー
ム
を
行
う

な
ど
、
日
常
的
に
音
読
を
行
い
、
視
覚
で
文
字
を
辿
る
力
を
付
け
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
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Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  小
学
校
第

4
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

の
中

心
に

気
を

付
け

て
聞

く
こ

と
話

し
手

の
話

の
中

心
を

聞
き

取
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
5
.2

2
9
.5

4
8
.2

7
5
.0

9
1
.5

9
8
.4

0
.6

9
.8

0
.2

0
.1

0
.0

0
.0

2
1

2
質

問
し

た
り

感
想

を
述

べ
た

り
す

る
こ

と
話

の
内

容
を

聞
い

て
質

問
す

る
自

由
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
4
.3

1
5
.3

4
6
.9

7
4
.3

9
3
.1

9
6
.7

8
.1

3
6
.6

1
6
.9

7
.4

1
.3

1
.1

3
2

1
語

句
に

は
性

質
や

役
割

の
上

で
類

別
が

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
こ

と
反

対
の

意
味

を
表

す
語

句
の

組
み

合
わ

せ
を

選
ぶ

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
0
.7

5
3
.6

8
3
.1

9
2
.2

9
6
.7

1
0
0
.0

0
.5

7
.7

0
.5

0
.0

0
.0

0
.0

4
2

2
修

飾
語

・
被

修
飾

語
の

関
係

を
理

解
す

る
こ

と
文

中
の

語
句

（
被

修
飾

語
）

を
飾

語
し

て
い

る
語

を
捉

え
る

選
択

完
答

基
礎

C
●

■
5
2
.3

1
0
.9

2
3
.2

4
5
.4

7
5
.9

9
4
.5

0
.7

1
0
.4

1
.0

0
.1

0
.0

0
.0

5
2

3
辞

書
を

利
用

し
て

調
べ

る
方

法
を

理
解

す
る

こ
と

国
語

辞
典

に
出

て
く

る
語

句
の

順
序

を
押

さ
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

7
1
.2

2
5
.7

5
4
.0

7
0
.3

8
4
.3

9
4
.5

0
.7

1
0
.4

1
.0

0
.1

0
.0

0
.0

6
3

1
内

容
の

中
心

と
な

る
語

や
文

を
捉

え
る

こ
と

文
章

の
中

か
ら

問
題

（
問

い
）

を
表

し
て

い
る

文
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

6
4
.4

1
1
.5

3
3
.0

6
0
.7

8
7
.1

9
9
.5

0
.9

1
1
.5

1
.2

0
.2

0
.0

0
.0

7
3

2
事

実
と

意
見

の
関

係
を

考
え

る
こ

と
事

実
の

文
と

考
え

の
文

を
区

別
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

4
1
.2

8
.7

1
6
.9

3
2
.7

6
4
.8

7
6
.9

1
.3

1
4
.2

1
.5

0
.6

0
.3

0
.0

8
3

3
 

段
落

相
互

の
関

係
を

考
え

る
こ

と
文

と
文

の
相

互
関

係
を

表
す

接
続

語
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

8
5
.3

2
9
.0

6
4
.5

8
7
.3

9
9
.0

1
0
0
.0

0
.9

1
2
.0

1
.0

0
.2

0
.1

0
.0

9
3

4
要

点
や

細
か

い
点

に
注

意
し

て
読

み
、

引
用

・
要

約
す

る
こ

と
段

落
の

中
心

と
な

る
語

や
文

に
注

意
し

て
要

点
を

ま
と

め
る

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
7
7
.5

1
2
.0

4
4
.0

8
0
.5

9
5
.1

1
0
0
.0

1
0
.0

5
1
.4

2
6
.7

7
.2

1
.4

0
.0

1
0

3
5

 
文

章
の

細
か

い
点

に
注

意
し

て
読

み
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

説
明

の
仕

方
の

工
夫

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
1
1
.1

0
.5

1
.5

7
.1

1
6
.7

4
9
.5

1
3
.4

4
9
.2

2
7
.4

1
3
.5

2
.6

1
.6

1
1

4
1

場
面

の
移

り
変

わ
り

に
注

意
し

な
が

ら
叙

述
を

基
に

想
像

す
る

こ
と

場
面

の
移

り
変

わ
り

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
6
4
.7

1
7
.5

4
0
.3

6
4
.7

7
8
.1

9
6
.2

2
.1

2
5
.7

3
.7

0
.5

0
.1

0
.0

1
2

4
2

登
場

人
物

の
性

格
を

想
像

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
行

動
や

会
話

か
ら

登
場

人
物

の
性

格
を

押
さ

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
7
.3

1
8
.0

4
4
.3

6
7
.3

8
1
.8

9
2
.3

2
.2

2
5
.7

3
.9

0
.5

0
.1

0
.0

1
3

4
3

登
場

人
物

の
気

持
ち

の
変

化
を

想
像

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
気

持
ち

の
変

化
を

想
像

し
て

書
く

記
述

完
答

活
用

A
●

■
6
3
.0

4
.9

2
2
.7

6
1
.2

8
8
.3

9
4
.5

7
.1

4
8
.1

2
2
.2

3
.4

0
.2

0
.0

1
4

4
4

 
人

物
や

情
景

の
描

写
な

ど
に

つ
い

て
注

意
し

て
読

む
こ

と
人

物
の

行
動

の
意

味
を

考
え

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

6
9
.7

3
.8

3
8
.9

7
0
.6

8
9
.4

9
2
.9

1
1
.6

6
0
.7

3
0
.3

9
.0

0
.5

0
.5

1
5

4
5

 
文

章
の

細
か

い
点

に
注

意
し

な
が

ら
読

み
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

情
景

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
2
7
.4

2
.7

9
.8

2
4
.1

3
7
.8

6
5
.9

1
3
.1

5
9
.0

3
3
.3

1
0
.5

2
.3

1
.1

1
6

5
1

文
章

全
体

に
お

け
る

段
落

の
役

割
を

理
解

す
る

こ
と

「
初

め
・

中
・

終
わ

り
」

の
文

章
の

構
成

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
3
.9

1
4
.2

3
9
.1

7
4
.3

9
4
.7

9
8
.4

6
.7

3
9
.3

1
5
.9

5
.3

0
.2

0
.0

1
7

5
2

文
章

の
間

違
い

を
正

し
た

り
、

よ
り

よ
い

表
現

に
書

き
直

し
た

り
す

る
こ

と
文

章
の

間
違

い
を

正
し

く
直

す
記

述
通

常
活

用
A

●
■

3
6
.5

0
.0

6
.6

2
7
.3

6
2
.8

8
0
.8

1
4
.0

5
9
.6

3
1
.5

1
2
.8

2
.4

0
.0

1
8

5
3

書
き

手
の

考
え

の
明

確
さ

な
ど

に
つ

い
て

考
え

を
述

べ
る

こ
と

筆
者

の
考

え
の

明
確

さ
に

気
付

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

2
4
.2

1
.1

2
.4

1
4
.6

4
2
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8
3
.5

1
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数
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全
体
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小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
小

学
校

第
4
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

3
学

年
活

用
S
・
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別
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へ
の

関
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・
意
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・

態
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す
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読
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説
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【
修
飾
語
・
被
修
飾
語
の
関
係
を
理
解
す
る
設
問
 
大
問

2（
2）

 
基
礎

C 
52
.3
％
】
 

次
の
文
の
「
か
ば
ん
」
を
く
わ
し
く
説
明
し
て
い
る
言
葉
を
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ

う
。

 
（
ア
）
お
母
さ
ん
の
 
（
イ
）
大
き
な
 

 か
ば
ん
に
、

 （
ウ
）
た
く
さ
ん
の
 
（
エ
）
本
が

  
 

 
入
っ
て
い
る
。

 
 ■
 
結
果
 

 
 
ど
ん
な
か
ば
ん
な
の
か
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
言
葉
を
判
断
し
、
修
飾
語
を
二
つ
選
ぶ
設
問
で

あ
る
。
か
ば
ん
を
修
飾
す
る
言
葉
で
あ
る
か
ら
、（

ア
）
の
「
お
母
さ
ん
の
」
と
、（

イ
）
の
「
大
き

な
」
が
正
答
で
あ
る
。
通
過
率
は
、
R1

で
10
.9
％
、
R2

で
23
.2
％
で
あ
っ
た
。
二
つ
を
選
ん
で
い

な
い
場
合
は
正
答
と
な
ら
な
い
。
誤
答
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、（

ア
）
は
含
ま
れ
る
が
、（

イ
）
が
な

い
場
合
は

9.
0％

、（
イ
）
は
含
ま
れ
る
が
、（

ア
）
が
な
い
場
合
は

33
.8
％
で
あ
る
。
 

 

■
 
考
察
 

 
 
（
イ
）
は
選
ん
で
（
ア
）
を
選
ば
な
い
誤
答
が

33
.8
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
誤
答
の
原
因
と
し

て
、「

直
前
に
あ
る
言
葉
が
詳
し
く
す
る
言
葉
で
あ
る
」
と
思
い
込
ん
で
「
大
き
な
」
を
選
択
し
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
修
飾
語
が
二
つ
あ
る
場
合
や
修
飾
語
と
被
修
飾
語
と
が
離
れ
て
い
る
場
合
な

ど
の
学
習
に
不
慣
れ
で
、
語
と
語
の
関
係
が
捉
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
お
母
さ
ん
の
」
の
「
の
」
は
、「

美
し
い
」「

白
い
」
な
ど
の
形
容
詞
で
は
な
く
、
連
帯
修
飾
語
で

あ
る
た
め
に
修
飾
語
だ
と
分
か
り
に
く
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。「

そ
の
他
」
は

4.
5％

で
あ

る
こ
と
か
ら
、
設
問
文
を
よ
く
読
ま
ず
に
二
つ
を
選
択
し
な
か
っ
た
り
、
記
号
で
解
答
し
な
か
っ
た

り
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

文
の
基
本
形
は
主
語
と
述
語
で
あ
り
、
ど
ん
な
に
長
い
文
で
も
小
学
校
の
教
材
文
に
は
主
語
と

述
語
が
書
か
れ
て
い
る
。
初
め
に
、
述
語
を
見
付
け
て
か
ら
主
語
を
探
す
。
次
に
、
主
語
や
述
語

を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
言
葉
は
ど
れ
か
を
考
え
る
。
さ
ら
に
、
主
語
と
述
語
を
赤
色
、
そ
れ
ら

を
説
明
し
て
い
る
言
葉
は
青
色
な
ど
と
識
別
さ
せ
る
活
動
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
で
文
の
構
造
が

視
覚
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 

（
2）

主
語
と
述
語
の
み
で
構
成
さ
れ
た
文
に
修
飾
語
を
加
え
て
文
を
詳
し
く
す
る
学
習
を
行
う
。
修

飾
語
の
例
を
挙
げ
て
ふ
さ
わ
し
い
語
を
選
択
さ
せ
る
な
ど
、
初
歩
的
な
活
動
を
取
り
入
れ
る
。

さ
ら
に
、
二
つ
以
上
、
三
つ
以
上
の
修
飾
語
を
考
え
さ
せ
る
活
動
に
も
取
り
組
ま
せ
る
。

 
（
3）

読
む
活
動
の
み
な
ら
ず
、
書
い
た
り
、
話
し
た
り
聞
い
た
り
す
る
活
動
の
際
に
も
、
修
飾
語
を

意
識

さ
せ

た
り

、
修

飾
と

被
修

飾
の

関
係

を
考

え
さ

せ
た

り
す

る
と

効
果

的
で

あ
る

。
 
 
 
 
 【

事
実
と
意
見
の
関
係
を
考
え
る
設
問
 
大
問

3（
2）

 
基
礎

B 
41
.2
％
】
 

上
の
文
章
を
読
ん
で
、
筆
者
の
意
見
と
し
て
正
し
い
文
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
ま

し
ょ
う
。

 
（
正
答
）
ウ
 
赤
は
よ
く
目
立
つ
の
で
、
マ
ダ
イ
や
キ
ン
メ
ダ
イ
は
て
き
に
お
そ
わ
れ
や
す
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。

 
 ■
 
結
果
 

全
体
の
通
過
率
は

、
41
.2
％

で
あ

っ
た
。

段
階
別

に
み
る

と
、
R1
=8
.7
％

、
R2
=1
6.
9
％
、

R3
=3
2.
7％

、
R4
＝
64
.8
％
、
R5
=7
6.
9％

と
な
っ
て
い
る
。
無
答
の
割
合
は
全
体
で
は

1.
3％

と
低

い
が
、
R1
＝
14
.2
％
で
他
段
階
と
比
べ
る
と
高
い
。
最
多
の
誤
答
は
、
ア
の

42
.2
％
で
、
正
答
の

選
択
率
と
近
似
し
て
い
る
。
 

 ■
 
考
察
 

 
 
正
答
ウ
は
、
本
文
か
ら
の
抜
き
出
し
で
あ
り
、「

～
と
思
い
ま
す
。」

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

意
見
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
選
択
肢
と
し
て
選
び
や
す
い
。
た
だ
し
、
8
段
落
の
内
容
で
あ
る
の

で
、
文
章
を
中
盤
過
ぎ
ま
で
正
し
く
読
ま
な
く
て
は
答
え
ら
れ
な
い
た
め
に
、
通
過
率
が
そ
れ
ほ
ど

伸
び
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

誤
答
ア
は
、
本
文
か
ら
の
抜
き
出
し
で
あ
る
が
事
実
を
述
べ
た
文
で
あ
る
。
事
実
と
意
見
を
区
別

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
が
、
誤
っ
て
選
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
2
段
落
に
書
か
れ

て
い
る
内
容
で
あ
る
た
め
、
設
問
を
よ
く
理
解
し
な
い
ま
ま
に
書
き
出
し
を
読
ん
で
回
答
し
た
児
童

が
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
誤
答
イ
は
、
文
末
が
「
～
と
思
い
ま
す
。」

だ
が
、
事
実
、
意
見
の

ど
ち
ら
で
も
な
く
、
誤
答
エ
は
事
実
と
反
対
の
内
容
を
述
べ
て
い
る
。
二
つ
の
選
択
率
は
合
わ
せ
て

も
13
.2
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
や
す
か
っ
た
と
い
え
る
。
 

つ
ま
り
、
文
章
の
大
体
の
内
容
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
て
も
細
部
ま
で
正
確
に
読
み
取
る
こ
と
が

困
難
で
、
事
実
と
意
見
の
区
別
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）

説
明
的
文
章
を
読
む
と
き
は
、
事
実
と
意
見
を
分
け
て
色
別
に
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
か
せ
る
な

ど
、
視
覚
的
に
違
い
が
分
か
る
よ
う
に
し
な
が
ら
文
章
を
読
む
よ
う
に
指
導
す
る
。
そ
の
際
に
は
、

内
容
を
理
解
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
文
末
の
表
現
に
着
目
さ
せ
る
。
よ
く
使
わ
れ
る
表
現
「
～
な

の
だ
。」
「
～
と
分
か
っ
た
。」
（
事
実
）
や
、「

～
と
思
う
。」
「
～
と
考
え
る
。」
（
意
見
）
な
ど
が

読
み
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
す
る
。
 

（
2）

生
活
文
、
観
察
文
、
報
告
文
、
新
聞
な
ど
を
書
く
と
き
は
、
事
実
の
文
と
意
見
の
文
と
の
書
き

分
け
方
を
丁
寧
に
指
導
す
る
。
書
き
分
け
方
が
理
解
で
き
れ
ば
両
者
の
区
別
が
分
か
り
や
す
く
な

り
、
日
常
的
に
事
実
や
意
見
の
表
現
方
法
を
意
識
し
て
使
い
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
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Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  小
学
校
第

5
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

の
中

心
に

気
を

付
け

て
聞

く
こ

と
話

の
要

点
を

聞
き

取
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
9
6
.3

7
3
.3

9
4
.2

9
8
.5

9
8
.8

1
0
0
.0

0
.2

1
.5

0
.2

0
.0

0
.1

0
.0

2
1

2
質

問
し

た
り

感
想

を
述

べ
た

り
す

る
こ

と
話

の
内

容
を

聞
い

て
、

分
か

ら
な

い
点

や
確

か
め

た
い

点
を

質
問

す
る

自
由

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
3
0
.3

6
.3

1
9
.1

2
7
.8

4
1
.3

5
7
.7

6
.3

2
7
.2

1
1
.5

4
.4

2
.0

0
.5

3
2

1
語

句
に

は
性

質
や

役
割

の
上

で
類

別
が

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
こ

と
語

句
の

類
別

を
理

解
し

、
種

類
が

異
な

る
組

み
合

わ
せ

を
選

ぶ
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

3
2
.8

1
3
.6

1
7
.1

2
4
.0

5
0
.9

7
8
.1

0
.3

3
.4

0
.2

0
.2

0
.0

0
.0

4
2

2
修

飾
語

・
被

修
飾

語
の

関
係

を
理

解
す

る
こ

と
文

中
の

語
句

（
被

修
飾

語
）

を
修

飾
し

て
い

る
語

を
捉

え
る

選
択

完
答

基
礎

C
●

■
4
4
.1

1
8
.0

2
8
.5

3
9
.3

5
8
.9

8
4
.1

0
.3

2
.4

0
.5

0
.0

0
.0

0
.0

5
2

3
辞

書
を

利
用

し
て

調
べ

る
方

法
を

理
解

す
る

こ
と

漢
字

辞
典

の
引

き
方

を
理

解
す

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

8
6
.5

3
5
.0

7
2
.8

9
1
.2

9
7
.8

1
0
0
.0

0
.2

3
.4

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

6
3

1
内

容
の

中
心

と
な

る
語

や
文

を
捉

え
る

こ
と

筆
者

の
考

え
の

中
心

的
な

内
容

を
押

さ
え

、
小

見
出

し
を

付
け

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

8
6
.1

3
2
.5

7
0
.1

9
1
.7

9
8
.0

1
0
0
.0

0
.5

5
.3

0
.2

0
.2

0
.0

0
.0

7
3

2
事

実
と

意
見

の
関

係
を

考
え

る
こ

と
事

実
の

文
と

意
見

の
文

の
記

述
の

仕
方

の
違

い
に

気
付

く
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

5
0
.3

1
2
.1

2
6
.3

4
4
.8

7
4
.2

9
4
.0

1
.4

9
.2

1
.7

0
.9

0
.5

0
.0

8
3

3
段

落
相

互
の

関
係

を
考

え
る

こ
と

文
と

文
の

相
互

関
係

を
表

す
接

続
語

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
6
.1

1
6
.5

4
8
.2

8
1
.4

9
6
.0

9
9
.5

0
.5

5
.8

0
.5

0
.2

0
.0

0
.0

9
3

4
 

要
点

や
細

か
い

点
に

注
意

し
て

読
み

、
引

用
・

要
約

す
る

こ
と

文
中

の
言

葉
を

使
っ

て
文

章
を

要
約

す
る

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
4
9
.8

8
.3

3
0
.8

5
0
.7

6
4
.2

8
0
.6

4
.6

2
7
.2

1
0
.6

1
.9

0
.2

0
.0

1
0

3
5

 
文

章
の

細
か

い
点

に
注

意
し

て
読

み
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

説
明

の
仕

方
の

工
夫

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
4
5
.1

1
.9

1
1
.1

4
1
.3

7
4
.8

8
8
.1

1
2
.9

4
5
.1

2
7
.7

1
0
.3

1
.9

0
.0

1
1

4
1

場
面

の
移

り
変

わ
り

を
捉

え
る

こ
と

場
面

の
移

り
変

わ
り

を
捉

え
る

記
述

通
常

基
礎

C
●

■
3
2
.1

1
.5

1
3
.0

2
7
.3

4
9
.5

7
6
.1

3
.7

2
2
.8

6
.8

1
.9

0
.5

0
.0

1
2

4
2

登
場

人
物

の
性

格
を

想
像

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
行

動
や

会
話

か
ら

登
場

人
物

の
性

格
を

押
さ

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
0
.7

3
6
.9

5
8
.1

6
8
.8

8
4
.6

9
4
.5

0
.6

6
.3

0
.7

0
.2

0
.0

0
.0

1
3

4
3

登
場

人
物

の
気

持
ち

の
変

化
を

想
像

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
気

持
ち

の
変

化
を

想
像

し
て

書
く

記
述

完
答

活
用

A
●

■
6
7
.6

8
.7

3
6
.1

7
2
.7

8
8
.9

9
6
.0

6
.9

3
9
.3

1
5
.6

3
.1

0
.7

0
.0

1
4

4
4

 
人

物
や

情
景

の
描

写
な

ど
に

つ
い

て
注

意
し

て
読

む
こ

と
人

物
の

描
写

や
気

持
ち

を
想

像
す

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

5
8
.8

1
4
.6

3
2
.0

5
8
.3

8
0
.4

9
3
.5

9
.5

4
4
.7

1
9
.1

6
.4

1
.5

0
.0

1
5

4
5

 
文

章
の

細
か

い
点

に
注

意
し

な
が

ら
読

み
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

情
景

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
5
4
.5

9
.2

2
5
.0

5
0
.7

8
1
.9

9
5
.0

1
8
.1

5
5
.3

3
4
.2

1
6
.7

4
.2

1
.5

1
6

5
1

文
章

全
体

に
お

け
る

段
落

の
役

割
を

理
解

す
る

こ
と

文
章

全
体

に
お

け
る

段
落

の
役

割
を

理
解

す
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
0
.0

1
3
.6

3
1
.5

6
1
.5

8
0
.2

9
4
.5

3
.6

2
2
.3

7
.0

2
.0

0
.1

0
.0

1
7

5
2

文
章

の
間

違
い

を
正

し
た

り
、

よ
り

よ
い

表
現

に
書

き
直

し
た

り
す

る
こ

と
文

章
を

よ
り

よ
い

表
現

に
書

き
直

す
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

5
.5

0
.0

0
.0

1
.3

9
.7

3
6
.3

1
3
.2

4
9
.0

2
8
.5

9
.5

2
.7

0
.5

1
8

5
3

書
き

手
の

考
え

の
明

確
さ

な
ど

に
つ

い
て

意
見

を
述

べ
る

こ
と

筆
者

が
考

え
を

明
確

に
伝

え
る

た
め

の
書

き
方

の
工

夫
に

気
付

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

3
2
.5

3
.4

5
.8

2
8
.0

5
2
.8

8
2
.6

1
7
.5

5
8
.3

3
6
.6

1
3
.8

4
.3

0
.5

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
8

―
5
4
.4

1
7
.0

3
4
.4

5
3
.3

7
1
.3

8
6
.2

1
1

6
1
.1

6
0
.5

2
3
.6

4
3
.5

5
9
.7

7
5
.5

8
9
.0

7
3
8
.9

4
4
.8

6
.6

2
0
.1

4
3
.3

6
4
.7

8
1
.7

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
1
1
.1

2
6
3
.3

3
9
.8

5
6
.7

6
3
.2

7
0
.0

7
8
.9

3
1
6
.7

3
3
2
.6

5
.7

1
2
.4

3
0
.3

4
7
.6

7
1
.1

1
0

5
5
.6

4
5
9
.1

1
4
.2

3
5
.1

5
8
.8

7
9
.3

9
1
.7

3
1
6
.7

5
5
4
.4

2
2
.2

3
9
.5

5
1
.5

6
9
.2

8
7
.4

5
2
7
.8

A
5
8
.0

2
9
.2

4
6
.4

5
6
.2

6
9
.5

8
4
.0

5
2
7
.8

B
6
1
.5

1
4
.3

3
7
.3

6
2
.0

8
1
.5

9
2
.4

5
2
7
.8

C
5
6
.7

1
4
.2

3
2
.8

5
5
.6

7
7
.1

9
1
.0

3
1
6
.7

D
3
2
.6

5
.7

1
2
.4

3
0
.3

4
7
.6

7
1
.1

0
0
.0

E
0
.0

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
6
.7

4
2
2
.2

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
3
3
.3

6
.5

%
1
8
.5

%
4
1
.5

%
2
7
.0

%
6
.4

%

5
2
7
.8

9
5
0
.0

5
2
7
.8

4
2
2
.2

1
1

6
1
.1

2
1
1
.1

5
2
7
.8

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
小

学
校

第
5
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

4
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
.5

%

1
8
.5

%

4
1
.5

%

2
7
.0

%

6
.4

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
語
句
の
類
別
を
理
解
す
る
設
問
 
大
問

2（
1）

 
基
礎

C 
32
.8
％
】
 

言
葉
を
分
類
し
ま
し
た
。
分
類
の
し
か
た
が
、
他
と
ち
が
っ
て
い
る
の
は
ど
れ
で
す
か
。
次
か

ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。
 
（
正
答
）
 
ア
 
太
陽
・
ま
ぶ
し
い
・
の
ぼ
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ■
 
結
果
 

ア
～
エ
の
選
択
肢
が
あ
り
、
イ
は
接
続
詞
、
ウ
は
形
容
詞
、
エ
は
動
詞
で
、
同
じ
品
詞
の
組
み
合

わ
せ
で
あ
る
。
ア
は
、「

名
詞
、
形
容
詞
、
動
詞
」
の
組
み
合
わ
せ
で
誤
り
で
あ
る
。
記
号
の
選
択

で
あ
る
た
め
無
答
は

0％
で
あ
る
が
、
通
過
率
は

32
.8
％
と
基
礎

C
と
し
て
は
低
い
。
段
階
別
通
過

率
は
、
R1
＝
13
.6
％
、
R2
＝
17
.1
％
、
R3
＝
24
.0
％
、
R4
＝
50
.9
％
、
R5
＝
78
.1
％
で
あ
っ
た
。
他

の
設
問
の
多
く
は
、
R4
・
5
の
通
過
率
が

80
％
を
超
え
て
い
る
の
に
対
し
、
本
設
問
で
は
ど
の
段
階

に
お
い
て
も
通
過
率
が
低
い
。
誤
答
は
、
イ
（
だ
か
ら
・
し
か
し
・
そ
し
て
）
13
.1
％
、
ウ
（
黒

い
・
遠
い
・
古
い
）
が

41
.9
7％

、
エ
（
食
べ
る
・
泳
ぐ
・
走
る
）
は

14
.9
％
で
あ
る
。
 

 ■
 
考
察
 

 
 
今
回
は
選
択
肢
の
中
に
分
類
す
る
言
葉
が
三
つ
ず
つ
記
さ
れ
て
お
り
、
分
類
の
手
掛
か
り
と
な
る

言
葉
が
多
か
っ
た
も
の
の
通
過
率
が
低
か
っ
た
。
そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
そ
も
そ
も
「
分
類
」

を
捉
え
て
い
な
い
児
童
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
品
詞
の
特
徴
や
働
き
が
分
か

り
、
さ
ら
に
、
設
問
で
は
品
詞
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
な
い
と
正
答
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。「

分
類
」
を
「
仲
間
分
け
」
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
た
場
合
、（

太

陽
・
ま
ぶ
し
い
・
の
ぼ
る
）
と
い
う
言
葉
を
仲
間
と
し
て
捉
え
た
の
で
は
な
い
か
。
イ
は
接
続
詞
と

い
う
見
た
目
に
も
特
徴
的
な
品
詞
で
あ
り
、
エ
の
動
き
を
表
す
言
葉
も
児
童
に
と
っ
て
馴
染
み
の
あ

る
品
詞
で
あ
る
た
め
、
選
択
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
誤
答
と
し
て
最
も
多
く
選
択
さ
れ
た
ウ

（
黒
い
・
遠
い
・
古
い
）
は
、
品
詞
に
よ
る
分
類
や
働
き
の
違
い
で
は
な
く
、
言
葉
の
印
象
（
色
・

距
離
・
古
さ
）
と
し
て
別
々
の
も
の
と
し
て
捉
え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

前
学
年
ま
で
に
「
言
葉
に
は
性
質
や
役
割
に
よ
る
語
句
の
ま
と
ま
り
が
あ
る
こ
と
」
を
理
解
し
、

特
徴
や
使
い
方
に
よ
っ
て
類
別
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

品
詞
の
特
徴
に
着
目
さ
せ
て
言
葉
集
め
を
し
た
り
、
集
め
た
言
葉
を
使
っ
て
短
文
づ
く
り
を
し
た

り
す
る
学
習
を
日
常
的
に
取
り
入
れ
る
と
よ
い
。
 

（
2）

説
明
的
文
章
・
文
学
的
文
章
に
か
か
わ
ら
ず
、
主
語
と
述
語
の
関
係
、
修
飾
と
被
修
飾
の
関
係
、

指
示
語
、
接
続
語
の
役
割
な
ど
、
言
葉
の
働
き
を
意
識
さ
せ
て
文
や
文
章
の
構
造
を
読
ん
で
い
く

こ
と
を
繰
り
返
し
行
う
。
新
学
習
指
導
要
領
で
は
語
彙
を
豊
か
に
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
中
学
年
ま
で
の
「
主
述
の
関
係
」「

語
句
と
語
句
の
関
係
や
役
割
」
の
学
習
の

上
に
、
高
学
年
で
の
「
文
と
文
と
の
接
続
」「

文
章
の
構
成
や
展
開
」
と
積
み
重
ね
て
い
く
。
 

【
場
面
の
移
り
変
わ
り
を
捉
え
る
設
問
 
大
問

4（
1）

 
基
礎

C 
32
.1
％
】
 

こ
の
文
章
は
、
時
に
注
目
す
る
と
、
大
き
く
二
つ
の
場
面
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
後
の
場
面
は
ど

こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
か
。
初
め
の
三
字
を
書
き
ぬ
き
ま
し
ょ
う
。
 
（
正
答
）
 
そ
の
日

 
 ■
 
結
果
 

 
 
設
問
の
中
に
、「

時
間
の
流
れ
に
注
目
す
る
と
」
と
い
う
言
葉
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
時
間
の
経

過
が
分
か
る
言
葉
を
探
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。「

そ
の
日
」
が
時
間
の
経
過
を
表
す
言
葉
と
な
り
、

後
半
の
場
面
の
始
ま
り
と
な
る
。
物
語
文
の
他
の
設
問
の
通
過
率
が
全
て

50
％
を
超
え
て
い
る
の

に
対
し
、
本
設
問
の
全
体
の
通
過
率
は

32
.1
％
で
あ
る
。
段
階
別
で
は
、
R1
＝
1.
5
％
、
R2
＝

13
.0
％
、
R3
＝
27
.3
％
、
R4
＝
49
.5
％
、
R5
＝
76
.1
％
で
あ
る
。
全
体
の
無
答
率
は

3.
7％

で
あ
る
。

誤
答
率
は

67
.7
％
で
、
誤
答
例
と
し
て
「
運
動
場
に
出
る
と
」
の
「
運
動
場
」
や
「
花
だ
ん
の
近

く
」
の
「
花
だ
ん
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 

 ■
 
考
察
 

時
間
の
流
れ
を
軸
に
し
た
場
面
の
移
り
変
わ
り
を
意
識
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が

う
か
が
え
る
。「

運
動
場
」
と
答
え
た
児
童
は
、
登
場
人
物
た
ち
が
場
所
を
移
動
し
た
こ
と
を
場
面

の
転
換
と
捉
え
、「

花
だ
ん
」
と
答
え
た
児
童
は
、
登
場
人
物
が
話
し
始
め
た
こ
と
に
着
目
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
ど
ち
ら
も
、
二
つ
に
分
け
る
際
の
視
点
が
「
時
間
の
流
れ
」
で
あ
る
こ
と
の
意
識
が

弱
い
。「

時
間
の
流
れ
」
が
分
か
る
言
葉
に
着
目
さ
せ
た
い
。
ま
た
、「

そ
の
日
か
ら
」
の
「
そ
の
」

が
何
を
示
し
て
い
る
の
か
が
分
か
ら
ず
、「

そ
の
日
」
を
時
間
の
流
れ
を
表
す
言
葉
と
し
て
認
識
で

き
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、「

そ
の
日
」
が
物
語
全
体
の
終
わ
り
の
方
に
あ
る
た

め
、
後
半
部
分
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
読
む
こ
と
に
関
し
て
、
時
間
的
な
順
序
や
事
柄
の
順
序
な
ど
を
考
え

な
が
ら
、
内
容
の
大
体
を
捉
え
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
物
語
文
を
指
導
す
る
際
に
は
、
中
学

年
の
間
に
作
品
全
体
の
つ
な
が
り
を
捉
え
て
読
め
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
細
か
な

部
分
だ
け
を
切
り
取
っ
て
読
む
の
で
は
な
く
、
登
場
人
物
や
中
心
人
物
は
誰
な
の
か
、
ど
こ
で

何
が
ど
う
変
わ
る
の
か
、
終
わ
り
方
は
ど
ん
な
か
な
ど
に
つ
い
て
視
点
を
明
ら
か
に
し
て
、
物

語
全
体
を
捉
え
て
読
む
よ
う
に
す
る
。
 

（
2）

物
語
の
場
面
は
、
時
間
の
経
過
、
場
所
の
移
動
、
中
心
人
物
の
変
容
や
登
場
人
物
た
ち
の
周
り

で
起
こ
る
出
来
事
な
ど
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
視
点
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
て
読
む

よ
う
に
さ
せ
る
と
よ
い
。
ま
た
、
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
重
要
な
語
や
文
を
考
え
て
選
び
出

す
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
場
面
を
読
み
分
け
る
言
葉
が
見
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
接
続
詞
や
指

示
語
に
着
目
し
て
読
み
、
そ
こ
に
印
を
付
け
る
活
動
を
取
り
入
れ
、
繰
り
返
し
て
い
く
。
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Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  小
学
校
第

6
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

し
手

の
意

図
を

捉
え

て
聞

く
こ

と
話

の
内

容
を

聞
い

て
、

相
手

の
意

図
を

聞
き

取
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
7
.7

5
1
.7

7
6
.8

8
9
.7

9
6
.4

1
0
0
.0

0
.2

2
.2

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
話

し
手

の
意

図
を

自
分

の
意

見
と

比
べ

る
な

ど
し

て
考

え
を

ま
と

め
る

こ
と

話
の

内
容

に
つ

い
て

友
達

の
考

え
と

比
べ

、
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

7
5
.2

3
4
.4

5
9
.9

7
5
.3

8
8
.3

9
8
.1

0
.6

6
.7

0
.6

0
.2

0
.0

0
.0

3
2

1
漢

字
の

由
来

、
特

質
な

ど
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
漢

字
の

部
首

を
正

し
く

理
解

す
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
5
.6

6
6
.7

9
3
.1

9
7
.4

9
9
.5

1
0
0
.0

0
.5

6
.7

0
.4

0
.1

0
.0

0
.0

4
2

2
文

や
文

章
に

は
い

ろ
い

ろ
な

構
成

が
あ

る
こ

と
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
重

文
を

単
文

に
分

け
る

記
述

完
答

基
礎

C
●

■
4
9
.7

1
2
.2

2
4
.8

4
6
.0

6
9
.7

9
5
.4

3
.8

2
2
.8

7
.5

2
.7

0
.1

0
.0

5
2

3
日

常
よ

く
使

わ
れ

る
敬

語
の

使
い

方
に

慣
れ

る
こ

と
丁

寧
語

と
尊

敬
語

を
正

し
く

使
う

記
述

完
答

基
礎

C
●

■
6
4
.7

1
0
.6

3
7
.7

6
5
.0

8
5
.3

9
8
.1

2
.5

2
3
.9

3
.1

1
.2

0
.1

0
.0

6
3

1
文

章
の

内
容

を
的

確
に

押
さ

え
る

こ
と

文
章

に
書

か
れ

て
い

る
話

題
を

つ
か

む
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

7
9
.4

2
4
.4

5
6
.0

8
2
.7

9
6
.0

9
9
.1

0
.5

5
.6

0
.2

0
.2

0
.0

0
.0

7
3

2
事

実
と

意
見

、
感

想
の

関
係

を
押

さ
え

る
こ

と
事

実
と

意
見

の
文

を
読

み
分

け
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
2
.2

1
0
.0

3
8
.7

7
5
.9

9
4
.3

9
9
.1

0
.4

6
.1

0
.2

0
.1

0
.0

0
.0

8
3

3
文

章
の

要
旨

を
捉

え
る

こ
と

筆
者

の
要

旨
を

押
さ

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
4
.9

2
8
.3

5
0
.7

7
5
.3

9
3
.5

9
9
.1

1
.1

1
0
.6

1
.6

0
.3

0
.1

0
.0

9
3

4
自

分
の

考
え

を
広

げ
た

り
深

め
た

り
す

る
こ

と
筆

者
の

考
え

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

自
由

記
述

通
常

活
用

A
●

■
8
1
.2

2
4
.4

6
2
.9

8
4
.3

9
5
.9

1
0
0
.0

1
.6

1
6
.7

2
.6

0
.2

0
.1

0
.0

1
0

3
5

自
分

の
考

え
を

明
確

に
す

る
こ

と
説

明
の

仕
方

や
書

き
方

の
工

夫
に

付
い

て
自

分
の

考
え

を
も

つ
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

3
7
.1

0
.6

7
.1

2
9
.9

6
3
.8

8
8
.0

1
2
.4

4
8
.9

2
3
.8

1
1
.3

2
.1

0
.0

1
1

4
1

登
場

人
物

の
相

互
関

係
を

捉
え

る
こ

と
登

場
人

物
の

相
互

関
係

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
7
1
.7

7
.8

3
8
.5

7
5
.8

9
3
.1

1
0
0
.0

1
.0

1
1
.7

1
.2

0
.2

0
.1

0
.0

1
2

4
2

登
場

人
物

の
心

情
を

捉
え

る
こ

と
行

動
や

会
話

か
ら

、
登

場
人

物
の

心
情

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
8
.6

2
6
.7

4
3
.6

6
8
.7

8
6
.5

1
0
0
.0

0
.8

1
1
.1

0
.8

0
.1

0
.0

0
.0

1
3

4
3

場
面

に
つ

い
て

の
描

写
を

捉
え

る
こ

と
描

写
か

ら
登

場
人

物
の

内
面

に
あ

る
深

い
心

情
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

8
9
.4

3
6
.1

7
6
.2

9
4
.2

9
9
.3

1
0
0
.0

1
.4

1
2
.8

1
.6

0
.8

0
.0

0
.0

1
4

4
4

自
分

の
考

え
を

広
げ

た
り

深
め

た
り

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
心

情
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
も

つ
こ

と
 

 
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

6
7
.0

1
1
.1

4
3
.6

6
7
.8

8
5
.8

9
7
.2

4
.0

3
0
.0

9
.6

1
.2

0
.0

0
.0

1
5

4
5

優
れ

た
叙

述
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
優

れ
た

叙
述

（
表

現
）

に
気

付
き

、
自

分
の

考
え

を
も

つ
こ

と
 

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
4
3
.8

1
.1

1
3
.8

3
8
.5

6
9
.7

9
1
.7

1
6
.9

6
0
.0

3
2
.8

1
5
.8

3
.4

0
.0

1
6

5
1

考
え

を
明

確
に

表
現

す
る

た
め

に
、

文
章

全
体

の
構

成
の

効
果

を
考

え
る

こ
と

頭
括

型
、

尾
括

型
、

双
括

型
の

効
果

を
理

解
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

4
8
.0

1
0
.6

2
5
.7

4
3
.8

6
7
.8

9
0
.7

2
.5

1
7
.8

4
.7

1
.4

0
.0

0
.0

1
7

5
2

表
現

の
効

果
な

ど
に

つ
い

て
確

か
め

た
り

工
夫

し
た

り
す

る
こ

と
表

現
の

曖
昧

さ
は

な
い

か
な

ど
に

つ
い

て
確

か
め

て
書

き
直

す
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

5
4
.9

9
.4

2
5
.0

5
3
.2

7
7
.2

9
7
.2

7
.4

3
7
.2

1
5
.1

5
.5

0
.8

0
.0

1
8

5
3

表
現

の
仕

方
に

着
目

し
て

助
言

し
合

う
こ

と
助

言
さ

れ
た

内
容

を
参

考
に

し
て

書
き

直
す

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
1
4
.6

0
.6

3
.7

1
0
.4

2
2
.3

6
8
.5

1
1
.9

4
5
.6

2
4
.0

1
0
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0
.0

1
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#
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数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
8

―
6
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2
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.4

4
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6
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5
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1
1

6
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5
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A
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5
8
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7
4
.7

8
7
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9
8
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5
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.8

B
6
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1
7
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4
3
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6
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8
8
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9
7
.0

5
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C
6
8
.1

1
6
.6

4
3
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6
9
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8
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9
7
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3
1
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D
3
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6
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1
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0
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小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
小

学
校

第
6
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

5
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

レ
ベ
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活
用

S
学

習
状

況
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評
定

（
学

力
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階
）

A

基
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形
式

出
題

選
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述

自
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記
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通
常

完
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複
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条
件

0
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2
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4
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6
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8
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1
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基
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B
・
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・
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話
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・
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能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
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R
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R
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R
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R
5

6
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%

1
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4
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0
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【
考
え
を
明
確
に
表
現
す
る
た
め
に
、
文
章
全
体
の
構
成
の
効
果
を
考
え
る
設
問
 

大
問

5（
1）

 
基
礎

B 
47
.2
％
】
 

   ■
 
結
果
 

 
 
全
体
の
通
過
率
が

47
.2
％
で
あ
っ
た
。
段
階
別
に
み
る
と
、
R5
＝
90
.7
％
、
R4
＝
67
.8
％
、
R3

＝
43
.8
％
、
R2
＝
25
.７

％
、
R1
＝
10
.6
％
で
あ
り
、
特
に

R3
と
そ
れ
以
下
の
段
階
で
差
が
大
き
く

な
る
。
第

5・
6
学
年
の
指
導
事
項
で
あ
る
「
段
落
相
互
の
関
係
な
ど
に
注
意
し
て
文
章
を
構
成
す

る
こ
と
」
が
十
分
に
定
着
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
誤
答
を
み
る
と
、
最
多
の
ア
は

30
.4
％

で
あ
り
、
次
い
で
イ
が

19
.0
％
と
な
っ
て
い
る
。
無
答
、
そ
の
他
は
選
択
形
式
と
い
う
こ
と
も
あ

り
4％

未
満
で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

 
 
説
明
文
で
ど
の
よ
う
な
文
章
構
成
か
を
見
分
け
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
接
続
詞
、
文
末
表
現
な
ど
い
く

つ
か
あ
る
。
今
回
の
文
章
で
は
、
□1
に
「
～
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
～
か
ら
で
す
。」

と
い
う
接

続
詞
と
文
末
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
筆
者
の
考
え
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
□2
と

□3
で
は
、
日
本
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
状
況
、
世
代
別
利
用
状
況
、
□4
と
□5
で
は
、
ど
ん
な
サ

ー
ビ
ス
が
利
用
さ
れ
て
い
る
か
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
落
に
書
か
れ
て
い
る
要
点
を
つ

か
む
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
大
体
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
段
落
の
構
成
が
読
み
取

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
、
正
解
が
導
き
出
せ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 
 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

筆
者
が
何
を
書
い
て
い
る
の
か
を
読
み
解
く
た
め
に
、
接
続
詞
や
文
末
表
現
に
着
目
す
る
。
 

 
 
・
接
続
詞
…
「
な
ぜ
な
ら
」「

し
か
し
」「

で
も
」「

ま
た
」「

つ
ま
り
」
な
ど
。
 

 
 
・
文
末
…
「
～
で
す
」「

～
ま
す
」「

～
で
あ
る
」「

～
に
ち
が
い
な
い
」「

～
で
し
ょ
う
」
等
。
 

接
続
詞
や
文
末
表
現
な
ど
に
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
く
と
分
か
り
や
す
い
。
 

（
2）

段
落
ご
と
に
何
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
要
点
を
つ
か
む
。
ま
た
、
理
由
が
書
か
れ
て
い
る
部
分

を
囲
む
こ
と
も
、
読
み
解
い
て
い
く
手
掛
か
り
と
な
る
。
 

（
3）

文
章
中
に
出
て
く
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
押
さ
え
る
こ
と
で
、
筆
者
が
伝
え
た
い
こ
と
が
理
解
し
や

す
く
な
る
。
今
回
の
問
題
文
に
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
言
葉
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
。

そ
こ
か
ら
、「

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
」
に
関
す
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
部
分
を
探
し
、
サ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
い
た
り
、
囲
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
段
落
の
内
容
が
よ
り
分
か
り
や
す
く
な
る
。

今
回
の
場
合
は
、
2
段
落
で
「
利
用
人
口
」、

3
段
落
で
「
利
用
割
合
」、

5
段
落
で
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
多
様
化
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
答
が
導
き
や
す
く
な
る
。
 

【
日
常
よ
く
使
わ
れ
る
敬
語
の
使
い
方
を
考
え
る
設
問
 
大
問

2（
2）

 
基
礎

C 
49
.7
％
】
 

次
の
一
文
を
、
意
味
が
同
じ
に
な
る
よ
う
に
、
二
つ
の
文
に
言
い
か
え
ま
す
。
（
 
）
に
入
る
言

葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
書
き
ま
し
ょ
う
。

 
 
・
兄
は
ま
ど
を
ふ
い
て
、
私
は
そ
う
じ
機
を
か
け
る
。

 
兄
は
（
 
 
 
 
①
 
 
 
 
 
）。

 
 
私
は
（
 
 
 
 
②
 
 
 
 
 
）。

 
 
 

 
 ■
 
結
果
 

 
 
「
兄
は
ま
ど
を
ふ
い
て
、
私
は
そ
う
じ
機
を
か
け
る
。」

と
い
う
重
文
を
単
文
に
分
け
る
設
問
で

あ
る
。
①
ま
ど
を
ふ
く
②
そ
う
じ
機
を
か
け
る
、
が
正
答
で
あ
る
。
全
体
の
通
過
率
は

49
.7
％
で

無
答
は

3.
4％

だ
っ
た
。
誤
答
の
中
で
は
、
文
末
が
敬
体
に
な
っ
て
い
る
文

11
.9
％
、
文
末
の
時
制

が
変
わ
っ
て
い
る
文

8.
5％

、
そ
の
他
誤
答
が

26
.3
％
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。
 

段
階
ご
と
の
通
過
率
は
、
R5
=9
4.
5％

、
R4
＝
69
.7
％
、
R3
＝
46
.0
％
、
R2
＝
24
.8
％
、
R1
＝

12
.2
％
で
あ
り
、
無
答
率
が

3.
4％

と
他
の
設
問
に
比
べ
て
高
か
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

一
つ
の
文
の
中
に
あ
る
主
語
を
見
付
け
、
ふ
さ
わ
し
い
述
語
を
書
き
分
け
る
。
そ
の
際
の
文
末

表
現
が
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
正
答
「
①
ま
ど
を
ふ
く
②
そ
う
じ
機
を
か
け
る
」
の
通
過
率
が

基
礎

C
で
あ
っ
て
も

50
％
に
届
い
て
い
な
い
。
文
末
に
関
す
る
誤
答
が
多
く
、
原
文
を
基
に
す
る

意
識
が
低
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
時
制
の
捉
え
方
も
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
時
制

が
変
わ
る
こ
と
で
意
味
ま
で
変
わ
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
。
 

そ
の
他
の
誤
答
も

26
.4
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「

二
つ
の
文
に
言
い
か
え
る
」
と
い
う
設
問
文
の

意
味
の
理
解
が
十
分
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
設
問
の
意
図
が
理
解
で

き
れ
ば
、
容
易
に
単
文
に
分
け
る
こ
と
が
き
る
と
思
わ
れ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）
「
文
を
書
き
換
え
る
」
と
い
う
問
題
に
慣
れ
、
さ
ら
に
は
文
末
の
時
制
が
変
わ
る
こ
と
で
意
味
ま

で
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
場
面
の
状
況
に
応
じ
て
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

（
2）

複
文
を
提
示
し
て
重
文
と
の
違
い
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
も
効
果
的
で
あ
る
。「

母
の
作
っ
た
お
弁

当
が
お
い
し
い
」
で
は
、「

お
弁
当
」
が
主
語
で
「
お
い
し
い
」
が
述
語
と
な
る
。
ま
た
、「

母
の

作
っ
た
お
弁
当
が
」
が
主
部
と
な
る
。
一
つ
の
文
の
中
で
主
述
の
関
係
を
考
え
さ
せ
る
。
 

（
3）

単
元
の
中
で
の
言
語
学
習
の
扱
い
を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。「

書
き
換
え
る
」
と
は
、
意
味

を
変
え
る
こ
と
で
は
な
い
こ
と
を
指
導
す
る
。
誤
っ
た
書
き
換
え
な
ど
を
提
示
し
、
単
文
に
直

す
こ
と
に
よ
っ
て
文
の
意
味
や
主
語
と
な
る
も
の
や
人
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
気
付
か
せ
、

正
し
い
文
に
直
す
作
業
を
さ
せ
た
い
。
類
似
の
課
題
に
取
り
組
む
の
も
効
果
的
で
あ
る
。
 

上
の
文
章
の
構
成
に
つ
い
て
合
う
も
の
を
、
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。
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Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  中
学
校
第

1
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

し
手

の
意

図
を

捉
え

て
聞

く
こ

と
話

の
内

容
を

聞
い

て
、

話
の

目
的

や
意

図
を

聞
き

取
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
8
.0

5
0
.6

7
7
.7

9
1
.7

9
8
.4

9
8
.5

0
.1

3
.4

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
話

し
手

の
意

図
と

自
分

の
意

見
と

比
べ

る
な

ど
し

て
考

え
を

ま
と

め
る

こ
と

自
分

の
考

え
を

話
し

手
の

意
見

と
比

べ
、

理
由

を
挙

げ
て

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
9
0
.7

5
2
.8

8
5
.4

9
3
.2

9
7
.9

1
0
0
.0

4
.0

2
5
.8

5
.8

2
.8

0
.3

0
.0

3
2

1
漢

字
の

由
来

、
特

質
な

ど
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
漢

字
の

成
り

立
ち

を
理

解
す

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

5
3
.8

2
2
.5

4
3
.5

5
1
.7

7
1
.6

1
0
0
.0

1
.6

1
2
.4

2
.3

0
.9

0
.5

0
.0

4
2

2
文

や
文

章
に

は
い

ろ
い

ろ
な

構
成

が
あ

る
こ

と
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
複

文
を

単
文

に
分

け
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
7
.8

7
6
.4

9
7
.9

9
9
.0

9
9
.2

1
0
0
.0

0
.2

4
.5

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

5
2

3
日

常
よ

く
使

わ
れ

る
敬

語
の

使
い

方
に

慣
れ

る
こ

と
謙

譲
語

と
尊

敬
語

を
正

し
く

使
う

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
4
6
.8

2
0
.2

3
3
.3

4
3
.4

6
9
.5

1
0
0
.0

0
.9

1
1
.2

1
.3

0
.2

0
.3

0
.0

6
3

1
文

章
の

内
容

を
的

確
に

押
さ

え
る

こ
と

文
章

全
体

の
構

成
を

把
握

す
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
4
4
.1

1
2
.4

2
0
.6

4
4
.0

7
1
.6

9
8
.5

1
.7

1
4
.6

2
.3

0
.9

0
.3

0
.0

7
3

2
事

実
と

意
見

、
感

想
の

関
係

を
押

さ
え

る
こ

と
ど

の
よ

う
な

事
実

を
根

拠
と

し
て

感
想

や
意

見
を

主
張

し
よ

う
と

し
て

い
る

か
を

把
握

す
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
0
.0

2
0
.2

4
3
.1

7
6
.5

9
3
.8

9
7
.0

0
.6

1
2
.4

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

8
3

3
文

章
の

要
旨

を
捉

え
る

こ
と

文
章

の
内

容
の

中
心

と
な

る
文

を
押

さ
え

て
要

約
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

5
9
.3

1
3
.5

3
7
.9

6
2
.5

8
3
.9

8
4
.8

2
.2

1
6
.9

2
.9

1
.5

0
.0

0
.0

9
3

4
自

分
の

考
え

を
広

げ
た

り
深

め
た

り
す

る
こ

と
筆

者
の

考
え

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
5
7
.8

6
.7

3
4
.6

6
0
.1

8
5
.7

1
0
0
.0

5
.7

3
0
.3

9
.6

3
.8

0
.8

0
.0

1
0

3
5

自
分

の
考

え
を

明
確

に
す

る
こ

と
説

明
の

仕
方

や
書

き
方

の
工

夫
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
も

つ
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

2
2
.3

0
.0

5
.6

2
2
.3

4
5
.8

3
6
.4

1
2
.6

5
6
.2

2
3
.1

8
.5

2
.1

1
.5

1
1

4
1

登
場

人
物

の
相

互
関

係
を

捉
え

る
こ

と
登

場
人

物
の

相
互

関
係

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
6
8
.4

1
8
.0

5
1
.9

7
1
.1

8
8
.3

1
0
0
.0

1
.0

2
0
.2

0
.4

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

4
2

登
場

人
物

の
心

情
を

捉
え

る
こ

と
行

動
や

会
話

か
ら

、
登

場
人

物
の

心
情

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
9
3
.6

4
2
.7

8
9
.8

9
7
.5

9
9
.2

9
8
.5

1
.4

2
3
.6

1
.5

0
.0

0
.0

0
.0

1
3

4
3

場
面

に
付

い
て

の
描

写
を

捉
え

る
こ

と
描

写
か

ら
登

場
人

物
の

内
面

に
あ

る
深

い
心

情
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

6
6
.9

1
2
.4

4
0
.8

7
2
.7

9
3
.0

8
9
.4

2
.2

2
4
.7

2
.9

0
.8

0
.0

0
.0

1
4

4
4

自
分

の
考

え
を

広
げ

た
り

深
め

た
り

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
心

情
に

つ
い

て
、

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
5
6
.2

2
.2

2
4
.6

6
0
.5

8
9
.3

1
0
0
.0

1
3
.5

5
3
.9

2
6
.7

8
.9

1
.8

0
.0

1
5

4
5

優
れ

た
叙

述
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
優

れ
た

叙
述

（
表

現
）

に
気

付
き

、
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

5
7
.9

5
.6

2
4
.4

6
4
.8

8
7
.5

9
7
.0

1
8
.6

6
2
.9

4
2
.3

1
1
.1

1
.0

0
.0

1
6

5
1

考
え

を
明

確
に

表
現

す
る

た
め

に
、

文
章

全
体

の
構

成
の

効
果

を
考

え
る

こ
と

取
材

し
た

メ
モ

を
基

に
し

て
、

説
得

力
の

あ
る

文
章

の
構

成
を

考
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
7
.7

2
7
.0

5
4
.2

8
5
.2

9
6
.4

9
5
.5

4
.4

2
3
.6

1
0
.6

1
.5

0
.3

0
.0

1
7

5
2

表
現

の
効

果
な

ど
に

つ
い

て
確

か
め

た
り

工
夫

し
た

り
す

る
こ

と
よ

り
よ

い
も

の
に

書
き

直
す

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
0
.5

0
.0

0
.0

0
.5

1
.3

1
.5

3
5
.6

6
9
.7

5
4
.6

3
2
.1

1
8
.0

7
.6

1
8

5
3

 
表

現
の

仕
方

に
着

目
し

て
助

言
し

合
う

こ
と

助
言

さ
れ

た
内

容
を

参
考

に
し

て
書

き
換

え
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
5
3
.2

9
.0

2
6
.3

5
7
.9

7
8
.1

9
3
.9

1
7
.6

5
6
.2

3
4
.2

1
1
.9

5
.2

1
.5

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
8

―
6
1
.4

2
1
.8

4
4
.0

6
4
.1

8
0
.6

8
8
.4

1
1

6
1
.1

6
9
.7

2
8
.7

5
3
.7

7
2
.3

8
7
.7

9
6
.6

7
3
8
.9

4
8
.4

1
0
.9

2
8
.7

5
1
.3

6
9
.4

7
5
.5

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
1
1
.1

2
8
9
.4

5
1
.7

8
1
.6

9
2
.4

9
8
.2

9
9
.2

3
1
6
.7

3
4
3
.8

1
2
.0

2
6
.8

4
7
.8

5
8
.6

6
3
.6

1
0

5
5
.6

4
5
9
.6

1
3
.4

3
7
.3

6
3
.2

8
3
.8

9
0
.2

3
1
6
.7

5
6
6
.2

3
9
.7

5
8
.3

6
4
.7

8
0
.1

1
0
0
.0

5
2
7
.8

A
7
5
.4

4
4
.5

6
7
.6

7
5
.8

8
7
.3

9
9
.7

5
2
7
.8

B
5
0
.7

1
0
.6

2
8
.4

5
3
.1

7
6
.1

8
3
.3

5
2
7
.8

C
6
8
.6

1
6
.2

4
6
.3

7
3
.3

9
1
.5

9
7
.0

3
1
6
.7

D
4
3
.8

1
2
.0

2
6
.8

4
7
.8

5
8
.6

6
3
.6

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
6
.7

4
2
2
.2

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
3
3
.3

4
.4

%
2
3
.8

%
4
9
.5

%
1
9
.0

%
3
.3

%

5
2
7
.8

1
1

6
1
.1

1
5
.6

6
3
3
.3

1
1

6
1
.1

0
0
.0

7
3
8
.9

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
中

学
校

第
1
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

6
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

4
.4

%

2
3
.8

%

4
9
.5

%

1
9
.0

%

3
.3

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1

- 48 - 



【
敬
語
を
正
し
く
使
う
こ
と
 
大
問

2（
3）

 
基
礎

C 
48
.3
％
】
 

 
次
の
ア
～
エ
の
文
の
中
で
、
使
う
べ
き
敬
語
が
正
し
く
使
わ
れ
て
い
な
い
文
は
ど
れ
で
す
か
。

一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

 
（
正
答
）
 
ア
 
お
客
様
が
食
べ
た
料
理
は
、
私
が
ご
用
意
し
ま
し
た
。

 
 ■
 
結
果
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

48
.3
％
で
あ
っ
た
。
段
階
別
に
見
る
と

R1
＝
20
.2
％
、
R2
＝
33
.3
％
、
R3
＝

43
.4
％
、
R4
＝
69
.5
％
、
R5
＝
10
0.
0％

で
あ
る
。
基
礎

C
の
設
問
と
し
て
は

R4
以
下
の
通
過
率
が

期
待
値
に
届
い
て
い
な
い
。
第

5・
6
学
年
の
指
導
事
項
で
あ
る
「
日
常
よ
く
使
わ
れ
る
敬
語
の
使

い
方
に
慣
れ
る
こ
と
」
が
十
分
に
定
着
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
誤
答
を
み
る
と
、
最
多
の
イ

は
30
.5
％
で
あ
り
、
次
い
で
エ
が

12
.8
％
、
ウ
が

10
.3
％
で
あ
っ
た
。
回
答
形
式
が
選
択
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
無
答
・
そ
の
他
は

1.
0％

で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

 
 
ア
は
「
お
客
様
が
食
べ
た
料
理
は
、
私
が
ご
用
意
し
ま
し
た
。」

と
な
っ
て
お
り
、
本
来
な
ら
ば

「
食
べ
た
」
で
は
な
く
「
召
し
上
が
っ
た
」
と
い
う
尊
敬
語
を
使
用
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ア

が
正
答
と
な
る
。
誤
答
の
中
で
最
多
で
あ
っ
た
イ
は
、「

先
生
は
、
三
時
ご
ろ
私
の
家
へ
お
い
で
に

な
り
ま
す
。」

で
あ
る
。「

先
生
」
に
対
し
て
「
お
い
で
に
な
る
」
と
い
う
尊
敬
語
が
使
用
さ
れ
て
い

る
の
だ
が
、
そ
れ
を
「
お
～
す
る
」
と
い
う
謙
譲
語
と
混
同
し
た
こ
と
が
誤
答
の
要
因
で
あ
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）

敬
語
に
つ
い
て
は
、
日
常
生
活
の
中
で
「
誰
が
」「

誰
に
対
し
て
」「

ど
ん
な
と
き
に
」
使
っ
て

い
る
の
か
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
様
々
な
日
常
会
話
の
中
で
敬
語
が
使
用
さ
れ

て
い
る
例
を
示
し
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
さ
せ
る
。
特
に
「
お
～
に

な
る
」（

尊
敬
語
）
と
「
お
～
す
る
」（

謙
譲
語
）
な
ど
、
ま
ぎ
ら
わ
し
い
敬
語
に
つ
い
て
は
具

体
的
な
文
を
用
い
て
指
導
す
る
。
 

（
2）

問
題
演
習
の
場
合
は
視
覚
化
す
る
。
例
え
ば
、
①
「
丁
寧
語
」「

尊
敬
語
」「

謙
譲
語
」
に
、
そ

れ
ぞ
れ
色
を
変
え
て
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
い
て
意
識
さ
せ
、
②
敬
語
が
誰
か
ら
誰
に
向
け
て
使

わ
れ
て
い
る
の
か
、
敬
意
の
方
向
を
矢
印
で
示
し
て
確
認
す
る
と
よ
い
。
 

(3
) 

敬
語
の
基
本
を
理
解
で
き
た
ら
、
敬
語
の
使
い
方
に
慣
れ
る
た
め
の
活
動
を
取
り
入
れ
る
。
例

え
ば
、
日
常
生
活
に
お
い
て
よ
く
使
わ
れ
る
敬
語
表
現
を
一
覧
表
に
し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
そ

れ
ら
を
使
用
し
た
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
す
る
。
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
す
る
際

に
は
必
ず
共
通
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、
そ
れ
に
沿
っ
た
も
の
を
作
成
す
る
よ
う
に
し
、
違
っ

た
形
の
謙
譲
語
を
三
つ
以
上
は
使
用
す
る
こ
と
、
と
い
っ
た
条
件
を
設
け
る
こ
と
も
効
果
的
で

あ
る
。
 

【
文
章
全
体
の
構
成
を
把
握
す
る
こ
と
 
大
問

3（
1）

 
基
礎

C 
44
.1
％
】
 

こ
の
文
章
を
、
大
き
く
四
つ
に
分
け
た
場
合
、
第
二
・
第
三
・
第
四
の
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の

段
落
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
か
。
そ
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選

び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
 

（
正
答
）
 
ア
 
第
二
２
 
 
第
三
９
 
 
第
四

12
 

 ■
 
結
果
 

 
 
各
段
階
の
通
過
率
は
、
R1
＝
12
.4
％
、
R2
＝
20
.6
％
、
R3
＝
44
.0
％
、
R4
＝
71
.6
％
、
R5
＝

98
.5
％
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
差
が
約

20
ポ
イ
ン
ト
と
大
き
い
。
誤
答
と
し
て
は
イ
が

34
.0
％
と
最
も
多
く
、
ウ
は

9.
4％

、
エ
は

7.
4％

で
あ
る
。
無
答
・
そ
の
他
は

3.
0％

で
あ
っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

最
も
多
か
っ
た
誤
答
イ
は
「
第
二
３
 
第
三
９
 
第
四

13
」
で
あ
っ
た
。
ウ
・
エ
の
選
択
肢
は

第
三
の
部
分
が
８
段
落
か
ら
に
な
っ
て
お
り
、「

で
は
」
と
い
う
接
続
詞
に
着
目
し
て
第
三
の
部
分

の
始
ま
り
を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
生
徒
は
多
か
っ
た
。
 

こ
の
文
章
は
、
第
一
の
部
分
が
「
昆
虫
が
春
に
な
る
と
目
覚
め
る
こ
と
」、

第
二
の
部
分
が
「
鳥

が
な
ぜ
春
に
な
る
と
目
覚
め
る
か
」、

第
三
の
部
分
が
「
鳥
は
ど
こ
で
日
の
長
さ
を
感
じ
る
か
」、

第

四
の
部
分
は
「
鳥
は
ど
う
や
っ
て
日
の
長
さ
を
感
じ
る
か
」
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

 
第
二
の
部
分
を
３
段
落
か
ら
と
し
て
し
ま
う
要
因
は
、「

で
も
ほ
ん
と
う
に
そ
う
だ
ろ
う
か
」
と

い
う
表
現
を
問
題
提
起
と
捉
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
１
段
落
は
「
昆

虫
」
に
つ
い
て
書
か
れ
て
お
り
、
２
段
落
か
ら
本
題
の
「
鳥
」
に
つ
い
て
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

 
第
三
の
部
分
は
、
13

段
落
の
冒
頭
に
あ
る
「
じ
つ
は
」
と
い
う
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
12

段
落

が
第
二
の
部
分
を
受
け
た
新
た
な
問
題
提
起
で
あ
る
こ
と
に
気
付
け
ば
正
解
で
き
る
。

 
説
明
的
文
章
を
指
導
す
る
際
は
、
段
落
相
互
の
関
係
や
文
章
全
体
の
構
成
や
展
開
、
表
現
に
着
目

し
て
文
章
を
読
み
取
り
、
文
章
の
特
徴
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）

接
続
詞
や
指
示
語
の
働
き
に
着
目
し
、
段
落
内
の
意
味
や
働
き
だ
け
で
は
な
く
、
段
落
ご
と
の

働
き
を
捉
え
る
よ
う
に
す
る
。
 

（
2）

段
落
の
要
点
を
つ
か
み
、
小
見
出
し
を
付
け
た
り
要
約
し
た
り
す
る
。
字
数
を
制
限
す
る
等
、

条
件
を
付
け
る
こ
と
で
要
点
の
整
理
の
仕
方
が
明
確
に
な
る
。
そ
の
う
え
で
、
小
見
出
し
や
要

約
を
基
に
、
文
章
全
体
の
構
成
が
分
か
る
よ
う
に
整
理
さ
せ
る
。
 

（
3）

段
落
に
は
「
話
題
提
示
・
問
い
、
答
え
・
例
示
・
引
用
・
根
拠
、
主
張
」
等
の
役
割
が
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
等
の

IC
T
を
活
用
し
、
前
後
の
関
係
を
踏
ま
え
て
考
え
さ
せ
る
と
効
果
的
で
あ

る
。
全
て
の
段
落
で
は
な
く
、
特
徴
的
な
段
落
を
幾
つ
か
取
り
上
げ
て
考
え
さ
せ
て
も
よ
い
。
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Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  中
学
校
第

2
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
質

問
し

な
が

ら
聞

き
取

る
こ

と
相

手
が

言
い

た
い

こ
と

を
確

か
め

た
り

，
足

り
な

い
情

報
を

聞
き

出
す

た
め

に
質

問
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

8
3
.4

4
8
.6

6
8
.8

8
6
.2

9
7
.3

1
0
0
.0

0
.4

8
.6

0
.4

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
自

分
の

考
え

と
の

共
通

点
・

相
違

点
を

整
理

す
る

こ
と

話
し

手
の

意
見

に
ふ

れ
な

が
ら

、
自

分
の

意
見

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

9
5
.6

5
5
.7

9
0
.3

9
9
.2

9
9
.5

1
0
0
.0

2
.6

3
4
.3

5
.5

0
.2

0
.0

0
.0

3
2

1
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1
文

脈
の

中
に

お
け
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語

句
の

意
味

を
的

確
に

捉
え

、
理

解
す
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こ

と
文

章
全

体
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語
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割
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的

な
部

分
と
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加
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な
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分

を
読
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け
、

目
的

や
必

要
に

応
じ

て
要

約
す
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こ

と
中

心
的

な
部
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を

押
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、

内
容
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じ
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、

要
旨
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え
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こ

と
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え
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通
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4
文

章
に

表
れ

て
い

る
も

の
の

見
方

や
考

え
方

を
と

ら
え

、
自

分
の

見
方

や
考

え
方

を
広

く
す

る
こ

と
筆

者
の

も
の

の
見

方
に

対
し

て
、

共
感

・
疑

問
・

批
判

を
通

し
て

新
た

な
も

の
の

見
方

や
考

え
方

を
発

見
す

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活
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文

章
の

構
成

や
展

開
・

表
現

の
特

徴
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
も

つ
こ

と
文

章
の

種
類

に
よ

る
（

構
成

や
）

叙
述

の
特

徴
を

捉
え

る
。

そ
の

工
夫

や
効

果
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
も

つ
自

由
記

述
複

合
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件
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用
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面

の
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開
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登
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人
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の
描

写
に

注
意

し
て

読
み

、
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
登

場
人

物
の

行
動

・
会

話
な

ど
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描
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か
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内
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を
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文
章

に
表

れ
て

い
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も
の

の
見

方
や

考
え

方
を

と
ら

え
、

自
分

の
考

え
方

を
広
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す

る
こ

と
読

み
手

と
し
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、

自
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の
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方
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考
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考
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を
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対
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科
、
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年
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教

科
書

■
学

習
状

況
の
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定

（
学

力
段
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別
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均
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答
率

（
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【
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
違
い
に
気
が
付
く
こ
と
 
大
問

2（
1）

 
基
礎

C 
50
.2
％
】
 

Ａ
・
Ｂ
の
会
話
の
う
ち
、
太
郎
さ
ん
が
最
後
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
の
は
、
ど
ち
ら

で
す
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
 
 
（
正
答
）
 
Ｂ

 
 ■
 
結
果
 

 
 
無
答
率
は
全
体
で

0.
7％

と
低
い
も
の
の
、
半
数
が
誤
答
の

A
を
選
ん
で
お
り
、
全
体
の
通
過
率

は
基
礎

C
で
あ
っ
て
も

50
.2
％
で
あ
る
。
段
階
別
に
み
る
と

R1
＝
10
.0
％
、
R2
＝
27
.2
％
で
あ
り
、

他
の
段
階
間
と
比
較
し
て
差
が
小
さ
い
。
ま
た
、
R3
＝
47
.9
％
で
あ
り
、
他
の
設
問
に
比
べ
て
通
過

率
が
低
く
、
半
数
以
上
が
正
答
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
R4
＝
81
.0
％
、
R5
＝
10
0％

で
あ
り
、
R3
～
5

の
各
段
階
間
に
は

20
ポ
イ
ン
ト
近
い
差
が
あ
る
。
 

 

■
 
考
察
 

 
 
通
過
率
が
低
い
原
因
に
は
、「

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
が
も
つ
働
き
へ
の
理
解
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。「

ア
ク
セ
ン
ト
」、
「
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
っ
て
音
の
高
さ
が
変
わ
り
、

「
文
末
を
上
げ
る
か
下
げ
る
か
で
意
味
や
調
子
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
十
分
に
理

解
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

し
か
し
、
通
過
率
の
低
さ
か
ら
そ
れ
だ
け
が
原
因
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
ず
、「

イ
ン
ト
ネ
ー
シ

ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
設
問
が
具
体
的
で
あ
り
解
答
の

形
式
が
二
者
択
一
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
通
過
率
が
低
い
た
め
、
設
問
の
意
図
を
理
解
で
き
て
い

な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「

質
問
の
場
合
は
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
読
む
」
こ
と

は
知
識
と
し
て
は
あ
る
が
、
具
体
的
に
素
材
文
の
ど
の
部
分
に
着
目
す
れ
ば
よ
い
の
か
が
理
解
で
き

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
察
さ
れ
る
。
素
材
文
の
「
高
校
生
に
な
っ
て
も
、
テ
ニ
ス
部
に
入

り
ま
す
。」

の
「
ま
す
。」

に
着
目
し
、
さ
ら
に
「
花
子
さ
ん
の
返
答
か
ら
考
え
る
」
こ
と
が
理
解
で

き
て
い
れ
ば
、
正
答
で
き
た
設
問
で
あ
る
。
R4
・
5
の
生
徒
は
、
設
問
の
意
図
を
十
分
理
解
す
る
力

が
あ
っ
た
た
め
に

8
割
以
上
が
正
答
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）
「
ア
ク
セ
ン
ト
」「

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
基
礎
的
な
用
語
を
知
識
と
し
て
押
さ
え
、
基

本
的
な
音
声
の
働
き
や
仕
組
み
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
継
続
的
に
指
導
す
る
。
 

（
2）

授
業
時
に
文
章
を
声
に
出
し
て
読
む
機
会
を
多
く
取
り
入
れ
る
。
特
に
詩
や
文
学
的
文
章
の
朗

読
で
は
、
朗
読
台
本
を
作
成
す
る
な
ど
し
て
、
感
情
や
意
味
と
「
ア
ク
セ
ン
ト
」「

イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
と
の
関
係
性
を
理
解
さ
せ
る
。
 

（
3）

音
の
高
低
を
含
む
文
末
の
表
現
に
よ
っ
て
意
味
が
変
わ
る
と
い
う
日
本
語
の
特
徴
を
日
常
的
に

意
識
さ
せ
る
。
ま
た
、
話
し
合
い
の
機
会
を
定
期
的
に
設
け
、
対
話
に
お
い
て
聞
き
手
の
反
応

か
ら
話
し
手
の
発
言
が
ど
の
よ
う
に
伝
わ
っ
た
の
か
を
推
察
す
る
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。
 

【
中
心
的
な
部
分
を
押
さ
え
、
内
容
を
捉
え
て
要
約
す
る
こ
と
 
大
問

3（
2）

 
基
礎

B 
64
.1
％
】
 

５
～

７
段
落
を
、
中
心
文
を
お
さ
え
て
要
約
し
ま
し
た
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選

び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
 
 
（
正
答
）
 
イ

 
 ■
 
結
果
 

 
 
無
答
率
は
全
体
で

1.
0％

と
低
い
も
の
の
、
3
割
近
く
が
誤
答
を
選
ん
で
お
り
、
全
体
の
通
過
率

は
64
.1
％
で
あ
る
。
段
階
別
に
み
る
と

R1
＝
14
.3
％
、
R2
＝
42
.8
％
で
あ
り
、
他
の
段
階
間
と
比

較
し
て
差
が
大
き
い
。
ま
た
、
R3
＝
65
.1
％
で
あ
り
、
他
の
基
礎
設
問
の
通
過
率
と
比
べ
る
と
低
い
。

無
答
は

R1
・
2
以
外
の
段
階
に
は
全
く
み
ら
れ
な
い
も
の
の
、
無
答
率
は

R1
＝
21
.4
％
、
R2
＝

1.
2％

と
20

ポ
イ
ン
ト
近
い
差
が
あ
る
。
 

 

■
 
考
察
 

 
 
こ
の
文
章
は

４
段
落
ま
で
に
「
タ
イ
ミ
ン
グ
」
と
い
う
言
葉
が

5
回
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

５

段
落
の
最
初
に
「
そ
れ
で
は
雑
草
の
種
子
は
発
芽
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
ど
う
計
る
の
だ
ろ
う
か
。」

と

い
う
問
い
の
一
文
が
あ
る
。
こ
こ
ま
で
読
み
取
れ
た
ら
、
あ
と
は
そ
の
答
え
を
探
す
べ
く

７
段
落
ま

で
読
み
進
め
ば
段
落
ご
と
の
中
心
文
を
見
付
け
ら
れ
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
 

上
記
の
こ
と
が
理
解
で
き
れ
ば
、
正
答
を
選
ぶ
の
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
R3

以
上
の
通
過

率
は

65
％
以
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
段
階
の
生
徒
の
多
く
に
は
基
本
的
な
読
む
力
が
身
に
付

い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

し
か
し
、
R1
＝
14
.3
％
と
い
う
通
過
率
を
み
る
と
、「

キ
ー
ワ
ー
ド
に
注
目
す
る
」「
“
問
い
”
と

“
答
え
”
の
文
に
着
目
し
て
読
む
」
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
生
徒
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ゆ
え
に

こ
の
段
階
の
生
徒
は
、「

タ
イ
ミ
ン
グ
」
を
計
る
う
え
で
重
要
な
の
が
「
ギ
ャ
ッ
プ
」
で
、「

ギ
ャ
ッ

プ
」
を
教
え
て
く
れ
る
の
が
「
光
」
で
、「

光
」
が
入
る
と
「
発
芽
を
開
始
す
る
」
と
い
う
段
落
ご

と
の
中
心
文
を
網
羅
し
て
い
な
い
選
択
肢
、
又
は
網
羅
の
仕
方
に
偏
り
の
あ
る
選
択
肢
を
選
ぶ
に
至

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」、
「
問
い
の
文
」、
「
答
え
の
文
」
等
の
説
明
的
文
章
を
読
解
す
る
う
え
で
必
要
な

基
礎
的
な
用
語
を
知
識
と
し
て
押
さ
え
、
読
解
ス
キ
ル
に
関
す
る
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
時
間
を

設
け
て
指
導
す
る
。
 

（
2）

読
解
ス
キ
ル
を
活
用
し
、
説
明
的
文
章
ご
と
に
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
丸
囲
み
し
た
り
問
い
の
文
や

答
え
の
文
に
線
を
引
い
た
り
し
て
視
覚
化
し
、
こ
れ
ら
を
手
掛
か
り
に
要
約
文
を
作
ら
せ
る
。
 

（
3）
（
2）

で
作
ら
せ
た
要
約
文
を
早
く
書
け
た
生
徒

5・
6
名
に
板
書
さ
せ
、
書
く
こ
と
が
難
し
い
生

徒
の
手
掛
か
り
と
さ
せ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
要
約
文
は
誰
が
作
っ
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
文
に
な

る
こ
と
に
気
付
か
せ
、
他
の
文
章
を
要
約
す
る
際
に
意
識
さ
せ
る
と
よ
い
。
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  中
学
校
第

3
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
論

理
的

な
構

成
・

展
開

に
注

意
し

て
聞

く
こ

と
ど

の
よ

う
な

構
成

や
展

開
で

話
し

て
い

る
か

を
考

え
て

聞
く

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
7
.8

3
2
.3

5
8
.2

7
0
.1

9
2
.1

8
5
.8

0
.1

2
.3

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
論

理
的

な
構

成
・

展
開

に
注

意
し

、
自

分
の

考
え

と
比

較
す

る
こ

と
話

し
手

の
考

え
と

比
較

し
、

立
場

を
明

確
に

し
て

理
由

と
共

に
考

え
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
8
9
.0

3
7
.6

8
0
.0

9
7
.6

1
0
0
.0

9
8
.6

6
.9

4
5
.1

1
2
.6

0
.7

0
.0

0
.7

3
2

1
同

音
異

義
語

や
多

義
的

な
意

味
を

表
す

語
句

な
ど

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

文
脈

に
沿

っ
て

語
句

の
意

味
を

理
解

し
、

正
し

い
漢

字
や

熟
語

を
選

ぶ
選

択
完

答
基

礎
C

●
■

6
2
.4

1
9
.5

4
6
.8

6
7
.4

8
2
.4

1
0
0
.0

0
.1

2
.3

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

4
2

2
単

語
の

活
用

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

活
用

す
る

自
立

語
・

付
属

語
を

押
さ

え
て

、
単

語
を

分
類

す
る

選
択

完
答

基
礎

C
●

■
2
6
.7

6
.8

1
0
.1

2
4
.5

4
4
.1

1
0
0
.0

0
.8

4
.5

1
.3

0
.2

0
.0

0
.0

5
3

1
抽

象
的

な
概

念
を

表
す

語
句

に
注

意
し

て
読

む
こ

と
論

の
展

開
を

追
い

な
が

ら
抽

象
的

な
表

現
の

意
味

す
る

と
こ

ろ
を

文
脈

か
ら

理
解

す
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
5
3
.7

1
9
.5

3
3
.9

5
6
.9

8
1
.9

1
0
0
.0

0
.5

7
.5

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

6
3

2
文

章
全

体
と

部
分

の
関

係
を

内
容

の
理

解
に

役
立

て
る

こ
と

各
段

落
が

文
章

全
体

の
中

で
果

た
す

役
割

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
9
.8

2
6
.3

6
8
.1

8
8
.4

9
5
.2

9
5
.3

0
.6

8
.3

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

7
3

3
例

示
の

効
果

を
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
例

示
が

筆
者

の
論

の
展

開
の

中
で

果
た

し
て

い
る

役
割

を
考

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
5
8
.0

1
8
.8

3
5
.7

6
4
.8

9
3
.4

8
5
.1

1
.0

9
.0

0
.8

0
.3

0
.0

0
.0

8
3

4
文

章
に

表
れ

て
い

る
も

の
の

見
方

や
考

え
方

を
知

識
や

体
験

と
関

連
付

け
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

筆
者

の
も

の
の

見
方

や
考

え
方

に
対

し
て

、
知

識
や

体
験

と
関

連
付

け
て

、
賛

否
を

明
ら

か
に

し
た

り
、

問
題

点
を

指
摘

し
た

り
す

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

6
5
.6

6
.8

3
7
.6

7
9
.3

9
5
.2

9
6
.6

2
0
.2

6
8
.4

3
8
.4

9
.6

2
.2

0
.0

9
3

5
文

章
の

構
成

・
展

開
・

表
現

の
仕

方
に

つ
い

て
、

根
拠

を
明

確
に

し
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

文
章

の
構

成
や

表
現

の
活

用
の

仕
方

（
叙

述
に

関
す

る
表

現
全

般
）

に
つ

い
て

根
拠

を
明

確
に

し
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
5
6
.9

0
.8

2
3
.2

7
2
.1

9
0
.3

9
3
.9

2
2
.7

8
2
.0

4
7
.3

7
.4

2
.6

0
.0

1
0

4
1

登
場

人
物

の
言

動
の

意
味

を
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
描

写
の

効
果

を
考

え
、

内
容

を
理

解
す

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

6
6
.1

2
0
.3

4
9
.2

7
2
.3

8
9
.0

1
0
0
.0

0
.9

1
2
.0

0
.3

0
.0

0
.0

0
.0

1
1

4
2

登
場

人
物

の
言

動
の

意
味

を
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
登

場
人

物
の

言
葉

や
行

動
の

意
味

を
理

解
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
7
.5

2
4
.1

6
5
.6

8
5
.2

9
5
.6

9
5
.3

1
.2

1
4
.3

0
.8

0
.1

0
.0

0
.0

1
2

4
3

文
章

に
表

れ
て

い
る

も
の

の
見

方
や

考
え

方
を

知
識

や
体

験
と

関
連

付
け

、
自

分
の

考
え

を
も

つ
こ

と
知

識
や

体
験

を
基

に
し

て
自

分
の

考
え

を
も

つ
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

3
7
.9

3
.0

1
5
.4

4
2
.7

8
1
.1

6
2
.2

2
0
.6

6
8
.4

3
7
.9

1
0
.2

1
.3

5
.4

1
3

4
4

表
現

の
仕

方
に

つ
い

て
根

拠
を

明
確

に
し

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
表

現
に

つ
い

て
根

拠
を

明
確

に
し

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

6
4
.7

4
.5

3
7
.8

7
9
.9

8
9
.9

9
0
.5

2
2
.9

8
2
.0

4
3
.5

9
.1

5
.7

3
.4

1
4

5
1

立
場

、
事

実
や

事
柄

を
明

確
に

し
て

文
章

の
構

成
を

工
夫

す
る

こ
と

段
落

の
役

割
を

考
え

て
接

続
語

を
選

ぶ
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

9
4
.3

5
2
.6

9
2
.6

9
9
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
.8

1
8
.0

2
.0

0
.2

0
.0

0
.0

1
5
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【
単
語
の
活
用
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
 
大
問

2（
2）

 
基
礎

C 
26
.7
％
】
 

次
の
文
の
ー
線
部
の
品
詞
と
し
て
適
切
な
も
の
を
あ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な

 
さ
い
。

 
・
妹
が
き
れ
い
な
花
を
見
た
が
っ
た
の
で
、
一
緒
に
植
物
園
に
行
っ
た
。

 
（
正
答
）
 
①

 ウ
（
形
容
動
詞
）
 
 
②

 オ
（
助
動
詞
）
 
 
③

 ア
（
動
詞
）
 

 ■
 
結
果
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

26
.7
％
で
あ
り
、
段
階
別
に
み
る
と

R1
＝
6.
8％

、
R2
＝
10
.1
％
、
R3
＝

24
.5
％
、
R4
＝
44
.1
％
、
R5
＝
10
0％

で
あ
っ
た
。
他
の
基
礎

B・
C
の
設
問
と
比
べ
て

R1
・
2
の
通

過
率
が
低
い
。
さ
ら
に
、
R4

で
も
半
数
以
上
が
誤
答
で
あ
る
。
こ
の
設
問
は
完
答
で
正
解
と
な
る

が
、
解
答
の
類
型
は
、
①
(形

容
動
詞
)の

み
の
正
解
が

1.
5％

、
②
(助

動
詞
)の

み
の
正
解
が

3.
5％

、
③
(動

詞
)の

み
の
正
解
が

23
.8
％
で
あ
る
。
①
（
形
容
動
詞
）
だ
け
の
誤
答
が

28
.0
％
で

あ
る
。
無
答
率
は
全
体
で

0.
8％

と
、
他
の
設
問
と
比
べ
て
低
い
が
、
R1

の
無
答
率
は

4.
5％

で
あ

る
。
R4
・
5
に
無
答
は
な
い
。
 

 ■
 
考
察
 

 
 
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
基
礎

C
に
か
か
わ
ら
ず
、
単
語
の
活
用
に
関
す
る
設
問
の
通
過
率
が
低
か

っ
た
。
R4

以
下
の
通
過
率
は

50
％
を
下
回
り
、
昨
年
度
よ
り
更
に
低
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
完

答
の
た
め
、
一
つ
で
も
間
違
え
る
と
誤
答
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
、
よ
り
難
し
く
な
っ
た
と
は
い
え
、

単
語
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
知
識
が
身
に
付
い
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
R5

の
通
過
率
が

10
0％

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
基
礎
的
な
知
識
の
定
着
不
足
は
明
ら
か
で
あ
る
。
 

解
答
の
類
型
を
見
る
と
、
他
の
品
詞
に
比
べ
「
動
詞
」
に
つ
い
て
の
理
解
が
あ
る
程
度
で
き
て
い

る
が
、「

形
容
動
詞
」
の
理
解
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
用
言
の
中
で
も
「
形

容
動
詞
」
は
他
の
品
詞
と
の
区
別
が
難
し
い
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
助
動
詞
に
関
し
て
も
、

こ
の
調
査
の
時
点
で
定
着
が
不
十
分
な
生
徒
が
い
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

用
言
（
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
）
と
助
動
詞
を
学
習
す
る
際
に
、「

活
用
す
る
単
語
」
と
い

う
共
通
点
を
意
識
さ
せ
、
活
用
の
仕
方
、
接
続
な
ど
、
相
互
に
関
連
付
け
な
が
ら
指
導
す
る
。

さ
ら
に
、
他
の
品
詞
と
の
区
別
を
含
め
、
形
容
動
詞
の
学
習
に
特
に
注
意
を
払
う
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
学
習
は
、
中
学
校

2
学
年
時
に
は
終
了
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 
（
2）

な
る
べ
く
多
く
の
練
習
問
題
に
取
り
組
み
、
活
用
の
仕
方
や
問
い
の
パ
タ
ー
ン
を
覚
え
さ
せ
る
。

時
間
を
計
っ
て
解
く
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
競
わ
せ
る
な
ど
の
活
動
も
取
り
入
れ
て
い
く
と
よ

い
。
 

（
3）

既
習
の
教
材
文
を
利
用
し
て
品
詞
分
解
を
行
い
、
文
の
中
で
の
役
割
を
意
識
さ
せ
る
。
 

【
例
示
の
効
果
を
内
容
の
理
解
に
役
立
て
る
こ
と
 
 
大
問

3（
3）

 
基
礎

B 
58
.0
％
】
 

筆
者
が

８
段
落
で
挙
げ
た
例
は
、
文
章
中
で
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
切

な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い

 
（
正
答
）
ア
 
日
本
の
音
曲
に
お
け
る
時
間
的
な
間
は
、
頻
繁
に
、
ま
た
長
く
存
在
す
る
こ
と
も

 
珍
し
く
な
い
が
、
そ
れ
で
も
音
曲
が
成
立
す
る
も
の
だ
と
示
し
て
い
る
。
 

 ■
 
結
果
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

58
.0
％
で
あ
り
、
R1
＝
18
.8
％
、
R2
＝
35
.7
％
と
、
他
の
基
礎

B・
C
の
設
問

よ
り
も
通
過
率
が
低
い
結
果
と
な
っ
た
。
誤
答
と
し
て
は
、「

ウ
 
日
本
の
音
曲
に
お
け
る
時
間
的

な
間
は
、
自
然
の
風
景
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
空
間
的
な
間
と
も
つ
な
が
る
も
の
だ
と
証
明
し
て

い
る
。」

が
最
も
多
く
、
25
.7
％
と
な
っ
て
い
る
。
無
答
率
は
全
体
で

1.
5％

で
あ
り
、
R4
・
5
に
無

答
は
な
か
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

 
 
例
示
の
効
果
を
示
す
設
問
に
関
し
て
、
平
成

28
年
度
の
全
体
の
通
過
率
は

65
.3
％
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
今
年
度
は

60
％
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
 

昨
年
度
の
設
問
は
「
文
章
中
で
ど
の
よ
う
な
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
か
。」

と
い
う
問
い
方
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
今
年
度
の
設
問
は
「
文
章
中
で
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
か
。」

と
い
う

問
い
方
に
変
化
し
て
い
る
。
異
個
体
の
比
較
で
あ
る
た
め
に
慎
重
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、

今
年
度
は
「
文
章
中
で
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
る
か
」
と
い
う
言
葉
を
深
く
捉
え
過
ぎ
た
結
果
、

誤
答
と
し
て
ウ
を
選
ん
だ
割
合
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

選
択
肢
ウ
は
「
自
然
の
風
景
」
や
「
空
間
的
な
間
と
も
つ
な
が
る
」
と
い
っ
た
他
の
段
落
と
の
繋

が
り
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
言
葉
が
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら

8
段
落
の
「
文
章
全
体
の
中
の
働

き
」
は
何
か
と
考
え
た
場
合
、
他
の
段
落
と
の
つ
な
が
り
の
あ
る
ウ
が
解
答
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と

捉
え
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

説
明
文
の
中
で
、
段
落
の
役
割
を
常
に
意
識
さ
せ
る
。
そ
の
際
も
単
純
に
段
落
の
役
割
を
確
認

さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
段
落
を
自
分
た
ち
で
要
約
す
る
作
業
や
、
そ
れ
を
発
表
す
る
と
い
っ

た
活
動
を
通
し
て
具
体
的
に
役
割
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

 
（
2）

R1
・
2
の
生
徒
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
よ
う
な
課
題
調
査
や
定
期
考
査
の
み
な
ら
ず
、
普
段
の

授
業
内
の
発
問
に
お
い
て
も
、
問
題
を
素
直
に
捉
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
伝
え
る
た
め
、
個
別

指
導
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
問
題
の
意
味
を
正
確
に
捉
え
ら
れ
ず
一
人
で
戸
惑
う
場
面
も

多
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
ペ
ア
学
習
や
グ
ル
ー
プ
活
動
等
を
ね
ら
い
に
合
わ
せ
て
積
極
的
に

取
り
入
れ
、
対
話
し
た
り
話
し
合
っ
た
り
し
な
が
ら
互
い
に
学
び
合
え
る
よ
う
に
す
る
。
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Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 
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４ 総括：新学習指導要領を踏まえた一貫性のある国語教育     
 

○各校種・学年の考察においては、本調査の目的の一つである「特定の内容でのつまず

き、学び残しの解消を重点とする」という考えの下、基礎的・基本的な知識及び技能

（設問レベル C・B）を趣旨とする設問を中心としながら、関連する観点を取り上げ、

改善方策をまとめてある。 

◯他方、知識及び技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力

その他能力（設問レベル A・S）の育成については、下記を例とし、今後の「学びの

課題探究化／個別化／協同化の効果的融合」の展開を踏まえ、主体的・対話的で深い

学びの実現を図る。全ての学習の基盤となる言語能力を向上させるために、従前から

取り組まれているように国語がその中心的役割を担い、各単元においてどんな言語能

力を育てるのかを明確にした指導が求められる。例えば、他教科等における「観察・

調査活動(社会科)」「算数・数学的活動(算数・数学科)」「問題解決活動(理科)」

「コミュニケーション活動(外国語)」などの言語活動と関連を図り、義務教育終了段

階を見据えた学習指導の改善が必要である。 

 

表 義務教育 9 年間を通じた「書くこと」領域における「交流」の【系統性】 

小学校 中学校 

第 1・2 学年 第 3・4 学年 第 5・6 学年 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

オ 書いたもの

を読み合い、

よいところを

見付けて感想

を伝え合うこ

と 

カ 書いたもの

を発表し合

い、書き手の

考えの明確さ

などについて

意見を述べ合

うこと。 

カ 書いたもの

を発表し合

い、表現の仕

方に着目して

助言し合うこ

と。 

オ 書いた文章

を互いに読み

合い、題材の

捉え方や材料

の用い方、根

拠の明確さな

どについて意

見を述べた

り、自分の表

現の参考にし

たりするこ

と。 

オ 書いた文章

を互いに読み

合い、文章の

構成や材料の

活用の仕方な

どについて意

見を述べたり

助言をしたり

して自分の考

えを拡げるこ

と。 

エ 書いた文章を

互いに読み合

い、論理の展開

の仕方や表現の

仕方などについ

て評価して自分

の表現に役立て

るとともに、も

のの見方や考え

方を深めるこ

と。 

  

○新学習指導要領の検討過程において、中央教育審議会における教育課程部会国語ワー

キンググループからも、小・中学校ともに判断の根拠や理由を示しながら自分の考え

を述べることについて課題が指摘されている。平成 29 年度調査結果も同様である。 

◯思考力・判断力・表現力等は、校種を超えた【協働】の下、義務教育 9 年間を通じた

目標・内容の【系統性】を構造的に理解し、【連続性】を確保した言語活動を段階

的・螺旋的に積み上げることで育成されていく。基礎・基本となる知識や技能もまた、

そのものの反復のみならず、活用を通じてこそ確実な習得がなされる。 

○根拠や理由を明確にして自分の考えを書くためには、自分の考えと事実や理由を整理

し、図やグラフ等の必要な情報と関連付けて書く力が必要不可欠となる。 

◯そのうえで、発達段階に応じた交流の目的を学習者自身が自覚し、相互に読む視点を

明確にした交流活動を積み重ねることで学習方法の連続性が保たれる。こうした不断

の授業改善が、「正解」を求める思考に加えて、児童・生徒が「解なき問い」へ向か

う力を育むことにつながっていく。 
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１【系統性】の理解に基づく【連続性】を確保した調査企画の全体像   
 

校種 小学校 
対象学年 第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 
出題範囲 第 2 学年 第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 

Ａ 

数
と
計
算 

C【知】数の見方  
(1)ｳ 整数の相対的な大きさ 2-2  (1)ｳ 整数の相対的な大きさ 2-2  (5)ｱ 小数の相対的な大きさ 2-2  (2)ｱ 小数の単位の考え 2-2 
C【知】数の大小比較  
(1)ｲ 整数 3-1 (6)ｱ 分数と整数 3-1 (6)ｱ 分数と整数 3-1 (4)ｴ 異分母分数 3-1 
B【知】計算の意味  
(3)ｱ かけ算九九 4-1 (3) 整数×整数 4-1 (5)ｳ 小数×整数 4-1 (3)ｱ 小数×小数 4-1 
C【技】計算の仕方  
(2)ｲ 2 位数－ 2 位数 1-1 (2)ｱ 4 位数－ 4 位数 1-1 (6)ｲ 分数－分数・同分母 1-1 (4)ｵ 分数－分数・異分母 1-1 
        
        
        
        
B【技】計算の仕方  
(3)ｳ かけ算九九 1-3 (3)ｲ 3 位数×2 位数 1-2 (5)ｳ 小数×整数 1-2 (3)ｲ 小数×小数 1-2 
B【技】計算の仕方  
(2)ｲ 3 位数－ 2 位数 1-3 (4)ｳ 2 位数÷1 位数 1-3 (5)ｳ 小数÷整数 1-3 (3)ｲ 小数÷小数 1-3 
    
        
    
        
B【考】計算の仕方の説明  
(2)ｱ 3 位数－2 位数の計算の説明 4-2 (3)ｱ 3 位数×2 位数の計算の説明 4-2 (5)ｳ 小数×整数の計算の説明 4-2 (4)ｶ 分数÷整数の計算の説明 4-2 
A【考】計算の活用  
(2)ｱ 整数の加法 8-3 (4)ｱ 除法の余り 8-3 (4) 2 位数乗法 8-3 (1)ｱ 奇数の和 8-3 
A【考】計算の考え方  
(2)ｲ 3 位数－2 位数の筆算 8-2 (3)ｱ 3 位数×2 位数の筆算 8-2 (5)ｳ 小数×整数の筆算 8-2 (6)ｲ 分数－分数＝分数の計算 8-2 

Ｄ 

数
量
関
係 

式 

C【知】式表示  
(1) 加法の関係 3-2 (2)ｲ □を使った式 3-2 (2)ｳ ○△を使った数量の関係の表示 3-2  (2) ○△を使った数量の関係の表示 3-2  
    
        
    
        
    
        
A【考】式表示  
(1) 整数の減法 8-1 (2)ｲ 小数の減法 8-1 (2)ｳ かっこの付いた整数の加法と乗法 8-1  (2) かっこのついた小数の加法と乗法 8-1  
    
        
    
        

関
数 

        
        
B【技】関数の考え  
(2) 一つの数を二つの数の積と見る見方 5-1  (1) 除法の余りに着目した問題 5-1  (1) 三角形の一辺と周りの長さの関係 5-1  (1) 正方形の数と辺の数の関係 5-1  
        
        
S【考】加法や減法の活用（小学校）、関数の考えを使った問題解決（中学校）  
(1) 加法や減法の活用 10 (2)ｱ 加法や乗法の活用 10 (2) 乗法や除法の活用 10 (2)ｲ 四則全ての活用 10 

資
料 

C【知】資料の読み取り  
(3) グラフの名称 6-1 (3) 棒グラフの名称 6-1 (4)ｲ 折れ線グラフの名称 6-1 (4) 帯グラフの名称 6-1 
B【技】資料の読み取り  
(3) 絵グラフ 6-2 (3) 棒グラフ 6-2 (4)ｲ 折れ線グラフ 6-2 (4) 円グラフ 6-2 
    
        
    
        
    
        
  A【考】資料の分類整理  
    (4)ｱ 二次元表 8-4 (3) 割引情報からの選択 8-4 

Ｂ 

量

と
測
定 

C【知】単位の関係  
(2)ｱ かさ 2-1 (1)ｲ 重さ 2-1 (1)ｱ 面積 2-1 (2)ｱ 体積 2-1 
B【技】量の測定  
(1)ｱ 1m より 38cm 短い長さ 3-3  (1) 円と長方形の関係 3-3 (1) ｲ  正方形長方形の面積 3-3 (1)ｱ 台形の面積 3-3 
A【考】量の測定  
(3)ｱ 時刻の求め方 7-2 (1)ｲ 重 さ の 計 り 方 7 - 2 (1)ｲ 面積の求め方 7-2 (2)ｲ 複合図形の体積の求め方 7-2 

Ｃ 

図
形 

  C【知】図形の見方・考え方  
    (1)ｲ 平行四辺形の角と辺の大きさ 3-4  (1)ｳ 三角形の角の大きさ 3-4 
B【知】図形の分類  
(1)ｱ 三角形・四角形 5-2 (1)ｱ 二等辺三角形と正三角形 5-2 (1)ｲ 四角形 5-2 (2)ｱ 角柱、円柱 5-2 
    
        
B【技】図形の作図  
(1)ｲ 直角三角形 7-1 (1)ｱ 二等辺三角形 7-1 (1)ｲ ひし形 7-1 (1)ｱ 正多角形 7-1 
  B【考】図形の見方・考え方  
    (1)ｲ ひし形の性質 4-3 (1)ｴ 正多角形 4-3 
A【考】図形の見方・考え方  
(1)ｱ いろいろな三角形を見つける 7-3  (1)ｱ いろいろな二等辺三角形を作る 7-3  (1)ｲ 四角形と対角線の関係 7-3  (1)ｳ 正方形と円 7-3 
S【考】図形の見方・考え方  
(1)ｳ さいころの向かい合う面 9 (1) ｱ ｳ 円を使った二等辺三角形 9 (1)ｲ 複合図形の面積を 2 等分する 9  (1)ｲ 合同な図形 9 
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  ※S～C：設問レベル、【考】数学的な考え方／見方や考え方、【技】数量や図形についての／ 

数学的な技能、【知】数量や図形／などについての知識・理解、番号：設問番号 
 
 

中学校 校種 
第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 対象学年 

小学校第 6 学年 第 1 学年 第 2 学年 出題範囲 
  

Ａ 

数
と
式 

(1) 逆数 2-2  (1)ｳ  正負の数、絶対値 1-1   
   
      
   
(1)ｱ 分数×分数 4-1      
 
(2) 小数・分数の減法 1-1  (2)ｳ  一次式の減法 2-2 (1)ｱ 多項式の減法 1-3  
  C【技】計算    
  (1)ｳ  正負の数の加法減法 1-2   
    C【技】計算  
    (1)ｱ 同類項をまとめる 1-2 
 
(1)ｲ 分数×分数 1-2  (1)ｳ  正負の数の乗法 1-3 (1)ｱ 単項式の乗除法 1-4  
 
(1)ｲ 小数÷分数 1-3      
 B【技】計算  
  (1)ｳ  正負の数の四則混合 1-4 (1)ｱ 複数の文字を含む 1 次式の減法 1-4 
 B【技】式の値  
  (1)ｲ  複数の文字を含む式の値 2-3 (1)ｱ 式の四則計算を含む式の値 1-6  
   
(1)ｲ 分数÷分数の計算の説明 4-2      
  
(4)ｶ 分数の乗法 8-3  (1)ｴ  正負の数 1-5   
   
(1)ｲ 分数×分数＝分数-分数の計算 8-2     
 
(3)ｱ 文字を使った式の表示 3-2  (2)ｲ  文字の表し方 2-1 (1)ｱ 多項式、単項式 1-1  
 B【技】数量の関係  
  (2)ｴ  速さ 2-4 (1)ｲ 割合 1-9  
 B【技】方程式の解き方  
  (3)ｲ  一元一次方程式 2-5 (2)ｳ 連立方程式 1-8  
 B【技】式の解法  
  (3)ｲ  (  )を含む比例式 2-6 (1)ｳ 等式 1-7  
   
(3)ｱ かっこの付いた分数の加法と乗法 8-1      
 A【考】式の活用  
  (2)ｴ  式の読み取りの説明 7-2 (1)ｲ 整数の性質の説明 6  
 A【考】方程式の活用  
  (3)ｳ  一元一次方程式 7-1 (2)ｳ 連立方程式 7  
    C【知】一次関数のグラフ  

Ｃ 

関
数 

    (1)ｲ 傾きを切片 3-1 
 
(2)ｲ 比例関係 5-1  (1)ｴ  比例のグラフの式 5-1 (2)ｲ 2 点を通る直線の式 3-2  
    B【技】方程式のグラフ  
    (3)ｳ 二元一次方程式 3-3 
 
(2)ｲ 比例の活用 10  (1)ｵ  比例の活用 5-2 (4)ｴ 式グラフの活用 5-2  
  

Ｄ 

資
料
の
活
用 

(4)ｲ 柱状グラフの名称 6-1  (1)ｱ  最頻値の理解 6-1   
  
(4)ｲ 柱状グラフ 6-2  (1)ｲ  ヒストグラム 6-2   
 A【考】資料の読み取り   
  (1)ｲ  分布の様子 6-3   
C【知】場合の数の意味   C【知】確率の意味  
(5) 場合の数の意味の理解 3-1    (1)ｱ 確率の意味の理解 2-1  
  B【技】確率の計算  
    (1)ｱ 同時に振る 2 個のさいころの出る目の数の和 2-2  
 
(5) 起こり得る場合の数 8-4    (1)ｲ くじを引く時の順番と確率 2-3 
   

Ｂ 

図
形 

(5) 体積 2-1     
   
(3)ｱ 角柱の体積 3-3      
  
(3)ｱ 複合図形の体積の求め方 7-2  (2)ｳ  複合回転体の体積の求め方 4-2   
 
(1)ｱ 縮尺された図の実際の長さ 3-4 (1)ｱ  角の表し方 3-1 (1)ｱ 平行線の性質 4-1  
   
(1)ｲ 対称な図形 5-2      
 B【知】図形の見方・考え方  
  (2)ｲ  立体図形の分類 4-1 (2)ｳ 四角形の分類 4-2  
   
(1)ｱ 2 倍の拡大図 7-1  (1)ｳ 直線上の 1 点を通る垂線 3-2   
 
(1)ｲ 線対称 4-3  (1)ｲ  図形の移動 3-3 (2)ｲ 二等辺三角形 5-1  
 
(1)ｱ 3 倍の拡大図の面積 7-3  (2)ｲ  投影図 4-3 (1)ｱ 等積変形 5-3  
 
(1)ｲ 対称な図形 9  (2)ｲ  円錐の側面のおうぎ形の中心角 4-4 (2)ｳ 三角形の合同条件を用いた証明 8  
  A【考】図形の見方・考え方  
    (2)ｳ 平行四辺形の性質の活用 5-2 
  A【考】図形の見方・考え方  
    (2)ｲ 三角形の合同の証明 4-3  
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２ 結果の分析と考察                      
 

（1）5 段階の学習状況の評定(学力段階)(再掲) 

校種・学年 平均 
全体に占める各学習状況の児童生徒の割合 

R1 R2 R3 R4 R5 

小学校 

第 3 学年 3.07 

 

第 4 学年 3.06 

第 5 学年 3.00 

第 6 学年 2.98 

中学校 

第 1 学年 2.94 

第 2 学年 2.76 

第 3 学年 2.63 

 

 

 

 

（2）学習状況の評定(学力段階)ごとの平均正答率(教科全体)(再掲) 

 

 

 

小学校

第3学年

小学校

第4学年

小学校

第5学年

小学校

第6学年

中学校

第1学年

中学校

第2学年

中学校

第3学年

全体 62.2 65.0 63.0 62.1 60.8 56.0 54.2

R1 19.2 19.3 19.7 19.0 19.7 14.5 13.9

R2 43.5 45.9 43.8 43.6 43.5 41.2 41.0

R3 61.7 65.9 65.6 65.2 65.7 65.1 65.3

R4 79.3 82.3 82.7 82.9 83.0 81.5 82.4

R5 92.1 94.4 92.7 92.7 88.9 88.3 92.4

0.0
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100.0

※学習指導要領に準拠した調査実施の前学年の学習状況の評定(学力段階) 

R5 発展的な力が身に付いている  R4 十分な定着がみられる 

R3 おおむね定着がみられる(最低限の到達目標) 

R2 特定の内容でつまずきがある  R1 学び残しが多い 

13.9%

12.2%

8.7%

7.9%
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〔学力段階に関する考察〕 

○「杉並区教育ビジョン 2012 推進計画」の目標Ⅰに準拠すると、中学校第 3 学年にお

ける R3 以上の割合は、54.2％であり、平成 33 年度の目標値 80％からは 25.8 ポイン

ト低い状況である。この状況を生徒数に換算すると、平成 33 年度目標値に至るため

には、杉並区全体では 516 人(学年を 2,000 人とした場合)、1 校あたりではおおむね

22 人を R3（以上）に引き上げることが必要である。 

 ○学年別にみると、小学校第 3 学年の R1・2 の割合が 27％で中学校第 3 学年のその割合

が 45.8％である。学年を追うごとに平均で 3.1 ポイントずつの増加がみられる。こ

の背景にある要因としては、発達段階や学習内容の【系統性】上、学習内容が具体的

な操作から抽象的な思考へと移行していくことが考えられる。 

 ◎（概括 1）全ての児童・生徒に各々の学力・学習状況に応じた指導が必要であること

を前提としながらも、特に抽象的な思考が求められ始める第 4 学年及びそれ以降の学

年における学習・指導の充実を図ることが重要である。その方向性としては、小学校

第 1・2 学年において十分に具体物を用いた操作活動や数量に関わる経験及び数や量

の感覚を豊かにし、それ以降の学年においては図や式などを用いた説明する活動を十

分に行うとともに、抽象的な思考への接続を重点として、義務教育 9 年間の指導内容

の【系統性】を構造的に十分理解し、指導や評価の【連続性】を確保するための【協

働】が必要である。 

 ◎（概括 2）学年の進行に伴い、R1・2 の割合が増加する傾向にある。学び残しやつま

ずきが新たな学び残しやつまずきを生み、それが累積されていくと考えられる。した

がって当該学年の基礎的・基本的な知識や技能を確実に身に付けさせる指導の改善が

急務である。特に小学校においては、言葉や数、式、表、グラフなどを用いた思考・

表現活動を十分に行う指導、中学校においては、数学的な表現を用いて説明し合う活

動を十分に行う指導が必要である。 

 

〔教科全体の学力段階ごとの正答率に関する考察〕                          

  ○全体の正答率と R3 のそれを比較すると、中学校第 2・3 学年において R3 の割合が高

い。この主たる要因は、校種の進行に伴う R1・2 の割合の増加であると考えられる。 

 ○全ての学年において、下位に行くほど段階間の正答率の差が大きくなる傾向がある。 

 ○学年進行によらず、全段階において正答率は同程度である。よって各学年の調査の難

易度は、教科全体としては十分統一されていると考えられる。 

 ◎（概括）指導の改善を図る際には、日々の授業を教師主導の授業から脱却し、問題解

決を軸に、主体的・対話的な学びを通して深い学びにつなげていくように展開する必

要がある。そのためには、学習形態を工夫しペアやグループなどの活動を通して深い

学びを育むような授業展開が求められる。その際、とりわけペアやグループなどの協

働学習の連続性を確保するために、校種を超えて学び合う教師の【協働】が不可欠で

ある。このときに経験の浅い若手教員を支える学校の【協働】体制を整え、自校内さ

らには同校種内の【協働】を進めることが異校種とのそれの基盤となってくる。 
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（3）基礎・活用別、観点別、領域別の学力段階ごとの平均正答率 

ア 基礎・活用別 

①基礎 

 

②活用 

 

 イ 観点別 

①数学的な考え方／見方や考え方 

 

②数量や図形についての／数学的な技能 

 

③数量や図形／などについての知識・理解 

 

 

ウ 領域別 

①A 数と計算（小学校） 

 

②A 数と式（中学校） 

 

⑤D 数量関係（小学校） 

 

⑥C 関数（中学校） 
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〔基礎・活用別の学力段階ごとの正答率に関する考察〕 

 ○「基礎」においては、学年進行に伴い R3 以上と全体の正答率との差が大きくなる傾

向がみられる。 

○「活用」では、学年進行に伴う正答率の推移について、全体と R2・3 に同様の傾向が

ある。R1 は、全学年で同程度である。 

 

〔観点別の学力段階ごとの正答率に関する考察〕 

 ○「数学的な考え方/見方や考え方」は、上記「活用」と同様の傾向がみられる。 

 ○「数量や図形についての/数学的な技能」は、全体の正答率は 65～80％の範囲で推移

している。段階別にみると、特に学年進行に伴う R1・2 の正答率の差が大きくなる傾

向がある。 

 ○「数量や図形/などについての知識・理解」においては、段階間の差が最も大きいの

は R1・2 であり、その差は 20～30 ポイントである。また、他学年と比較し、小学校

第 5 学年及び中学校第 2 学年において R2 から 5 が接近している。 

 

〔領域別の学力段階ごとの正答率に関する考察〕 

 ○それぞれの領域において学年進行に伴う正答率の推移について、全体と各段階に同様

の傾向があるものの、中学校では全体よりも R3 の割合が高い。 

 ○「数量関係（小学校）」では、各学年とも、R1 と 2、2 と 3 の割合の差が他段階間の

差よりも大きく、その差は 20～30 ポイントである。R5 は、学年進行にしたがって正

答率が低くなる傾向がある。 

 

 ◎（概括 1）上記は、正答率を主たる材料としており、また同個体の経年変化に基づく

考察ではない。よって、正答率の微細な変化や差をもって、学年進行に伴う傾向、観

点・領域間を比較した傾向を同定することは避けるべきである。 

 ◎（概括 2）上記「数量関係（小学校）」の傾向から、数量の関係を捉えたり、捉えた

関係を表や式に表しそれを筋道立てて説明したりするような算数・数学的活動が十分

ではない実態が考えられる。他領域についても同様である。校種や学年によらず、

個々の学習状況に応じて【系統性】【連続性】を辿り直し、学び直しを支える【協働】

体制の構築や取り組みも併せて考えていくことが求められる。 

 

③B 量と測定（小学校） 

 

④C 図形（小学校） 

 

⑦D 資料の活用（中学校） 

 

⑧B 図形（中学校） 
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（4）領域別に抽出した設問の(準)通過率・無答率 

 ア A 数と計算（小学校）／A 数と式（中学校） 

  ①「計算の技能」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 C 1-1 A(2)ｱ 2 位数－2 位数の計算【技】 

第 4 学年 基礎 C 1-1 A(2)ｱ 4 位数－4 位数の計算【技】 

第 5 学年 基礎 C 1-1 A(6)ｲ 同分母分数の帯分数－帯分数の計算【技】 

第 6 学年 基礎 C 1-1 A(4)ｵ 異分母分数の帯分数－帯分数の計算【技】 

中
学
校 

第 1 学年 基礎 C 1-1 A(2) 分数－小数×分数の計算【技】 

第 2 学年 基礎 C 2-2 A(1)ｳ 一次式の減法【技】 

第 3 学年 基礎 C 1-3 A(1)ｱ 文字が二つある一次式の減法【技】 

   

 

 

  ②「式表示」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 C 3-2 D(1) 加法の式に表す【知】 

第 4 学年 基礎 C 3-2 D(2)ｲ 数量の関係を□を用いて式に表す【知】 

第 5 学年 基礎 C 3-2 D(2)ｳ 数量の関係を○や△を用いて式に表す【知】 

第 6 学年 基礎 C 3-2 D(2) 比例の関係を○や△を用いて式に表す【知】 

中
学
校 

第 1 学年 基礎 C 3-2 D(3)ｱ 数量の関係を X などを用いて式に表す【知】 

第 2 学年 基礎 C 2-1 A(2)ｲ 文字使用の約束【知】 

第 3 学年 基礎 C 1-1 A(1)ｱ 単項式、多項式、同類項の理解【知】 
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〔「計算の技能」に関する設問の考察〕 

本設問は、計算技能の定着をみる設問である。 

小学校第 3・4 学年は整数の減法計算、第 5・6 学年は分数の減法計算、中学校第 1

学年は分数・小数の減法を含む混合算、第 2 学年は一次式の減法、第 3 学年は文字が

二つある一次式の減法計算である。整数と分数の減法計算の通過率をみると、10 ポ

イント近くの差がある。これは、帯分数を仮分数に直すなど計算の手順が増え計算技

能が定着しにくいためといえる。また、中学校第 1 学年の減法を含む混合算の通過率

をみると、分数の減法計算よりも更に 10 ポイント以上の差がある。これは、小数を

分数に直すことや計算の順序の理解につまずきがあるためと考えられる。 

また、学年を追うごとに R1・2 の通過率と他の段階の通過率の差が中学校第 3 学年

の R2 を除いて広がっている。このことからつまずきや学び残しが解消されないまま

学年が進行していると考えられる。それぞれの計算においては、整数では同じ位同士

をひく、繰り下がりがあるときには上の位から 1 繰り下げてひく、分数では同じ分母

同士でひく、繰り下がりがあるときは帯分数を仮分数にしてひく、文字式の計算では

同類項同士をひいている。これらには同じ単位のもの同士をひく、繰り下がりがある

ときは上の位から繰り下げるという共通した考え方がある。特に R1・2 の児童・生徒

の計算の指導においては計算の仕方を個別に理解させるのでなくそこで使われる数学

的な見方・考え方を浮き彫りにして指導していくことが大切である。 

 

〔「式表示」に関する設問の考察〕 

本設問は、式表示のきまりについての理解を問うものである。 

小学校第 3 学年から中学校第 1 学年までの設問は、数量の関係を表す式についての

理解を問う設問である。中学校第 2 学年は文字使用の約束の理解について問い、中学

校第 3 学年は単項式・多項式・同類項に関する理解を問うている。 

全体の通過率をみると、小学校第 3 学年の加法の関係を式に表す設問と、第 4 学年

の乗法の数量の関係を□を用いて式に表す設問では 13 ポイントの差がある。この要

因としては、□を使うことの意味や数量の関係の捉え方につまずきがあると考えられ

る。また、第 5・6 学年の伴って変わる二つの量を○と△で表す設問、中学校第 1 学

年の文字を用いた式で数量の関係を表す設問の通過率はともに 80％以上であるもの

の、中学校第 2 学年の文字使用の約束に基づいた式表示の設問では 67.6％であり、

15 ポイントの差がある。これは、負の数と（-1）と文字との積の表し方の理解が十

分でないことが考えられる。 

特に小学校第 3 学年における□を用いた式の指導では、□は数をかく場所としては

じめに扱い、次第に未知の数量を表す記号として扱い、文字としての役割をもつ□の

理解が深まるよう配慮する必要がある。また、中学校第 1 学年における文字使用の約

束では、例えば「1×a や（-1）×b は a、-b と表す」といった極めて基礎的な事項で

あっても、生徒がその意味を十分に納得できる学習過程を踏むことが必要である。 
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イ D 数量関係（小学校）／C 関数・D 資料の活用（中学校） 

  ①「関数の考え」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 B 5-1 D(2) 一つの数を二つ数の積と見る考え【技】 

第 4 学年 基礎 B 5-1 D(1) 除法の余りについての考え【技】 

第 5 学年 基礎 B 5-1 D(1)  伴って変わる二つの数量の関係【技】 

第 6 学年 基礎 B 5-1 D(1) 伴って変わる二つの数量の関係【技】 

中
学
校 

第 1 学年 基礎 B 5-1 D(3)ｱ 比例の関係【技】 

第 2 学年 基礎 B 5-1 C(1)ｴ 比例のグラフと式の関係【技】 

第 3 学年 基礎 B 3-2 C(1)ｲ 2 点を通るグラフと式の関係【技】 

   

 

 

  ②「資料の読み取り」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 B 6-2 D(3) 絵グラフの読み取り【技】 

第 4 学年 基礎 B 6-2 D(3) 棒グラフの読み取り【技】         

第 5 学年 基礎 B 6-2 D(4)ｲ 折れ線グラフの読み取り【技】      

第 6 学年 基礎 B 6-2 D(4) 円グラフの読み取り【技】  

中
学
校 

第 1 学年 基礎 B 6-2 D(4)ｲ 柱状グラフの読み取り【技】 

第 2 学年 基礎 B 6-2 D(1)ｲ 中央値の読み取り【技】 

第 3 学年     
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〔「関数の考え」に関する設問の考察〕 

本設問は、関数の考えを問うものである。 

本系統では伴って変わる二つの数量を見いだして、それらの変化や対応の規則性

などに着目して問題を解決するための技能を問うている。全体の通過率は小学校第 3

学年と中学校第 1 学年で 80％を超えたものの、他の学年は 40％から 70％程度で推移

している。特に中学校第 2 学年の比例のグラフと式の関係の設問、第 3 学年の 2 点を

通る直線と式に関する設問はそれぞれ 48.0％、45.4％であり、グラフから二つの数

量の関係を読み取って式に表すことに課題がある 

関数の考えを育むには段階的な指導の積み重ねが重要である。小学校第 2 学年では、

乗数が 1 ずつ増えるときの積の変化の様子を捉えさせ、第 3 学年では乗数や被乗数が

0 の場合も含めて積との関係を捉えさせていく。第 4 学年では伴って変わる二つの数

量の変化の仕方や対応関係、規則性などが見いだせるようにする。こうした積み重ね

が第 5・6 学年において表の横と縦の関係から変化と対応の規則性を見いだす力、中

学校第 1・2 学年での二つの数量の関係を表したグラフから式に表したり、2 点から

直線の式を求めたりする力につながる。中学校ではグラフから二つの数量の対応関係

を見いだして表にしたり、表から変化の値を導いたり、逆に変化の値がグラフのどこ

に表れているのかを見いだして説明したりするような指導が重要である。 

 

〔「資料の読み取り」に関する設問の考察〕 

本設問は、グラフを読み取る設問である。 

小学校第 3 学年では絵グラフから、第 4 学年では棒グラフから数量を読み取る設問、

第 5 学年は折れ線グラフから数量の変化を読み取る設問である。また、第 6 学年は円

グラフにおいて百分率を基に全体の中での割合に着目して特徴を読み取る設問、中学

校第 1 学年は柱状グラフにおいて度数分布を読み取る設問である。基礎 B にもかかわ

らず中学校第 2 学年の柱状グラフから中央値を読み取る設問の通過率は 40％を下回

り、小学校第 6 学年と第 5 学年の通過率はそれぞれ 46.2％、49.2％であり課題があ

る。特に度数分布を読み取る第 6 学年の学習内容は、中学校において統計的に分布の

様子を読み取る技能の基礎となるため課題が大きい。 

資料の読み取りの指導においてはグラフの特徴を理解させることと、各数量の比

較や変化の様子を捉えることが重要である。特に各項目の数量をきちんと読み取るこ

とができるようにする。そのためには縦軸と横軸は何を表しているか、一目盛りは幾

つを表しているのかといったことを確実に捉えさせるようにする。そのうえで数量ご

との比較や変化の様子を読み取らせるようにする。更に小学校高学年ではグラフの読

み取りと共に数量を割合や分布で表すことの必要性を意識させて、全体の数量と各項

目の割合や数量、項目ごとの割合や数量の比較ができるようにすることも重要である。 

中学校の学習はこうした活動の連続性上にあり、中央値を基に資料の特徴を説明

する活動を通して、中央値の意味や求め方、読み取り方を理解できるようにする。 
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ウ B 量と測定（小学校） 

  ①「単位の関係」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 C 2-1 B(2)ｱ かさの単位の関係【知】 

第 4 学年 基礎 C 2-1 B(1)ｲ 重さの単位の関係【知】 

第 5 学年 基礎 C 2-1 B(1)ｱ 面積の単位の関係【知】 

第 6 学年 基礎 C 2-1 B(2)ｱ 体積の単位の関係【知】 

中
学
校 

第 1 学年 基礎 C 2-1 B(5) 体積の単位の関係【知】 

第 2 学年 基礎 C 2-1 B(2)ｱ かさの単位の関係【知】 

第 3 学年     

   

 

 

②「測定」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 B 3-3 B(1)ｱ 直線の長さの測定【技】 

第 4 学年 基礎 B 3-3 B(1)ｲ  辺の長さの測定【技】 

第 5 学年 基礎 B 3-3 B(1)ｲ 長方形の面積の測定【技】 

第 6 学年 基礎 B 3-3 B(2)ｱ  台形の面積の測定【技】 

中
学
校 

第 1 学年 基礎 B 3-3 B(2)ｱ  角柱の体積の測定【技】 

第 2 学年     

第 3 学年     
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〔「単位の関係」に関する設問の考察〕 

本設問は、単位の関係に関する知識を問うものである。 

小学校第 3 学年から中学校第 1 学年は、かさ・重さ・面積・体積の単位の関係をみ

る設問である。全体の通過率をみると、最も高かったのは第 4 学年の 90.2％、次が

中学校第 1 学年の 87.1％である。最も低かったのは第 6 学年の 40.4％である。段階

別にみると、R1・2 で最も低かったのは第 6 学年の体積の単位の関係（㎥と㎤）を問

う設問で R1 が 3％、R2 が 13.6％であり、R3 でも 37.9％である。これらの設問は基礎

C であるため、全ての児童に確実に習得させる必要のある内容である。 

単位の関係の学習は、実際に測定を通して理解を深めることが大切である。特に

R1・2 の児童に対しては、単に機械的な暗記だけでは十分でない。第 5 学年では面積

の単位（a と㎡）の関係、第 6 学年では体積の単位（㎥と㎤）の関係について、両者

の関係を一人一人が実際に調べる活動を通して、面積や体積の単位の関係についての

感覚を豊かにすることが重要である。例えば面積の単位の関係では、1m＝100 ㎝の関

係を基に、1 辺が 1m の正方形の面積を実際にかいて、1 ㎡は 100 ㎝×100 ㎝と求めれ

ばよいことに気付かせる。体積の単位の関係では、1 辺が 1m の立方体の体積を実際

に作成し、1 ㎤の立方体の何個分かを考え、1 ㎥＝1000000 ㎤であることに気付かせ

ていく。また、新たな単位 a（アール）などの導入に当たっては、体育館等で 1 辺が

10m の正方形をかいて、1a＝100 ㎡を実感させることも必要である。 

 

〔「測定」に関する設問の考察〕 

本設問は、測定に関する技能を問うものである。 

小学校第 3 学年から小学校第 4 学年は、直線の長さや辺の長さの測定をみる設問で

ある。全体の通過率をみると、第 3 学年が 69.0％、第 4 学年の 51.3％である。段階

別にみると、R1・2 は第 3 学年では 3.2％、38.3％で、第 4 学年では 4.8％、18.8％で

あった。特に第 4 学年の設問では、長方形の縦と横の長さが円の直径の何倍になって

いるのかを考え、次に、長方形の周りの長さは（縦の長さ＋横の長さ）×2 で求める

ことに気付くように、問題文や図から順序よく考え解決していく指導が大切である。 

小学校第 5 学年から中学校第 1 学年の面積や体積の測定の技能をみる設問では、全

体の通過率は、順に、長方形の面積を求める設問 70.5％、台形の面積を求める設問

69.8％、角柱の体積を求める設問 81.0％である。台形の面積公式での÷2、同じく三

角柱の体積で底面積の三角形の面積公式での÷2 につまずきの要因がある。 

平面図形の面積や立体図形の体積を求める学習では、R1・2 の児童は面積や体積の

公式を暗記し、それを想起して解決しようとする傾向がある。このことが、図形の向

きが変わったり、数値が与えられなかったりすると解決できないことの理由である。

児童が自由に図形の向きを変えたり、面積を求めるために必要な辺の長さを見付けて

実測したりする活動を取り入れる指導が大切である。このような指導を通して図形の

見方を豊かにし、面積や体積の求積公式を確実に身に付けさせる。 
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エ C 図形（小学校）／B 図形（中学校） 

  ①「図形の分類」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 B 5－2 C(1)ｱ 三角形と四角形の分類【知】 

第 4 学年 基礎 B 5－2 C(1)ｱ 二等辺三角形と正三角形の分類 【知】 

第 5 学年 基礎 B 5－2 C(1)ｲ 台形と平行四辺形の分類【知】 

第 6 学年 基礎 B 5－2 C(2)ｱ 角柱と円柱の分類【知】 

中
学
校 

第 1 学年 基礎 B 5－2 C(1)ｲ 線対称と点対称な図形の分類【知】 

第 2 学年     

第 3 学年     

   

 

 

  ②「作図」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 B 7-1 C(1)ｱ 方眼を用いた直角三角形の作図【技】 

第 4 学年 基礎 B 7-1 C(1)ｱ 二等辺三角形の作図【技】 

第 5 学年 基礎 B 7-1 C(1)ｲ ひし形の作図【技】 

第 6 学年 基礎 B 7-1 C(1)ｲ 合同な図形の作図【技】 

中
学
校 

第 1 学年 基礎 B 7-1 C(1)ｱ ２倍の拡大図の作図【技】 

第 2 学年 基礎 B 3-2 B(1)ｱ 直線上の１点を通る垂線の作図【技】 

第 3 学年     
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〔「図形の分類」に関する設問の考察〕 

本設問は、図形の分類に関する知識を問うものである。 

小学校第 3 学年から小学校第 5 学年は平面図形の構成要素に着目した図形の分類、

小学校第 6 学年は立体図形の構成要素に着目した図形の分類、中学校第 1 学年は図形

の対称性に着目した図形の分類である。各学年の通過率をみると、基礎 B の設問にも

かかわらずどの学年も 70％に満たない状況である。特に第 5 学年は 50％にも満たな

い通過率で課題が大きい。図形を直観で分類してしまい、図形の構成要素や対称性に

着目して、図形の定義に基づいて判断して分類していないといえる。 

図形の指導においては図形の定義に基づいた算数的活動を十分に行わせることが重

要である。例えばドットや方眼上の図形の辺や角などの構成要素の数量や相等関係に

着目して図形の定義に基づいて分類すること、切り取った図形をずらす、回す、裏返

すなどして構成要素に着目して、定義に基づいて分類したりすることが必要である。  

また、その図形がなぜその形といえるかを図形の定義に基づいて、例えば「三角形は

3 本の直線で囲まれた形」などと言葉や文字で説明させるような指導が重要である。 

 

〔「作図」に関する設問の考察〕 

本設問は、作図に関する技能を問うものである。 

小学校第 3 学年は方眼を用いた作図、第 4 学年から中学校第 2 学年までは図形を構

成する要素や決定する要素と性質に基づいて作図ができるかどうかをみる設問である。

全体の通過率をみると、第 4 学年と第 6 学年、中学校第 1 学年で 80％を超えた程度で

ある。特に第 5 学年の通過率は 60％以下であり課題が大きい。各学年における作図

の指導が十分でなく、技能が確実に身に付いているとはいえない。 

作図指導においては、段階的できめ細かな指導の積み重ねが必要である。小学校第

2 学年における直角三角形の定規を用いた直線のひき方と図形の構成要素である直角

に着目した作図は作図指導の基礎となるものである。また、小学校第 3 学年の二等辺

三角形のコンパスの使い方は以後の作図指導の基礎となるものである。コンパスは円

をかく道具であると共に等しい長さを測り取る道具であることを理解させるようにす

る。第 4 学年から第 6 学年では図形の構成要素に着目させることと、作図の手順やコ

ンパスの正しい使い方を理解させて作図技能を高めるとともに、コンパスを使うこと

の有用性についても体得させるようにする。  

中学校第 1 学年における 1 本の直線上の点を通る垂線の作図指導においては、小学

校で学習した図形の対称性に着目させて指導することが重要である。角の二等分線、

線分の垂直二等分線、本設問の垂線の作図法はいずれも対称性に着目すれば同じもの

とみることができる。いずれも二つの円が中心を結ぶ直線に対して線対称であるとい

うことを用いている。作図の指導においては、図形の対称性に着目して作図技能を高

めることが大切である。このように作図指導は小学校第 2 学年からのきめ細かな指導

の積み重ねによって技能が高まることを意識して指導することが重要である。 



３
 
各
学
年
の
結
果
と
分
析
、
考
察
と
改
善
策
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 小
学
校
第

3
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

算 数 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

数 学 的 な 考 え 方

数 量 や 図 形 に つ い て の

技 能

数 量 や 図 形 に つ い て の

知 識 ・ 理 解

数 と 計 算

量 と 測 定

図 形

数 量 関 係

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
2
位

数
－

2
位

数
の

計
算

が
で

き
る

こ
と

9
8
－

7
2
の

繰
り

下
が

り
の

な
い

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

9
5
.4

8
1
.1

9
2
.4

9
6
.2

9
8
.5

1
0
0
.0

0
.3

3
.8

0
.1

0
.2

0
.0

0
.0

2
1

2
３

位
数

－
2
位

数
の

計
算

が
で

き
る

こ
と

1
0
5
－

4
7
の

繰
り

下
が

り
の

あ
る

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

8
9
.7

5
7
.3

8
0
.9

9
2
.7

9
7
.0

9
7
.0

0
.7

6
.5

0
.4

0
.5

0
.1

0
.0

3
1

3
か

け
算

九
九

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
8
×

7
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

8
3
.7

4
5
.4

7
6
.4

8
4
.1

9
3
.7

9
4
.1

1
3
.4

3
8
.4

1
9
.3

1
3
.7

5
.5

5
.9

4
2

1
か

さ
の

単
位

に
つ

い
て

知
る

こ
と

1
0
0
0
ｍ

Ｌ
を

Ｌ
の

単
位

に
換

算
す

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

7
9
.3

3
3
.5

5
8
.3

8
2
.4

9
5
.4

1
0
0
.0

1
.4

1
4
.6

1
.3

0
.5

0
.2

0
.0

5
2

2
数

の
相

対
的

な
大

き
さ

に
つ

い
て

知
る

こ
と

2
4
0
0
は

1
0
0
を

何
個

集
め

た
数

か
求

め
る

記
述

通
常

基
礎

C
●

■
9
0
.4

3
8
.9

8
3
.7

9
4
.2

9
8
.3

1
0
0
.0

1
.0

1
5
.1

0
.7

0
.1

0
.0

0
.0

6
3

1
数

の
大

小
比

較
を

知
る

こ
と

8
9
5
,9

9
0
,8

8
7
,9

8
5
の

中
で

一
番

大
き

い
数

を
求

め
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
8
3
.4

5
3
.5

7
6
.4

8
3
.8

9
1
.1

9
8
.5

1
.1

1
8
.4

0
.1

0
.0

0
.0

0
.0

7
3

2
加

法
の

式
に

つ
い

て
知

る
こ

と
加

法
の

関
係

を
式

に
表

す
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

9
0
.0

3
5
.1

8
2
.4

9
4
.5

9
8
.2

1
0
0
.0

1
.6

2
4
.3

0
.9

0
.1

0
.0

0
.0

8
3

3
長

さ
の

測
定

が
で

き
る

こ
と

れ
い

ぞ
う

庫
の

横
の

長
さ

を
求

め
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
6
9
.0

3
.2

3
8
.3

7
3
.8

9
2
.4

9
4
.8

3
.6

2
7
.0

6
.6

1
.6

0
.2

0
.0

9
4

1
乗

法
の

場
面

や
数

量
の

関
係

に
つ

い
て

知
る

こ
と

6
×

4
の

式
で

求
め

ら
れ

る
問

題
を

見
付

け
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
5
6
.8

1
1
.4

3
4
.1

5
4
.6

7
8
.7

8
6
.7

2
.6

3
0
.3

2
.9

0
.5

0
.2

0
.0

1
0

4
2

３
位

数
－

2
位

数
の

計
算

の
仕

方
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

1
6
4
-7

8
の

計
算

の
仕

方
を

説
明

す
る

文
に

こ
と

ば
と

数
を

当
て

は
め

る
記

述
完

答
基

礎
B

●
■

6
2
.9

3
.8

3
2
.9

6
6
.1

8
6
.3

8
9
.6

2
.8

2
7
.6

3
.2

1
.2

0
.3

0
.7

1
1

5
1

一
つ

の
数

を
二

つ
の

数
の

積
と

見
る

見
方

が
で

き
る

こ
と

1
8
を

二
つ

の
数

の
積

と
見

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

8
4
.0

2
0
.0

6
9
.5

8
8
.7

9
7
.7

9
9
.3

5
.1

4
2
.7

8
.9

1
.9

0
.1

0
.0

1
2

5
2

三
角

形
、

四
角

形
に

つ
い

て
知

る
こ

と
三

角
形

と
四

角
形

の
判

別
を

す
る

選
択

完
答

基
礎

B
●

■
6
4
.4

8
.6

3
9
.4

6
5
.1

8
6
.4

9
3
.3

3
.6

4
0
.0

5
.2

0
.5

0
.1

0
.0

1
3

6
1

絵
グ

ラ
フ

と
い

う
用

語
を

知
る

こ
と

絵
グ

ラ
フ

の
名

前
を

答
え

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

4
7
.4

4
.3

2
8
.6

4
6
.9

6
2
.2

9
3
.3

7
.5

4
9
.2

1
5
.8

3
.2

0
.5

0
.0

1
4

6
2

絵
グ

ラ
フ

の
読

み
取

り
が

で
き

る
こ

と
絵

グ
ラ

フ
を

読
み

取
り

、
グ

ラ
フ

が
表

し
て

い
る

こ
と

を
見

付
け

る
選

択
完

答
基

礎
B

●
■

6
4
.7

5
.4

3
4
.7

6
6
.1

9
0
.1

9
3
.3

4
.6

4
8
.6

6
.2

1
.3

0
.1

0
.0

1
5

7
1

直
角

三
角

形
の

作
図

が
で

き
る

こ
と

2
辺

の
長

さ
が

６
cm

、
４

cm
の

直
角

三
角

形
を

か
く

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
6
4
.7

7
.6

3
6
.0

6
6
.6

8
8
.5

9
1
.9

4
.8

4
1
.6

7
.5

2
.0

0
.4

0
.0

1
6

7
2

時
刻

の
求

め
方

を
考

え
る

こ
と

4
5
分

後
の

時
刻

を
求

め
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
7
0
.1

9
.7

4
8
.5

7
4
.6

8
7
.1

9
4
.1

3
.1

3
5
.1

4
.9

0
.2

0
.0

0
.0

1
7

7
3

三
角

形
の

構
成

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
い

ろ
い

ろ
な

大
き

さ
の

三
角

形
を

見
付

け
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
2
6
.4

0
.0

7
.8

1
7
.5

4
9
.0

6
4
.4

7
.3

4
9
.7

1
4
.0

3
.1

0
.9

1
.5

1
8

8
1

減
法

の
計

算
の

き
ま

り
を

使
っ

た
問

題
を

考
え

る
こ

と
2
6
,3

8
,4

7
,5

5
の

４
枚

の
数

カ
ー

ド
で

、
□

－
□

の
答

え
が

1
0
に

も
っ

と
も

近
く

な
る

よ
う

に
す

る
記

述
完

答
活

用
A

●
■

3
8
.7

0
.5

8
.8

3
1
.3

6
7
.8

8
8
.1

1
4
.7

6
9
.7

3
3
.4

9
.1

0
.9

0
.0

1
9

8
2

計
算

の
仕

組
み

を
活

用
し

て
伏

せ
ら

れ
た

数
の

求
め

方
を

考
え

る
こ

と
1
3
□

―
□

9
＝

5
2
の

虫
食

い
算

を
す

る
記

述
完

答
活

用
A

●
■

4
0
.0

0
.5

1
2
.1

3
4
.8

6
5
.8

8
7
.4

1
6
.3

7
1
.4

3
3
.4

1
2
.4

1
.5

1
.5

2
0

8
3

２
位

数
の

計
算

を
活

用
し

て
問

題
を

考
え

る
こ

と
1
6
＋

1
7
＋

1
8
＋

1
9
＋

2
0
と

答
え

が
等

し
く

な
る

連
続

す
る

2
位

数
を

用
い

た
加

法
の

式
を

つ
く

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

1
6
.8

0
.0

2
.0

8
.6

3
2
.6

6
8
.1

2
3
.3

7
2
.4

4
4
.5

1
9
.5

7
.3

3
.0

2
1

9
立

方
体

の
向

か
い

合
う

面
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

サ
イ

コ
ロ

の
見

え
な

い
面

の
目

の
数

の
合

計
を

求
め

る
記

述
通

常
活

用
S

●
■

2
6
.2

1
.1

5
.2

1
8
.3

4
4
.6

9
7
.8

2
2
.5

6
9
.7

4
3
.5

1
9
.1

6
.9

0
.0

2
2

1
0

加
法

や
減

法
に

つ
い

て
の

活
用

問
題

を
考

え
る

こ
と

和
が

一
定

の
場

面
（

□
＋

△
＝

3
0
）

で
□

が
△

よ
り

６
大

き
い

と
き

の
□

と
△

を
求

め
る

記
述

完
答

活
用

S
●

■
2
5
.2

1
.1

7
.6

1
6
.7

4
2
.4

9
3
.3

2
3
.7

6
1
.6

4
1
.0

2
2
.4

9
.9

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
2

―
6
2
.2

1
9
.2

4
3
.5

6
1
.7

7
9
.3

9
2
.1

1
5

6
8
.2

7
5
.1

2
7
.3

5
7
.6

7
7
.1

9
0
.3

9
5
.5

7
3
1
.8

3
4
.8

1
.9

1
3
.1

2
8
.8

5
5
.6

8
4
.8

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

8
3
6
.4

2
3
8
.3

2
.1

1
5
.6

3
3
.5

5
9
.4

8
5
.4

7
3
1
.8

3
7
8
.8

3
1
.4

6
1
.2

8
1
.2

9
4
.0

9
5
.8

7
3
1
.8

4
7
3
.1

2
6
.5

5
7
.6

7
4
.5

8
7
.2

9
6
.0

0
0
.0

5
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

9
4
0
.9

A
6
8
.8

3
2
.4

5
4
.5

6
8
.3

8
2
.4

9
1
.3

3
1
3
.6

B
7
2
.8

1
5
.5

4
8
.3

7
6
.9

9
1
.6

9
6
.3

4
1
8
.2

C
4
5
.4

4
.3

2
2
.1

4
1
.9

6
7
.1

8
6
.9

6
2
7
.3

D
5
8
.3

1
1
.1

3
8
.6

5
7
.4

7
6
.4

9
4
.6

0
0
.0

E
0
.0

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
9
.1

5
2
2
.7

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

9
4
0
.9

5
.7

%
2
1
.3

%
3
7
.1

%
3
1
.8

%
4
.1

%

6
2
7
.3

5
2
2
.7

1
7

7
7
.3

0
0
.0

1
4

6
3
.6

8
3
6
.4

0
0
.0

学
習

状
況

の
評

定
（

学
力

段
階

）

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）
■

対
象

教
科

、
校

種
・

学
年

、
出

題
範

囲
、

対
応

教
科

書

レ
ベ

ル

形
式

複
合

条
件

完
答

通
常

自
由

記
述

記
述

選
択CBAS

解
答

出
題

基
礎

活
用

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

0

数
量

関
係

図
形

量
と

測
定

数
と

計
算

0

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

技
能

数
学

的
な

考
え

方

算
数

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

領
域

別

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

結
果

平
均

正
答

率
（

％
）

小 問

指
導

内
容

の
領

域
設

問
番

号
出

題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点

対
応

教
科

書
教

育
出

版

設
問

校
種

・
学

年
小

学
校

第
3
学

年

出
題

範
囲

小
学

校
第

2
学

年

教
科

等
算

数
・

数
学

科

基
礎

／
活

用
別

観
点

別

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

数
学

的
な

考
え

方

数
量

や
図

形
に

つ
い

て

の
技

能

数
量

や
図

形
に

つ
い

て

の
知

識
・

理
解

数
と

計
算

量
と

測
定

図
形

数
量

関
係

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
.7

%

2
1
.3

%

3
7
.1

%

3
1
.8

%

4
.1

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
か
さ
の
単
位
に
つ
い
て
知
る
こ
と
 
大

2（
1）

 
基
礎

C 
79
.3
％
】
 

■
 
結
果
 

本
設
問
は
、
か
さ
の
単
位
に
つ
い
て
知
り
、
mL

と
L
の
単
位
の
関
係
を
み
る
設
問
で
あ
る
。
R1

の
通
過
率
は

33
.5
％
、
R2

は
58
.3
％
で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

誤
答
例
を
み
る
と

10
00
mL
 
を

10
L
と
し
た
り
、
10
00
mL
 
を

10
0L

と
し
た
り
し
た
も
の
が
み
ら

れ
た
。
こ
れ
は
、
mL

と
L
の
単
位
の
関
係
に
つ
い
て
の
理
解
が
十
分
で
は
な
く
、
曖
昧
な
記
憶
を

頼
り
に
解
答
し
た
り
、
他
の
単
位
と
混
同
し
た
り
し
て
解
答
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

測
定
を
通
し
て
か
さ
の
意
味
を
捉
え
さ
せ
る
 

 
 
 
か
さ
の
指
導
で
は
、
直
接
移
し
換
え
て
比
べ
る
直
接
比
較
や
、
同
じ
コ
ッ
プ
の
幾
つ
分
で
測
る

任
意
単
位
に
よ
る
測
定
の
活
動
の
後
に
普
遍
単
位
で
あ
る

L
を
知
り
、
1
リ
ッ
ト
ル
ま
す
に
よ
る

測
定
を
通
し
て
、
か
さ
が

1L
の
幾
つ
分
で
表
せ
る
こ
と
を
知
る
。
さ
ら
に
、
1L

に
満
た
な
い
量

を
表
す
単
位
と
し
て
、
dL

や
mL

の
単
位
を
学
習
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
は
例
え
ば
「
同
じ

コ
ッ
プ
を
使
え
ば
そ
の
幾
つ
分
で
か
さ
を
比
べ
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
」
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
が
あ
る
。
こ
の
と
き
に
目
的
を
は
っ
き
り
も
た
せ
て
測
定
を
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
次
の
学
習
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
測
定
の
活
動
を
実
際
に
体

験
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
量
の
意
味
や
測
定
の
仕
方
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
体
積
の
普
遍
単
位
の
大
き
さ
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
 

（
2）

単
位
の
関
係
は
測
定
の
経
験
を
通
し
て
捉
え
さ
せ
る
。
 

 
 
 
か
さ
の
単
位
は
そ
の
関
係
を

1L
＝
10
dL
、
1L
＝
10
00
mL
、
1d
L＝

10
0m
L
と
整
理
で
き
る
が
こ

れ
を
機
械
的
に
覚
え
さ
せ
て
も
児
童
が
単
位
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
し
た
と
は
い
え
な
い
。
 

 
 
 
か
さ
を
測
定
す
る
活
動
の
中
で
理
解
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
例
え
ば
、
1L

に
み

た
な
い
か
さ
を

dL
を
用
い
て
表
し
た
こ
と
を
通
し
て
、
1d
L
が

10
個
集
ま
る
と

1L
に
な
る
こ
と

に
改
め
て
着
目
し
た
り
、
10
00
mL

の
牛
乳
パ
ッ
ク
の
水
を
１
リ
ッ
ト
ル
ま
す
に
入
れ
た
ら
水
が

ち
ょ
う
ど
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
り
、
50
0m
L
の
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
パ
ッ
ク
に
入
れ
た
水
を

1

デ
シ
リ
ッ
ト
ル
ま
す
に
入
れ
て
み
た
ら
ち
ょ
う
ど
五
つ
の

1
デ
シ
リ
ッ
ト
ル
ま
す
が
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
り
と
い
っ
た
経
験
を
通
し
て
理
解
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
児
童
の
身
の
回

り
に
は
い
ろ
い
ろ
な
容
器
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
用
い
て
児
童
が
主
体
的
に
か
さ
の
大
き
さ
を
比

べ
た
り
、
測
っ
た
り
す
る
活
動
を
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
確
か
な
学
習
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

特
に

R1
・
2
の
児
童
に
と
っ
て
は
、
身
近
な
も
の
を
使
っ
て
か
さ
の
学
習
を
進
め
る
こ
と
は
学
習

に
親
し
み
を
感
じ
理
解
を
よ
り
確
か
な
も
の
へ
と
し
て
い
く
。
 

【
3
位
数
－
2
位
数
の
計
算
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
 
大
問

4（
2）

 
基
礎

B 
62
.9
％
】
 

■
 
結
果
 

本
設
問
は
、
3
位
数
－
2
位
数
の
計
算
の
仕
方
を
考
え
る
設
問
で
あ
る
。
R1

の
通
過
率
は

3.
8％

、

R2
は

32
.9
％
で
あ
っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

誤
答
は
、
完
答
が
正
答
で
あ
り
、
一
の
位
の

4
か
ら

8
が
ひ
け
な
い
の
で

8－
4
と
計
算
す
る
の

で
は
な
く
十
の
位
か
ら

1
繰
り
下
げ
て

14
－
8
の
計
算
を
す
る
こ
と
、
百
の
位
か
ら

1
繰
り
下
げ
て

十
の
位
は

1
繰
り
下
げ
た
の
で

6
で
は
な
く

5
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
間
違
え
ず
に

15
－
7
の
計
算

を
す
る
こ
と
の
一
部
又
は
全
部
に
間
違
い
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）

計
算
の
系
統
性
を
踏
ま
え
た
指
導
を
行
う
 

 
 
 
こ
れ
ま
で
に
減
法
に
つ
い
て
は
、
本
設
問
の
ひ
き
算
を
含
め

1
位
数
－
1
位
数
、
2
位
数
－
1
位

数
（
繰
り
下
が
り
の
な
い
）、

2
位
数
－
1
位
数
（
繰
り
下
が
り
の
あ
る
）、

2
位
数
－
1
位
数
（
繰

り
下
が
り
の
な
い
）、

2
位
数
－
2
位
数
（
繰
り
下
が
り
の
あ
る
）、

3
位
数
－
2
位
数
（
繰
り
下
が

り
の
な
い
）、

3
位
数
－
2
位
数
（
繰
り
下
が
り
が
１
回
あ
る
）、

3
位
数
－
2
位
数
（
繰
り
下
が
り

が
2
回
あ
る
）
と
学
習
を
進
め
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
系
統
的
に
配
列
さ
れ
て
い
る
の
で
前
の
学

習
が
次
の
学
習
の
解
決
の
た
め
の
方
策
と
な
る
。
減
法
の
学
習
で
は
こ
の
過
程
の
中
で
位
を
そ

ろ
え
て
計
算
す
る
こ
と
、
同
じ
位
同
士
で
ひ
け
な
い
と
き
は
一
つ
上
の
位
か
ら

1
繰
り
下
げ
る
こ

と
な
ど
を
計
算
方
法
と
し
て
児
童
が
自
ら
の
力
で
発
見
し
て
い
く
よ
う
に
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
本
設
問
の

3
位
数
－
2
位
数
（
繰
り
下
が
り
が

2
回
あ
る
）
の
学
習
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
る
。
同
じ
位
同
士
で
計
算
す
る
こ
と
、
繰
り
下
が
り
が

1
回
増
え
た
と
き
に
い
ま
ま
で

の
考
え
方
が
同
じ
よ
う
に
使
え
る
こ
と
を
児
童
に
見
付
け
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

特
に

R1
・
2
の
児
童
に
は
具
体
物
を
操
作
し
な
が
ら
説
明
し
合
う
活
動
を
取
り
入
れ
る
な
ど
し
て

児
童
の
気
付
き
や
発
見
を
よ
り
確
か
な
学
び
へ
と
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

（
2）

筆
算
の
仕
組
み
を
確
実
に
理
解
さ
せ
る
。
 

 
 
 
3
位
数
－
2
位
数
（
繰
り
下
が
り
が

2
回
あ
る
）
の
筆
算
の
意
味
に
つ
い
て
丁
寧
に
指
導
す
る
。

前
の
学
習
の

3
位
数
－
2
位
数
（
繰
り
下
が
り
が

1
回
あ
る
）
と
、
ど
こ
が
同
じ
で
ど
こ
が
ち
が

う
の
か
を
ブ
ロ
ッ
ク
図
な
ど
を
用
い
て
は
っ
き
り
さ
せ
る
。
一
の
位
も
、
十
の
位
も
そ
の
ま
ま

で
は
ひ
け
ず
、
繰
り
下
げ
が
必
要
な
こ
と
を
数
字
や
図
の
上
か
ら
は
っ
き
り
と
捉
え
、
ど
の
よ

う
に
繰
り
下
げ
れ
ば
よ
い
か
を
自
分
の
言
葉
で
説
明
さ
せ
、
計
算
の
仕
組
み
を
理
解
さ
せ
て
い

く
。
そ
の
中
で
繰
り
下
げ
た

1
は
ど
こ
に
書
く
の
か
、
繰
り
下
げ
て

1
減
っ
た
場
合
の
数
字
の
書

き
方
は
ど
う
す
る
の
か
を
き
ち
ん
と
押
さ
え
て
い
く
。
特
に

R1
・
2
の
児
童
に
は
具
体
物
の
操
作

と
説
明
し
合
う
活
動
を
通
し
て
そ
の
理
解
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
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Ⅲ-2 算数・数学科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  小
学
校
第

4
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

算 数 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

数 学 的 な 考 え 方

数 量 や 図 形 に つ い て の

技 能

数 量 や 図 形 に つ い て の

知 識 ・ 理 解

数 と 計 算

量 と 測 定

図 形

数 量 関 係

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
４

位
数

－
４

位
数

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
7
0
6
4
－

1
4
7
6
の

筆
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

8
5
.7

4
1
.5

7
5
.3

8
8
.7

9
5
.5

9
9
.6

0
.5

7
.5

0
.3

0
.1

0
.0

0
.0

2
1

2
３

位
数

×
2
位

数
の

計
算

が
で

き
る

こ
と

5
7
8
×

4
6
の

筆
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
0
.1

2
5
.9

5
3
.4

7
1
.4

8
6
.3

9
1
.4

1
.1

1
4
.3

1
.4

0
.3

0
.0

0
.0

3
1

3
２

位
数

÷
１

位
数

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
7
2
÷

８
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

9
2
.8

5
9
.2

8
8
.5

9
4
.9

9
8
.1

9
8
.7

4
.4

2
7
.2

6
.9

2
.9

1
.1

0
.0

4
2

1
重

さ
の

単
位

に
つ

い
て

知
る

こ
と

３
ｔ

を
ｋ

ｇ
の

単
位

に
換

算
す

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

9
0
.2

5
2
.4

8
5
.0

9
2
.7

9
5
.8

9
9
.6

0
.7

1
0
.9

0
.5

0
.2

0
.0

0
.0

5
2

2
数

の
相

対
的

な
大

き
さ

に
つ

い
て

知
る

こ
と

5
,4

0
0
,0

0
0
は

1
0
0
,0

0
0
を

何
個

集
め

た
数

か
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

8
0
.5

3
3
.3

6
6
.1

8
2
.5

9
4
.7

1
0
0
.0

0
.8

1
0
.9

0
.7

0
.3

0
.1

0
.0

6
3

1
数

の
大

小
比

較
を

知
る

こ
と

0
.8

,7
/1

0
,1

.1
,1

3
／

1
0
の

中
で

一
番

大
き

い
数

を
求

め
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
7
4
.9

3
8
.1

5
7
.3

7
6
.3

8
9
.9

9
9
.6

0
.7

1
2
.9

0
.3

0
.1

0
.1

0
.0

7
3

2
数

量
を

□
な

ど
を

用
い

て
表

し
、

そ
の

関
係

を
式

に
表

せ
る

こ
と

に
つ

い
て

知
る

こ
と

９
ｍ

の
赤

い
テ

ー
プ

が
白

い
テ

ー
プ

の
3
倍

に
当

た
る

と
き

の
白

い
テ

ー
プ

の
長

さ
を

式
に

表
す

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
7
6
.9

2
5
.9

5
9
.7

7
9
.7

9
2
.5

1
0
0
.0

1
.4

1
9
.0

1
.6

0
.4

0
.0

0
.0

8
3

3
円

の
直

径
を

用
い

て
長

方
形

の
周

り
の

長
さ

の
測

定
が

で
き

る
こ

と
方

形
に

並
ん

だ
6
個

の
円

に
外

接
す

る
長

方
形

の
周

り
の

長
さ

を
求

め
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
5
1
.3

4
.8

1
8
.8

5
3
.9

7
6
.1

9
4
.0

3
.6

2
7
.9

7
.4

0
.6

0
.4

0
.4

9
4

1
乗

法
の

場
面

や
数

量
の

関
係

に
つ

い
て

知
る

こ
と

1
5
×

2
3
の

式
に

な
る

問
題

を
見

付
け

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

5
7
.4

1
7
.0

4
2
.4

5
6
.3

7
3
.0

8
4
.1

2
.9

3
2
.0

3
.6

1
.0

0
.3

1
.3

1
0

4
2

２
位

数
×

2
位

数
の

計
算

の
仕

方
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

1
4
×

3
2
の

計
算

の
仕

方
を

説
明

す
る

文
に

数
を

当
て

は
め

る
記

述
完

答
基

礎
B

●
■

6
9
.0

8
.2

4
7
.0

7
3
.5

8
7
.7

9
5
.3

2
.3

2
7
.2

4
.0

0
.2

0
.0

0
.0

1
1

5
1

除
法

が
用

い
ら

れ
る

場
合

に
立

式
し

答
え

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

3
8
人

が
5
人

が
け

の
椅

子
に

座
る

と
き

の
余

り
の

処
理

を
明

ら
か

に
し

て
立

式
し

答
え

を
求

め
る

記
述

完
答

基
礎

B
●

■
7
3
.8

3
.4

4
2
.7

8
4
.9

9
5
.1

9
8
.3

2
.3

2
9
.3

3
.1

0
.3

0
.1

0
.0

1
2

5
2

二
等

辺
三

角
形

、
正

三
角

形
に

つ
い

て
知

る
こ

と
二

等
辺

三
角

形
と

正
三

角
形

の
判

別
を

す
る

選
択

完
答

基
礎

B
●

■
6
8
.5

1
2
.9

4
3
.8

7
2
.5

8
9
.9

9
4
.4

1
.5

2
2
.4

1
.6

0
.0

0
.1

0
.0

1
3

6
1

棒
グ

ラ
フ

と
い

う
用

語
を

知
る

こ
と

棒
グ

ラ
フ

の
名

前
を

答
え

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

8
8
.1

3
6
.7

7
8
.7

9
3
.1

9
6
.5

9
8
.7

2
.8

3
6
.1

4
.1

0
.4

0
.0

0
.0

1
4

6
2

棒
グ

ラ
フ

の
読

み
取

り
が

で
き

る
こ

と
棒

グ
ラ

フ
を

読
み

取
り

、
グ

ラ
フ

が
表

し
て

い
る

こ
と

を
見

付
け

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

9
1
.5

3
6
.1

8
6
.3

9
5
.2

9
9
.0

9
8
.3

1
.9

3
3
.3

1
.3

0
.2

0
.1

0
.0

1
5

7
1

二
等

辺
三

角
形

の
作

図
が

で
き

る
こ

と
辺

が
５

ｃ
ｍ

、
４

ｃ
ｍ

、
４

ｃ
ｍ

の
二

等
辺

三
角

形
を

か
く

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
8
1
.1

1
9
.0

6
7
.0

8
5
.1

9
5
.8

9
7
.0

4
.3

4
0
.8

6
.9

1
.7

0
.3

0
.0

1
6

7
2

重
さ

の
求

め
方

を
考

え
る

こ
と

重
さ

が
2
0
0
ｇ

の
か

ご
に

ゴ
ム

ボ
ー

ル
3
個

を
入

れ
て

全
体

の
重

さ
が

2
9
0
ｇ

に
な

る
と

き
、

ゴ
ム

ボ
ー

ル
５

個
を

入
れ

た
と

き
の

全
体

の
重

さ
を

求
め

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

5
6
.6

2
.0

2
6
.2

6
0
.0

8
2
.0

9
0
.9

6
.7

5
1
.7

1
2
.3

2
.6

0
.8

0
.9

1
7

7
3

二
等

辺
三

角
形

の
構

成
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

い
ろ

い
ろ

な
二

等
辺

三
角

形
を

作
る

こ
と

が
で

き
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
6
0
.5

1
.4

2
9
.4

6
2
.9

8
8
.2

9
6
.1

6
.2

5
1
.0

1
0
.5

2
.9

0
.4

0
.0

1
8

8
1

減
法

の
計

算
の

き
ま

り
を

使
っ

た
問

題
を

考
え

る
こ

と
2
7
.5

,3
8
.6

,4
9
.1

,5
8
.1

の
４

枚
の

数
カ

ー
ド

で
、

□
－

□
の

答
え

が
1
0
に

最
も

近
く

な
る

よ
う

に
す

る
記

述
完

答
活

用
A

●
■

3
4
.9

0
.7

1
1
.9

2
8
.0

5
9
.4

8
1
.9

7
.2

5
3
.7

1
3
.9

3
.1

0
.1

0
.0

1
9

8
2

計
算

の
仕

組
み

を
活

用
し

て
伏

せ
ら

れ
た

数
の

求
め

方
を

考
え

る
こ

と
□

7
4
×

□
8
の

筆
算

形
式

の
虫

食
い

算
を

す
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
3
6
.0

1
.4

6
.6

2
7
.4

6
7
.3

9
0
.1

1
1
.8

5
3
.7

2
0
.6

9
.1

2
.5

1
.3

2
0

8
3

除
法

の
余

り
を

活
用

し
て

問
題

を
考

え
る

こ
と

３
４

人
の

子
ど

も
を

赤
,青

,白
,緑

の
順

に
繰

り
返

し
て

4
グ

ル
ー

プ
に

分
け

た
と

き
,赤

の
グ

ル
ー

プ
の

人
数

を
求

め
る

記
述

通
常

活
用

A
●

■
3
7
.7

0
.0

7
.8

3
2
.3

6
6
.4

8
8
.4

1
8
.9

6
5
.3

3
4
.8

1
6
.4

3
.7

0
.4

2
1

9
二

つ
の

円
で

構
成

さ
れ

る
正

三
角

形
と

二
等

辺
三

角
形

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
同

じ
大

き
さ

の
二

つ
の

円
の

中
に

で
き

る
正

三
角

形
と

二
等

辺
三

角
形

を
見

付
け

る
記

述
完

答
活

用
S

●
■

1
5
.2

0
.0

3
.1

9
.2

2
0
.1

8
1
.9

1
2
.4

5
7
.8

2
0
.8

1
1
.1

1
.7

0
.0

2
2

1
0

加
法

や
乗

法
に

つ
い

て
の

活
用

問
題

を
考

え
る

こ
と

兄
が

９
才

、
妹

が
３

才
で

、
兄

が
妹

の
２

倍
の

年
齢

に
な

る
と

き
の

兄
の

年
齢

を
求

め
る

記
述

通
常

活
用

S
●

■
3
7
.5

4
.1

1
3
.5

2
9
.2

6
1
.1

9
8
.7

1
5
.0

5
9
.9

2
3
.5

1
4
.8

3
.6

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
2

―
6
5
.0

1
9
.3

4
5
.9

6
5
.9

8
2
.3

9
4
.4

1
5

6
8
.2

7
6
.8

2
7
.6

6
0
.8

8
0
.0

9
1
.1

9
6
.6

7
3
1
.8

3
9
.8

1
.4

1
4
.1

3
5
.6

6
3
.5

8
9
.7

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

8
3
6
.4

2
4
3
.4

2
.2

1
8
.2

4
0
.3

6
6
.5

9
0
.4

7
3
1
.8

3
7
8
.0

2
7
.1

6
1
.7

8
2
.0

9
2
.3

9
6
.7

7
3
1
.8

4
7
6
.7

3
0
.9

6
1
.9

7
9
.0

9
0
.3

9
6
.6

0
0
.0

5
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

9
4
0
.9

A
6
7
.1

2
4
.9

4
9
.4

6
7
.0

8
4
.3

9
4
.1

3
1
3
.6

B
6
6
.0

1
9
.7

4
3
.3

6
8
.9

8
4
.6

9
4
.8

4
1
8
.2

C
5
6
.3

8
.3

3
5
.8

5
7
.4

7
3
.5

9
2
.3

6
2
7
.3

D
6
7
.1

1
7
.8

4
8
.8

6
8
.3

8
3
.9

9
6
.0

0
0
.0

E
0
.0

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
9
.1

5
2
2
.7

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

9
4
0
.9

4
.4

%
2
6
.6

%
3
4
.6

%
2
7
.4

%
7
.0

%

6
2
7
.3

5
2
2
.7

1
7

7
7
.3

0
0
.0

1
5

6
8
.2

7
3
1
.8

0
0
.0

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

領
域

別

数
と

計
算

量
と

測
定

図
形

数
量

関
係

00

校
種

・
学

年
小

学
校

第
4
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

3
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

算
数

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
教

育
出

版
数

学
的

な
考

え
方

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

技
能

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解

教
科

等
算

数
・

数
学

科
設

問
平

均
正

答
率

（
％

）

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

数
学

的
な

考
え

方

数
量

や
図

形
に

つ
い

て

の
技

能

数
量

や
図

形
に

つ
い

て

の
知

識
・

理
解

数
と

計
算

量
と

測
定

図
形

数
量

関
係

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

4
.4

%

2
6
.6

%

3
4
.6

%

2
7
.4

%

7
.0

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
円
の
直
径
を
用
い
て
長
方
形
の
周
り
の
長
さ
の
測
定
が
で
き
る
こ
と
 
 

大
問

3（
3）

 基
礎

B 
51
.3
％
】

 
■
 
結
果
 

本
設
問
は
、
方
形
に
並
ん
だ

6
個
の
円
に
外
接
す
る
長
方
形
の
周
り
の
長
さ
を
求
め
る
設
問
で
あ

る
。
R1

の
通
過
率
は

4.
8％

、
R2

は
18
.8
％
で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 
 

誤
答
例
と
し
て
、
直
径
の

10
㎝
と
円
の
数

6
個
分
を
か
け
て

60
㎝
と
し
た
も
の
、
1
つ
分
（
10

㎝
）
が

6
個
分
並
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
乗
法
の
式
を
立
て
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
、
縦
の
長
さ
＋
横
の
長
さ
で

50
㎝
と
し
た
も
の
な
ど
が
み
ら
れ
た
。
い
ず
れ
も
、
問
題
場
面
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

操
作
す
る
活
動
を
通
し
て
円
、
半
径
、
直
径
の
意
味
や
性
質
を
深
く
理
解
さ
せ
る
。
 

第
3
学
年
「
円
と
球
」
の
学
習
は
、「

中
心
の
点
か
ら
等
し
い
長
さ
の
点
を
つ
な
げ
た
も
の
が

『
円
』
で
あ
る
」
と
い
う
新
し
い
概
念
の
習
得
か
ら
始
ま
る
。
そ
こ
か
ら
、
半
径
、
直
径
の
理

解
へ
と
進
む
の
だ
が
、
単
に
名
前
を
覚
え
る
だ
け
で
習
得
し
た
と
は
い
え
な
い
。
特
に
、
R1
・
2

の
児
童
に
は
、
そ
の
意
味
や
性
質
を
確
実
に
理
解
さ
せ
る
授
業
が
必
要
で
あ
る
。
円
の
図
を
提

示
し
て
指
導
す
る
際
に
半
径
や
直
径
を
色
の
付
い
た
ひ
も
な
ど
に
写
し
取
り
、
半
径
が
中
心
か

ら
円
周
ま
で
の
直
線
で
あ
る
こ
と
や
ど
こ
で
も
同
じ
長
さ
で
あ
る
こ
と
を
、
直
径
は
円
の
中
心

を
通
っ
て
円
周
と
円
周
を
結
ん
だ
直
線
で
あ
る
こ
と
や
ど
こ
で
も
同
じ
長
さ
で
あ
る
こ
と
を
視

覚
的
に
捉
え
さ
せ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
実
際
の
円
を
操
作
す
る
こ
と
で
直
径
は
、
円
の
中
で
一

番
長
い
直
線
で
あ
る
こ
と
や
、
円
に
外
接
す
る
正
方
形
の
一
辺
の
長
さ
と
円
の
直
径
の
長
さ
は

等
し
い
こ
と
な
ど
を
理
解
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。
 

（
2）

問
題
場
面
を
正
し
く
把
握
さ
せ
る
。
 

円
に
外
接
す
る
長
方
形
の
周
り
の
長
さ
を
求
め
る
問
題
で
は
、
問
題
文
に
示
さ
れ
た
円
の
直
径

の
長
さ
と
長
方
形
の
辺
の
長
さ
を
結
び
付
け
る
力
が
必
要
と
な
る
。
特
に

R1
・
2
の
児
童
に
対
し

て
は
、
図
形
を
分
解
し
て
提
示
し
た
り
順
序
よ
く
筋
道
立
て
て
考
え
た
り
、
図
形
の
構
成
要
素

や
定
義
の
理
解
を
確
か
に
し
そ
れ
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
す
る
な
ど
、
き
め
細
か
に
指

導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
直
径
と
等
し
い
部
分
に
色
を
付
け
さ
せ
た
り
図

形
の
中
に
必
要
な
長
さ
を
書
き
入
れ
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
で
問
題
場
面
を
把
握
さ
せ
る
。
こ
の

よ
う
な
手
だ
て
に
よ
っ
て
、
円
の
直
径
が
内
接
す
る
長
方
形
の
辺
の
長
さ
に
等
し
い
と
い
う
こ

と
が
視
覚
的
に
つ
か
め
れ
ば
、
自
力
解
決
へ
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
ペ
ア
で
学
び

合
う
活
動
や
、
説
明
し
合
う
活
動
を
多
く
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
学
ん
だ
こ
と
を
よ
り
確
か

な
も
の
へ
と
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

【
乗
法
の
場
面
や
数
量
の
関
係
に
つ
い
て
知
る
こ
と
 
大
問

4（
1）

 
基
礎

B 
57
.4
％
】

 
■
 
結
果
 

本
設
問
は
、
15
×
23

の
式
に
な
る
問
題
を
選
択
す
る
設
問
で
あ
る
。
R1

の
通
過
率
は

17
.0
％
、

R2
は

42
.4
％
で
あ
っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

誤
答
例
と
し
て
、
23
×
15

に
な
る
問
題
を
選
択
し
て
い
る
誤
答
が

42
.5
％
み
ら
れ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
23
×
15

な
の
か

15
×
23

な
の
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
問
題
に
出
て
き
た
順
に
式
に
表
し
て
し
ま
い
、「

1
つ
分
×
幾
つ
分
＝
全
体
」
と
い
う
乗

法
の
意
味
に
つ
い
て
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
■
 
授
業
改
善
 

（
1）

乗
法
の
意
味
を
理
解
さ
せ
る
。
 

か
け
算
は
同
じ
数
ず
つ
あ
る
ま
と
ま
り
の
合
計
を
求
め
る
と
き
に
た
し
算
で
は
な
く
て

1
つ
分

の
幾
つ
分
と
し
て
求
め
る
こ
と
の
で
き
る
演
算
と
し
て
学
習
す
る
。
ど
の
ま
と
ま
り
も
同
じ
数

で
あ
る
こ
と
そ
し
て
そ
れ
が
幾
つ
あ
る
か
を
知
る
こ
と
で
か
け
算
を
用
い
れ
ば
全
体
の
数
が
求

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
「
1
つ
分
×
幾
つ
分
＝
全
体
」
と
し
て
か
け
算
の
意

味
と
し
て
押
さ
え
る
の
で
あ
る
。
導
入
時
に
は
絵
や
図
、
具
体
物
を
用
い
て

1
つ
分
や
幾
つ
分
を

意
識
さ
せ
る
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
扱
う
数
が

1
位
数
か
ら

2
位
数
へ
と
拡
張
さ
れ
て
も
か
け
算

の
意
味
は
変
わ
ら
な
い
、
問
題
場
面
に
お
い
て

1
つ
分
は
ど
れ
な
の
か
、
幾
つ
分
は
ど
れ
な
の
か

を
正
し
く
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
学
習
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
必
要

な
ら
絵
や
図
に
表
す
な
ど
し
、
具
体
的
に
ど
れ
が

1
つ
分
な
の
か
、
ど
れ
が
幾
つ
分
な
の
か
を
捉

え
さ
せ
、
か
け
算
の
意
味
の
理
解
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

（
2）

立
式
の
根
拠
を
説
明
さ
せ
る
。
 

文
章
問
題
の
演
算
決
定
を
行
う
た
め
に
は
、
問
題
文
の
中
の
数
が
何
を
表
し
て
い
る
の
か
、
ど

の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
正
確
に
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
授
業
で
文
章
問

題
を
扱
う
際
に
は
、
数
量
の
関
係
を
整
理
し
て
演
算
決
定
を
行
う
方
法
と
し
て
、
特
に

R1
・
2
の

児
童
に
は
、
次
の
こ
と
を
指
導
し
て
い
く
。
①
分
か
っ
て
い
る
こ
と
、
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

下
線
を
引
く
。
②
問
題
場
面
を
図
に
表
す
。
③
演
算
決
定
に
必
要
な
情
報
を
「
○
枚
ず
つ
□
人

分
」
の
よ
う
に
助
数
詞
を
付
け
て
表
す
。
さ
ら
に
、
見
付
け
た
立
式
の
根
拠
を
ペ
ア
で
説
明
す

る
活
動
を
多
く
取
り
入
れ
、
理
解
を
深
め
て
い
く
。
確
認
問
題
を
行
う
際
に
も
、
立
式
の
根
拠

を
説
明
・
確
認
す
る
機
会
を
設
定
し
、
式
に
つ
い
て
の
意
味
の
理
解
を
深
め
て
い
く
。
乗
数
→

被
乗
数
の
順
で
書
き
表
さ
れ
た
問
題
に
も
取
り
組
ま
せ
、「

出
て
き
た
順
に
式
に
表
せ
ば
よ
い
。」

と
い
う
誤
認
識
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
指
導
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
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Ⅲ-2 算数・数学科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  小
学
校
第

5
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

算 数 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

数 学 的 な 考 え 方

数 量 や 図 形 に つ い て の

技 能

数 量 や 図 形 に つ い て の

知 識 ・ 理 解

数 と 計 算

量 と 測 定

図 形

数 量 関 係

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
同

分
母

分
数

の
帯

分
数

ー
帯

分
数

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
6
 2

/5
ー

4
 4

/5
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

7
6
.7

2
0
.8

6
0
.6

8
3
.3

9
4
.9

9
7
.4

1
.8

1
4
.6

1
.8

0
.4

0
.1

0
.0

2
1

2
小

数
×

整
数

の
筆

算
が

で
き

る
こ

と
4
9
.2

×
3
4
の

筆
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

6
7
.1

2
8
.5

5
4
.3

7
1
.1

8
0
.6

8
5
.6

0
.4

3
.5

0
.0

0
.4

0
.1

0
.0

3
1

3
小

数
÷

整
数

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
5
5
.2

÷
1
6
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
0
.7

1
2
.7

5
2
.9

7
7
.8

8
9
.6

9
3
.9

7
.4

3
7
.7

1
0
.5

3
.3

2
.4

0
.9

4
2

1
面

積
の

単
位

に
つ

い
て

知
る

こ
と

１
a
を

㎡
の

単
位

に
換

算
す

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

5
5
.2

2
0
.0

3
7
.4

5
3
.9

7
6
.2

8
7
.3

3
.6

1
8
.1

4
.0

2
.6

0
.9

0
.0

5
2

2
数

の
相

対
的

な
大

き
さ

に
つ

い
て

知
る

こ
と

6
.2

5
は

0
.0

1
を

何
個

集
め

た
数

か
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

9
7
.0

8
0
.0

9
5
.8

9
9
.0

9
9
.7

1
0
0
.0

0
.6

7
.3

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

6
3

1
数

の
大

小
比

較
を

知
る

こ
と

４
,３

 ３
/７

,3
0
/７

,２
 ６

/７
の

中
で

一
番

大
き

い
数

を
求

め
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
7
1
.2

2
1
.2

5
2
.4

7
6
.1

9
1
.3

9
5
.6

0
.8

8
.1

0
.5

0
.1

0
.0

0
.0

7
3

2
数

量
を

○
や

△
を

用
い

て
表

し
、

そ
の

関
係

を
式

に
表

せ
る

こ
と

に
つ

い
て

知
る

こ
と

正
方

形
の

1
辺

の
長

さ
を

○
、

周
り

の
長

さ
を

△
と

し
て

関
係

を
式

に
表

す
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

8
8
.8

4
8
.5

8
2
.7

9
2
.9

9
9
.0

9
9
.6

2
.3

2
3
.1

1
.3

0
.0

0
.1

0
.0

8
3

3
正

方
形

と
長

方
形

の
面

積
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
辺

の
長

さ
が

５
㎝

,７
㎝

の
長

方
形

か
ら

1
辺

２
㎝

の
正

方
形

を
ひ

い
た

面
積

を
実

測
し

て
求

め
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
7
0
.5

1
0
.4

4
7
.5

8
0
.4

9
0
.5

9
4
.8

4
.0

3
1
.2

5
.4

0
.4

0
.1

0
.0

9
3

4
平

行
四

辺
形

の
辺

の
長

さ
と

角
の

大
き

さ
の

求
め

方
に

つ
い

て
知

る
こ

と
平

行
四

辺
形

の
辺

の
長

さ
と

角
の

大
き

さ
を

求
め

る
記

述
完

答
基

礎
C

●
■

9
3
.2

6
4
.2

9
1
.6

9
5
.9

9
8
.6

9
9
.6

1
.5

1
5
.8

0
.5

0
.0

0
.1

0
.0

1
0

4
1

乗
法

の
場

面
や

数
量

の
関

係
に

つ
い

て
知

る
こ

と
1
.2

×
６

に
な

る
問

題
を

見
付

け
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
5
.9

3
2
.3

7
2
.3

9
5
.1

9
9
.0

1
0
0
.0

1
.4

1
5
.8

0
.4

0
.1

0
.0

0
.0

1
1

4
2

小
数

×
整

数
の

計
算

の
仕

方
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

3
.6

×
８

の
計

算
の

仕
方

を
説

明
す

る
文

に
数

を
当

て
は

め
る

記
述

完
答

基
礎

B
●

■
5
7
.3

4
.6

3
1
.4

6
2
.1

8
1
.9

9
1
.7

1
.5

1
6
.9

0
.3

0
.1

0
.0

0
.0

1
2

4
3

ひ
し

形
の

構
成

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
同

じ
形

の
三

角
形

を
4
枚

使
っ

て
ひ

し
形

が
で

き
る

三
角

形
を

選
ぶ

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
7
.2

1
7
.7

4
5
.1

7
4
.0

8
7
.2

9
2
.1

2
.2

1
9
.2

0
.5

1
.0

0
.4

0
.0

1
3

5
1

伴
っ

て
変

わ
る

二
つ

の
数

量
の

関
係

を
と

ら
え

て
問

題
を

解
決

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

正
三

角
形

の
周

り
の

長
さ

か
ら

１
辺

の
長

さ
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
0
.2

3
.8

4
0
.1

8
2
.5

9
4
.6

9
7
.8

9
.1

3
8
.1

1
7
.1

4
.6

1
.1

0
.4

1
4

5
2

平
行

四
辺

形
、

台
形

に
つ

い
て

知
る

こ
と

平
行

四
辺

形
と

台
形

を
判

別
す

る
選

択
完

答
基

礎
B

●
■

4
4
.4

4
.6

1
3
.9

4
6
.1

7
4
.9

7
4
.7

2
.0

1
8
.8

1
.3

0
.2

0
.1

0
.0

1
5

6
1

折
れ

線
グ

ラ
フ

と
い

う
用

語
を

知
る

こ
と

折
れ

線
グ

ラ
フ

の
名

前
を

答
え

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

6
5
.5

2
8
.8

5
5
.3

6
5
.6

8
2
.4

8
0
.8

4
.6

2
6
.2

5
.5

2
.9

0
.5

0
.0

1
6

6
2

折
れ

線
グ

ラ
フ

の
読

み
取

り
が

で
き

る
こ

と
折

れ
線

グ
ラ

フ
を

読
み

取
り

,グ
ラ

フ
が

表
し

て
い

る
こ

と
を

見
付

け
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
1
.3

3
4
.6

7
1
.8

8
6
.4

9
3
.9

9
6
.1

2
.3

2
1
.5

1
.2

0
.6

0
.1

0
.4

1
7

7
1

ひ
し

形
の

作
図

が
で

き
る

こ
と

三
角

定
規

、
分

度
器

、
コ

ン
パ

ス
を

用
い

て
1
辺

が
3
㎝

、
一

つ
の

角
が

3
0
°の

ひ
し

形
を

か
く

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
5
6
.8

7
.3

3
0
.8

6
1
.4

8
1
.8

8
7
.8

1
1
.1

3
6
.2

1
5
.2

9
.2

3
.9

3
.5

1
8

7
2

面
積

の
求

め
方

を
考

え
る

こ
と

長
方

形
か

ら
2
本

の
道

を
除

い
た

残
り

の
面

積
を

求
め

る
記

述
完

答
活

用
A

●
■

4
3
.4

3
.8

1
4
.0

3
9
.5

7
7
.2

8
6
.5

9
.9

4
2
.3

1
6
.6

6
.3

0
.9

0
.4

1
9

7
3

四
角

形
と

対
角

線
の

関
係

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
２

本
の

対
角

線
の

関
係

か
ら

四
角

形
を

求
め

る
選

択
完

答
活

用
A

●
■

3
4
.3

0
.0

5
.1

2
8
.3

6
7
.8

8
2
.1

5
.0

3
4
.6

6
.7

1
.6

0
.1

0
.0

2
0

8
1

加
法

と
乗

法
の

計
算

の
き

ま
り

を
使

っ
た

問
題

を
考

え
る

こ
と

２
,４

,６
,８

の
４

枚
の

カ
ー

ド
か

ら
3
枚

を
選

ん
で

、
□

×
（

□
＋

□
）

の
答

え
が

１
番

大
き

く
な

る
よ

う
に

す
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
8
5
.0

4
2
.7

7
9
.2

8
8
.2

9
6
.3

9
6
.9

4
.6

3
5
.0

5
.3

1
.3

0
.1

0
.0

2
1

8
2

計
算

の
仕

組
み

を
活

用
し

て
伏

せ
ら

れ
た

数
の

求
め

方
を

考
え

る
こ

と
□

.□
×

□
4
の

筆
算

形
式

の
虫

食
い

算
を

す
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
5
3
.8

2
.3

2
2
.4

5
5
.1

8
6
.5

9
4
.3

1
1
.3

4
5
.8

1
9
.0

7
.5

1
.5

0
.0

2
2

8
3

2
位

数
の

乗
法

を
活

用
し

て
問

題
を

考
え

る
こ

と
2
5
×

3
2
の

答
え

を
工

夫
し

て
求

め
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
5
7
.1

3
.5

2
6
.2

5
8
.3

9
0
.8

9
6
.1

1
4
.4

5
9
.2

2
5
.8

9
.3

0
.5

0
.0

2
3

8
4

資
料

を
二

つ
の

観
点

か
ら

分
類

整
理

す
る

こ
と

が
で

き
る

犬
と

ね
こ

を
か

っ
て

い
る

人
の

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

を
二

次
元

表
に

ま
と

め
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
4
0
.7

0
.0

7
.4

3
7
.6

7
6
.5

8
6
.9

7
.3

2
9
.2

1
2
.7

4
.9

0
.6

0
.0

2
4

9
対

角
線

の
交

点
を

通
る

直
線

の
性

質
を

活
用

し
て

長
方

形
の

２
等

分
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

対
角

線
の

交
点

を
通

る
直

線
を

用
い

て
複

合
図

形
の

面
積

を
２

等
分

す
る

記
述

通
常

活
用

S
●

■
2
1
.1

0
.0

1
.6

1
4
.9

3
2
.5

1
0
0
.0

2
4
.8

6
2
.3

3
6
.0

2
3
.8

1
0
.6

0
.0

2
5

1
0

乗
法

や
除

法
に

つ
い

て
の

活
用

問
題

を
考

え
る

こ
と

同
じ

重
さ

の
鉄

の
棒

７
本

の
重

さ
が

8
.7

5
㎏

の
と

き
の

2
4
0
0
本

の
重

さ
を

求
め

る
記

述
通

常
活

用
S

●
■

1
9
.3

0
.0

2
.7

1
4
.4

2
4
.9

1
0
0
.0

2
6
.2

5
5
.4

4
0
.2

2
7
.4

9
.4

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
5

―
6
3
.0

1
9
.7

4
3
.8

6
5
.6

8
2
.7

9
2
.7

1
7

6
8
.0

7
1
.7

2
5
.9

5
5
.1

7
6
.7

8
9
.2

9
2
.6

8
3
2
.0

4
4
.4

6
.5

1
9
.8

4
2
.0

6
9
.1

9
2
.8

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

1
0

4
0
.0

2
4
7
.9

7
.5

2
3
.5

4
7
.2

7
2
.2

9
2
.7

7
2
8
.0

3
7
0
.5

1
6
.9

5
1
.1

7
7
.6

8
9
.4

9
3
.3

8
3
2
.0

4
7
5
.2

3
7
.5

6
2
.7

7
8
.1

9
0
.1

9
2
.2

0
0
.0

5
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

9
3
6
.0

A
7
0
.7

2
2
.9

5
2
.0

7
5
.3

9
0
.5

9
5
.0

3
1
2
.0

B
5
6
.4

1
1
.4

3
3
.0

5
7
.9

8
1
.3

8
9
.5

6
2
4
.0

C
5
2
.8

1
5
.6

3
1
.4

5
3
.4

7
3
.8

8
9
.4

7
2
8
.0

D
6
4
.4

2
2
.6

4
8
.5

6
6
.8

8
1
.1

9
4
.0

0
0
.0

E
0
.0

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
8
.0

6
2
4
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
0

4
0
.0

8
.2

%
2
3
.5

%
3
6
.0

%
2
5
.0

%
7
.3

%

7
2
8
.0

7
2
8
.0

1
8

7
2
.0

0
0
.0

1
6

6
4
.0

9
3
6
.0

0
0
.0

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

領
域

別

数
と

計
算

量
と

測
定

図
形

数
量

関
係

00

校
種

・
学

年
小

学
校

第
5
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

4
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

算
数

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
教

育
出

版
数

学
的

な
考

え
方

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

技
能

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解

教
科

等
算

数
・

数
学

科
設

問
平

均
正

答
率

（
％

）

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

数
学

的
な

考
え

方

数
量

や
図

形
に

つ
い

て

の
技

能

数
量

や
図

形
に

つ
い

て

の
知

識
・

理
解

数
と

計
算

量
と

測
定

図
形

数
量

関
係

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

8
.2

%

2
3
.5

%

3
6
.0

%

2
5
.0

%

7
.3

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
小
数
×
整
数
の
計
算
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
 
大
問

4（
2）

 
基
礎

B 
57
.3
％
】
 

■
 
結
果
 

本
設
問
は
、
小
数
×
整
数
の
計
算
の
仕
方
を
、
整
数
×
整
数
の
計
算
に
直
し
て
説
明
す
る
設
問

で
あ
る
。
R1

の
通
過
率
は

4.
6％

、
R2
 は

31
.4
％
で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

誤
答
例
を
み
る
と
、
0.
1
の
幾
つ
分
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
誤
答
が

1.
9％

で
あ
る
。

ま
た
、
解
答
は
し
て
い
る
も
の
の
間
違
っ
て
い
る
も
の
が
、
42
.3
％
で
あ
っ
た
。
設
問
は
四
つ
の
説

明
す
る
文
か
ら
成
り
立
っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
の
中
に
当
て
は
ま
る
数
値
を
入
れ
る
の
だ
が
、

R1
・
2
の
児
童
に
と
っ
て
は
何
を
問
わ
れ
て
い
る
か
、
何
を
手
掛
か
り
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
が
分
か

ら
ず
、
完
答
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

小
数
×
整
数
の
計
算
の
仕
方
を
既
習
の
整
数
×
整
数
に
帰
着
さ
せ
る
。
 

小
数
×
整
数
の
計
算
の
仕
方
を
考
え
さ
せ
る
と
き
、
既
習
の
ど
ん
な
計
算
に
帰
着
さ
せ
る
か

を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
整
数
×
整
数
の
計
算
に
帰
着
さ
せ
る
こ
と
で

あ
る
。
小
数
を
整
数
に
直
す
た
め
に
は
、
数
の
相
対
的
な
見
方
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
「
3.
6
は

0.
1
が

36
個
」「

5.
21

は
0.
01

が
52
1
個
」、

ま
た
は

「
0.
1
が

36
個
で

3.
6」
「
0.
01

が
52
1
個
で

5.
21
」
と
い
う
数
の
相
対
的
な
見
方
で
あ
る
。
 
 
 

3.
6×

8
の
計
算
の
仕
方
で
は
、
3.
6
は

0.
1
が

36
個
分
と
考
え
、
0.
1
が

36
×
8＝

28
8
に
な

る
。
0.
1
が

28
8
個
分
で
あ
る
か
ら
、
答
え
は

28
.8

と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
小
数
×
整
数
の
計

算
を
整
数
×
整
数
の
計
算
と
比
べ
な
が
ら
考
え
て
い
く
よ
う
に
指
導
す
る
。
数
の
相
対
的
な
見

方
に
つ
い
て
は
、
第

3
学
年
の
「
小
数
」
や
第

3
学
年
の
「
小
数
の
し
く
み
と
た
し
算
、
ひ
き
算
」

で
の
学
習
で
確
実
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

（
2）

計
算
の
仕
方
を
順
序
立
て
て
説
明
さ
せ
る
。
 

計
算
の
仕
方
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、
単
に
や
り
方
を
機
械
的
に
教
え
る
の
で
は
な
く
、
数

の
見
方
や
計
算
の
意
味
を
正
し
く
つ
か
ま
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
特
に

R1
・
2
の
児

童
に
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
指
導
し
て
い
く
。
①
計
算
の
仕
方
を
考
え
て
い
く
中
で
は
、

使
わ
れ
た
既
習
事
項
を
「
吹
き
出
し
」
な
ど
で
示
し
て
お
く
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
共
通
す
る

考
え
方
（
き
ま
り
・
規
則
性
）
が
視
覚
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
。
②
計
算
の
仕
方

を
説
明
さ
せ
る
と
き
に
は
、
単
な
る
式
の
計
算
を
説
明
す
る
だ
け
で
な
く
、
吹
き
出
し
で
示
し

た
相
対
的
な
数
の
見
方
や
、
既
習
事
項
を
使
っ
て
説
明
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
③
適
用

問
題
で
は
、
様
々
な
計
算
の
仕
方
の
中
か
ら
、
よ
り
よ
い
考
え
を
使
っ
て
問
題
を
解
か
せ
、
説

明
す
る
活
動
を
繰
り
返
し
行
う
こ
と
で
、
計
算
の
仕
方
を
順
序
立
て
て
説
明
で
き
る
よ
う
に
し
、

表
現
力
を
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

【
平
行
四
辺
形
、
台
形
に
つ
い
て
知
る
こ
と
 
大
問

5（
2）

 
基
礎

B 
44
.4
％
】

 
■
 
結
果
 

本
設
問
は
、
方
眼
上
に
示
さ
れ
た
五
つ
の
四
角
形
か
ら
台
形
と
平
行
四
辺
形
を
判
別
し
分
類
で
き

る
か
ど
う
か
を
み
る
設
問
で
あ
る
。
R1

の
通
過
率
は

4.
6％

、
R2

は
13
.9
％
で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

誤
答
例
を
み
る
と
、
平
行
四
辺
形
の
み
分
類
で
き
た
児
童
は

43
.1
％
、
台
形
の
み
分
類
で
き
た

児
童
は

1.
1％

で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
行
四
辺
形
に
比
べ
て
台
形
は
判
別
し
に
く
か
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
方
眼
上
に
示
さ
れ
た
四
角
形
が
方
眼
の

2
本
の
対
角
線
が
平
行
と
捉
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
や
、
図
形
が
傾
い
て
い
た
場
合
に
は
判
別
が
難
し
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
児
童
は
見
た
目
の
直
感
で
図
形
を
判
別
し
て
お
り
、
定
義
や
方
眼
の
特
徴
な
ど
を
根
拠
に
し
て

判
別
し
た
り
分
類
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）

図
形
の
構
成
要
素
や
定
義
に
基
づ
い
て
判
別
さ
せ
る
 

 
 
 
第

4
学
年
の
「
垂
直
、
平
行
と
四
角
形
」
の
学
習
で
は
な
ぜ
垂
直
と
い
え
る
の
か
、
ど
う
し
て

平
行
と
い
え
る
の
か
根
拠
を
明
ら
か
に
し
て
説
明
す
る
活
動
が
大
切
で
あ
る
。
平
行
四
辺
形
や

ひ
し
形
、
台
形
な
ど
の
指
導
に
お
い
て
も
具
体
的
に
図
形
を
動
か
し
た
り
、
折
り
曲
げ
た
り
す

る
よ
う
な
操
作
活
動
を
通
し
て
、
な
ぜ
平
行
四
辺
形
と
い
え
る
の
か
を
図
形
の
定
義
に
基
づ
い

て
説
明
さ
せ
る
活
動
が
必
要
で
あ
る
。
特
に

R1
・
2
の
児
童
に
は
視
覚
的
な
直
感
で
図
形
を
捉
え

る
傾
向
に
あ
る
の
で
、
図
形
の
定
義
に
基
づ
い
て
平
行
や
垂
直
の
関
係
に
あ
る
辺
に
色
を
付
け

さ
せ
る
な
ど
指
導
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
四
角
形
の
中
で
向
か
い
合
う
辺
の
相
等

関
係
や
角
の
大
き
さ
に
着
目
さ
せ
て
、
ど
の
よ
う
な
条
件
が
成
り
立
つ
と
特
別
な
形
に
な
る
の

か
を
考
え
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
説
明
を
す
る
際
に
は
、
定
義
や
性
質
に
基
づ

い
て
、
平
行
、
垂
直
、
直
角
な
ど
の
用
語
を
正
し
く
使
っ
て
、
常
に
直
感
で
は
な
く
根
拠
に
基

づ
い
て
判
断
し
説
明
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 

（
2）

実
際
に
図
形
を
動
か
し
て
分
類
さ
せ
る
 

図
形
の
分
類
の
理
解
を
確
か
に
す
る
に
は
、
か
か
れ
た
図
形
を
基
に
指
導
す
る
の
で
は
な
く
、

切
り
取
ら
れ
た
図
形
を
児
童
が
実
際
に
手
に
と
っ
て
、
図
形
を
傾
け
た
り
裏
返
し
た
り
、
折
り

曲
げ
て
辺
と
辺
を
重
ね
た
り
し
て
、
図
形
の
構
成
要
素
や
図
形
の
定
義
に
基
づ
い
て
分
類
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
特
に

R1
・
2
の
児
童
は
、
平
行
四
辺
形
や
台
形
を
斜
め

に
傾
け
る
と
平
行
と
捉
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
平
行
な
辺
が

2
組
あ
る
と
捉
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
、

平
行
四
辺
形
や
台
形
を
直
感
で
判
断
し
て
平
行
四
辺
形
や
台
形
で
は
な
い
と
考
え
て
し
ま
う
傾

向
に
あ
る
。
厚
手
の
し
っ
か
り
し
た
紙
を
使
っ
て
、
児
童
が
自
由
に
動
か
し
て
構
成
要
素
や
図

形
全
体
を
比
べ
た
り
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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Ⅲ-2 算数・数学科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  小
学
校
第

6
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

算 数 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

数 学 的 な 考 え 方

数 量 や 図 形 に つ い て の

技 能

数 量 や 図 形 に つ い て の

知 識 ・ 理 解

数 と 計 算

量 と 測 定

図 形

数 量 関 係

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
異

分
母

分
数

の
帯

分
数

ー
帯

分
数

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
2
 2

/3
ー

1
 4

/5
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

7
6
.3

1
9
.1

6
0
.5

8
3
.7

9
5
.6

9
7
.9

3
.3

2
7
.2

3
.8

0
.4

0
.2

0
.0

2
1

2
小

数
×

小
数

の
筆

算
が

で
き

る
こ

と
2
.8

4
×

0
.7

5
の

筆
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
4
.1

3
4
.0

6
2
.1

7
9
.5

8
9
.0

8
7
.8

0
.5

6
.0

0
.3

0
.0

0
.0

0
.0

3
1

3
小

数
÷

小
数

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
1
2
.4

÷
2
.4

8
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
5
.5

1
5
.7

6
1
.1

8
6
.5

8
9
.8

9
3
.0

6
.8

4
0
.0

9
.6

2
.1

1
.3

1
.0

4
2

1
体

積
の

単
位

に
つ

い
て

知
る

こ
と

１
㎥

を
㎤

の
単

位
に

換
算

す
る

記
述

通
常

基
礎

C
●

■
4
0
.4

3
.0

1
3
.6

3
7
.9

7
1
.8

8
6
.7

1
.7

1
0
.2

2
.7

0
.5

0
.2

0
.0

5
2

2
数

の
相

対
的

な
大

き
さ

に
つ

い
て

知
る

こ
と

6
.5

の
1
0
倍

、
１

／
1
0
に

し
た

数
を

求
め

る
記

述
完

答
基

礎
C

●
■

9
4
.8

5
9
.1

9
4
.4

9
8
.8

9
9
.5

1
0
0
.0

0
.7

8
.5

0
.0

0
.0

0
.2

0
.0

6
3

1
数

の
大

小
比

較
を

知
る

こ
と

５
/３

,７
/４

,1
1
/５

,1
3
/７

の
中

で
一

番
大

き
い

数
を

求
め

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

6
3
.1

1
1
.5

3
6
.5

6
8
.2

9
3
.4

9
5
.5

3
.6

9
.8

6
.8

2
.5

0
.6

0
.0

7
3

2
数

量
を

○
や

△
を

用
い

て
表

し
、

比
例

の
関

係
を

式
に

表
せ

る
こ

と
に

つ
い

て
知

る
こ

と
１

ｍ
の

重
さ

が
1
0
ｇ

の
針

金
の

長
さ

を
○

ｍ
、

重
さ

を
△

ｇ
と

し
て

そ
の

比
例

の
関

係
を

式
に

表
す

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
8
9
.5

5
1
.9

8
7
.1

9
2
.6

9
8
.1

9
6
.9

1
.0

9
.4

0
.5

0
.1

0
.3

0
.0

8
3

3
台

形
の

面
積

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

上
底

が
５

㎝
、

下
底

が
９

㎝
、

高
さ

が
４

㎝
の

台
形

の
面

積
を

実
測

し
て

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

6
9
.8

1
1
.9

4
8
.0

7
9
.2

9
2
.2

9
5
.1

3
.8

2
6
.0

6
.1

0
.4

0
.2

0
.0

9
3

4
三

角
形

の
三

つ
の

角
の

大
き

さ
に

つ
い

て
知

る
こ

と
三

角
形

の
一

つ
の

角
の

大
き

さ
を

計
算

で
求

め
る

記
述

通
常

基
礎

C
●

■
8
9
.9

4
8
.9

8
5
.9

9
4
.4

9
8
.4

9
9
.7

1
.1

1
1
.5

0
.9

0
.0

0
.0

0
.0

1
0

4
1

乗
法

の
場

面
や

数
量

の
関

係
に

つ
い

て
知

る
こ

と
2
.6

×
1
.8

に
な

る
問

題
を

見
付

け
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
0
.8

4
1
.7

7
0
.3

8
6
.2

9
4
.7

9
2
.0

2
.8

1
7
.0

3
.5

1
.1

0
.2

0
.7

1
1

4
2

分
数

÷
整

数
の

計
算

の
仕

方
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

４
／

５
÷

３
の

計
算

の
仕

方
を

説
明

す
る

式
に

数
を

当
て

は
め

る
記

述
完

答
基

礎
B

●
■

4
6
.5

1
7
.0

3
1
.3

4
6
.5

6
3
.4

7
5
.9

1
.7

1
2
.3

1
.8

0
.5

0
.3

0
.0

1
2

4
3

時
計

の
文

字
盤

の
目

盛
り

を
用

い
た

正
多

角
形

の
作

図
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

時
計

の
文

字
盤

の
2
時

間
ご

と
の

目
盛

り
を

結
ん

で
で

き
る

正
多

角
形

を
考

え
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
7
5
.2

2
8
.5

6
5
.8

8
0
.1

8
8
.3

9
3
.0

3
.4

1
9
.1

4
.7

1
.4

0
.6

0
.0

1
3

5
1

伴
っ

て
変

わ
る

二
つ

の
数

量
の

関
係

を
と

ら
え

て
問

題
を

解
決

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

伴
っ

て
変

わ
る

数
量

の
関

係
か

ら
、

き
ま

り
を

見
付

け
、

合
計

を
求

め
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
6
0
.4

7
.2

3
4
.3

6
7
.0

8
7
.2

9
4
.8

1
.9

1
1
.1

2
.8

0
.9

0
.0

0
.0

1
4

5
2

角
柱

、
円

柱
に

つ
い

て
知

る
こ

と
角

柱
と

円
柱

を
判

別
す

る
選

択
完

答
基

礎
B

●
■

5
5
.6

8
.1

2
9
.8

6
3
.5

7
9
.8

8
5
.3

0
.6

7
.7

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
5

6
1

帯
グ

ラ
フ

と
い

う
用

語
を

知
る

こ
と

帯
グ

ラ
フ

の
名

前
を

答
え

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

6
8
.2

2
2
.6

5
6
.7

7
3
.2

8
3
.8

8
5
.3

6
.2

2
8
.5

8
.6

3
.7

1
.5

0
.3

1
6

6
2

円
グ

ラ
フ

の
読

み
取

り
が

で
き

る
こ

と
円

グ
ラ

フ
を

読
み

取
り

、
グ

ラ
フ

が
表

し
て

い
る

こ
と

を
見

付
け

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

4
6
.2

5
.5

1
5
.4

4
7
.4

7
8
.8

8
9
.9

4
.4

1
7
.9

6
.2

3
.4

0
.6

0
.0

1
7

7
1

正
六

角
形

の
作

図
が

で
き

る
こ

と
円

と
コ

ン
パ

ス
、

定
規

を
使

っ
て

正
六

角
形

を
か

く
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

8
2
.3

3
3
.2

7
1
.7

8
9
.6

9
4
.8

9
7
.9

5
.8

2
3
.0

8
.5

3
.9

1
.8

0
.0

1
8

7
2

体
積

の
求

め
方

を
考

え
る

こ
と

複
合

体
積

を
求

め
る

式
を

考
え

る
選

択
完

答
活

用
A

●
■

6
6
.4

3
.8

3
7
.8

7
6
.5

9
5
.1

9
8
.3

5
.5

2
9
.8

1
0
.1

1
.3

0
.2

0
.0

1
9

7
3

正
方

形
と

内
接

円
、

外
接

円
の

関
係

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
円

に
外

接
す

る
正

方
形

の
面

積
と

内
接

す
る

正
方

形
の

面
積

を
比

べ
る

記
述

通
常

活
用

A
●

■
4
5
.5

5
.1

2
2
.5

4
1
.2

7
6
.7

9
1
.3

1
6
.4

3
7
.0

2
2
.7

1
7
.1

6
.0

1
.4

2
0

8
1

加
法

と
乗

法
の

計
算

の
き

ま
り

を
使

っ
た

問
題

を
考

え
る

こ
と

0
.2

,0
.4

,0
.6

,0
.8

の
４

枚
の

カ
ー

ド
か

ら
3
枚

を
選

ん
で

、
□

×
（

□
＋

□
）

の
答

え
が

一
番

大
き

く
な

る
よ

う
に

す
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
6
4
.4

3
6
.2

5
2
.8

6
0
.6

8
4
.8

8
9
.2

3
.6

2
2
.1

4
.5

1
.9

0
.0

0
.0

2
1

8
2

計
算

の
仕

組
み

を
活

用
し

て
伏

せ
ら

れ
た

数
の

求
め

方
を

考
え

る
こ

と
１

／
○

－
１

／
△

＝
１

／
□

の
○

、
△

、
□

に
あ

て
は

ま
る

数
を

１
～

1
0
の

整
数

の
中

か
ら

選
ぶ

記
述

完
答

活
用

A
●

■
3
8
.8

1
.3

9
.5

3
4
.1

7
4
.4

9
1
.3

2
1
.2

4
0
.0

3
2
.4

2
1
.6

7
.4

3
.1

2
2

8
3

奇
数

の
和

を
活

用
し

て
問

題
を

考
え

る
こ

と
１

０
×

１
０

と
等

し
く

な
る

奇
数

の
和

の
式

を
求

め
る

記
述

通
常

活
用

A
●

■
5
1
.5

5
.1

2
4
.2

5
2
.2

8
5
.9

8
7
.8

1
4
.7

4
5
.5

2
3
.2

1
2
.8

1
.9

0
.3

2
3

8
4

歩
合

を
用

い
た

問
題

を
解

決
す

る
こ

と
が

で
き

る
割

合
の

情
報

か
ら

、
一

番
安

い
店

を
見

付
け

る
記

述
完

答
活

用
A

●
■

4
4
.9

1
.7

9
.8

4
5
.3

8
3
.3

9
2
.7

1
3
.9

3
1
.5

2
5
.0

1
2
.5

1
.9

0
.3

2
4

9
図

形
の

合
同

に
つ

い
て

理
解

し
そ

れ
を

用
い

て
問

題
を

考
え

る
こ

と
本

箱
を

作
る

と
き

に
最

も
短

く
て

済
む

板
の

切
り

方
を

考
え

る
記

述
完

答
活

用
S

●
■

1
5
.3

0
.0

1
.0

9
.4

1
0
.2

1
0
0
.0

1
0
.8

3
0
.6

1
7
.4

8
.8

3
.2

0
.0

2
5

1
0

加
法

、
減

法
、

乗
法

、
除

法
に

つ
い

て
の

活
用

問
題

を
考

え
る

こ
と

2
種

類
の

切
手

を
買

っ
た

と
き

の
合

計
枚

数
と

合
計

金
額

か
ら

そ
れ

ぞ
れ

の
買

っ
た

枚
数

を
求

め
る

記
述

完
答

活
用

S
●

■
3
8
.2

3
.8

9
.0

3
6
.3

6
3
.3

1
0
0
.0

3
3
.3

4
6
.0

4
9
.6

3
5
.2

1
9
.7

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
5

―
6
2
.1

1
9
.0

4
3
.6

6
5
.2

8
2
.9

9
2
.7

1
7

6
8
.0

6
9
.9

2
4
.7

5
4
.4

7
5
.0

8
8
.2

9
2
.1

8
3
2
.0

4
5
.6

7
.1

2
0
.8

4
4
.5

7
1
.7

9
3
.8

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

1
0

4
0
.0

2
4
8
.7

1
0
.3

2
6
.4

4
8
.2

7
2
.6

9
1
.9

7
2
8
.0

3
6
9
.2

1
8
.1

5
0
.5

7
6
.1

8
9
.6

9
3
.8

8
3
2
.0

4
7
2
.8

3
0
.9

5
9
.3

7
6
.9

8
9
.9

9
2
.7

0
0
.0

5
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

9
3
6
.0

A
6
6
.8

2
2
.7

5
0
.0

7
0
.6

8
7
.3

9
1
.2

3
1
2
.0

B
5
8
.9

6
.2

3
3
.1

6
4
.6

8
6
.4

9
3
.4

6
2
4
.0

C
6
0
.6

2
0
.6

4
6
.1

6
3
.0

7
4
.7

9
4
.5

7
2
8
.0

D
5
8
.8

1
8
.4

3
7
.9

6
0
.3

8
2
.8

9
2
.7

0
0
.0

E
0
.0

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
8
.0

6
2
4
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
0

4
0
.0

7
.9

%
2
6
.6

%
3
5
.1

%
2
0
.8

%
9
.6

%

7
2
8
.0

6
2
4
.0

1
9

7
6
.0

0
0
.0

1
6

6
4
.0

9
3
6
.0

0
0
.0

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

領
域

別

数
と

計
算

量
と

測
定

図
形

数
量

関
係

00

校
種

・
学

年
小

学
校

第
6
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

5
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

算
数

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
教

育
出

版
数

学
的

な
考

え
方

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

技
能

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解

教
科

等
算

数
・

数
学

科
設

問
平

均
正

答
率

（
％

）

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

数
学

的
な

考
え

方

数
量

や
図

形
に

つ
い

て

の
技

能

数
量

や
図

形
に

つ
い

て

の
知

識
・

理
解

数
と

計
算

量
と

測
定

図
形

数
量

関
係

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

7
.9

%

2
6
.6

%

3
5
.1

%

2
0
.8

%

9
.6

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
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【
異
分
母
分
数
の
帯
分
数
－
帯
分
数
の
計
算
が
で
き
る
こ
と
 
大
問
１
（
1）

 
基
礎

C 
76
.3
％
】
 

■
 
結
果
 

本
設
問
は
、
異
分
母
分
数
の
帯
分
数
－
帯
分
数
の
計
算
で
、
被
減
数
の
分
数
部
分
が
減
数
の
分
数

部
分
よ
り
小
さ
い
場
合
の
計
算
の
答
え
を
求
め
る
設
問
で
あ
る
。
R1

の
通
過
率
は

19
.1
％
、
R2

は

60
.5
％
で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

誤
答
例
を
み
る
と
、
分
母
を
そ
ろ
え
る
こ
と
は
で
き
て
い
る
も
の
の
、
整
数
部
分
か
ら

1
繰
り
下

げ
て
計
算
す
る
過
程
で
の
誤
答
、
整
数
部
分
を
先
に
計
算
し
、
減
数
か
ら
被
減
数
を
引
い
て
し
ま
っ

た
誤
答
な
ど
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
被
減
数
の
整
数
部
分
か
ら

1
繰
り
下
げ
、
被
減
数
を

（
整
数
）
＋
（
仮
分
数
）
で
表
し
た
り
、
帯
分
数
を
仮
分
数
に
直
し
た
り
す
る
こ
と
の
理
解
が
定
着

し
て
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

異
分
母
分
数
の
減
法
計
算
で
「
繰
り
下
が
り
」
の
あ
る
仕
方
を
確
実
に
身
に
付
け
る
。
 

 
 
 
異
分
母
分
数
の
加
法
や
減
法
は
、
通
分
す
る
こ
と
に
よ
り
同
分
母
分
数
の
加
法
や
減
法
と
同
じ
 

よ
う
に
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
形
式
的
に
通
分
し
て
計
算
さ
せ
る
の
で
な
く
、
単
位
 

を
そ
ろ
え
て
計
算
す
る
と
い
う
加
法
や
減
法
の
計
算
の
基
本
と
な
る
考
え
方
を
ま
ず
、
し
っ
か
り
 

と
身
に
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

 
第

4
学
年
の
、
同
分
母
分
数
の
帯
分
数
の
減
法
計
算
で
は
被
減
数
の
整
数
部
分
か
ら

1
繰
り
下

げ
た
り
、
仮
分
数
に
直
し
た
り
し
て
計
算
す
る
こ
と
を
学
習
し
て
き
て
い
る
。
異
分
母
分
数
の

減
法
の
繰
り
下
が
り
の
あ
る
計
算
は
、
R1
・
2
の
児
童
に
と
っ
て
は
難
し
い
。
繰
り
下
が
り
の
あ

る
計
算
で
は
、
被
減
数
と
減
数
の
分
数
部
分
同
士
を
通
分
し
て
も
、
被
減
数
の
分
数
部
分
が
減

数
の
分
数
部
分
よ
り
小
さ
く
な
り
、
引
く
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
焦
点
を
当
て
、
同
分
母
分

数
で
の
帯
分
数
の
減
法
計
算
の
学
習
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
分
数
部
分
が
引
け

る
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
児
童
同
士
で
考
え
さ
せ
、
被
減
数
の
整
数
部
分
か
ら

1
繰
り
下

げ
、
被
減
数
を
（
整
数
）
＋
（
仮
分
数
）
で
表
す
こ
と
や
帯
分
数
を
仮
分
数
に
直
し
て
計
算
す

る
こ
と
、
に
気
付
か
せ
習
熟
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

（
2）

誤
答
を
教
師
が
提
示
し
、
何
故
違
う
の
か
を
説
明
し
合
う
活
動
を
取
り
入
れ
る
。
 

 
 
 
減
数
か
ら
被
減
数
を
引
い
て
し
ま
う
誤
答
な
ど
、
授
業
の
中
で
、
児
童
が
陥
り
や
す
い
誤
答
を

教
師
が
意
図
的
に
提
示
し
、
何
故
違
う
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
正
答
と
な
る
の
か
を
児
童
に
考
え

さ
せ
、
児
童
同
士
が
話
し
合
い
、
説
明
し
合
う
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
も
有
効
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は

R1
・
2
の
児
童
の
み
な
ら
ず
、
R3

以
上
の
児
童
に
も
分
数
の
繰

り
下
が
り
を
含
む
異
分
母
分
数
の
帯
分
数
－
帯
分
数
の
計
算
の
仕
方
に
つ
い
て
の
確
実
な
理
解

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

【
円
グ
ラ
フ
の
読
み
取
り
が
で
き
る
こ
と
 
大
問
６
（
2）

 
基
礎

B 
46
.2
％
】
 

■
 
結
果
 

本
設
問
は
、
円
グ
ラ
フ
に
表
さ
れ
て
い
る
部
分
の
割
合
を
読
ん
だ
り
、
そ
の
割
合
か
ら
部
分
量
を

求
め
た
り
す
る
よ
う
な
選
択
肢
か
ら
正
し
い
選
択
肢
を
選
ぶ
設
問
で
あ
る
。
R1

の
通
過
率
は

5.
5％

、

R2
 は

15
.4
％
、
R3

は
47
.4
％
で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

選
択
肢
の
内
容
は
、
部
分
が
表
し
て
い
る
割
合
が
正
し
い
か
識
別
す
る
選
択
肢
が

2
つ
（
ア
、

イ
）
、
部
分
量
を
求
め
て
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
数
値
が
正
し
い
か
を
識
別
す
る
選
択
肢
が

2
つ
（
ウ
、
エ
）

で
あ
る
。
正
答
は
ウ
で
あ
る
。
誤
答
例
を
み
る
と
、
エ
を
選
択
し
た
誤
答
が

35
.2
％
、
ア
を
選
択

し
た
誤
答
が

5.
4％

、
イ
を
選
択
し
た
誤
答
が

2.
8％

み
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
円
グ
ラ
フ
に

表
さ
れ
て
い
る
部
分
の
割
合
か
ら
（
全
体
量
）
×
（
割
合
）
を
し
て
部
分
量
を
正
し
く
求
め
る
こ

と
へ
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
 

 
■
 
授
業
改
善
 

（
1）

帯
グ
ラ
フ
や
円
グ
ラ
フ
か
ら
部
分
量
を
求
め
る
指
導
を
重
視
す
る
。
 

 
 
 
帯
グ
ラ
フ
や
円
グ
ラ
フ
は
全
体
と
部
分
、
部
分
と
部
分
の
関
係
が
直
観
的
に
捉
え
ら
れ
る
グ
ラ

フ
で
あ
る
。
し
か
し
、
誤
答
例
か
ら
部
分
の
割
合
を
読
み
取
っ
た
り
、
割
合
で
部
分
を
比
較
す

る
こ
と
、
部
分
の
割
合
か
ら
部
分
量
を
求
め
た
り
求
め
た
部
分
量
で
比
較
す
る
よ
う
な
学
習
が

十
分
で
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
グ
ラ
フ
の
読
み
取
り
に
お
い
て
は
、
目
盛
り
の

大
き
さ
や
お
う
ぎ
形
の
角
度
を
正
確
に
読
み
取
り
、
全
体
量
と
割
合
か
ら
部
分
量
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
。
特
に
、
R1
・
2
の
児
童
に
は
取
り
組
み
や
す
い
よ
う
に
全
体
量
が
小
さ
い
数
量

（
2、

3
桁
程
度
）
や
計
算
が
し
や
す
い
目
盛
り
や
角
度
に
し
て
、
グ
ラ
フ
の
割
合
か
ら
部
分
量

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 

（
2）

社
会
科
の
内
容
と
の
関
連
を
図
っ
て
い
く
。
 

 
 
 
帯
グ
ラ
フ
や
円
グ
ラ
フ
か
ら
部
分
量
を
求
め
る
経
験
を
さ
せ
た
う
え
で
、
学
ん
だ
こ
と
を
活
用

す
る
時
間
を
設
け
る
よ
う
に
す
る
。
例
え
ば
社
会
科
で
扱
わ
れ
て
い
る
帯
グ
ラ
フ
や
円
グ
ラ
フ

の
資
料
な
ど
を
取
り
上
げ
て
部
分
量
を
求
め
る
活
動
を
経
験
さ
せ
て
、
全
体
量
の
大
き
い
数
量

の
場
面
に
も
理
解
し
た
こ
と
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
R1
・
2

の
児
童
に
は
、
数
値
が
大
き
く
な
っ
て
も
負
担
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
電
卓
な
ど
を
用
い
て

割
合
か
ら
部
分
量
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
グ
ラ
フ
の
読
み
取
り
の
学
習
に
お

い
て
は
、
計
算
を
し
て
読
み
取
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、
R1
・
2
の
児
童
の
よ
う
に
計
算
に
つ

ま
ず
き
が
あ
っ
た
り
、
計
算
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
は
、
読
み
取
り
の
理
解
に
重
点
を

置
き
、
み
ん
な
で
計
算
し
た
り
電
卓
を
用
い
た
り
す
る
な
ど
、
配
慮
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る
こ
と
で

R1
・
2
の
児
童
に
も
活
用
力
が
身
に
付
く
。
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Ⅲ-2 算数・数学科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  中
学
校
第

1
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

算 数 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

数 学 的 な 考 え 方

数 量 や 図 形 に つ い て の

技 能

数 量 や 図 形 に つ い て の

知 識 ・ 理 解

数 と 計 算

量 と 測 定

図 形

数 量 関 係

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
分

数
－

小
数

×
分

数
の

計
算

が
で

き
る

こ
と

1
3
／

５
－

0
.8

×
３

／
４

の
計

算
を

す
る

記
述

通
常

基
礎

C
●

■
5
9
.4

1
1
.4

3
9
.3

6
5
.7

8
3
.3

9
1
.9

5
.1

3
7
.1

5
.6

0
.8

0
.0

0
.0

2
1

2
分

数
×

分
数

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
1
 1

/9
×

5
 2

/5
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

8
5
.0

3
3
.1

8
0
.0

9
1
.8

9
8
.3

9
7
.4

3
.9

3
0
.9

4
.0

0
.3

0
.0

0
.0

3
1

3
小

数
÷

分
数

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
0
.7

÷
６

／
５

の
計

算
を

す
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
8
7
.8

3
7
.7

8
5
.3

9
4
.4

9
7
.4

9
8
.2

4
.3

3
6
.0

3
.8

0
.4

0
.0

0
.0

4
2

1
体

積
の

単
位

に
つ

い
て

知
る

こ
と

１
ｋ

L
を

Ｌ
の

単
位

に
換

算
す

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

8
7
.1

6
6
.3

7
9
.3

9
1
.0

9
4
.4

9
8
.9

0
.6

4
.0

0
.7

0
.1

0
.0

0
.0

5
2

2
逆

数
に

つ
い

て
知

る
こ

と
0
.2

の
逆

数
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

5
6
.9

7
.4

3
3
.3

6
5
.0

7
6
.4

9
6
.3

9
.1

2
9
.7

1
4
.2

6
.0

2
.6

0
.0

6
3

1
場

合
の

数
に

つ
い

て
知

る
こ

と
正

し
く

求
め

ら
れ

た
場

合
の

数
を

見
付

け
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
6
4
.5

2
6
.3

4
7
.8

6
7
.6

8
5
.8

9
5
.6

0
.8

8
.0

0
.0

0
.3

0
.0

0
.0

7
3

2
数

量
を

Ⅹ
な

ど
を

用
い

て
表

し
、

そ
の

関
係

を
式

に
表

せ
る

こ
と

に
つ

い
て

知
る

こ
と

５
０

０
円

出
し

て
1
本

Ⅹ
円

の
鉛

筆
を

5
本

買
っ

た
と

き
の

鉛
筆

の
値

段
と

お
つ

り
の

関
係

を
式

に
表

す
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

8
3
.3

3
3
.1

7
0
.9

9
2
.7

9
9
.1

1
0
0
.0

0
.7

6
.9

0
.4

0
.0

0
.0

0
.0

8
3

3
角

柱
の

体
積

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

底
面

積
が

９
㎠

,高
さ

が
４

㎝
の

角
柱

の
体

積
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

8
1
.0

3
7
.7

6
9
.6

8
9
.3

9
5
.7

9
5
.2

3
.1

2
3
.4

3
.6

0
.3

0
.0

0
.0

9
3

4
縮

図
や

拡
大

図
に

つ
い

て
知

る
こ

と
１

／
２

０
０

０
の

縮
図

か
ら

実
際

の
長

さ
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

5
6
.1

5
.7

2
9
.5

6
5
.1

7
9
.4

9
6
.7

4
.1

2
7
.4

5
.8

0
.4

0
.0

0
.0

1
0

4
1

乗
法

の
場

面
や

数
量

の
関

係
に

つ
い

て
知

る
こ

と
５

／
６

×
３

／
４

に
な

る
問

題
を

見
付

け
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
5
.8

4
3
.4

6
3
.8

8
0
.4

9
3
.6

9
2
.6

1
.1

9
.7

0
.5

0
.3

0
.0

0
.0

1
1

4
2

分
数

÷
分

数
の

計
算

の
仕

方
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

２
／

５
÷

３
／

４
の

計
算

の
仕

方
を

説
明

す
る

式
に

数
を

当
て

は
め

る
記

述
完

答
基

礎
B

●
■

4
4
.7

4
.0

1
8
.0

5
0
.6

7
8
.5

7
8
.7

4
.7

1
8
.3

8
.2

2
.0

0
.9

0
.0

1
2

4
3

線
対

称
・

点
対

称
の

観
点

か
ら

正
多

角
形

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
正

多
角

形
が

線
対

称
な

図
形

か
、

点
対

称
な

図
形

か
を

調
べ

る
記

述
完

答
基

礎
B

●
■

6
1
.7

2
0
.6

4
3
.1

6
8
.4

8
6
.7

8
5
.3

0
.8

8
.6

0
.4

0
.0

0
.0

0
.0

1
3

5
1

伴
っ

て
変

わ
る

二
つ

の
数

量
の

比
例

の
関

係
を

と
ら

え
て

問
題

を
解

決
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
伴

っ
て

変
わ

る
数

量
の

比
例

関
係

か
ら

、
き

ま
り

を
見

付
け

高
さ

を
求

め
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
8
3
.6

4
8
.0

8
2
.5

8
6
.1

9
3
.6

9
3
.0

2
.5

2
0
.6

2
.0

0
.3

0
.0

0
.4

1
4

5
2

対
称

な
図

形
に

つ
い

て
知

る
こ

と
線

対
称

な
図

形
、

点
対

称
な

図
形

の
判

別
選

択
完

答
基

礎
B

●
■

5
5
.0

1
0
.3

3
5
.8

6
1
.3

8
3
.3

8
0
.5

1
.2

1
2
.6

0
.4

0
.0

0
.0

0
.4

1
5

6
1

柱
状

グ
ラ

フ
と

い
う

用
語

を
知

る
こ

と
柱

状
グ

ラ
フ

の
名

前
を

答
え

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

2
4
.6

2
.3

9
.8

2
3
.3

4
0
.8

5
8
.5

1
3
.0

3
0
.3

1
8
.2

1
0
.3

6
.0

5
.1

1
6

6
2

柱
状

グ
ラ

フ
の

読
み

取
り

が
で

き
る

こ
と

柱
状

グ
ラ

フ
を

読
み

取
り

、
グ

ラ
フ

が
表

し
て

い
る

こ
と

を
見

付
け

る
選

択
完

答
基

礎
B

●
■

4
9
.2

8
.0

3
0
.4

5
2
.4

8
2
.4

7
6
.5

1
.7

1
0
.3

1
.8

0
.6

0
.4

0
.0

1
7

7
1

2
倍

に
拡

大
し

た
三

角
形

の
作

図
が

で
き

る
こ

と
一

つ
の

頂
点

を
共

有
し

、
２

倍
に

拡
大

し
た

三
角

形
を

か
く

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
8
6
.2

4
5
.7

8
1
.5

9
1
.6

9
7
.4

9
6
.3

2
.6

1
5
.4

3
.5

0
.8

0
.0

0
.0

1
8

7
2

複
合

立
体

の
体

積
の

求
め

方
を

考
え

る
こ

と
立

方
体

か
ら

円
柱

を
く

り
抜

い
た

残
り

の
体

積
を

求
め

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

3
7
.0

0
.6

1
3
.6

3
9
.2

6
5
.7

7
6
.5

7
.6

4
5
.1

1
1
.3

1
.5

0
.4

0
.0

1
9

7
3

拡
大

図
と

も
と

の
図

形
の

関
係

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
3
倍

に
拡

大
し

た
長

方
形

の
面

積
が

も
と

の
長

方
形

の
何

倍
に

な
る

か
求

め
る

記
述

通
常

活
用

A
●

■
4
9
.9

4
.6

2
4
.4

5
3
.2

8
5
.0

9
0
.8

2
.9

2
0
.6

3
.5

0
.4

0
.0

0
.4

2
0

8
1

加
法

と
乗

法
の

計
算

の
き

ま
り

を
使

っ
た

問
題

を
考

え
る

こ
と

１
／

2
,１

／
4
,１

／
6
,１

／
8
の

４
枚

の
カ

ー
ド

か
ら

3
枚

を
選

ん
で

、
□

×
（

□
＋

□
）

の
答

え
が

１
番

大
き

く
な

る
よ

う
に

す
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
4
2
.3

5
.7

2
4
.0

4
2
.9

6
9
.1

7
7
.9

6
.4

2
5
.7

8
.2

4
.5

1
.3

0
.4

2
1

8
2

計
算

の
仕

組
み

を
活

用
し

て
伏

せ
ら

れ
た

数
の

求
め

方
を

考
え

る
こ

と
１

／
Ａ

×
１

／
Ｂ

＝
１

／
Ａ

－
１

／
Ｂ

で
Ａ

、
Ｂ

に
あ

て
は

ま
る

数
を

2
組

書
く

記
述

完
答

活
用

A
●

■
3
5
.8

4
.6

1
1
.3

3
2
.7

7
1
.2

8
3
.8

3
0
.8

5
7
.1

4
3
.5

3
1
.2

1
0
.7

4
.0

2
2

8
3

分
数

の
乗

法
を

活
用

し
て

問
題

を
考

え
る

こ
と

1
,2

,3
,4

,5
,6

の
カ

ー
ド

か
ら

4
枚

を
選

ん
で

、
□

／
□

×
□

／
□

＝
１

に
な

る
組

み
合

わ
せ

を
3
組

書
く

記
述

完
答

活
用

A
●

■
4
7
.1

2
.9

2
2
.4

5
2
.5

7
9
.0

8
3
.1

1
4
.5

4
1
.1

2
5
.6

8
.8

3
.4

1
.1

2
3

8
4

具
体

的
な

事
柄

に
つ

い
て

、
起

こ
り

え
る

場
合

の
数

を
考

え
る

こ
と

5
チ

ー
ム

の
リ

ー
グ

戦
の

表
を

完
成

す
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
4
7
.5

9
.7

2
5
.6

5
1
.0

7
8
.5

7
9
.8

7
.3

2
7
.4

1
1
.8

3
.8

1
.3

0
.4

2
4

9
図

形
の

対
称

に
つ

い
て

理
解

し
そ

れ
を

用
い

て
問

題
を

考
え

る
こ

と
二

回
折

り
し

た
正

方
形

を
切

り
取

っ
て

で
き

る
図

形
を

か
く

記
述

通
常

活
用

S
●

■
6
5
.2

2
1
.7

4
5
.3

7
1
.3

8
3
.3

1
0
0
.0

9
.4

2
6
.9

1
4
.7

6
.9

3
.0

0
.0

2
5

1
0

比
例

に
つ

い
て

の
活

用
問

題
を

考
え

る
こ

と
3
0
枚

の
厚

さ
が

0
.6

㎝
の

画
用

紙
の

厚
さ

が
1
4
.7

㎝
の

と
き

の
枚

数
を

求
め

る
記

述
通

常
活

用
S

●
■

5
2
.3

2
.3

2
0
.4

6
1
.7

7
8
.1

1
0
0
.0

1
4
.4

4
0
.6

2
4
.7

9
.8

3
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
5

―
6
0
.8

1
9
.7

4
3
.5

6
5
.7

8
3
.0

8
8
.9

1
7

6
8
.0

6
7
.2

2
5
.9

5
2
.9

7
2
.7

8
6
.2

9
0
.1

8
3
2
.0

4
7
.1

6
.5

2
3
.4

5
0
.6

7
6
.2

8
6
.5

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

1
0

4
0
.0

2
4
8
.3

7
.7

2
4
.8

5
2
.4

7
7
.5

8
5
.6

7
2
8
.0

3
7
6
.0

3
1
.7

6
6
.9

8
1
.6

9
2
.6

9
2
.6

8
3
2
.0

4
6
2
.9

2
4
.4

4
6
.3

6
8
.3

8
1
.6

8
9
.9

0
0
.0

5
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

8
3
2
.0

A
6
1
.6

1
8
.1

4
4
.2

6
6
.6

8
4
.7

9
0
.3

3
1
2
.0

B
6
8
.4

3
4
.9

5
4
.2

7
3
.2

8
5
.3

9
0
.2

6
2
4
.0

C
6
2
.3

1
8
.1

4
3
.2

6
8
.5

8
5
.8

9
1
.6

8
3
2
.0

D
5
5
.9

1
6
.9

3
8
.9

5
9
.7

7
8
.4

8
5
.2

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
8
.0

6
2
4
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
0

4
0
.0

8
.7

%
2
7
.3

%
3
9
.0

%
1
1
.6

%
1
3
.5

%

7
2
8
.0

5
2
0
.0

2
0

8
0
.0

0
0
.0

1
7

6
8
.0

8
3
2
.0

0
0
.0

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

領
域

別

数
と

計
算

量
と

測
定

図
形

数
量

関
係

00

校
種

・
学

年
中

学
校

第
1
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

6
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

算
数

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
教

育
出

版
数

学
的

な
考

え
方

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

技
能

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解

教
科

等
算

数
・

数
学

科
設

問
平

均
正

答
率

（
％

）

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

数
学

的
な

考
え

方

数
量

や
図

形
に

つ
い

て

の
技

能

数
量

や
図

形
に

つ
い

て

の
知

識
・

理
解

数
と

計
算

量
と

測
定

図
形

数
量

関
係

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

8
.7

%

2
7
.3

%

3
9
.0

%

1
1
.6

%

1
3
.5

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
分
数
÷
分
数
の
計
算
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
 
大
問

4（
2）

 
基
礎

B 
44
.7
％
】
 

■
 
結
果
 

本
設
問
は
、
分
数
÷
分
数
の
計
算
の
仕
方
を
、
分
数
÷
整
数
の
計
算
に
直
し
て
説
明
す
る
設
問

で
あ
る
。
R1

の
通
過
率
は

4.
0％

、
R2

は
18
.0
％
で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

全
体
の
通
過
率
が

44
.7
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
5
年
生
の
学
習
「
分
数
÷
整
数
」
に
帰
着
し
た

「
分
数
÷
分
数
」
の
計
算
の
仕
方
を
理
解
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
除
数
の

3/
4
を
整
数
に

す
る
た
め
の
×
4
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
計
算
の
き
ま
り
を
使
っ
て
被
乗
数
の

2/
5
も
×
4
を
す

る
考
え
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
×
5
を
し
て
被
除
数
は
被
除
数
で
整
数
に
し
て
し
ま
っ
た
誤
答
か
ら
、

何
の
た
め
に
除
数
を
整
数
に
し
た
の
か
が
分
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

ど
ん
な
既
習
の
考
え
方
に
帰
着
し
て
い
る
の
か
を
意
識
さ
せ
、
確
実
に
身
に
付
け
さ
せ
る
。
 

「
分
数
÷
分
数
（
2/
5÷

3/
4）

」
の
計
算
の
仕
方
を
考
え
る
と
き
に
帰
着
す
る
「
既
習
の
考

え
方
」
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
中
で
も
「
わ
り
算
の
計
算
の
き
ま
り
」
と
「
逆
数
」

は
、
既
習
と
し
て
確
実
に
身
に
付
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
 

ア
）
除
数
を
整
数
に
す
る
考
え
方
 
（
分
数
÷
整
数
の
計
算
に
帰
着
さ
せ
る
）
 

「
わ
り
算
の
計
算
の
き
ま
り
」
を
使
っ
て
、
除
数
の
分
母

4
を
、
被
除
数
と
除
数
に
か
け

る
。
（
8/
5÷

3）
 

イ
）
被
除
数
も
除
数
も
整
数
に
す
る
考
え
方
（
整
数
÷
整
数
の
計
算
に
帰
着
さ
せ
る
）
 

「
わ
り
算
の
計
算
の
き
ま
り
」
を
使
っ
て
、
各
々
の
分
母

5
と

4
の
（
最
小
）
公
倍
数
を
、

被
除
数
と
除
数
に
か
け
る
。
（
8÷

15
）
 

ウ
）
逆
数
を
使
っ
て
除
数
を

1
に
す
る
考
え
方
（
分
数
÷
1
の
計
算
に
帰
着
さ
せ
る
）
 

→
「
わ
り
算
の
計
算
の
き
ま
り
」
を
使
っ
て
、
除
数

3/
4
の
逆
数

4/
3
を
、
被
除
数
と
除

数
に
か
け
る
。
（
2/
5×

4/
3÷

1）
 

 
 
 
 
ア
～
ウ
の
考
え
方
の
他
に
も
、
「
単
位
の
考
え
方
」
や
「
同
値
分
数
」
を
使
っ
た
考
え
方
が

出
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
各
々
の
考
え
方
を
共
有
し
て
い
く
際
、
ど
の
よ
う
な
既
習
の

考
え
方
を
使
っ
て
い
る
の
か
を
は
っ
き
り
と
言
葉
に
さ
せ
て
意
識
付
け
て
い
く
。
特
に

R1
・
2

の
児
童
に
は
、
既
習
の
考
え
方
を
具
体
的
に
示
し
て
確
実
に
理
解
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

（
2）

出
し
合
っ
た
多
様
な
考
え
方
で
問
題
を
解
い
て
、
よ
さ
や
共
通
点
・
相
違
点
を
理
解
す
る
。
 

 
 
 
複
数
の
考
え
方
が
出
る
と
、
見
て
聞
い
た
だ
け
で
理
解
し
た
気
に
な
っ
た
り
、
一
部
の
あ
る
方

法
だ
け
で
満
足
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
上
記
ア
～
ウ
は
必
ず
別
な
数
値
で
全
員
に
解
か
せ

て
、
そ
の
よ
さ
や
共
通
点
・
相
違
点
を
実
感
さ
せ
、
使
え
る
形
に
し
て
い
く
。
ま
た
、
ど
の
児

童
も
ど
れ
か
一
つ
は
自
分
の
言
葉
で
説
明
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

【
線
対
称
・
点
対
称
の
観
点
か
ら
正
多
角
形
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
 

 
大
問

4（
3）

 
基
礎

B 
61
.7
％
】
 

■
 
結
果
 

本
設
問
は
、
正
多
角
形
に
つ
い
て
、
線
対
称
な
図
形
か
点
対
称
な
図
形
か
、
線
対
称
な
図
形
の
対

称
の
軸
は
何
本
か
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
R1

の
通
過
率
は

20
.6
％
、
R2
 は

43
.1
％
で
あ
っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

誤
答
例
に
は
、
正
五
角
形
を
点
対
称
と
判
断
し
た
も
の
、
正
八
角
形
の
対
称
の
軸
の
本
数
に
誤
り

の
あ
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
点
対
称
の
定
義
の
理
解
が
確
か
で
な
い
こ
と
と
、
対
称
の
軸

の
本
数
を
頂
点
ま
た
は
辺
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
で
判
断
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）

図
形
を
観
察
し
、
見
直
す
観
点
を
重
視
し
、
図
形
の
見
方
を
豊
か
に
す
る
。
 

こ
れ
ま
で
図
形
を
平
行
・
垂
直
、
合
同
の
観
点
か
ら
考
察
し
て
き
て
い
る
。
第

6
学
年
で
は
新

た
に
対
称
性
と
い
う
観
点
か
ら
図
形
を
考
察
し
、
図
形
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
ね
ら

い
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た
移
動
の
観
点
（
ず
ら
す
:平

行
移
動
、
回

す
:回

転
移
動
、
裏
返
す
:対

称
移
動
）
か
ら
図
形
を
観
察
し
見
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
称
図
形

の
性
質
や
定
義
に
迫
っ
た
り
、
対
称
図
形
で
あ
る
か
・
な
い
か
を
説
明
し
た
り
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
図
形
を
折
っ
た
り
、
切
っ
た
り
、
か
い
た
り
と
具
体
的
な
操
作
活
動
を
行
っ

て
、
定
義
を
基
に
し
て
説
明
さ
せ
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に

R1
・
2
の
児
童
に
は
、
学
習
全

体
を
通
し
て
、
切
り
抜
い
た
形
や
写
し
取
っ
た
形
の
回
転
や
反
転
、
パ
タ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
用

な
ど
の
操
作
的
な
活
動
を
多
く
取
り
入
れ
て
、
操
作
す
る
活
動
と
言
葉
で
の
説
明
と
を
結
び
付
け

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

（
2）

対
称
な
図
形
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
 

 
 
 
図
形
を
対
称
性
と
い
う
観
点
か
ら
理
解
で
き
た
ら
更
に
追
究
さ
せ
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
。

観
点
と
し
て
は
対
称
の
軸
の
本
数
、
辺
の
数
と
対
称
な
軸
の
本
数
と
の
関
係
な
ど
で
あ
る
。
例

え
ば
、
「
正
三
角
形
と
正
五
角
形
は
点
対
称
、
正
方
形
、
正
六
角
形
、
正
八
角
形
な
ど
は
線
対

称
で
も
あ
り
点
対
称
で
も
あ
る
」
「
対
称
の
軸
の
本
数
は
、
正
方
形
は

4
本
、
正
六
角
形
は

6
本
、

正
八
角
形
は

8
本
で
あ
る
」
な
ど
で
あ
る
。
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
児
童
が
問
い
を
も
ち
、
そ
の

問
い
を
自
ら
発
見
し
て
い
く
よ
う
な
学
習
に
し
、
切
り
取
っ
た
正
多
角
形
を
操
作
し
な
が
ら
解

決
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
表
に
し
て
関
係
を
発
見
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
特
に

R1
・
2

の
児
童
は
対
称
性
の
理
解
を
深
め
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
、
切
り
取
っ
た
正
多
角
形
を
折

っ
た
り
、
線
を
ひ
い
た
り
、
回
転
さ
せ
た
り
さ
せ
て
、
視
覚
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

ま
た
、
「
辺
が
ぴ
っ
た
り
重
な
る
よ
う
に
折
る
、
18
0
度
回
転
さ
せ
る
と
ぴ
っ
た
り
重
な
る
、
対

称
の
軸
の
数
は
辺
の
数
と
等
し
い
」
な
ど
と
、
言
葉
で
も
表
現
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。
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Ⅲ-2 算数・数学科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  中
学
校
第

2
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

数 学 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

数 学 的 な 見 方 や 考 え 方

数 学 的 な 技 能

数 量 や 図 形 な ど に つ い

て の 知 識 ・ 理 解

数 と 式

図 形

関 数

資 料 の 活 用
全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
数

の
大

小
比

較
（

整
数

と
絶

対
値

）
正

の
数

と
負

の
数

の
大

小
関

係
，

絶
対

値
の

意
味

を
理

解
し

て
い

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

9
1
.2

6
6
.8

9
0
.2

9
5
.8

9
8
.7

9
8
.7

1
.5

1
0
.1

0
.5

0
.1

0
.0

0
.6

2
1

2
計

算
（

正
負

の
数

の
加

法
・

減
法

）
 

正
負

の
数

の
加

法
・

減
法

の
混

合
算

が
で

き
る

記
述

通
常

基
礎

C
●

■
8
1
.9

3
2
.8

7
9
.7

9
1
.1

9
6
.0

9
8
.7

1
.3

1
0
.5

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
1

3
計

算
（

正
負

の
数

の
分

数
の

除
法

）
正

負
の

数
の

乗
法

が
で

き
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
6
9
.1

1
3
.8

5
9
.6

8
1
.8

9
1
.1

9
2
.4

7
.1

4
4
.9

5
.2

0
.1

0
.0

0
.0

4
1

4
計

算
（

正
負

の
数

の
四

則
混

合
）

正
負

の
数

の
四

則
混

合
算

が
で

き
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
6
7
.7

1
3
.4

5
5
.1

8
0
.3

9
2
.7

9
6
.2

5
.4

3
6
.0

3
.0

0
.1

0
.0

0
.0

5
1

5
正

負
の

数
の

活
用

資
料

の
平

均
を

正
負

の
数

の
計

算
で

求
め

る
方

法
を

説
明

す
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
4
0
.8

0
.4

1
2
.5

4
9
.2

8
3
.1

9
3
.0

2
5
.0

6
8
.0

3
9
.8

1
2
.7

1
.7

1
.3

6
2

1
式

表
示

（
文

字
使

用
の

約
束

）
文

字
式

の
表

し
方

を
理

解
し

て
い

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

6
7
.6

2
2
.3

5
7
.2

7
8
.1

8
7
.1

9
3
.0

1
.4

1
0
.9

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

7
2

2
計

算
（

一
次

式
の

減
法

）
一

次
式

の
減

法
が

で
き

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

7
6
.5

2
3
.9

6
7
.9

9
0
.1

9
5
.4

9
4
.3

2
.5

1
8
.6

0
.8

0
.0

0
.0

0
.0

8
2

3
式

の
値

を
求

め
る

こ
と

式
の

値
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

5
8
.8

1
0
.9

4
2
.6

6
8
.0

9
2
.1

8
9
.9

7
.5

4
7
.8

5
.5

0
.1

0
.0

0
.0

9
2

4
式

表
示

（
数

量
の

関
係

を
等

式
で

表
す

）
速

さ
の

関
係

を
含

ん
だ

数
量

の
関

係
を

等
式

で
表

す
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

6
2
.0

3
.6

3
9
.4

8
0
.8

9
4
.0

9
3
.7

2
0
.1

7
3
.3

3
1
.1

5
.1

0
.3

0
.6

1
0

2
5

一
元

一
次

方
程

式
を

解
く

こ
と

一
元

一
次

方
程

式
を

解
く

こ
と

が
で

き
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
7
8
.5

2
1
.1

7
0
.5

9
2
.5

9
8
.7

9
7
.5

5
.9

3
8
.5

4
.0

0
.1

0
.0

0
.0

1
1

2
6

比
例

式
を

解
く

こ
と

比
例

式
を

解
く

こ
と

が
で

き
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
5
4
.5

3
.2

2
5
.5

7
2
.4

9
3
.0

9
1
.1

1
9
.5

7
0
.0

2
9
.8

5
.6

0
.3

0
.6

1
2

3
1

図
形

の
見

方
・

考
え

方
（

角
の

表
し

方
）

角
の

表
し

方
を

理
解

し
て

い
る

記
述

通
常

基
礎

C
●

■
6
8
.5

1
1
.7

5
5
.4

8
2
.4

9
5
.0

9
3
.7

8
.4

3
6
.8

9
.5

2
.7

0
.3

1
.3

1
3

3
2

作
図

（
基

本
的

な
作

図
の

方
法

の
理

解
）

線
分

上
の

１
点

か
ら

そ
の

線
分

に
垂

直
な

直
線

を
作

図
す

る
自

由
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
7
.5

2
9
.1

6
8
.4

8
9
.3

9
7
.4

9
6
.8

7
.2

3
4
.4

8
.0

1
.6

0
.3

0
.0

1
4

3
3

図
形

の
見

方
・

考
え

方
（

図
形

の
移

動
）

移
動

さ
れ

た
図

形
が

、
ど

の
よ

う
な

移
動

を
２

回
行

っ
た

か
考

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
2
.1

2
5
.9

6
4
.6

7
9
.8

9
4
.4

9
5
.6

2
.8

1
7
.8

0
.8

1
.1

0
.0

0
.0

1
5

4
1

空
間

図
形

を
直

線
や

平
面

図
形

の
運

動
に

よ
っ

て
構

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
こ

と
立

体
図

形
を

平
面

を
垂

直
な

方
向

に
移

動
し

て
で

き
る

の
か

、
回

転
さ

せ
て

で
き

る
も

の
か

判
断

す
る

選
択

完
答

基
礎

B
●

■
1
9
.6

0
.8

4
.0

2
2
.3

4
5
.0

4
8
.1

5
.2

2
3
.5

5
.7

1
.1

1
.0

0
.6

1
6

4
2

 
複

合
回

転
体

の
体

積
を

求
め

方
を

考
え

る
こ

と
複

合
回

転
体

の
体

積
の

求
め

方
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

2
9
.9

0
.0

5
.8

3
3
.6

7
0
.2

7
5
.3

1
8
.6

5
7
.5

2
9
.0

7
.6

1
.7

0
.0

1
7

4
3

図
形

の
見

方
・

考
え

方
（

投
影

図
か

ら
立

体
を

考
え

る
）

投
影

図
か

ら
立

体
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
選

択
通

常
活

用
A

●
■

4
1
.3

8
.9

3
1
.8

4
2
.7

6
5
.6

7
5
.9

4
.3

2
6
.7

2
.8

0
.4

0
.0

0
.0

1
8

4
4

図
形

の
見

方
・

考
え

方
（

円
錐

の
側

面
で

あ
る

お
う

ぎ
形

の
中

心
角

と
弧

の
長

さ
の

関
係

を
考

え
る

）
円

錐
の

側
面

の
お

う
ぎ

形
の

中
心

角
を

求
め

る
方

程
式

を
つ

く
り

、
そ

れ
で

求
め

ら
れ

る
理

由
を

説
明

す
る

 
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

1
6
.1

0
.0

0
.7

1
3
.1

2
3
.2

1
0
0
.0

5
7
.3

8
8
.7

7
5
.2

5
4
.3

3
3
.1

0
.0

1
9

5
1

関
数

の
考

え
（

比
例

の
グ

ラ
フ

か
ら

式
を

求
め

る
）

比
例

の
グ

ラ
フ

か
ら

そ
の

式
を

求
め

る
こ

と
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

4
8
.0

1
.2

1
9
.6

6
2
.1

8
6
.8

9
1
.8

1
1
.8

5
5
.1

1
3
.8

2
.7

0
.0

0
.0

2
0

5
2

関
数

の
考

え
を

使
っ

た
問

題
解

決
（

比
例

を
活

用
し

た
問

題
を

考
え

る
）

比
例

を
活

用
す

る
こ

と
を

説
明

す
る

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
6
1
.0

1
9
.4

4
2
.4

7
3
.9

8
1
.5

1
0
0
.0

1
8
.3

5
6
.3

2
6
.8

8
.5

3
.0

0
.0

2
1

6
1

最
頻

値
を

理
解

し
て

い
る

こ
と

最
頻

値
の

説
明

文
を

選
ぶ

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
8
5
.8

4
3
.3

8
3
.2

9
5
.5

9
7
.0

9
6
.8

3
.8

2
4
.7

2
.5

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

6
2

資
料

の
分

類
整

理
（

ヒ
ス

ト
グ

ラ
ム

を
読

み
取

る
）

 
ヒ

ス
ト

グ
ラ

ム
を

読
み

取
り

、
正

し
い

説
明

文
を

選
ぶ

選
択

完
答

基
礎

B
●

■
3
7
.9

6
.9

2
3
.0

4
1
.3

6
7
.9

7
0
.9

6
.6

2
7
.1

7
.0

2
.7

1
.3

1
.3

2
3

6
3

資
料

の
読

み
取

り
（

中
央

値
を

求
め

る
）

 
資

料
か

ら
分

布
の

様
子

を
考

え
、

説
明

す
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
1
7
.0

0
.4

6
.3

1
6
.4

3
8
.1

4
6
.2

2
5
.6

7
0
.4

3
6
.9

1
5
.5

3
.3

0
.0

2
4

7
1

方
程

式
の

活
用

問
題

を
考

え
，

解
く

こ
と

過
不

足
の

問
題

を
方

程
式

を
活

用
し

て
、

解
く

記
述

通
常

活
用

A
●

■
5
1
.1

1
.2

2
2
.1

6
6
.7

9
1
.4

9
2
.4

1
5
.1

5
7
.9

2
2
.8

3
.2

0
.3

0
.0

2
5

7
2

数
量

の
関

係
や

法
則

な
ど

の
式

の
考

え
方

を
読

み
取

る
こ

と
碁

石
を

規
則

的
に

並
べ

て
、

そ
の

周
り

に
あ

る
碁

石
の

数
の

式
の

考
え

方
を

説
明

す
る
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由

記
述

完
答
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％
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％
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／
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範
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・
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【
式
の
値
を
求
め
る
こ
と
 
大
問

2（
3）

 
基
礎

B 
58
.8
％
】
 

■
 
結
果
 

本
設
問
は
、
示
さ
れ
た
文
字
式
に
数
を
代
入
し
、
そ
の
式
の
値
を
求
め
る
設
問
で
あ
る
。
通
過
率

は
全
体
が

58
.8
％
で
、
R1

が
10
.9
％
、
R2

が
42
.6
％
で
あ
っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

無
答
率
は
全
体
で

7.
5％

、
無
答
率
を
学
力
段
階
ご
と
に
み
る
と

R1
は

47
.8
％
、
R2

は
5.
5％

、

R3
は

0.
1％

、
R4

と
R5

は
0.
0％

で
あ
り
、
R1

の
生
徒
の
約
半
数
は
解
答
の
見
通
し
が
立
て
ら
れ

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

ま
た
、
誤
答
例
を
み
る
と
、
a＝

-4
を

a２
に
代
入
す
る
際
に
-1
6
と
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
間
違
い
や
、
8
と
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
間
違
い
が
あ
る
。
負
の
数
の
代
入
や
累
乗
の
計

算
に
つ
い
て
十
分
に
理
解
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
、
誤
答
の
主
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）

生
徒
の
文
字
に
対
す
る
抵
抗
感
を
和
ら
げ
な
が
ら
丁
寧
に
指
導
す
る
 

文
字
を
使
っ
た
式
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
小
学
校
の
学
習
で
生
徒
の
文
字
に
つ
い
て
の
抵
抗

感
が
な
く
な
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
こ
と
を
把
握
し
た
う
え
で
指
導
に
当
た
る
必
要
が
あ
る
。
 

式
の
値
に
つ
い
て
の
学
習
で
は
、
で
き
る
限
り
具
体
的
な
場
面
と
結
び
付
け
て
式
の
値
を
求
め

さ
せ
、
文
字
を
使
っ
た
式
で
数
量
の
関
係
を
表
す
こ
と
や
与
え
ら
れ
た
値
を
文
字
に
代
入
し
て

式
の
値
を
求
め
る
こ
と
の
意
義
と
有
用
性
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
身
近
な
具
体

例
を
た
く
さ
ん
取
り
上
げ
、
単
に
操
作
を
覚
え
る
の
で
は
な
く
生
徒
の
実
感
が
伴
う
よ
う
日
常

場
面
と
関
連
づ
け
な
が
ら
指
導
す
る
。
ま
た
、
生
徒
が
つ
ま
ず
き
や
す
い
内
容
を
把
握
し
、
そ

れ
に
基
づ
い
た
丁
寧
な
指
導
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
R1
・
2
の
生
徒
の
指
導
に
あ

た
っ
て
は
負
の
数
を
代
入
す
る
際
は
括
弧
を
付
け
る
こ
と
や
代
入
を
し
た
後
の
計
算
に
お
け
る

符
号
の
処
理
の
仕
方
な
ど
、
つ
ま
ず
き
や
す
い
内
容
に
つ
い
て
丁
寧
に
指
導
し
て
理
解
さ
せ
、

適
用
問
題
を
課
し
て
定
着
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
十
分
に
時
間
を
と
っ
て
指
導

す
る
。
 

（
2）

学
び
合
い
を
通
し
て
、
文
字
を
使
っ
た
式
の
意
味
に
つ
い
て
十
分
に
理
解
さ
せ
る
 

文
字
を
様
々
な
数
に
置
き
換
え
て
計
算
す
る
こ
と
の
意
義
を
理
解
す
る
に
は
、
文
字
を
使
っ
た

式
の
意
味
と
、
文
字
が
様
々
な
数
の
代
わ
り
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
両
方
を
理
解
し
て
い
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
章
の
導
入
な
ど
で
具
体
的
な
場
面
に
つ
い
て
の
文
字
式
を
つ
く

る
活
動
に
お
い
て
ペ
ア
学
習
や
グ
ル
ー
プ
学
習
を
取
り
入
れ
、
R1
・
2
の
生
徒
に
も
文
字
を
使
っ

た
式
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
と
考
え
さ
せ
、
そ
の
意
味
を
捉
え
た
う
え
で
文
字
を
使
っ
た
式
の
学

習
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
で
、
理
解
を
更
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

【
資
料
の
分
類
整
理
（
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
を
読
み
取
る
）
 
大
問

6（
2）

技
能

B 
37
.9
％
】
 
 

■
 
結
果
 

本
設
問
は
、
「
資
料
の
分
類
整
理
」
に
関
す
る
設
問
で
、
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
を
読
み
取
る
も
の
で
あ

る
。
全
体
の
通
過
率
は

37
.9
％
で

R1
は

6.
9％

、
R2

は
23
.0
％
で
あ
り
、
R5

は
70
.9
％
で
あ
っ

た
。
 

 

■
 
考
察
 

代
表
値
と
相
対
度
数
を
読
み
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
や
や
深
い
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
誤
答
例

を
み
る
と
、
ウ
と
解
答
し
中
央
値
を
正
し
く
見
取
っ
た
が
イ
の
相
対
度
数
を
解
答
し
な
か
っ
た
生
徒

が
18
.5
％
、
逆
に
イ
と
解
答
し
相
対
度
数
を
正
し
く
見
取
っ
た
が
ウ
の
中
央
値
を
解
答
し
な
か
っ

た
生
徒
が

3.
8％

、
無
答
が

9.
2％

で
誤
答
が
合
わ
せ
て

34
.3
％
あ
っ
た
。
前
問
の
最
頻
値
を
問
う

設
問
で
は
通
過
率
が

85
.8
％
で
あ
り
、
知
識
と
し
て
は
身
に
付
い
て
い
る
も
の
の
、
一
つ
の
資
料

か
ら
複
数
の
代
表
値
を
用
い
て
資
料
の
傾
向
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
 

ま
た
、
相
対
度
数
に
つ
い
て
は
、
そ
の
求
め
方
だ
け
で
な
く
、
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
か
ら
指
定
の
階
級

の
度
数
や
度
数
の
合
計
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
生
徒
も
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

代
表
値
、
相
対
度
数
に
共
通
す
る
課
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
性
と
意
味
に
つ
い
て
十
分
に
理
解

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
R1
・
2
の
生
徒
に
も
取
り
組
み
や
す
く
す
る
た
め
日
常
生

活
に
関
連
す
る
資
料
を
用
い
て
、
生
徒
の
関
心
を
高
め
、
主
体
的
に
問
題
解
決
を
さ
せ
る
。
そ
の
際
、

度
数
分
布
表
や
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
に
表
し
傾
向
を
調
べ
る
活
動
を
行
い
、
ど
こ
の
階
級
の
度
数
に
着
目

し
た
か
を
発
表
さ
せ
、
分
析
の
方
法
を
全
体
で
共
有
す
る
。
ま
た
分
布
の
形
だ
け
で
な
く
、
代
表
値

を
用
い
一
つ
の
数
値
に
表
す
こ
と
で
資
料
の
特
徴
を
簡
潔
に
表
す
と
同
時
に
、
複
数
の
資
料
を
比
較

し
や
す
く
す
る
経
験
を
通
し
て
、
そ
の
有
用
性
に
も
気
付
か
せ
て
い
く
。
 

生
徒
は
資
料
の
傾
向
を
調
べ
る
際
、
あ
ま
り
考
え
ず
に
平
均
値
を
用
い
て
確
か
め
る
傾
向
に
あ
る
。

「
平
均
値
は
代
表
値
と
し
て
妥
当
か
」
を
度
数
の
分
布
を
見
て
、
生
徒
が
根
拠
を
も
っ
て
答
え
ら
れ

る
よ
う
問
題
を
解
決
す
る
際
に
必
ず
確
か
め
さ
せ
る
。
そ
れ
を
通
し
て
中
央
値
、
最
頻
値
を
用
い
て

資
料
の
傾
向
を
調
べ
る
必
要
性
を
感
じ
さ
せ
、
考
察
す
る
能
力
を
高
め
て
い
く
。
 

相
対
度
数
に
つ
い
て
は
、
度
数
の
異
な
る
資
料
を
用
い
て
、
各
階
級
の
度
数
だ
け
で
は
調
べ
ら
れ

な
い
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
、
学
校
全
体
の
傾
向
と
あ
る
学
級
の
傾

向
を
比
較
す
る
活
動
を
通
じ
、
相
対
度
数
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。
 

以
上
の
こ
と
を
個
人
の
作
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
数
値
の
着
目
の
仕
方
、
考
え
方
の
違
い
等
を
確
か

め
る
た
め
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
討
論
し
、
学
び
残
し
を
な
く
し
つ
つ
、
生
徒
一
人
一
人
の
知
識
を

活
用
す
る
力
を
伸
ば
し
て
い
く
。
 

Ⅲ-2 算数・数学科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 
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  中
学
校
第

3
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

数 学 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

数 学 的 な 見 方 や 考 え 方

数 学 的 な 技 能

数 量 や 図 形 な ど に つ い

て の 知 識 ・ 理 解

数 と 式

図 形

関 数

資 料 の 活 用
全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
式
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示
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単

項
式
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多

項
式
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に
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い
て

の
理

解
）
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項
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項
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い
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い
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選

択
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礎
C
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■

8
0
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0
.1

7
5
.6

9
2
.0

9
8
.0

1
0
0
.0

0
.6

3
.8

0
.3

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
計

算
（
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類

項
を

ま
と

め
る

）
 

整
理

さ
れ

て
い

な
い

多
項

式
の

同
類

項
を

ま
と

め
る

こ
と

が
で

き
る

 
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

8
4
.8

4
8
.1

8
4
.7

9
2
.4

9
7
.2

1
0
0
.0

1
.1

7
.7

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

3
1

3
計

算
（

文
字

が
二

つ
あ

る
一

次
式

の
減

法
）

文
字

が
二

つ
あ

る
一

次
式

の
減

法
が

で
き

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

8
8
.7

5
0
.2

9
1
.8

9
5
.3

9
8
.7

1
0
0
.0

1
.3

9
.1

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

4
1

4
計

算
（

単
項

式
の

乗
法

・
除

法
の

混
合

算
）

 
単

項
式

の
乗

法
が

で
き

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

6
8
.8

1
8
.8

6
1
.9

8
3
.4

8
9
.0

9
4
.9

2
.8

1
7
.8

1
.1

0
.0

0
.0

0
.0

5
1

5
計

算
（

式
の

計
算

の
四

則
混

合
）

 
分

数
の

形
に

な
っ

て
い

る
文

字
式

の
計

算
が

で
き

る
 

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
5
9
.1

5
.9

4
5
.8

7
6
.2

8
7
.5

8
9
.7

4
.4

2
9
.3

1
.1

0
.0

0
.0

0
.0

6
1

6
式

を
簡

単
に

し
て

，
式

の
値

を
求

め
る

こ
と

式
を

簡
単

に
し

て
、

二
つ

の
文

字
の

値
を

代
入

し
て

式
の

値
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
3
.3

1
3
.6

6
9
.0

8
9
.2

9
4
.9

8
9
.7

6
.3

4
1
.5

1
.8

0
.0

0
.0

0
.0

7
1

7
等

式
を

変
形

で
き

る
こ

と
等

式
の

変
形

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
1
.4

8
.7

6
1
.3

9
1
.4

9
6
.7

9
7
.4

8
.2

4
6
.7

5
.0

0
.3

0
.0

0
.0

8
1

8
連

立
二

元
一

次
方

程
式

を
解

く
こ

と
連

立
二

元
一

次
方

程
式

を
解

く
こ

と
が

で
き

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
4
.6

1
4
.3

7
0
.6

9
0
.1

9
5
.7

1
0
0
.0

7
.7

4
6
.0

3
.8

0
.1

0
.0

0
.0

9
1

9
 

式
表

示
（

割
合

を
含

ん
だ

数
量

の
関

係
の

式
）

 
割

合
を

含
ん

だ
数

量
の

関
係

を
式

に
表

す
 

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
5
6
.7

3
.5

3
5
.1

7
5
.4

9
5
.4

9
4
.9

1
8
.6

6
5
.2

2
5
.8

3
.8

0
.3

0
.0

1
0

2
1

確
率

の
意

味
を

理
解

し
て

い
る

こ
と

確
率

の
意

味
を

正
し

く
表

し
て

い
る

文
を

選
ぶ

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
6
3
.0

2
4
.4

5
0
.5

7
5
.9

8
6
.5

9
2
.3

1
.6

1
0
.1

0
.6

0
.1

0
.0

0
.0

1
1

2
2

確
率

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

場
合

の
数

を
求

め
て

確
率

を
求

め
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
6
7
.3

1
7
.8

5
8
.0

8
1
.6

9
0
.8

1
0
0
.0

5
.1

2
5
.8

4
.4

0
.3

0
.0

0
.0

1
2

2
3

資
料

の
分

類
整

理
（

日
常

生
活

に
お

け
る

事
象

を
確

率
を

基
に

し
て

、
分

類
整

理
し

考
え

る
）

二
人

が
く

じ
を

引
く

と
き

に
後

先
で

の
損

得
が

あ
る

か
を

考
え

、
説

明
す

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

3
0
.2

2
.1

1
4
.9

3
5
.1

6
5
.1

6
1
.5

2
7
.8

6
6
.9

3
8
.2

1
5
.2

6
.1

2
.6

1
3

3
1

 
一

次
関

数
の

グ
ラ

フ
の

理
解

一
次

関
数

の
グ

ラ
フ

の
傾

き
と

切
片

を
理

解
し

て
い

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

7
5
.7

2
2
.0

6
8
.3

9
1
.4

9
7
.7

9
7
.4

5
.7

3
4
.1

2
.9

0
.0

0
.0

0
.0

1
4

3
2

 
2
点

を
通

る
直

線
の

式
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
2
点

を
通

る
直

線
の

式
を

求
め

る
こ

と
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

5
4
.4

1
.7

2
8
.2

7
7
.0

9
3
.1

9
7
.4

2
2
.8

7
3
.2

3
4
.4

4
.8

0
.0

0
.0

1
5

3
3

二
元

一
次

方
程

式
を

関
数

を
表

す
式

と
し

て
み

る
こ

と
二

元
一

次
方

程
式

の
グ

ラ
フ

を
か

く
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

4
5
.4

0
.0

1
7
.6

6
6
.6

8
3
.4

9
2
.3

1
2
.4

4
2
.9

1
7
.3

2
.3

0
.8

0
.0

1
6

3
4

一
次

関
数

を
活

用
し

て
、

具
体

的
な

事
象

を
捉

え
判

断
す

る
こ

と
印

刷
会

社
２

社
の

料
金

の
大

小
を

一
次

関
数

を
活

用
し

て
判

断
す

る
記

述
完

答
活

用
S

●
■

3
1
.8

2
.8

1
4
.4

4
2
.1

5
7
.4

1
0
0
.0

1
9
.7

5
3
.0

2
7
.8

9
.3

1
.8

0
.0

1
7

4
1

図
形

の
見

方
・

考
え

方
（

対
頂

角
・

平
行

線
の

性
質

の
理

解
）

対
頂

角
、

平
行

線
の

性
質

を
理

解
し

て
い

る
記

述
完

答
基

礎
C

●
■

7
7
.7

4
0
.8

7
0
.4

8
9
.2

9
5
.4

9
2
.3

3
.6

2
0
.6

2
.3

0
.1

0
.0

0
.0

1
8

4
2

 
平

行
四

辺
形

の
特

別
な

形
の

理
解

条
件

を
示

さ
れ

た
四

角
形

を
平

行
四

辺
形

、
ひ

し
形

、
長

方
形

、
正

方
形

で
あ

る
か

判
断

す
る

。
記

述
完

答
基

礎
B

●
■

2
9
.9

3
.8

1
1
.8

3
5
.9

6
4
.8

6
9
.2

2
.6

1
2
.9

2
.0

0
.4

0
.0

0
.0

1
9

4
3

 
三

角
形

の
合

同
を

証
明

す
る

こ
と

考
え

る
こ

と
三

角
形

の
合

同
を

証
明

す
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
3
9
.6

1
.0

1
5
.2

4
9
.1

8
7
.0

8
9
.7

1
8
.7

6
7
.6

2
2
.6

6
.1

0
.3

0
.0

2
0

5
1

図
形

の
見

方
・

考
え

方
（

二
等

辺
三

角
形

の
性

質
の

論
理

的
確

か
め

）
二

等
辺

三
角

形
の

性
質

の
証

明
の

仕
方

を
考

え
る

選
択

完
答

基
礎

B
●

■
2
8
.3

2
.4

9
.4

3
2
.7

6
6
.3

7
9
.5

5
.5

2
6
.1

4
.7

1
.2

0
.0

0
.0

2
1

5
2

図
形

の
見

方
・

考
え

方
（

平
行

四
辺

形
の

性
質

の
活

用
）

平
行

四
辺

形
の

性
質

を
活

用
し

て
、

長
さ

を
求

め
る

こ
と

を
考

え
る

選
択

完
答

活
用

A
●

■
3
1
.5

3
.8

1
1
.5

3
4
.7

7
4
.0

8
9
.7

6
.7

2
0
.9

7
.9

3
.8

0
.3

0
.0

2
2

5
3

図
形

の
見

方
・

考
え

方
（

等
積

変
形

）
等

積
変

形
を

理
解

し
、

等
し

い
面

積
の

三
角

形
を

見
つ

け
る

選
択

完
答

活
用

A
●

■
4
4
.5

1
9
.5

3
4
.3

4
4
.3

7
6
.0

8
9
.7

1
0
.2

2
3
.0

8
.5

9
.9

5
.4

0
.0

2
3

6
 

 
数

の
性

質
を

文
字

式
を

用
い

て
説

明
す

る
こ

と
数

の
性

質
を

文
字

式
を

用
い

て
説

明
す

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

2
7
.5

0
.7

6
.7

2
8
.6

7
3
.7

9
2
.3

3
7
.7

8
2
.2

5
4
.9

2
4
.3

3
.3

0
.0

2
4

7
 

具
体

的
場

面
で

連
立

方
程

式
を

活
用

す
る

こ
と

連
立

方
程

式
の

活
用

問
題

を
、

変
数

を
明

ら
か

に
し

て
、

答
え

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
4
6
.2

1
.7

1
8
.5

6
2
.1

9
2
.3

1
0
0
.0

2
3
.3

6
5
.2

3
1
.7

1
1
.4

1
.8

0
.0

2
5

8
 

直
角

三
角

形
の

合
同

を
証

明
し

、
図

形
の

性
質

を
証

明
す

る
こ

と
直

角
三

角
形

の
合

同
を

証
明

し
、

図
形

の
性

質
を

証
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
3
.0

0
.0

0
.0

1
.2

3
.6

1
0
0
.0

5
6
.0

8
9
.5

7
1
.3

4
9
.9

2
2
.2

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
5

―
5
4
.2

1
3
.9

4
1
.0

6
5
.3

8
2
.4

9
2
.4

1
7

6
8
.0

6
4
.7

1
8
.6

5
3
.5

7
8
.6

9
0
.1

9
3
.4

8
3
2
.0

3
1
.8

4
.0

1
4
.4

3
7
.2

6
6
.1

9
0
.4

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

9
3
6
.0

2
3
1
.4

3
.8

1
3
.9

3
6
.7

6
6
.2

8
9
.2

1
1

4
4
.0

3
6
7
.7

1
6
.6

5
6
.7

8
3
.5

9
2
.9

9
6
.0

5
2
0
.0

4
6
5
.4

2
6
.2

5
5
.3

7
6
.9

8
8
.5

9
0
.3

0
0
.0

5
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

1
1

4
4
.0

A
6
6
.5

1
8
.7

5
6
.4

7
9
.6

9
2
.6

9
6
.3

7
2
8
.0

B
3
6
.3

1
0
.2

2
1
.8

4
1
.0

6
6
.7

8
7
.2

4
1
6
.0

C
5
1
.8

6
.6

3
2
.1

6
9
.3

8
2
.9

9
6
.8

3
1
2
.0

D
5
3
.5

1
4
.8

4
1
.1

6
4
.2

8
0
.8

8
4
.6

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
8
.0

6
2
4
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
1

4
4
.0

1
3
.9

%
3
1
.9

%
3
3
.3

%
1
9
.0

%
1
.9

%

6
2
4
.0

5
2
0
.0

1
5

6
0
.0

5
2
0
.0

1
3

5
2
.0

7
2
8
.0

5
2
0
.0

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

領
域

別

数
と

式

図
形

関
数

資
料

の
活

用

00

校
種

・
学

年
中

学
校

第
3
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

中
学

校
第

2
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

数
学

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
教

育
出

版
数

学
的

な
見

方
や

考
え

方

数
学

的
な

技
能

数
量

や
図

形
な

ど
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解

教
科

等
算

数
・

数
学

科
設

問
平

均
正

答
率

（
％

）

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

数
学

的
な

見
方

や
考

え

方

数
学

的
な

技
能

数
量

や
図

形
な

ど
に

つ
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て

の
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・
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の
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【
二
元
一
次
方
程
式
を
関
数
を
表
す
式
と
し
て
み
る
こ
と
 
大
問

3（
3）

 
基
礎

B 
45
.4
％
】
 

■
 
結
果
 

 
 
本
設
問
は
、
二
元
一
次
方
程
式
を
関
数
を
表
す
式
と
し
て
み
る
設
問
で
あ
る
。
全
体
の
通
過
率
は

45
.4
％
で
あ
っ
た
。
R1

は
0.
0％

、
R2

は
17
.6
％
で
あ
っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

誤
答
例
を
み
る
と
、
グ
ラ
フ
の
通
っ
て
い
る
座
標
を
取
り
間
違
え
て
い
る
誤
答
、
座
標
の
符
号
を

取
り
間
違
え
て
い
る
誤
答
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
誤
答
か
ら
、
関
数
の
式
に
直
す
過
程
で
、
等
式
の

性
質
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
、
等
式
の
変
形
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

二
元
一
次
方
程
式
の
形
か
ら
、
グ
ラ
フ
を
か
く
と
い
う
こ
と
へ
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
こ
と
に
苦
手

意
識
を
も
っ
て
い
る
生
徒
が
多
く
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
等
式
の
変
形
を
し
っ
か
り
と
行

う
こ
と
が
で
き
る
技
能
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、
二
元
一
次
方
程
式
を
関
数
と
捉
え
る
こ
と
へ
の
抵

抗
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

二
元
一
次
方
程
式
の
グ
ラ
フ
が
、
直
線
に
な
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
理
解
で
き
る
よ
う
な
授
業
を

展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
特
に

R1
・
2
の
生
徒
に
つ
い
て
は
、
二
元
一
次
方
程
式

の
点
の
集
合
が
、
ど
の
よ
う
な
形
に
な
る
の
か
を
し
っ
か
り
と
予
想
さ
せ
、
自
ら
グ
ラ
フ
に
表
す
活

動
を
し
て
、
ど
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
授
業
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
二
元
一
次
方
程
式
の
解
が
無
数
に
あ
る
こ
と
は
、
前
単
元
の
「
連
立
方
程
式
」
で
既
習
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
表
を
用
い
て
点
を
と
る
と
こ
ろ
か
ら
、
グ
ラ
フ
を
か
く
活
動
ま
で
、
生
徒
の
力
で
行

う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
そ
の
結
果
か
ら
、「

直
線
の
グ
ラ
フ
に
な
る
」「

一
次
関
数
の
グ
ラ
フ

に
な
る
」
と
い
う
考
え
を
引
き
出
し
、
二
元
一
次
方
程
式
と
関
数
が
結
び
付
く
よ
う
な
授
業
を
行
う
。
 

さ
ら
に
、
グ
ラ
フ
は
点
の
集
合
で
あ
る
た
め
、
様
々
な
点
を
二
元
一
次
方
程
式
の

x
と

y
に
代
入

し
て
、
式
が
成
り
立
つ
こ
と
を
調
べ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
点
の
座
標
全
て
が
二
元
一
次
方
程
式
の

解
に
な
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、「

ax
＋
by
＋
c＝

0」
を
、
あ
る
と
き
に
は
関

数
、
あ
る
と
き
に
は
方
程
式
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
着
目
し
、
グ
ラ
フ
を
か
く
際
に
は
、
等

式
の
変
形
を
用
い
て
、「

y＝
～
」
と
い
う
形
に
変
形
す
れ
ば
、
傾
き
と
切
片
が
分
か
り
、
簡
単
に
グ

ラ
フ
が
か
け
る
こ
と
の
よ
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
。
ま
た
、
2
点
を
と
れ
ば
グ
ラ
フ
を

か
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
か
ら
、
二
元
一
次
方
程
式
の
解
を
二
つ
求
め
、
方
程
式
の
解
か
ら
グ

ラ
フ
を
か
く
こ
と
が
で
き
る
よ
さ
に
も
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
指
導
も
必
要
で
あ
る
。
二
つ
の
方
法

を
比
較
さ
せ
る
こ
と
で
、
技
能
の
定
着
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

ど
の
方
法
を
用
い
て
、
問
題
を
解
決
で
き
る
か
は
、
見
通
し
を
も
つ
こ
と
で
問
題
へ
の
取
り
組
み

も
変
わ
る
。
自
ら
予
想
し
、
検
証
す
る
こ
と
で
、
理
解
力
が
高
ま
り
、
問
題
を
解
決
で
き
る
力
の
高

ま
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
 

【
図
形
の
見
方
・
考
え
方
 
大
問

5（
1）

 
基
礎

B 
28
.3
％
】
 

■
 
結
果
 

本
設
問
は
、
二
等
辺
三
角
形
の
性
質
（
底
角
は
等
し
い
）
を
論
理
的
に
確
か
め
る
設
問
で
あ
る
。

全
体
の
通
過
率
は

28
.3
 ％

、
R1

は
2.
4％

、
R2

は
9.
4％

で
あ
っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

底
角
が
等
し
い
こ
と
を
論
理
的
に
示
す
に
は
、
図
形
の
合
同
を
証
明
し
、
そ
れ
を
利
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
誤
答
例
を
み
る
と
、
71
.3
％
が
そ
の
他
の
誤
答
類
型
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
記
号
問
題
の
た
め
、
論
理
的
に
考
え
た
結
果
を
解
答
す
る
の
で
は
な
く
、
根
拠
も
明
ら
か
で
は

な
い
の
に
か
か
わ
ら
ず
記
号
を
選
択
し
、
解
答
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
図
形
の
証
明
問
題

に
対
し
て
、
苦
手
意
識
を
も
っ
た
の
か
、
無
答
率
が
全
体
で
は

5.
5％

、
R1

で
は

26
.1
％
で
あ
っ

た
。
図
形
の
証
明
問
題
は
中
学
校
の
数
学
に
お
い
て
、
演
繹
的
に
物
事
を
考
え
、
記
述
す
る
力
が
要

求
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
R1
・
2
の
生
徒
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
、
何
か
ら
始
め
た
ら
よ
い
か
の
手

掛
か
り
を
見
付
け
る
こ
と
が
困
難
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
小
学
校
で
習
っ
た
二
等
辺
三
角
形
の
性
質
に

つ
い
て
は
理
解
し
て
い
る
は
ず
だ
が
、
何
の
た
め
に
そ
の
内
容
を
論
理
的
に
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
（
既
知
の
内
容
で
正
し
い
と
分
か
っ
て
い
る
も
の
を
あ
え
て
証
明
す
る
こ
と
）
の
動
機
付

け
が
不
十
分
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

■
 
授
業
改
善
 

二
等
辺
三
角
形
の
底
角
が
等
し
い
こ
と
の
証
明
の
以
前
に
、
図
形
が
合
同
で
あ
る
こ
と
を
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
論
理
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
導
入
で
し
っ
か
り
押
さ
え
る
。
そ
こ
で
証
明
の

必
要
性
や
図
形
の
学
習
を
通
し
て
数
学
的
な
見
方
・
考
え
方
を
身
に
付
け
る
大
切
さ
を
実
感
さ
せ
る
。
 

二
つ
の
三
角
形
に
お
い
て
三
つ
の
辺
と
三
つ
の
角
、
そ
れ
ら
の
位
置
情
報
が
全
て
等
し
い
と
き
に

ぴ
っ
た
り
重
な
り
、
合
同
で
あ
る
こ
と
が
示
せ
る
。
合
同
条
件
は
、
そ
れ
ら
の
う
ち
か
ら
、
必
要
最

小
限
な
も
の
だ
け
を
取
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
か
に
そ
れ
が
機
能
的
で
無
駄
が
無
い
の
か
を
教

え
込
み
で
は
な
く
、
生
徒
自
身
か
ら
気
付
く
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

ま
た
、
R1
・
2
の
生
徒
に
つ
い
て
は
、「

定
理
」「

性
質
」「

定
義
」
な
ど
図
形
の
学
習
に
お
け
る

用
語
の
確
認
、
仮
定
と
結
論
の
関
係
な
ど
証
明
に
関
わ
る
基
礎
的
な
内
容
を
適
宜
復
習
し
定
着
を
図

る
よ
う
に
す
る
。
 

二
等
辺
三
角
形
の
底
角
が
等
し
い
こ
と
を
示
す
に
は
、
与
え
ら
れ
た
三
角
形
が
一
つ
し
か
な
く
、

合
同
を
用
い
て
証
明
す
る
こ
と
が
一
見
す
る
と
困
難
に
思
え
る
。
こ
こ
で
、
ど
う
し
た
ら
三
角
形
の

合
同
を
利
用
で
き
る
の
か
（
三
角
形
を
二
つ
に
す
る
に
は
ど
う
す
る
の
か
）、

小
学
校
で
は
ど
の
よ

う
な
方
法
で
示
し
た
か
（
二
つ
に
折
る
）
こ
と
な
ど
話
し
合
い
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
か
ら
補
助
線

の
ア
イ
デ
ア
を
出
さ
せ
る
。
そ
の
と
き
、
補
助
線
が
ど
ん
な
線
な
の
か
を
分
類
（
頂
角
の
二
等
分
線
、

頂
点
か
ら
底
辺
へ
の
垂
線
、
頂
点
と
底
辺
の
中
点
を
む
す
ぶ
中
線
）
さ
せ
る
。
 

Ⅲ-2 算数・数学科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 
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４ 総括：新学習指導要領を踏まえた一貫性のある算数・数学教育   
 

○各校種・学年の考察及び授業改善等の方策については、本調査の目的の一つである「特

定の内容でのつまずきや学び残しの解消」に向けた考えの下、基礎的・基本的な知識及

び技能（設問レベル C・B）を評価する設問を取り上げ、結果の分析を行った。 

○一方で、知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等

（設問レベル A・S）については、新学習指導要領を見据え、知識・技能を生きて働く

ものとしつつ、未知の状況にも対応できる資質・能力として育成していく必要がある。

そのために、義務教育 9 年間の指導内容の【系統性】を構造的に理解し、校種を超えた

【協働】により、学び直しや抽象的思考を具体的操作に捉え直す活動を取り入れた授業

改善が求められる。それは結果として、学年の進行に伴って学び残しやつまずきが累積

されるという課題の解決にも資するものとなる。 

 

表 新学習指導要領に規定される図形領域の「思考力・判断力・表現力等」の系統性 

小学校 中学校 

第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

図形を構成する

要素及びそれら

の位置関係に着

目し、図形の性

質や図形の計量

について考察す

る力 

図形を構成する要素や図形間の関

係などに着目し、図形の性質や図

形の計量について考察する力 

図形の構成要素

や構成の仕方に

着目し、図形の

性質や関係を直

観的に捉え論理

的に考察する力 

数学的な推論の

過程に着目し、

図形の性質や関

係を論理的に考

察し表現する力 

図形の構成要素

の 関 係 に 着 目

し、図形の性質

や計量について

論理的に考察し

表現する力 

 

○平成 29 年度調査の結果では、例えば「図形」（測定）に関しては、特に小学校第 4 学

年「辺の長さの測定」、第 5 学年「図形の定義に基づいた分類」、中学校第 1 学年「図

形の対称性の捉え方」に課題がみられた。図形の向きを変えて視点を変換したり、問題

を解決するために必要な辺や角度に着目して焦点化したりする活動等を通して、図形の

見方や考え方を豊かにする学習指導が必要である。そのためにも、問題解決を軸に「説

明する活動」を中心とした主体的・対話的な算数・数学的活動の【連続性】を確保し深

い学びにつなげる教師の授業力向上が不可欠である。 

○具体的には、特に小学校高学年から、図形の面積や体積を一般化された公式等から求め

る必要性やよさも意識させながら、根拠となる辺や角度、図形の分割等の材料を基に問

題解決に至る考えを説明させる活動を積み重ねていく。その際、系統性・連続性を意識

したうえで、学び残しやつまずきを解消しながら学習を進めるとともに、既習の活用に

よって問題を解決することの喜びや数学的に考え学ぶことの有用性を認識することで、

新たな課題に向かって学ぶ姿の素地を高めるようにする。 

○このような学習活動への転換が、生涯にわたって学び続ける態度、ひいては、学びを人

生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の涵養につながる。そして、

より洗練された問題解決方法を、一人ひとりが主体的に対話を通じて発見し深く学ぶこ

とこそ、新学習指導要領が求める学習者の姿である。 
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１【系統性】の理解に基づく【連続性】を確保した調査企画の全体像   
                               H2 

校種 小学校  
対象学年  第 4 学年  第 5 学年  第 6 学年  
出題範囲  第 3 学年  第 4 学年  第 5 学年  

（1）科学的な思考・表現の系統 
領 域  比 較  関 係 付 け  条 件 制 御  

Ａ 

エ

ネ

ル

ギ

ー 

エ ネ ル ギー の  
見 方  

風 や ゴ ムの 働 き    
(2) A【 考 】 7-2     
磁 石 の 性質    
(4)  A【 考 】 6-2     
   
      

エ ネ ル ギー の  
変 換 と 保存  

電 気 の 通り 道    
(5) S【 考 】 5-3     

エ ネ ル ギー 資 源  
の 有 効 活用  

      
      

Ｂ 

粒

子 

粒 子 の 存在  
 空 気 と 水の 性 質   
  (1)ｱ A【 考 】 6-2   

粒 子 の 結合  
   
      

粒 子 の 保存 性  
   
      
      

粒 子 の もつ  
エ ネ ル ギー  

 金 属 、 水、 空 気 と 温 度   

  
(2)ｲ A【 考 】 7-3 

  
(2)ｳ S【 考 】 8-3 

Ｃ 

生

命 

生 物 の 構造 と  
機 能  

昆 虫 と 植物  人 の 体 のつ く り と 運 動   
(1)ｱ A【 考 】 2-3 (1)ｲ B【 考 ・ 知 】 2-2   
      
   
      

生 物 の 多様 性 と  
共 通 性  

   
      

生 命 の 連続 性  
植 物 の 発芽 、 成 長 、 結 実    
(1)ｳ A【 考 】 1-3     

生 物 と 環境 の  
か か わ り  

      
      

Ｄ 

地

球 

地 球 の 内部  

   
      
太 陽 と 地面 の 様 子  天 気 の 様子   
(3)ｱ S【 考 】 3-3 (3)ｱ A【 考 】 3-2   

地 球 の 表面  
      
      
      

地 球 の 周辺  
太 陽 と 地面 の 様 子  月 と 星   
(3)ｲ A【 考 】 4-2 (4)ｱ A【 考 】 4-1   
  (4)ｳ S【 考 】 4-3   

（2）知識・技能の配列 

Ａ 

エ

ネ

ル

ギ

ー 

エ ネ ル ギー の  
見 方  

風 や ゴ ムの 働 き    
(2)ｱ B【 技 】 7-1     
磁 石 の 性質    
(4)ｱ B【 知 】 6-1     
   
      
      

エ ネ ル ギー の  
変 換 と 保存  

電 気 の 通り 道  電 気 の 働き   
(5)ｱ C【 知 】 5-1 (3)ｱ C【 技 】 5-1   
(5)ｲ B【 知 】 5-2 (3)ｱ B【 技 】 5-2   
  (3)ｲ B【 技 】 5-3  

エ ネ ル ギー 資 源  
の 有 効 活用  

      
      

Ｂ 

粒

子 

粒 子 の 存在  

 空 気 と 水の 性 質   
  (1)ｲ C【 知 】 6-1   
      
      

粒 子 の 結合  
   
      

粒 子 の 保存 性  
物 と 重 さ    
(1)ｱ B【 技 】 8-1     
(1)ｱ C【 知 】 8-2     

粒 子 の もつ  
エ ネ ル ギー  

 金 属 、 水、 空 気 と 温 度   
  (2)ｱ C【 知 】 7-1   
  (2)ｲ B【 技 】 7-2   
  (2)ｳ C【 技 】 8-1   
  (2)ｳ B【 知 】 8-2   
      

Ｃ 

生

命 

生 物 の 構造 と  
機 能  

昆 虫 と 植物  人 の 体 のつ く り と 運 動   
(1)ｱ C【 知 】 2-1 (1)ｱ C【 知 】 2-1   
(1)ｱ B【 技 】 2-2     
      
   
      
      

生 物 の 多様 性 と  
共 通 性  

 季 節 と 生物   
  (2)ｱ B【 技 】 1-1   
  (2)ｱ C【 知 】 1-2   
   
      
   
      

生 命 の 連続 性  

植 物 の 発芽 ・ 成 長 ・ 結 実    
(1)ｲ C【 知 】 1-1     
(1) C【 技 】 1-2     
      
     
    
      

生 物 と 環境 の  
か か わ り  

   
      

Ｄ 

地

球 

地 球 の 内部  

   
      
      
      
    

地 球 の 表面  

太 陽 と 地面 の 様 子  天 気 の 様子   
(3)ｱ C【 知 】 3-1 (3)ｱ B【 技 】 3-1   
(3)ｱ B【 技 】 3-2     
      

地 球 の 周辺  
太 陽 と 地面 の 様 子  月 と 星   
(3)ｲ C【 技 】 4-1 (4)ｱ C【 知 】 4-2   
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※S～C：設問レベル、【考】科学的な思考・表現、【技】観察・実験の技能 

【知】自然事象についての知識・理解、番号：設問番号 
 
 

中学校  校種  
第 1 学年  第 2 学年  第 3 学年  対象学年  

小学校第 6 学年  第 1 学年  第 2 学年  出題範囲  

 
推 論  分 析 ・ 解釈  領 域  

 力 と 圧 力   

エ ネ ル ギー の  
見 方  

Ａ 

エ

ネ

ル

ギ

ー 

  (1)ｲｲ A【 考 】 6-2   
   
      
 光 と 音   
  (1)ｱｲ S【 考 】 5-2   
電 気 の 利用    エ ネ ル ギー の  

変 換 と 保存  (4)ｲ B【 考 】 5-2     
      エ ネ ル ギー 資 源  

の 有 効 活用        
燃 焼 の しく み    

粒 子 の 存在  

Ｂ 

粒

子 

( 1)ｱ A【 考 】 6-2     
水 溶 液 の性 質    

粒 子 の 結合  
      
(2)ｳ A【 考 】 7-2    

粒 子 の 保存 性  (2) S【 考 】 7-4     
      
 状 態 変 化   

粒 子 の もつ  
エ ネ ル ギー   

 
 

(2)ｳｱ S【 考 】 8-2 
  

  
人 の 体 のつ く り と 働 き  植 物 の 体の つ く り と 働 き   

生 物 の 構造 と  
機 能  

Ｃ 

生

命 

( 1)ｱ A【 考 】 2-1 (1)ｲｲ 【 考 】 1-3   
(1)ｲ B【 考 】 2-2   
植 物 の 養分 と 水 の 通 り 道      
(2)ｱ A【 考 】 1-1     
     生 物 の 多様 性 と  

共 通 性        
   

生 命 の 連続 性  
      
      生 物 と 環境 の  

か か わ り        
土 地 の つく り と 変 化  火 山 と 地震   

地 球 の 内部  

Ｄ 

地

球 

( 4)ｲ S【 考 】 3-3 (2)ｱｲ A【 考 】 3-2   
 地 層 の 重な り と 過 去 の 様 子   
  (2)ｲｱ A【 考 】 4-2   
     

地 球 の 表面        
      
月 と 太 陽    

地 球 の 周辺  (5)ｱ B【 考 】 4-2     
      

 
 力 と 圧 力   

エ ネ ル ギー の  
見 方  

Ａ 

エ

ネ

ル

ギ

ー 

  (1)ｲｱ B【 知 】 6-1   
      
      
 光 と 音   
  (1)ｱｱ C【 技 】 5-1   
  (1)ｱｳ B【 知 】 5-3   
電 気 の 利用    

エ ネ ル ギー の  
変 換 と 保存  

(4)ｱ C【 知 】 5-1     
      
      
   エ ネ ル ギー 資 源  

の 有 効 活用        
燃 焼 の しく み  物 質 の すが た   

粒 子 の 存在  

Ｂ 

粒

子 

( 1) B【 技 】 6-1 (2)ｱｱ C【 知 】 7-1   
  (2)ｱ B【 技 】 7-2   
  (2)ｱｲ C【 技 】 8-1   
水 溶 液 の性 質    

粒 子 の 結合  
(2)ｲ B【 技 】 7-1     
(2)ｳ C【 知 】 7-3 水 溶 液    

粒 子 の 保存 性    (2)ｲｲ  B【 技 】 8-1   
      
 状 態 変 化   

粒 子 の もつ  
エ ネ ル ギー  

  ※  科学的な思考・表現のみ出題   
      
      
    
      
人 の 体 のつ く り と 働 き  植 物 の 体の つ く り と 働 き   

生 物 の 構造 と  
機 能  

Ｃ 

生

命 

( 1)ｲ C【 知 】 2-3 (1)ｲｲ B【 技 】 1-2   
(1) B【 技 】 2-4 (1)ｲｲ C【 知 】 2-1   
  (1)ｲｱ C【 知 】 2-2   
植 物 の 養分 と 水 の 通 り 道  (1)ｳｲ C【 知 】 2-3  
(2)ｱ C【 知 】 1-2     
(2)ｲ B【 技 】 1-3     
   

生 物 の 多様 性 と  
共 通 性  

      
      
   
      
   
      
   

生 命 の 連続 性  

      
      
      
      
   
      
 生 物 の 観察   生 物 と 環境 の  

か か わ り    (1)ｱｱ B【 技 】 1-1   
土 地 の つく り と 変 化  火 山 と 地震   

地 球 の 内部  

Ｄ 

地

球 

( 4)ｱ C【 技 】 3-1 (2)ｱｱ C【 知 】 3-1   
(4)ｱ C【 知 】 3-2     
  地 層 の 重な り と 過 去 の 様 子    
  (2)ｲｱ C【 知 】 4-1   
   

地 球 の 表面  
      
     
      
月 と 太 陽    

地 球 の 周辺  (5)ｱ C【 知 】 4-1     
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２ 結果の分析と考察                           

 
（1）5 段階の学習状況の評定(学力段階)(再掲)  

校種・学年 平均 
全体に占める各学習状況の児童生徒の割合 

R1 R2 R3 R4 R5 

小学校 

第 3 学年   

第 4 学年 3.18 

第 5 学年 2.90 

第 6 学年  

中学校 

第 1 学年 2.75 

第 2 学年 2.49 

第 3 学年  

 

 

 

（2）学習状況の評定(学力段階)ごとの平均正答率(教科全体)(再掲) 

 

 

 

 

小学校

第3学年

小学校

第4学年

小学校

第5学年

小学校

第6学年

中学校

第1学年

中学校

第2学年

中学校

第3学年

全体 68.2 61.4 61.6 49.6

R1 23.6 24.1 26.0 17.1

R2 48.8 48.3 51.2 40.9

R3 68.0 64.8 68.8 61.7

R4 81.6 80.4 80.2 78.6

R5 91.4 87.2 90.4 91.6

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

※学習指導要領に準拠した調査実施の前学年の学習状況の評定(学力段階) 

R5 発展的な力が身に付いている  R4 十分定着がみられる 

R3 おおむね定着がみられる(最低限の到達目標) 

R2 特定の内容でつまずきがある  R1 学び残しが多い 

16.9%

10.9%

12.1%

5.3%

38.1%

33.9%

24.6%

18.3%

28.0%

29.8%

29.9%

37.6%

12.9%

20.1%

27.9%

30.2%

4.1%

5.3%

5.5%

8.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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〔学力段階に関する考察〕 

 ○「杉並区教育ビジョン 2012 推進計画」の目標Ⅰに照らすと、今年度中学校第 2 学年

における R3 以上の割合はおよそ 40％であり、仮に中学校第 3 学年までこの割合を維

持したとしても、平成 33 年度の目標値 80％からは 35 ポイント低い状況である。この

状況を生徒数に換算すると、平成 33 年度目標値に至るためには、杉並区全体では 700

人、1 校あたりではおおむね 29 人を R3（以上）に引き上げる必要がある。 

 ○R1 の割合は、小学校第 4 学年から同第 5 学年で 7.0 ポイント増加、そこから中学校第

1 学年では 1.2 ポイント減少、同第 2 学年で 6.0 ポイント増加し、総計で 11.8 ポイン

トの増加となる。R1 は、主として基礎 C の設問を通過できなかった場合の評定であ

る。基礎 C は「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」の全領域から出題しており、

理科における基礎的な知識や理解事項を内容としている。 

○また、R4・5 の合計割合は、小学校第 4 学年からの学年進行に伴い、第 5 学年で 5.3

ポイント、中学校第 1 学年で 8.0 ポイント、第 2 学年で 18.4 ポイント減少している。 

 ◎（概括）学年進行に伴い R1・2 の児童・生徒の割合が増加し、R3 から 5 の児童・生徒

の割合が減少する傾向がある。ここで、まず R1 を減少させるには、観察・実験の具

体的な体験を通して自ら学ぶ楽しさを味わわせ、意欲を喚起して基礎的な知識を確実

に理解させ徹底した習得を図る。また、R4・5 を維持・増加させるには、習得事項の

徹底のうえに、主体的な問題解決的な学習過程の充実を図り科学的な思考力や活用の

能力を育成していく必要がある。このように、新たな知識の習得に向け、観察・実験

を通し自ら学び解決する実感を伴った主体的な学びを進める中で知識・技能の習得を

促し、対話的な学習を通して思考力や活用の能力を高めることが重要である。 

 

〔教科全体の学力段階ごとの平均正答率に関する考察〕                          

 ○段階ごとの正答率は小学校では学年の進行によって減少しているが同程度である。中

学校では R1 から R3 までが低下している。全体の正答率も、小学校第 4 学年から第 5

学年で 6.8％、中学校第 1 学年から第 2 学年で 12.0 ポイント減少している。この要因

は、学年進行ともに R1・2 の割合が増加し、R4 から R5 が減少していることにある。 

 ○段階間の正答率の差は、どの学年も下位の段階に行くほど大きくなる傾向がある。 

 ○小学校第 4 学年では、R1 と 2 の差は 24.8 ポイント、R2 と 3 の差は 9.2 ポイントとな

る。中学校第 2 学年では、R1 と 2 の差は 23.8 ポイントあり、R2 と 3 の差は 20.8 ポ

イントである。ここで、R1 に対しては、とりわけ学習に対する意欲の喚起が重要で

ある。そのうえで、理科学習の基礎・基本の指導事項について、学び残しやつまずき

を解消し、習得事項の徹底を図る必要がある。 

 ◎（概括）全ての児童・生徒が主体となり、観察・実験などを通じ自ら見いだした問題

を解決する中で、実感を伴った理解を積み重ね、知識や技能を確実に習得させる必要

がある。特に R1・2 の児童・生徒が主体的に実験に取り組むには、十分に時間を確保

するなかで、実験などを行う際に確実に役割を与えるなどして、個の学びの確保と

班・学級での対話により、自ら学ぶ意識を深めさせることが重要である 
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（3）基礎・活用別、観点別、領域別の学力段階ごとの平均正答率 

 ①基礎・活用別 

ア 基礎 

 

イ 活用 

 

 ②観点別 

ア 科学的な思考・表現 

 

イ 観察・実験の技能 

 

ウ 自然事象についての知識・理解 

 

 

③領域別 

ア エネルギー 

 

イ 粒子 

 

ウ 生命 

 

エ 地球 
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〔基礎・活用別の考察〕 

 ○学年進行に伴い、正答率は「基礎」「活用」ともに低下の傾向がある。 

 ○段階別に学年進行による変化みると、「基礎」では、小学校で R5 と 3、中学校で R3

～1、「活用」では中学校の R2・1 に低下傾向がみられる。 

 

〔観点別の考察〕 

 ○「科学的な思考・表現」は、小学校では R1・2 に学年進行に伴う上昇傾向、中学校で

は R1 から 3 に低下の傾向がある。 

○「観察・実験の技能」は、学年進行に伴い、中学校の R5 と 4 を除く全ての学力段階

で低下傾向がある。 

○「自然事象についての知識・理解」は、小学校では学年進行によらずどの段階もほぼ

同程度である一方、中学校では R1 と 2 が下降し、R5 は増加している。 

 ○小学校第 3 学年の科学的な思考・表現を除き、学年進行に伴って全体の正答率が R3

の正答率より低い。特に実験・観察の技能の全体正答率の低下の度合いが大きい背景

には、基礎・基本となる実験・観察の体験の減少と技能の習得不足があり、このこと

が科学的な思考力や主体的に学ぶ力の育成に大きく影響していると考えられる。基

礎・基本事項の習得と体験の尊重が大切になる。 

 

〔領域別の考察〕 

○4 領域を比べると、「エネルギー」「粒子」領域と比較し、「生命」「地球」領域で

学年進行に伴う低下傾向が著しい。背景としては、前者の 2 領域は観察・実験の難し

さとともに、実験や観察の結果を推敲・考察する難しさがあり、自然事象を具体的な

体験として身近に捉えにくく意欲の持続が難しいという領域特性があると考えられる。 

 

◎（概括 1）上記は、正答率を主たる材料にした考察であり、また同じ児童・生徒の経

年変化に基づくものではない。したがって、正答率のわずかな変化や差をもって、学

年進行に伴う傾向や観点・領域間を比較した結果を同定することは避けるべきである。 

◎（概括 2）「活用」では、学年進行にかかわらずどの学力段階も通過率に増減がほぼ

なく、段階間の差もほぼ同等である。これは、小学校第 3 学年の段階から、学年進行

にかかわらず学力段階がほぼ固定されていることが考えられる。習得事項を徹底し、

身に付けた知識・技能を、ものづくりや日常生活との関わりの中で活用するような、

具体的な体験を通した学びの場(出前授業の活用)を設定することが重要である。 

◎（概括 3）技能の習得については、授業における観察・実験の経験によるところが大

きい。実際の実験器具を用いて具体的な操作方法を示し、各自試行錯誤しながら繰り

返し観察・実験を進められるよう十分な時間を確保することが肝要である。 

◎（概括 4）観察・実験の難しさなど特性がある領域の指導においては、映像資料や

ICT 等の活用を工夫することにより、主体的な問題解決を通した確かな学びを進め、

実感を伴った理解を深めていくことが有効である。 
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（4）領域別に抽出した設問の(準)通過率・無答率 

 ア エネルギー 

  ①「電気」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年     

第 4 学年 基礎 C 5-1 (5)ｱ 電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ方があること【知】 

第 5 学年 基礎 C 5-1 (3)ｱ 記号を使った回路図から実際の回路を読み取ることができる【技】 

第 6 学年     

中
学
校 

第 1 学年 基礎 B 5-2 (4)ｴ 電気は光、熱、音などに変えることができること【考・知】  

第 2 学年     

第 3 学年     

 

 

 

②「比較」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年     

第 4 学年 基礎 C 5-1 (5)ｱ 電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ方があること【知】 

第 5 学年 基礎 C 5-3 (3)ｲ 乾電池の働きと電池の数を関係付け電気の働きに考えをもつ【知】 

第 6 学年     

中
学
校 

第 1 学年 基礎 B 5-2 (4)ｲ 電気は、光、音、熱などに変えることができること【知】 

第 2 学年 基礎 C 6-1 (1)ｲ 重さと質量の違いについて捉えること【知】 

第 3 学年     
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〔「電気」に関する設問の考察〕 

小学校第 4・5 学年はともに回路のつなぎ方に関わる設問であり、全体の通過率は

それぞれに 98.3％、88.2％である。一方、中学校第 1 学年は手回し発電機でコンデ

ンサーに電気をため、豆電球と発光ダイオードの付いている時間を比べる設問で、通

過率は 81.0％である。小学校第 5 学年と中学校第 1 学年の差は 7.2 ポイントである。

これら設問は基礎 C と B である以上、全ての児童・生徒が通過することを目指す趣旨

の出題である。視覚で捉えられない電流の理解は、実験に基づく体験の効果が大きい。 

この結果の背景には、観察・実験等の経験不足が要因として考えられる。例えば、

小学校第 3 学年が豆電球に明かりをつける活動に比べ、小学校第 6 学年の手回し発電

機を活用した発電・蓄電の活動は、実験者の役割分担が固定化されるなど、児童全員

が主体的に試行錯誤して実験を行うのが難しい。このように学年進行に伴って観察・

実験が複雑化・高度化していく中で経験量の差が拡大し、とりわけ R1 と 2 の児童・

生徒において十分な定着や体験の確保が図られないことがある。出前授業等の活用に

より、体験の結果を知的理解にまで高める習得の場が不可欠である。 

電流の働きについては、各学年で単元設定があり、回路づくりやものづくりなど

を通じ、直接観察できない電流の流れる仕組みや概念の理解を繰り返し深めていくこ

とが大切である。また、学年の進行によらず、観察・実験の機会を十分に確保し、一

人一人が主体的に観察・実験を行い、確実に知識を定着させることが必要である。 

 

〔「比較」に関する設問の考察〕 

理科の学習を通して育む思考力のうち、比較する能力は、小学校第 3 学年で中心

的に育成する。これが、主体的に問題を把握し解決する能力の基盤となる。 

小学校第 4 学年は、エネルギーについての基本的な見方や概念のうちの「エネルギ

ーの変換と保存」に規定される設問で、設問レベルは C である。同様に、小学校第 5

学年も「エネルギーの変換と保存」に関わる設問で、設問レベル C である。次に、中

学校第 1 学年は、「エネルギーの変換と保存」の見方・概念に規定される設問で、設

問レベルは B である。中学校第 2 学年は、「エネルギーの見方」に規定される設問で

あり、設問レベルは C である。全体の通過率は、小学校第 4 学年で 98.3％、第 5 学年

で 50.0％、中学校第 1学年で 81.0％、第 2学年では 75.7％である。段階別にみると、

どの学年も R3 から 5 においては全体の通過率を上回っている。また、中学校では、

全体の通過率がどちらの学年も 70％以上となった。 

これらの結果から、調査対象の児童・生徒が異なることを考慮しても一定の向上

は図られていると考えられる。しかし、第 5 学年での全体通過率の低下や R1・2 の低

下の状況を見たとき、問題解決の能力の基盤となる比較する能力を、どの児童にも高

めていくには、問題解決の学習過程において、比較や関係付けなど、比較の視点を明

示して繰り返し考察させ、問題解決の学習体験を繰り返す中で、確実な習得と主体的

な学びを確保していく必要がある。 
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 イ  粒子 

  ①「粒子の保存性」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年     

第 4 学年 基礎 C 8-2 (1)ｱ 物は形が変わっても重さは変わらないこと【知】 

第 5 学年 基礎 B 6-1 (1)ｲ 閉じ込めた空気は縮められるが水は縮められない【知】 

第 6 学年     

中
学
校 

第 1 学年 基礎 C 7-3 (2)ｳ 水溶液の性質や働きについて考えをもつこと【知】 

第 2 学年 基礎 B 8-1 (2)ｲ 水溶液から溶質を取り出すことを溶解度曲線と関連付けること【技】  

第 3 学年     

  

 

 

  ②「実験の技能」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年     

第 4 学年 基礎 C 8-1 (1)ｱ 物は形が変わっても重さは変わらないこと【技】 

第 5 学年 基礎 B 7-2 (2)ｲ 空気、水、金属の温まり方を調べること【技】 

第 6 学年     

中
学
校 

第 1 学年 基礎 B 6-1 (1) 正しい気体検知管を選ぶこと【技】 

第 2 学年 基礎 B 7-2 (2)ｱ ガスバーナーを正しく操作すること【技】 

第 3 学年     
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〔「粒子の保存性」に関する設問の考察〕 

小学校第 4・5 学年と中学校第 1・2 学年ともに「粒子の保存性」の見方・概念に規

定される設問であり、設問レベルは B(技能)と C(知識・理解)である。 

全体の通過率は、小学校第 4 学年の新聞紙を丸めたり小さく切ったりしたときの重

さの変化に関する設問で 84.5％、第 5 学年の閉じ込めた水と空気を押したときの変

化とその理由を述べる設問で 79.0％であった。段階別にみると、小学校では R1 と 2

との差がどちらの学年も 40 ポイント以上開いている。中学校第 1 学年は、実験結果

を元にアルミニウムが別の物質に変わったことについて記述する設問であり 54.6％、

第 2 学年は硝酸カリウムの溶解度のグラフから飽和水溶液を冷やしたときに出る結晶

の量を求める設問であり 34.9％となった。中学校両学年の結果を段階別に比較する

と、R3 と 4 の間の差が大きく、通過率の低下も大きいことから、観察・実験の具体

的体験を確保し、習得事項の徹底を図る。 

この背景には、小学校第 3 学年の重さ比べの体験、第 4 学年の閉じ込めた空気と水

の手ごたえの体験がどちらも十分に知識として結び付けられておらず、物質の形と重

さ、閉じ込めた水や空気を圧したときの体積変化についての体験が、粒子の保存性の

理解に結び付いていない。知識の確実な理解・蓄積を図るには、一人ひとりが主体と

なる問題解決の学習過程を繰り返し体験させるとともに、結果を図や言葉で表現・把

握させ、一人ひとりの考えを深める指導と、対話の場などの工夫が必要である。 

 

〔「実験の技能」に関する設問の考察〕 

小学校第 4・5 学年、中学校第 1・2 学年ともに「実験の技能」に関する設問であり、

設問レベルは C と B である。 

小学校第 4 学年は、物の重さを量るうえでの天秤や電子天秤に関する基本的な使い

方や正しい実験結果を選択する設問であり、全体の通過率は 66.3％であった。第 5 学

年では、空気・水・金属などの物の温まり方調べる方法についての設問であるが、特

定の方法や器具の知識を要し、実験の技能を読み取る必要があったため、全体の通過

率は 33.2％にとどまっている。 

一方、中学校第 1 学年は、物が燃える前と後の空気を調べるための適切な気体検知

管を選択する設問、第 2 学年ではガスバーナーの正しい使い方の手順に関する設問で

ある。全体の通過率はそれぞれ 75.0％、66.6％であった。基礎基本となる具体的操

作の習得については一定の成果がみられるものの、基礎に関する設問である以上目標

は 100％の通過率である。段階別にみると、中学校において R1 と 2 の差が大きくな

る。その背景には、特に R1・2 の児童・生徒が主体的に実験に関われず、技能の取得

が図れていないことが考えられる。観察・実験を行う際には、授業形態や役割分担を

工夫し、全ての児童・生徒が実験器具を扱い具体的に操作する時間を十分に確保する

ことが必要である。また、一人ひとりに、実験することの意義や目的に対する理解を

深めさせ、各自が自分の考えを深めることのできるような学びの場を設定する。 
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 ウ 生命 

  ①「動物の体のつくり」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年     

第 4 学年 基礎 C 2-1 (1)ｱ 昆虫の体の特徴【知】 

第 5 学年 基礎 C 2-1 (1)ｱ 人の体には骨と筋肉があること【知】 

第 6 学年     

中
学
校 

第 1 学年 基礎 B 2-4 (1)ｳ 体をめぐる血液のはたらき【知】 

第 2 学年     

第 3 学年     

   

 

 

  ②「観察・実験」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年     

第 4 学年 基礎 B 2-2 (1)ｱ 身近に見られる昆虫を育てること【技】 

第 5 学年 基礎 C 1-2 (2)ｱ 植物や動物の活動が季節によって違うこと【技】 

第 6 学年     

中
学
校 

第 1 学年 基礎 B 1-3 (2)ｲ 植物の通り道を調べた結果からそのはたらきを考えること【技】 

第 2 学年 基礎 B 1-2 (1)ｲ 植物の光合成について実験方法を考えること【考】 

第 3 学年     
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〔「動物の体のつくり」に関する設問の考察〕 

小学校第 4・5 学年と中学校第 1 学年ともに「生物の構造と機能」の見方・概念に

規定される設問であり、設問レベルはそれぞれ C と B である。 

小学校第 4 学年は、アリの足の付き方に関して適切なものを選択する設問で、全体

の通過率は 72.2％である。第 5 学年は、骨や筋肉、関節のつくりやはたらきについ

て間違っているものを選択する設問であり、全体の通過率は 92.4％である。 

中学校第 1 学年は、人の体をめぐる血液のはたらきについて間違っているものを選

択する設問である。全体の通過率は 65.6％であり、血液と心臓の関係や血液のはた

らきを把握できていない児童も多い。 

それぞれの学年の誤答から、「生物の構造と機能」について児童・生徒が具体的

にイメージできていないことが考えられる。こうしたつまずきを解消するためには、

人や生物の体について、模型などの具体物を用いたり、映像や ICT などを活用して図

で表したりする活動を行い、イメージを豊かにもたせることが重要である。また、R1

と 2 の差が 20 ポイント以上ある背景には、具体的な観察や確かめる活動が少ないこ

とがあると考えられる。観察の視点を明確に与え、スケッチなどを通して丁寧な観察

を行うこと、飼育・栽培などの具体的な体験を取り入れることなどを通し、実験・観

察の技能の習得と体験に基づく確実な理解を図ることが肝要である。 

 

〔「観察・実験」に関する設問の考察〕 

 小学校第 4・5 学年、中学校第 1・2 学年ともに「生物の構造と機能」の見方・概念

に規定される設問であり、設問レベルは小学校で B と C、中学校はともに B である。 

 全体の通過率は、小学校第 4 学年のカイコガ、トンボ、モンシロチョウの幼虫の飼

い方について適切なものを選択する設問で 84.8％、第 5 学年の生き物の冬越しの様

子で間違ったものを選択する設問では 81.6％である。中学校第 1 学年は、植物の水

や養分の通り道を調べる実験の中で、ホウセンカの茎を染め縦と横に切った時の正し

い図を選択する設問であり 60.4％、第 2 学年は植物の光合成について調べる実験の

方法と結果を考察する設問で 86.3％となった。ここで、小学校第 4 学年と第 5 学年で

は通過率はほぼ変わらないが、中学校第 1 学年から第 2 学年にかけては通過率が大き

く高まる。また、小・中学校ともに R1 と 2 の差が大きく開く。これは、小学校から

中学校へと続く、実体験としての観察・実験への主体的な関わり方の差が大きく影響

していると考えられる。小学校第 3 学年の昆虫の観察では、昆虫の卵や幼虫を探し、

児童がそれらを飼育し観察する。この段階で、児童が主体的に計画を立て、昆虫のす

みかや食べ物などの条件を考慮した飼育・観察を行う経験が、その後の飼育や栽培の

学習の素地となる。理科における飼育の機会は、主に第 3 学年の昆虫の飼育と第 5 学

年における魚の飼育であり、決して多くはない。意欲的なこの時期に、飼育環境や観

察の視点を十分に吟味し、時間をかけて活動させることが、観察・実験を基に、問題

を発見し、解決に向けて追究する力を育むことにつながる。 
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 エ 地球 

  ①「月と太陽」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年     

第 4 学年 基礎 C 3-1 (3)ｱ かげは人や物が太陽の光をさえぎるとできること【知】 

第 5 学年 基礎 A 4-1 (4)ｱ 月は日によって形が変わって見え時刻により位置が変わること【考】  

第 6 学年     

中
学
校 

第 1 学年 基礎 C 4-1 (5)ｱ 月の輝いている側に太陽があること【知】 

第 2 学年     

第 3 学年     

   

 

 

  ②「思考・表現(推論)」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年     

第 4 学年 活用 S 3-3 (3)ｱ 日陰の位置と太陽の位置を比較し、太陽の動きについて考えをもつこと【考】 

第 5 学年 活用 S 4-3 (4)ｳ 星の集まりは時刻により並び方は変わらないが位置が変わる【考】 

第 6 学年     

中
学
校 

第 1 学年 活用 S 3-3 (4)ｲ 地層は流れる水の働きや火山に噴火によってできること【考】 

第 2 学年 活用 A 3-2 (2)ｱ 地震の大きさや伝わり方の規則性を捉える【考】 

第 3 学年     
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〔「月と太陽」に関する設問の考察〕 

小学校第 4 学年は「地球の表面」に関する見方・概念、第 5 学年、中学校第 1 学年

は「地球の周辺」に関する見方・概念に規定される設問であり、レベルはそれぞれ C、

A、C である。小学校第 4 学年は、太陽によってできるかげの観察記録として間違っ

ているものを選択させており、全体の通過率は 84.7％であった。段階別にみると、

R1 と 2 とが 38.7 ポイント開いている。続く第 5 学年は、午後 10 時の月の位置の観察

記録から 2 時間後の月の位置を選択し理由を述べるもので、56.0％の通過率である。

段階別では特に R3～5 の低下が著しい。さらに中学校第 1 学年では、月の見える位置

と形から観察した時刻の推論ついて設問しており、全体の通過率は 44.3％である。

段階別ではより上位の間ほど差が大きくなり、R4 と 5 では 20 ポイント程度である。 

これらは、全ての児童・生徒に確実な習得を目指す基礎 C の設問である。そのため

に、小学校第 3 学年からの月と太陽に関する学習の習得事項の徹底が必要である。小

学校第 3 学年においては、具体的な体験を通してかげと太陽を関係付けて観察させ、

日常生活とも関連付ける。また、学校では満月後の朝方の月は観察するが、夕方の月

の観察の機会は少ない。そこで、小学校第 6 学年では、特にプラネタリウムの出前授

業「月と太陽」と連携した学習を展開することが、とりわけ R3 以下の児童にとって

天体に関する理解を深めていくうえで重要な学習体験となる。 

さらに、日常の観察を行う中で、観察に基づく推論を十分に展開し、発表し合い

相互に学び合うことが、確実な知識理解の手だてとなる。 

 

〔「思考・表現(推論)」に関する設問の考察〕 

小学校第 4・5 学年、中学校第 1・2 学年の設問はともに地球領域に属し、科学的な

思考・表現を問うものであり、設問レベルは第 4・5 学年と第 1 学年が S、中学校第 2

学年のみ A である。全体の通過率は、小学校第 4 学年の立てた棒でできるかげの動き

と長さから 1 日の太陽の動き方を推論し説明させるもので 30.6％、第 5 学年のオリオ

ン座の 2 時間後の記録と比べ星座の位置と並び方について答える設問では 78.8％、

中学校第 1 学年の土地のつくりに関する設問で、砂と泥を混ぜて水槽に流し込み、ど

のように層ができたかを説明するものは 7.2％であった。続く中学校第 2 学年は、地

震に関し、4 地点の P 波、S 波到達時刻から距離と地震の関係を説明させるものであ

る。全体の通過率は 39.2％であった。中学校の無答率が高いのは両学年とも考察を

記述する回答形式に起因していると考えられ、文章表現の苦手さが読み取れる。 

地球領域での科学的な思考・表現は、時間的にも空間的にも児童・生徒の日常生

活を超えた範囲の認識を必要とする。小学校第 3 学年では、十分な観察を通じ、かげ

のできる方向と光源の方向、光源の位置や高さを、また、太陽の動きについは、実際

の観察をもとに太陽が南の高い空を通ることを理解させ、さらにモデル実験などの体

験を通じ、論理的に理解させていくことで、地球領域の自然事象に関する問題を科学

的に推論し追究する力の育成につなげ、深い学びへと発展させたい。 
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動
か
す
方
法
を
考
え
、
設
計
図
を
か
く
。

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
A

●
■

5
7
.8

4
.0

2
9
.3

5
1
.1

8
5
.9

8
2
.6

8
.4

4
7
.2

1
9
.3

5
.9

0
.3

0
.0

1
9

8
1

物
は
、
形
が
変
わ
っ
て
も
重
さ
は
か
わ
ら
な
い
こ
と
。

も
の
の
重
さ
比
べ
の
方
法
に
関
連
し
て
、
は
か
り
の
正
し
い
使
い
方
を
選
び
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

6
6
.3

1
4
.8

3
9
.2

6
7
.5

8
4
.7

8
6
.5

5
.2

3
7
.5

1
0
.2

2
.9

0
.6

1
.1

2
0

8
2

物
は
、
形
が
変
わ
っ
て
も
重
さ
は
か
わ
ら
な
い
こ
と
。

新
聞
紙
を
①
丸
め
た
と
き
②
細
く
伸
ば
し
た
と
き
③
小
さ
く
分
け
た
と
き
の
重
さ
は
変
化
す
る
か
し
な
い
か
を
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
4
.5

1
7
.0

6
7
.1

9
0
.4

9
5
.9

9
7
.2

6
.6

4
7
.2

1
4
.3

3
.0

0
.8

1
.1

2
1

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
0

―
6
8
.2

2
3
.6

4
8
.8

6
8
.0

8
1
.6

9
1
.4

1
4

7
0
.0

7
5
.6

3
0
.2

5
8
.3

7
7
.0

8
8
.0

9
1
.2

6
3
0
.0

5
1
.0

8
.3

2
6
.5

4
7
.0

6
6
.8

9
1
.8

0
0
.0

1
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

7
3
5
.0

2
5
2
.6

1
0
.4

2
9
.7

4
9
.0

6
8
.1

8
9
.5

6
3
0
.0

3
7
5
.3

2
7
.9

5
5
.5

7
7
.3

8
8
.9

9
0
.9

8
4
0
.0

4
7
5
.8

3
1
.8

6
0
.4

7
6
.9

8
7
.3

9
1
.4

0
0
.0

5
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

7
3
5
.0

A
6
4
.5

2
1
.3

4
1
.9

6
3
.0

7
9
.8

9
2
.0

2
1
0
.0

B
7
5
.4

1
5
.9

5
3
.1

7
9
.0

9
0
.3

9
1
.8

6
3
0
.0

C
7
8
.0

3
1
.2

6
2
.4

7
9
.5

8
9
.8

9
2
.2

5
2
5
.0

D
5
8
.9

2
0
.9

4
0
.2

5
6
.9

7
0
.8

8
9
.3

0
0
.0

E
0
.0

#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

2
1
0
.0

4
2
0
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

7
3
5
.0

5
.3
%

1
8
.3
%

3
7
.6
%

3
0
.2
%

8
.5
%

7
3
5
.0

1
4

7
0
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

1
4

7
0
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由
記
述

解
答

通
常

完
答

複
合
条
件

レ
ベ
ル

活
用

S
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）

A

基
礎

B C

領
域
別

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球 00

校
種
・
学
年

小
学
校
第
4
学
年

全
体

基
礎
／
活
用
別

基
礎
B
・
C

出
題
範
囲

小
学
校
第
3
学
年

活
用
S
・
A

観
点
別

自
然
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

対
応
教
科
書

大
日
本
図
書

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

教
科
等

理
科

設
問

平
均
正
答
率
（
％
）

結
果

（
準
）
通
過
率
（
％
）

無
答
率
（
％
）

小 問

■
対
象
教
科
、
校
種
・
学
年
、
出
題
範
囲
、
対
応
教
科
書

■
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）
、
段
階
別
の
平
均
正
答
率
（
％
）

設
問
番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習
評
価
の
観
点

指
導
内
容
の
領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎
B
・
C

活
用
S
・
A

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
.3
%

1
8
.3
%

3
7
.6
%

3
0
.2
%

8
.5
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1

- 100 - 



【
方
位
磁
針
で
方
位
を
測
る
こ
と
 
大
問

3（
2）

 
基
礎

B 
52
.6
％
】

 
 ■
 
分
析
 

方
位
磁
針
の
使
い
方
で
正
し
い
も
の
を
選
び
、
記
号
で
答
え
る
設
問
で
あ
る
。
通
過
率
は
段
階
別

に
み
る
と
、
R1

が
20
.5
％
、
R2

が
28
.5
％
、
R3

が
49
.1
％
、
R4

が
70
.1
％
、
R5

が
77
.2
％
で

あ
っ
た
。
R4

や
R5

に
つ
い
て
も

70
％
台
に
と
ど
ま
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 
 

誤
答
を
み
る
と
、
誤
答
の
ア
が

6.
6％

、
イ
が

26
.1
％
、
ウ
が

4.
2％

で
あ
り
、
イ
を
選
択
し
た

割
合
が
最
も
多
い
。
イ
は
方
位
磁
針
の
色
が
付
い
た
針
が
、
北
で
な
く
南
を
指
し
て
い
る
設
問
で
あ

る
。
こ
の
誤
答
の
背
景
と
し
て
、
方
位
磁
針
の
色
に
着
目
し
て
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
次
に

誤
答
ウ
は
、
方
位
磁
針
の
針
の
向
き
で
は
な
く
太
陽
の
あ
る
方
向
に
南
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
誤
答
は
、
方
位
磁
針
の
使
い
方
に
関
す
る
指
導
が
十
分
で
な
か
っ
た
り
、
方
位
磁
針
を
用

い
た
観
察
経
験
が
不
足
し
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
方
位
磁
針

の
適
切
な
使
用
法
を
身
に
付
け
、
そ
の
う
え
で
観
察
・
実
験
を
積
み
重
ね
さ
せ
る
こ
と
で
、
対
象
物

で
は
な
く
方
位
に
針
を
合
わ
せ
た
り
、
方
位
磁
針
の
針
の
色
に
着
目
し
た
り
し
て
、
正
し
く
方
位
磁

針
を
使
う
こ
と
が
で
き
体
験
を
深
め
成
就
感
も
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
R4

や
5
の
児
童
に
と
っ
て

は
方
位
磁
針
を
使
用
す
る
経
験
を
多
く
確
保
す
る
こ
と
が
よ
り
重
要
で
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

適
切
な
使
用
法
を
学
ば
せ
る
。
 

教
科
書
に
は
、「

方
位
磁
針
の
色
が
ぬ
っ
て
あ
る
は
り
の
先
は
「
北
」
を
さ
し
ま
す
」
と
あ
り
、

方
位
磁
針
の
使
い
方
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
 

①
方
位
磁
針
を
手
の
ひ
ら
に
水
平
に
置
き
、
針
の
動
き
が
止
ま
る
ま
で
待
つ
。
 

②
ケ
ー
ス
を
回
し
て
色
が
塗
っ
て
あ
る
針
の
先
に
北
の
文
字
を
合
わ
せ
る
。
 

③
東
、
西
、
南
、
北
、
を
向
い
て
、
そ
の
方
位
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
調
べ
る
。
 

方
位
磁
針
の
使
い
方
を
繰
り
返
し
指
導
し
、
正
確
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
 

（
2）

実
験
を
通
し
て
一
人
ひ
と
り
に
学
ば
せ
る
。
 

全
て
の
児
童
が
方
位
磁
針
を
用
い
て
学
習
活
動
を
行
い
、
方
位
磁
針
の
用
い
方
を
習
熟
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
で
一
箇
所
の
方
位
を
調
べ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
人
ひ
と
り
が
方
位

を
調
べ
る
活
動
を
行
う
こ
と
で
経
験
を
蓄
積
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
3）

も
の
づ
く
り
や
他
教
科
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
習
熟
を
図
る
。
 

本
単
元
の
中
に
日
時
計
を
作
る
、
身
の
回
り
の
物
の
方
位
を
調
べ
る
な
ど
の
活
動
を
設
定
し
、

方
位
磁
針
を
使
う
活
動
を
多
く
取
り
入
れ
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
ま
た
、
第

3
学
年
社
会
科
に

お
い
て
方
位
の
指
導
を
行
う
際
に
方
位
磁
針
の
指
導
を
行
い
、
習
熟
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

【
物
に
は
電
気
を
通
す
物
と
通
さ
な
い
物
が
あ
る
こ
と
 
大
問

5（
2）

 
基
礎

B 
45
.2
％
】

 
 ■
 
分
析
 

八
つ
の
選
択
肢
の
中
か
ら
、
間
に
つ
な
い
だ
と
き
豆
電
球
に
あ
か
り
が
つ
く
物
を
全
て
選
び
、
記

号
で
答
え
る
設
問
で
あ
る
。
通
過
率
は
段
階
別
に
み
る
と
、
R1

が
6.
8％

、
R2

が
17
.8
％
、
R3

が

38
.5
％
、
R4

が
67
.8
％
、
R5

が
77
.6
％
で
あ
っ
た
。
同
様
に
、
8
あ
る
選
択
肢
の
中
か
ら
磁
石
に

付
く
物
を
選
ぶ
【
大
問

6（
1）

基
礎

B 
64
.4
％
】
と
比
較
す
る
と
、
電
気
に
関
す
る
設
問
の
方
が

相
対
的
に
通
過
率
が
低
か
っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

誤
答
類
型
を
み
る
と
電
気
を
通
す
も
の
五
つ
を
完
答
で
き
て
い
な
い
児
童
が

46
.6
％
お
り
、
以

下
の
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
。「

鉄
の
ク
リ
ッ
プ
」
と
「
は
さ
み
の
鉄
部
分
」
の
み
選
択
。「

鉄
の

ク
リ
ッ
プ
」
と
「
は
さ
み
の
鉄
部
分
」
と
「
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
く
」
を
選
択
し
、
一
円
玉
、
十
円
玉

を
選
択
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
背
景
と
し
て
、
磁
石
に
付
く
物
と
電
気
を
通
す
物
と
の
混
同
や
物

の
材
質
に
着
目
し
て
調
べ
る
経
験
不
足
が
考
え
ら
れ
る
。
児
童
に
と
っ
て
実
生
活
の
中
で
素
材
に
着

目
し
て
、
電
気
を
通
す
か
ど
う
か
を
試
み
る
経
験
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、
実
験
を
通
し
て
経
験
を
よ

り
多
く
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）

確
か
め
る
材
料
を
十
分
用
意
し
、
一
人
ひ
と
り
実
験
す
る
。
 

教
科
書
の
実
験
で
は
、
身
の
回
り
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
一
円
玉
、
十
円
玉
、
ク
リ
ッ
プ
、
は

さ
み
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
く
、
わ
り
ば
し
、
ノ
ー
ト
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
空
き
缶
、
ガ
ラ
ス
コ

ッ
プ
が
例
示
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
回
路
の
間
に
挟
ん
で
豆
電
球
の
明
か
り
が
つ
く
か
を
確
か
め
る

展
開
に
な
っ
て
い
る
。
児
童
が
確
か
め
ら
れ
る
十
分
な
種
類
と
数
の
材
料
を
用
意
し
実
験
す
る
。
 

（
2）

実
験
結
果
を
確
認
し
、
正
し
い
認
識
を
共
有
す
る
。
 

グ
ル
ー
プ
や
全
体
で
の
実
験
結
果
の
共
有
化
を
図
り
、
知
識
の
定
着
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
が
使
わ
れ
て
い
る
物
や
ビ
ニ
ル
な
ど
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
物
で
は
、
実

験
結
果
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
、
実
験
結
果
が
自
分
の
予
想
と
反
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

自
分
の
期
待
ど
お
り
の
結
果
だ
っ
た
と
誤
認
識
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
実
験
結
果
を
学
級

で
確
認
し
、
結
果
に
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
条
件
を

整
え
て
再
実
験
を
行
う
な
ど
し
て
、
よ
り
科
学
的
に
追
究
す
る
態
度
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。
 

（
3）

磁
石
に
付
く
物
と
の
関
連
を
図
り
な
が
ら
、
知
識
の
定
着
を
図
る
。
 

磁
石
に
付
く
物
が
鉄
で
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
で
、
電
気
を
通
す
物
と
混
乱
す
る
場
合
が
あ
る
。

金
属
に
は
、
鉄
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
銅
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
鉄
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
 

こ
れ
ら
を
整
理
、
比
較
す
る
こ
と
で
、
知
識
の
定
着
と
確
実
な
理
解
を
図
り
た
い
。
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Ⅲ-3 理科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  小
学
校
第

5
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
趣
旨

内
容

形
式

自 然 事 象 へ の 関 心 ・ 意

欲 ・ 態 度

科 学 的 な 思 考 ・ 表 現

観 察 ・ 実 験 の 技 能

自 然 事 象 に つ い て の 知

識 ・ 理 解

エ ネ ル ギ ー

粒 子
生 命

地 球

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
気
温
や
水
温
を
正
し
く
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
。

温
度
計
を
使
っ
た
正
し
い
気
温
の
測
り
方
を
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

6
0
.9

1
6
.1

3
8
.7

6
6
.7

8
7
.1

9
4
.2

2
.3

1
4
.5

2
.2

0
.1

0
.0

0
.0

2
1

2
植
物
や
動
物
の
活
動
は
、
暖
か
い
季
節
、
寒
い
季
節
な
ど
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
こ
と
。

植
物
や
動
物
の
冬
を
こ
す
よ
う
す
に
つ
い
て
、
違
う
も
の
を
選
ん
で
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
1
.6

4
8
.7

7
5
.3

8
5
.6

9
4
.2

9
6
.0

1
.3

6
.6

1
.3

0
.3

0
.1

0
.6

3
2

1
人
の
体
に
は
骨
と
筋
肉
が
あ
る
こ
と
。

人
の
体
の
骨
、
筋
肉
、
関
節
の
つ
く
り
と
働
き
に
つ
い
て
、
違
う
も
の
を
選
ん
で
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

9
2
.4

6
5
.5

9
1
.6

9
6
.3

9
9
.2

9
8
.3

0
.5

3
.4

0
.1

0
.0

0
.1

0
.0

4
2

2
人
が
体
を
動
か
す
こ
と
で
き
る
の
は
、
骨
と
筋
肉
の
働
き
に
よ
る
こ
と
。

腕
を
曲
げ
る
と
き
、
腕
を
の
ば
す
と
き
の
筋
肉
の
動
き
を
「
ち
ぢ
む
、
ゆ
る
む
」
を
使
い
選
ん
で
答
え
る
。

選
択

完
答

基
礎
B

●
●

■
7
0
.3

4
5
.3

6
3
.3

7
2
.6

8
5
.5

8
2
.7

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

5
3

1
１
日
の
気
温
の
変
化
を
グ
ラ
フ
を
用
い
て
表
す
、
変
化
の
特
徴
を
読
み
取
る
。

折
れ
線
グ
ラ
フ
の
傾
き
の
大
き
さ
か
ら
、
気
温
が
上
が
っ
た
・
変
わ
ら
な
い
・
下
が
っ
た
時
間
を
選
び
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

8
3
.1

3
3
.7

7
9
.0

9
1
.8

9
6
.5

9
4
.8

2
.5

1
7
.4

1
.5

0
.0

0
.0

0
.0

6
3

2
天
気
に
よ
っ
て
１
日
の
気
温
の
変
化
の
仕
方
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
と
ら
え
る
。

１
日
の
気
温
の
変
化
を
記
録
し
た
折
れ
線
グ
ラ
フ
か
ら
晴
れ
の
日
の
変
わ
り
方
を
選
び
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
。

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
A

●
■

4
1
.1

2
.9

1
9
.1

4
0
.6

7
0
.0

7
8
.6

3
.2

2
2
.9

1
.7

0
.1

0
.0

0
.0

7
4

1
月
は
日
に
よ
っ
て
形
が
変
わ
っ
て
見
え
、
１
日
の
う
ち
で
も
時
刻
に
よ
っ
て
位
置
が
変
わ
る
こ
と
。

午
後
１
０
時
の
満
月
の
位
置
を
表
し
た
図
か
ら
、
2
時
間
後
の
午
後
1
2
時
の
満
月
の
動
き
を
答
え
る
。

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
A

●
■

5
6
.0

1
3
.4

3
9
.3

5
8
.7

7
9
.8

8
8
.4

2
.5

1
5
.0

1
.9

0
.6

0
.0

0
.0

8
4

2
空
に
は
明
る
さ
や
色
の
違
う
星
が
あ
る
こ
と
。

星
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
正
し
い
も
の
を
選
び
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
8
.8

5
2
.6

8
6
.7

9
4
.3

9
8
.8

9
7
.1

2
.1

1
4
.5

0
.9

0
.3

0
.0

0
.6

9
4

3
星
の
集
ま
り
は
、
１
日
の
う
ち
で
も
時
刻
に
よ
っ
て
、
並
び
方
は
変
わ
ら
な
い
が
、
位
置
が
変
わ
る
こ
と
。

オ
リ
オ
ン
座
の
観
察
記
録
か
ら
時
間
が
た
つ
と
星
座
の
位
置
や
星
の
な
ら
び
方
は
ど
う
な
る
の
か
説
明
す
る
。

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
S

●
■

7
8
.8

3
5
.8

6
9
.2

8
6
.1

9
4
.0

1
0
0
.0

5
.2

2
9
.5

4
.5

1
.5

0
.2

0
.0

1
0

5
1

記
号
を
使
っ
た
回
路
図
か
ら
実
際
の
回
路
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
つ
の
回
路
図
（
乾
電
池
１
個
、
直
列
２
個
、
並
列
２
個
と
ス
イ
ッ
チ
と
検
流
計
と
モ
ー
タ
ー
の
回
路
）
と
実
際
の
回
路
と
を
結
び
付
け
て
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
8
.2

4
7
.6

8
3
.1

9
6
.8

9
8
.8

9
8
.8

3
.3

1
8
.2

3
.9

0
.5

0
.0

0
.0

1
1

5
2

簡
易
検
流
計
を
使
っ
て
回
路
を
流
れ
る
電
流
の
量
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

簡
易
検
流
計
の
使
い
方
に
つ
い
て
間
違
っ
て
い
る
も
の
を
選
ん
で
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

4
1
.9

1
3
.9

2
6
.7

3
8
.8

6
5
.9

6
5
.9

4
.1

1
9
.5

4
.4

1
.7

0
.3

0
.6

1
2

5
3

乾
電
池
や
光
電
池
の
働
き
と
乾
電
池
の
数
や
光
の
強
さ
と
を
関
係
付
け
な
が
ら
調
べ
、
電
気
の
働
き
に
つ
い
て
考
え
を
も
つ
。

乾
電
池
１
個
と
並
列
２
個
と
直
列
２
個
の
３
つ
の
回
路
で
、
モ
ー
タ
ー
の
回
る
速
さ
を
比
較
し
て
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

5
0
.0

1
0
.3

2
5
.5

5
0
.8

8
1
.4

8
2
.1

3
.5

2
0
.8

3
.1

0
.6

0
.0

0
.0

1
3

6
1

閉
じ
込
め
ら
れ
た
空
気
は
圧
し
縮
め
ら
れ
る
が
、
水
は
圧
し
縮
め
ら
れ
な
い
こ
と
。

空
気
を
閉
じ
込
め
て
力
を
加
え
た
結
果
と
比
較
し
て
、
水
を
閉
じ
込
め
て
力
を
加
え
た
結
果
と
そ
の
理
由
を
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

7
9
.0

2
1
.8

6
8
.3

9
0
.3

9
7
.4

9
7
.7

2
.6

1
7
.9

1
.8

0
.1

0
.0

0
.0

1
4

6
2

閉
じ
込
め
た
空
気
を
圧
す
と
、
体
積
は
小
さ
く
な
る
が
、
圧
し
返
す
力
は
大
き
く
な
る
こ
と
。

つ
つ
に
空
気
を
入
れ
押
し
縮
め
た
と
き
の
変
化
に
つ
い
て
空
気
の
体
積
と
手
ご
た
え
の
言
葉
を
使
い
説
明
す
る
。

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
A

●
■

3
4
.5

2
.1

1
3
.0

2
8
.2

6
5
.0

8
1
.5

1
1
.9

4
2
.6

1
7
.4

7
.1

1
.1

0
.0

1
5

7
1

金
属
、
水
及
び
空
気
は
、
温
め
た
り
冷
や
し
た
り
す
る
と
、
そ
の
体
積
が
変
わ
る
こ
と
。

空
気
・
水
・
金
属
を
あ
た
た
め
た
時
の
体
積
の
変
わ
り
方
に
つ
い
て
、
正
し
い
こ
と
、
違
う
こ
と
を
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

5
6
.2

2
0
.0

3
9
.0

5
6
.9

8
2
.9

7
3
.4

3
.1

2
2
.4

1
.4

0
.2

0
.0

0
.0

1
6

7
2

金
属
の
温
ま
り
方
、
水
や
空
気
の
温
ま
り
方
を
実
験
に
よ
っ
て
調
べ
る
。

空
気
、
水
、
金
属
の
あ
た
た
ま
り
方
を
調
べ
る
実
験
方
法
に
つ
い
て
ま
ち
が
っ
て
い
る
も
の
を
選
び
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

3
3
.2

1
1
.3

1
7
.9

3
2
.9

5
0
.2

6
5
.3

4
.8

2
4
.5

3
.5

1
.9

1
.4

0
.0

1
7

7
3

金
属
は
熱
せ
ら
れ
た
部
分
か
ら
順
に
温
ま
る
が
、
水
や
空
気
は
熱
せ
ら
れ
た
部
分
が
移
動
し
て
全
体
が
温
ま
る
こ
と
。

暖
房
し
て
い
る
部
屋
で
せ
ん
風
機
を
回
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
、
あ
た
た
め
ら
れ
た
空
気
、
せ
ん
風
機
の
言
葉
を
使
っ
て
説
明
す
る
。
自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
A

●
■

6
1
.5

1
3
.4

4
3
.3

6
7
.7

8
5
.5

9
2
.5

1
0
.0

4
2
.1

1
2
.9

4
.6

1
.4

0
.6

1
8

8
1

水
は
温
度
に
よ
っ
て
水
蒸
気
に
変
わ
る
こ
と
。
沸
騰
し
た
水
の
中
か
ら
盛
ん
に
泡
が
出
て
く
る
こ
と
。

水
を
あ
た
た
め
た
時
の
温
度
の
変
化
と
水
の
よ
う
す
を
調
べ
る
実
験
方
法
に
つ
い
て
、
正
し
い
も
の
を
選
び
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

5
0
.7

9
.2

3
2
.2

5
6
.8

7
4
.7

6
8
.8

4
.9

2
7
.1

5
.2

1
.1

0
.0

0
.6

1
9

8
2

水
は
温
度
に
よ
っ
て
水
（
液
体
）
水
蒸
気
（
気
体
）
氷
（
固
体
）
に
状
態
が
変
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
を
も
つ
。

水
を
冷
や
し
て
い
き
、
そ
の
後
あ
た
た
め
た
時
の
グ
ラ
フ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
温
度
で
の
水
の
よ
う
す
を
選
び
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

5
9
.0

1
3
.9

4
1
.1

6
1
.8

8
5
.2

8
8
.4

6
.4

3
4
.7

7
.1

1
.4

0
.2

0
.0

2
0

8
3

水
は
温
度
に
よ
っ
て
氷
に
変
わ
る
こ
と
。
ま
た
、
水
が
氷
に
な
る
と
体
積
が
増
え
る
こ
と
。

も
ち
を
焼
く
と
ふ
く
ら
む
の
は
な
ぜ
か
、
水
の
性
質
と
関
係
づ
け
て
説
明
す
る
。

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
S

●
■

2
0
.3

3
.9

1
3
.3

2
2
.1

1
6
.1

1
0
0
.0

1
3
.4

4
5
.8

1
9
.7

7
.0

3
.2

0
.0

2
1

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
0

―
6
1
.4

2
4
.1

4
8
.3

6
4
.8

8
0
.4

8
7
.2

1
4

7
0
.0

6
6
.9

2
9
.3

5
4
.9

7
0
.9

8
5
.5

8
6
.0

6
3
0
.0

4
8
.7

1
1
.9

3
2
.9

5
0
.6

6
8
.4

9
0
.2

0
0
.0

1
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

7
3
5
.0

2
5
1
.9

1
6
.7

3
7
.2

5
3
.7

7
0
.8

8
9
.1

6
3
0
.0

3
5
9
.7

2
2
.0

4
6
.3

6
4
.0

7
8
.8

8
1
.3

8
4
0
.0

4
7
2
.3

3
4
.8

6
1
.4

7
6
.1

9
0
.6

8
9
.5

0
0
.0

5
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

3
1
5
.0

A
6
0
.0

2
3
.9

4
5
.1

6
2
.1

8
2
.0

8
2
.3

8
4
0
.0

B
4
9
.3

1
2
.0

3
3
.5

5
2
.1

6
9
.6

8
3
.5

4
2
0
.0

C
7
6
.5

4
3
.9

6
7
.2

8
0
.3

9
1
.5

9
2
.8

5
2
5
.0

D
6
9
.6

2
7
.7

5
8
.7

7
4
.3

8
7
.8

9
1
.8

0
0
.0

E
0
.0

#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

2
1
0
.0

4
2
0
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

7
3
5
.0

1
2
.1
%

2
4
.6
%

2
9
.9
%

2
7
.9
%

5
.5
%

7
3
5
.0

1
4

7
0
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

1
3

6
5
.0

1
5
.0

6
3
0
.0

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由
記
述

解
答

通
常

完
答

複
合
条
件

レ
ベ
ル

活
用

S
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）

A

基
礎

B C

領
域
別

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球 00

校
種
・
学
年

小
学
校
第
5
学
年

全
体

基
礎
／
活
用
別

基
礎
B
・
C

出
題
範
囲

小
学
校
第
4
学
年

活
用
S
・
A

観
点
別

自
然
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

対
応
教
科
書

大
日
本
図
書

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

教
科
等

理
科

設
問

平
均
正
答
率
（
％
）

結
果

（
準
）
通
過
率
（
％
）

無
答
率
（
％
）

小 問

■
対
象
教
科
、
校
種
・
学
年
、
出
題
範
囲
、
対
応
教
科
書

■
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）
、
段
階
別
の
平
均
正
答
率
（
％
）

設
問
番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習
評
価
の
観
点

指
導
内
容
の
領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎
B
・
C

活
用
S
・
A

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
2
.1
%

2
4
.6
%

2
9
.9
%

2
7
.9
%

5
.5
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
簡
易
検
流
計
で
電
流
の
量
を
計
測
す
る
こ
と
 
 
大
問

5（
2）

 
基
礎

B 
41
.9
％
】

 
 ■
 
分
析
 

簡
易
検
流
計
の
使
い
方
に
つ
い
て
間
違
っ
て
い
る
も
の
を
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
る
設
問
で
あ
る
。

通
過
率
は
段
階
別
に
み
る
と
、
R1

が
14
.2
％
、
R2

が
27
.2
％
、
R3

が
45
.2
％
、
R4

が
64
.6
3％

、

R5
が

48
.2
％
で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 
 

誤
答
類
型
を
み
る
と
、
ア
が

18
.9
％
、
ウ
が

7.
7％

、
エ
が

26
.9
％
で
あ
っ
た
。
正
答
以
外
を

選
ん
だ
児
童
の
つ
ま
ず
き
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

・
簡
易
検
流
計
の
使
い
方
だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ
う
な
つ
な
ぎ
方
が
危
険
な
の
か
等
、
安
全
指

導
が
十
分
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
 

・
電
流
に
は
「
向
き
」「

大
き
さ
」
が
あ
る
、
と
い
う
言
葉
の
定
着
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
 

・
問
題
に
は
電
流
の
単
位
Ａ
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
教
科
書
に
は
Ａ
を
使
っ
た
表
記
は
な
い
。
 

Ａ
の
記
号
を
使
っ
て
実
際
に
指
導
を
し
て
い
な
い
と
問
題
の
読
み
取
り
が
で
き
な
い
こ
と
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
使
い
方
を
学
ば
せ
る
。
 

検
流
計
は
、
電
流
の
向
き
と
大
き
さ
を
調
べ
ら
れ
る
こ
と
を
一
度
に
指
導
す
る
の
で
は
な
く
、

電
流
の
向
き
を
調
べ
る
問
題
の
と
き
に
は
、
簡
易
検
流
計
の
針
が
動
い
た
向
き
が
電
流
の
向
き

で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
指
導
す
る
。
2
個
の
乾
電
池
を
使
っ
て
モ
ー
タ
ー
の
回
る
速
さ
や
豆
電
球

の
明
る
さ
が
変
わ
る
の
は
ど
う
し
て
か
を
調
べ
る
問
題
の
と
き
に
は
、
簡
易
検
流
計
で
電
流
の

大
き
さ
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
指
導
す
る
。
こ
の
よ
う
に
具
体
性
を
も
た
せ
て
指
導
し

て
い
く
よ
う
に
す
れ
ば
、
電
流
に
は
「
向
き
」
と
「
大
き
さ
」
が
あ
る
と
い
う
、
言
葉
の
定
着

も
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
際
、
安
全
指
導
に
つ
い
て
も
十
分
指
導
す
る
。
 

（
2）

実
験
を
通
し
て
一
人
ひ
と
り
に
学
ば
せ
る
。
 

全
て
の
児
童
に
簡
易
検
流
計
を
用
い
て
活
動
を
行
わ
せ
、
簡
易
検
流
計
の
用
い
方
に
習
熟
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
で

1
個
の
簡
易
検
流
計
を
使
い
、
一
人
ひ
と
り
が
回
路
を
作
り
、
電

流
の
向
き
や
大
き
さ
を
調
べ
る
活
動
を
行
う
こ
と
で
経
験
を
蓄
積
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
3）

IC
T
を
活
用
す
る
。
 

簡
易
検
流
計
の
使
い
方
の
指
導
に
は

IC
T
を
使
い
、
拡
大
し
て
映
し
出
す
こ
と
で
視
覚
的
に
分

か
り
や
す
く
す
る
。
ま
た
、
教
科
書
に
は
、
使
い
方
の
説
明
の
中
に
「
電
磁
石
（
5A
）
側
に
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
る
」
と
あ
る
が
、
電
磁
石
を
知
ら
な
い
第

4
学
年
の
児
童
に
は
混
乱
の
原
因
と
な

る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
指
導
す
る
と
き
に
は
、
電
流
の
単
位

A
を
示
し
て
、
結
果
の
ま
と
め
に

活
用
し
て
い
く
こ
と
で
電
流
の
単
位
や
大
き
さ
の
定
着
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

【
金
属
、
水
、
空
気
の
温
ま
り
方
を
調
べ
る
実
験
を
行
う
 
 
大
問

7（
2）

 
基
礎

B 
33
.2
％
】

 
 ■
 
分
析
 

金
属
、
水
、
空
気
の
温
ま
り
方
を
調
べ
る
実
験
方
法
と
結
果
と
し
て
観
察
す
る
も
の
に
つ
い
て
間

違
っ
て
い
る
も
の
を
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
る
設
問
で
あ
る
。
通
過
率
は
段
階
別
に
み
る
と
、
R1

が
11
.6
％
、
R2

が
18
.2
％
、
R3

が
38
.0
％
、
R4

が
47
.8
％
、
R5

が
42
.7
％
で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 
 

誤
答
類
型
を
み
る
と
、
ア
が

19
.2
％
、
イ
が
 
18
.9
％
、
エ
が
 
25
.3
％
で
あ
っ
た
。
正
答
ウ

以
外
を
選
ん
だ
児
童
の
つ
ま
ず
き
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

・
教
材
提
示
の
方
法
と
し
て
、
授
業
で
教
科
書
通
り
の
実
験
方
法
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
場
合
、

「
け
ず
り
ぶ
し
」「

示
温
テ
ー
プ
」「

ろ
う
」「

せ
ん
こ
う
の
け
む
り
」「

イ
ン
ス
タ
ン
ト
か
い
ろ
」

の
役
割
や
は
た
ら
き
を
、
児
童
が
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。
そ
の
た
め
、
知
ら
な
い

も
の
が
出
て
き
た
選
択
肢
を
誤
答
と
し
て
し
ま
う
。
 

・
問
題
文
は
「
実
験
方
法
の
説
明
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
問
わ
れ
て
い
る
の
は
選
択
肢
の
文
章
後
 

半
の
「
何
を
見
る
の
か
」
で
あ
る
。
問
題
文
を
読
む
際
に
、
そ
こ
ま
で
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
。
 

・
問
題
文
に
「
水
の
動
き
」「

水
の
あ
た
た
ま
る
順
番
」「

金
属
の
動
き
」「

空
気
の
動
き
」
と
い

う
言
葉
が
使
わ
れ
て
お
り
、「

動
き
」
か
「
順
番
」
か
を
問
う
て
い
る
が
、
そ
の
違
い
や
意
味

が
理
解
で
き
て
い
な
い
こ
と
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

教
科
書
ど
お
り
の
実
験
を
確
実
に
指
導
す
る
。
 

教
科
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
実
験
方
法
以
外
を
取
り
上
げ
る
際
に
は
、
教
科
書
の
教
材
や
実
験

方
法
に
つ
い
て
補
足
す
る
よ
う
に
す
る
。
実
際
に
複
数
の
実
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

に
は
、
別
の
実
験
方
法
も
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
て
お
く
。
 

（
2）

実
験
の
目
的
、
言
葉
の
理
解
を
徹
底
さ
せ
る
。
 

実
験
の
目
的
、
方
法
、
結
果
の
予
想
の
指
導
を
充
実
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
問
題
づ
く
り

を
丁
寧
に
行
い
自
分
の
予
想
を
書
か
せ
、「

何
の
た
め
に
何
を
調
べ
、
何
を
結
果
と
し
て
見
る
の

か
」（

実
験
方
法
）、
「
自
分
の
予
想
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
は
ず
か
」（

結
果
の
予

想
）
を
明
確
に
し
て
お
く
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
実
験
後
の
考
察
を
言
語
化
さ
せ
、
文
章
で
記

述
さ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
理
解
が
深
ま
る
と
考
え
る
。
 

（
3）

金
属
(固

体
)、

水
(液

体
)、

空
気
(気

体
)の

特
性
に
つ
い
て
指
導
す
る
。
 

こ
の
単
元
で
は
物
質
の
三
態
の
違
い
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、
水
と
空
気
は
そ
れ

自
体
が
形
を
変
え
て
動
く
の
で
上
か
ら
温
ま
る
が
、
金
属
は
動
か
な
い
の
で
熱
が
伝
わ
っ
て
温

ま
る
と
い
う
よ
う
に
、
物
質
の
特
性
と
温
ま
り
方
を
結
び
付
け
て
理
解
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。
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Ⅲ-3 理科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  中
学
校
第

1
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
趣
旨

内
容

形
式

自 然 事 象 へ の 関 心 ・ 意

欲 ・ 態 度

科 学 的 な 思 考 ・ 表 現

観 察 ・ 実 験 の 技 能

自 然 事 象 に つ い て の 知

識 ・ 理 解

エ ネ ル ギ ー

粒 子
生 命

地 球

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
植
物
の
体
内
の
水
な
ど
の
行
方
や
葉
で
で
ん
ぷ
ん
を
つ
く
る
働
き
を
推
論
し
な
が
ら
調
べ
、
植
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
に
つ
い
て
の
考
え
を
も
つ
。
葉
の
光
合
成
を
調
べ
る
実
験
に
つ
い
て
、
前
日
の
午
後
に
3
枚
の
葉
と
も
日
光
を
当
て
な
い
理
由
を
答
え
る
。

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
A

●
■

2
1
.0

2
.7

1
1
.7

2
1
.6

3
5
.3

5
9
.8

3
.6

1
8
.2

3
.2

1
.5

0
.0

0
.9

2
1

2
植
物
の
体
内
の
水
な
ど
の
行
方
や
葉
で
で
ん
ぷ
ん
を
つ
く
る
働
き
を
推
論
し
な
が
ら
調
べ
、
植
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
に
つ
い
て
の
考
え
を
も
つ
。
植
物
と
日
光
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
実
験
か
ら
、
わ
か
る
こ
と
を
選
ん
で
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

9
5
.3

7
3
.6

9
6
.0

9
8
.7

9
9
.8

1
0
0
.0

0
.9

7
.3

0
.3

0
.0

0
.0

0
.0

3
1

3
根
、
茎
及
び
葉
に
は
、
水
の
通
り
道
が
あ
り
、
根
か
ら
吸
い
上
げ
た
水
は
主
に
葉
か
ら
蒸
散
し
て
い
る
こ
と
。

染
色
し
た
水
の
通
り
道
を
表
し
た
図
か
ら
、
ホ
ウ
セ
ン
カ
の
く
き
の
横
と
縦
の
よ
う
す
を
あ
ら
わ
す
も
の
を
選
ん
で
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

6
0
.4

3
3
.2

4
8
.3

6
7
.7

7
6
.0

9
2
.5

0
.6

5
.5

0
.0

0
.2

0
.0

0
.0

4
2

1
体
内
に
酸
素
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
体
外
に
二
酸
化
炭
素
な
ど
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

吸
気
と
呼
気
の
酸
素
と
二
酸
化
炭
素
の
結
果
か
ら
、
人
の
呼
吸
に
つ
い
て
わ
か
る
こ
と
を
考
察
し
て
説
明
す
る
。

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
A

●
■

3
4
.1

6
.8

2
1
.1

3
2
.3

6
0
.7

8
2
.2

3
.2

1
7
.3

3
.2

0
.7

0
.2

0
.0

5
2

2
食
べ
物
は
、
口
、
胃
、
腸
な
ど
を
通
る
間
に
消
化
、
吸
収
さ
れ
、
吸
収
さ
れ
な
か
っ
た
物
は
排
出
さ
れ
る
こ
と
。
だ
液
の
実
験
で
４
０
℃
く
ら
い
の
湯
に
５
分
間
入
れ
て
お
く
理
由
に
つ
い
て
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

8
5
.6

4
2
.7

7
9
.8

9
6
.2

9
9
.3

1
0
0
.0

0
.4

4
.1

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

6
2

3
食
べ
物
は
、
口
、
胃
、
腸
な
ど
を
通
る
間
に
消
化
、
吸
収
さ
れ
、
吸
収
さ
れ
な
か
っ
た
物
は
排
出
さ
れ
る
こ
と
。
唾
液
の
は
た
ら
き
の
実
験
の
結
果
か
ら
、
唾
液
の
は
た
ら
き
で
正
し
い
も
の
を
選
び
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

7
2
.9

1
6
.8

5
9
.7

8
9
.5

9
4
.1

9
9
.1

0
.8

5
.9

0
.6

0
.0

0
.0

0
.0

7
2

4
血
液
は
、
心
臓
の
働
き
で
体
内
を
巡
り
、
養
分
、
酸
素
及
び
二
酸
化
炭
素
な
ど
を
運
ん
で
い
る
こ
と
。

体
を
め
ぐ
る
血
液
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
ま
ち
が
っ
て
い
る
も
の
を
選
び
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

6
5
.6

2
0
.9

5
2
.0

7
3
.9

9
2
.1

9
8
.1

0
.8

5
.0

0
.4

0
.3

0
.0

0
.0

8
3

1
土
地
は
、
礫
、
砂
、
粘
土
、
火
山
灰
及
び
岩
石
か
ら
で
き
て
お
り
、
層
を
つ
く
っ
て
広
が
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
。

ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
正
し
く
作
成
さ
れ
た
柱
状
図
を
選
び
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

6
8
.6

1
8
.6

5
4
.0

8
2
.7

9
1
.9

9
6
.3

1
.3

9
.1

0
.7

0
.2

0
.0

0
.0

9
3

2
土
地
は
、
礫
、
砂
、
粘
土
、
火
山
灰
及
び
岩
石
か
ら
で
き
て
お
り
、
層
を
つ
く
っ
て
広
が
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
。

砂
の
層
や
れ
き
と
砂
の
層
に
含
ま
れ
る
れ
き
や
砂
の
粒
が
丸
み
を
も
っ
て
い
る
理
由
を
選
び
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

9
0
.2

5
7
.7

8
8
.4

9
6
.8

9
8
.5

9
9
.1

0
.7

5
.5

0
.0

0
.0

0
.5

0
.0

1
0

3
3

地
層
は
、
流
れ
る
水
の
働
き
や
火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
で
き
、
化
石
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
。

地
層
の
モ
デ
ル
実
験
の
結
果
か
ら
、
実
際
の
れ
き
や
砂
や
ど
ろ
の
層
は
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
で
き
た
か
を
説
明
す
る
。

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
S

●
■

7
.2

0
.9

3
.1

7
.3

8
.9

4
0
.2

1
1
.8

4
0
.0

1
6
.1

4
.5

3
.2

0
.0

1
1

4
1

月
の
輝
い
て
い
る
側
に
太
陽
が
あ
る
こ
と
。
月
の
形
は
、
太
陽
と
月
の
位
置
関
係
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と
。

同
じ
時
刻
に
観
察
し
た
三
日
月
、
半
月
、
満
月
の
記
録
か
ら
、
観
察
し
た
の
は
い
つ
ご
ろ
か
を
選
び
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

4
4
.3

1
9
.1

3
1
.9

4
6
.8

6
4
.9

8
3
.2

1
.6

5
.9

1
.5

1
.2

0
.7

0
.0

1
2

4
2

月
の
輝
い
て
い
る
側
に
太
陽
が
あ
る
こ
と
。
月
の
形
は
、
太
陽
と
月
の
位
置
関
係
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と
。

光
と
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
人
間
の
モ
デ
ル
実
験
の
結
果
か
ら
実
際
の
月
の
満
ち
欠
け
を
正
し
い
も
の
を
選
ん
で
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

9
1
.1

5
7
.3

9
0
.2

9
7
.2

9
9
.8

9
9
.1

1
.1

8
.6

0
.6

0
.0

0
.0

0
.0

1
3

5
1

電
気
は
、
つ
く
り
だ
し
た
り
蓄
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

手
回
し
発
電
機
を
逆
方
向
に
回
し
た
時
の
、
豆
電
球
、
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
、
モ
ー
タ
ー
の
動
き
方
を
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

2
8
.1

8
.2

1
6
.7

2
7
.0

4
7
.9

7
3
.8

1
.3

9
.5

0
.9

0
.0

0
.0

0
.0

1
4

5
2

電
気
は
、
光
、
音
、
熱
な
ど
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

明
か
り
の
つ
い
て
い
た
時
間
の
デ
ー
タ
よ
り
、
豆
電
球
と
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
性
能
を
比
較
す
る
。

選
択

通
常

基
礎
B

●
●

■
8
1
.0

4
2
.3

7
5
.7

8
8
.5

9
5
.6

9
7
.2

1
.3

1
0
.5

0
.4

0
.0

0
.0

0
.0

1
5

6
1

石
灰
水
と
気
体
検
知
管
の
目
的
と
使
い
方
を
知
り
、
二
酸
化
炭
素
や
気
体
の
濃
度
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
の
が
燃
え
る
前
と
燃
え
た
後
の
二
酸
化
炭
素
の
変
化
を
調
べ
る
た
め
に
、
正
し
い
気
体
検
知
管
を
選
び
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

7
5
.0

2
9
.1

6
1
.2

8
9
.0

9
5
.8

1
0
0
.0

2
.0

1
2
.3

1
.8

0
.2

0
.0

0
.0

1
6

6
2

植
物
体
が
燃
え
る
と
き
に
は
、
空
気
中
の
酸
素
が
使
わ
れ
て
二
酸
化
炭
素
が
で
き
る
こ
と
。

複
数
の
実
験
の
結
果
か
ら
、
人
や
動
物
が
呼
吸
し
て
も
地
球
上
か
ら
酸
素
が
な
く
な
ら
な
い
理
由
を
説
明
す
る
。

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
A

●
■

7
7
.7

2
2
.7

7
1
.2

8
8
.7

9
6
.3

1
0
0
.0

6
.4

3
4
.5

6
.6

1
.3

0
.0

0
.0

1
7

7
1

水
溶
液
に
は
、
気
体
が
溶
け
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
。

炭
酸
水
に
二
酸
化
炭
素
が
溶
け
て
い
る
こ
と
を
調
べ
る
実
験
の
方
法
に
つ
い
て
、
正
し
い
も
の
を
選
び
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

8
7
.2

4
7
.7

8
3
.3

9
5
.5

9
9
.3

1
0
0
.0

1
.6

1
0
.9

1
.3

0
.0

0
.0

0
.0

1
8

7
2

水
溶
液
が
金
属
を
溶
か
す
、
金
属
が
塩
酸
に
溶
け
た
液
を
蒸
発
さ
せ
出
て
き
た
物
の
性
質
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

5
つ
の
水
溶
液
を
い
ろ
い
ろ
な
実
験
の
結
果
よ
り
推
論
し
て
特
定
す
る
。

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
A

●
■

4
8
.4

4
.5

2
6
.4

5
6
.1

8
5
.4

9
5
.3

1
1
.0

4
3
.2

1
5
.2

3
.3

0
.7

0
.0

1
9

7
3

い
ろ
い
ろ
な
水
溶
液
の
性
質
や
金
属
を
変
化
さ
せ
る
様
子
を
推
論
し
な
が
ら
調
べ
、
水
溶
液
の
性
質
や
働
き
に
つ
い
て
考
え
を
も
つ
。

塩
酸
に
溶
け
た
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
粉
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
選
び
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

5
4
.6

1
3
.2

3
1
.5

6
6
.7

8
7
.2

9
6
.3

2
.5

1
3
.6

2
.5

0
.5

0
.2

0
.0

2
0

7
4

い
ろ
い
ろ
な
水
溶
液
の
性
質
や
金
属
を
変
化
さ
せ
る
様
子
を
推
論
し
な
が
ら
調
べ
、
水
溶
液
の
性
質
や
働
き
に
つ
い
て
考
え
を
も
つ
。

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
の
な
べ
を
洗
う
時
に
ど
の
洗
剤
を
選
ぶ
と
よ
い
か
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
。

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
S

●
■

4
4
.1

1
.4

2
1
.5

5
4
.7

7
6
.3

9
5
.3

8
.9

2
7
.3

1
2
.6

4
.5

1
.5

0
.0

2
1

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
0

―
6
1
.6

2
6
.0

5
1
.2

6
8
.8

8
0
.2

9
0
.4

1
4

7
0
.0

7
1
.4

3
4
.3

6
2
.1

7
9
.7

8
8
.7

9
5
.3

6
3
0
.0

3
8
.7

6
.5

2
5
.8

4
3
.5

6
0
.5

7
8
.8

0
0
.0

1
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

7
3
5
.0

2
4
4
.8

1
1
.6

3
2
.9

4
9
.9

6
5
.5

8
1
.4

6
3
0
.0

3
7
8
.0

3
8
.1

6
9
.5

8
8
.0

9
3
.7

9
8
.0

8
4
0
.0

4
6
6
.5

3
1
.5

5
6
.5

7
3
.5

8
5
.0

9
3
.3

0
0
.0

5
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

2
1
0
.0

A
5
4
.6

2
5
.2

4
6
.2

5
7
.7

7
1
.7

8
5
.5

6
3
0
.0

B
6
4
.5

1
9
.8

4
9
.2

7
5
.1

9
0
.0

9
7
.8

7
3
5
.0

C
6
2
.1

2
8
.1

5
2
.7

6
8
.6

7
9
.6

9
0
.3

5
2
5
.0

D
6
0
.3

3
0
.7

5
3
.5

6
6
.2

7
2
.8

8
3
.6

0
0
.0

E
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

2
1
0
.0

4
2
0
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

7
3
5
.0

1
0
.9
%

3
3
.9
%

2
9
.8
%

2
0
.1
%

5
.3
%

7
3
5
.0

1
4

7
0
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

1
4

7
0
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由
記
述

解
答

通
常

完
答

複
合
条
件

レ
ベ
ル

活
用

S
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）

A

基
礎

B C

領
域
別

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球 00

校
種
・
学
年

中
学
校
第
1
学
年

全
体

基
礎
／
活
用
別

基
礎
B
・
C

出
題
範
囲

小
学
校
第
6
学
年

活
用
S
・
A

観
点
別

自
然
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

対
応
教
科
書

大
日
本
図
書

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

教
科
等

理
科

設
問

平
均
正
答
率
（
％
）

結
果

（
準
）
通
過
率
（
％
）

無
答
率
（
％
）

小 問

■
対
象
教
科
、
校
種
・
学
年
、
出
題
範
囲
、
対
応
教
科
書

■
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）
、
段
階
別
の
平
均
正
答
率
（
％
）

設
問
番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習
評
価
の
観
点

指
導
内
容
の
領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎
B
・
C

活
用
S
・
A

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
0
.9
%

3
3
.9
%

2
9
.8
%

2
0
.1
%

5
.3
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
月
の
満
ち
欠
け
に
関
わ
る
設
問
 
大
問

4（
1）

 
基
礎

C 
44
.3
％
】
 

 

■
 
分
析
 

月
が
観
察
・
記
録
さ
れ
た
時
間
帯
を
四
つ
か
ら
選
択
す
る
設
問
で
あ
る
。
通
過
率
は

R1
が

19
.1
％
、
R2

が
31
.9
％
、
R3

が
46
.8
％
、
R4

が
64
.9
％
、
R5

が
83
.2
％
で
あ
っ
た
。
 

■
 
考
察
 

月
の
満
ち
欠
け
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
月
が
太
陽
の
光
を
反
射
し
て
輝
い
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、

そ
の
上
で
太
陽
・
月
・
地
球
の
位
置
の
変
化
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

本
設
問
の

3
つ
の
観
察
記
録
は
、
ど
れ
も
夕
方
（
日
の
入
り
の
頃
）
の
記
録
を
表
し
て
い
る
。
誤
答

は
、
エ
（
真
夜
中
）
が

22
.4
％
、
ア
（
日
の
出
の
こ
ろ
）
が

19
.2
％
、
イ
（
正
午
）
が

12
.8
％
で

あ
っ
た
。
正
答
以
外
を
選
ん
だ
生
徒
の
つ
ま
ず
き
に
は
、
以
下
の
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

・
月
を
観
察
す
る
学
習
体
験
を
十
分
積
ん
で
い
な
い
こ
と
。
 

・
モ
デ
ル
実
験
を
通
し
て
月
の
位
置
と
太
陽
の
位
置
と
の
関
係
が
理
解
で
き
て
い
な
い
こ
と
。
 

・
月
の
観
察
経
験
と
モ
デ
ル
実
験
の
結
果
が
結
び
付
い
て
い
な
い
こ
と
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）

月
の
観
察
の
機
会
を
確
保
す
る
。
 

教
科
書
で
は
、
午
前
中
に
見
え
る
月
の
形
、
位
置
（
方
位
、
高
さ
）、

太
陽
の
位
置
を
観
察
す

る
。
1
学
期
中
に
十
分
に
観
察
指
導
を
し
た
う
え
で
、
夏
休
み
な
ど
に
課
外
で
の
学
習
や
家
庭
学

習
を
通
し
て
、
朝
の
月
、
夜
の
月
を
実
際
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
課
外
で

の
観
察
学
習
を
行
う
場
合
は
、
大
人
の
付
き
添
い
を
得
て
、
安
全
を
確
保
す
る
よ
う
に
す
る
。
 

（
2）

モ
デ
ル
実
験
を
児
童
一
人
ひ
と
り
に
操
作
・
実
感
さ
せ
る
。
 

ボ
ー
ル
な
ど
を
用
い
た
モ
デ
ル
実
験
を
行
う
。
モ
デ
ル
実
験
に
お
い
て
は
教
師
が
一
方
的
に
演

示
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
ボ
ー
ル
を
操
作
し
な
が
ら
実
験
す
る
。
特
に
太
陽

（
ラ
イ
ト
）、

地
球
（
自
分
）、

月
（
ボ
ー
ル
）
の
位
置
関
係
を
意
識
さ
せ
る
。
そ
の
際
、
カ
メ

ラ
や
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ボ
ー
ド
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
月
と
太
陽
と
の
位
置
関
係
と
月
の

見
え
方
の
関
係
を
整
理
さ
せ
、
野
外
で
の
月
の
観
察
結
果
と
、
太
陽
と
月
の
位
置
関
係
を
結
び

付
け
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 

（
3）

理
科
に
お
け
る
見
方
・
考
え
方
を
育
成
す
る
指
導
を
行
う
。
 

 
 
 
同
じ
時
刻
に
観
察
す
る
こ
と
な
ど
、
児
童
に
と
っ
て
考
え
る
の
が
苦
手
な
項
目
が
多
い
問
題
で

あ
る
。
状
況
や
そ
の
も
っ
て
い
る
意
味
を
十
分
に
理
解
さ
せ
た
う
え
で
の
指
導
が
必
要
で
あ
る
。

 
（
4）

出
前
授
業
（
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
）
と
連
携
す
る
。
 

小
学
校
第

6
学
年
の
理
科
出
前
授
業
に
お
い
て
は
、
月
の
形
の
変
化
や
三
日
月
か
ら
半
月
、
満

月
の
見
え
る
位
置
の
変
化
を
観
察
す
る
。
こ
れ
ら
の
学
習
を
単
元
の
学
習
と
関
連
付
け
る
こ
と

で
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

【
塩
酸
に
溶
け
た
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
粉
の
変
化
に
関
わ
る
設
問
 
大
問

7（
3）

 
基
礎

C 
54
.6
％
】
 

 ■
 
分
析
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
粉
が
溶
け
た
塩
酸
の
上
澄
み
液
を
加
熱
し
て
出
て
き
た
粉
に
関
す
る
設
問
で
あ

る
。
通
過
率
は
段
階
別
に
み
る
と
、
R1

が
13
.2
％
、
R2

が
31
.5
％
、
R3

が
66
.7
％
、
R4

が
87
.2
％
、

R5
が

96
.3
％
で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

誤
答
類
型
を
み
る
と
、
そ
の
他
の
誤
答
が

33
.0
％
、
溶
質
の
み
正
解
の
誤
答
が

10
.6
%、

溶
か
し

た
時
の
変
化
の
み
の
正
解
の
誤
答
が

4.
9％

で
あ
る
。
本
設
問
に
お
い
て
は
、
水
溶
液
の
性
質
や
金

属
が
変
化
す
る
様
子
を
推
論
し
な
が
ら
水
溶
液
に
金
属
が
溶
け
る
と
き
の
特
徴
つ
い
て
、
小
学
校
第

6
学
年
で
の
学
習
内
容
が
十
分
把
握
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）

児
童
の
思
考
を
大
切
に
し
た
問
題
解
決
を
行
う
。
 

こ
の
実
験
は
、
塩
酸
に
金
属
を
入
れ
た
と
き
の
変
化
を
調
べ
る
実
験
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、
物

を
水
に
入
れ
て
見
え
な
く
な
っ
た
状
態
を
「
溶
け
た
」
と
捉
え
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
化
学
変

化
を
扱
う
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
は
、
水
溶
液
が
ガ
ラ
ス
瓶
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
酸
性

雨
に
よ
る
銅
像
等
の
変
化
を
取
り
上
げ
る
な
ど
し
て
、
金
属
が
水
溶
液
に
溶
け
る
だ
ろ
う
か
と

い
う
問
題
意
識
を
も
た
せ
る
。
そ
し
て
、「

塩
酸
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
溶
け
る
の
か
」
と
い
う
第

一
の
問
題
解
決
か
ら
、「

溶
け
た
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
ど
う
な
っ
た
の
か
」
と
い
う
第
二
の
問
題
解

決
に
丁
寧
に
学
習
を
進
め
て
い
く
。
そ
の
際
、
自
分
の
予
想
を
明
確
に
さ
せ
て
、
そ
れ
を
確
か

め
る
た
め
の
実
験
方
法
を
考
え
さ
せ
、
児
童
の
思
考
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
く
。
 

（
2）

結
果
予
想
を
確
認
す
る
。
 

 
 
 
「
も
と
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
は
別
の
も
の
に
な
っ
た
」
と
い
う
塩
酸
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
反
応

は
、
小
学
校
の
学
習
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
知
識
と
し
て
定
着
し
な

い
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
実
験
前
に
「
自
分
の
予
想
な
ら
ば
、

こ
の
実
験
方
法
で
こ
ん
な
結
果
に
な
る
は
ず
だ
」
と
い
う
結
果
予
想
を
明
確
に
さ
せ
る
。
な
ん
の

た
め
に
そ
の
実
験
に
取
り
組
み
、
何
を
観
察
す
る
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
主
体
的
に
実
験
に

取
り
組
み
、
結
果
か
ら
問
題
に
対
応
し
た
考
察
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
 

（
3）

多
様
な
実
験
を
行
う
。
 

 
 
 
教
科
書
に
は
「
や
っ
て
み
よ
う
」
と
し
て
、
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
や
鉄
を
入

れ
る
実
験
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
で
も
、
ビ
ー
カ
ー
に
か
ぶ
せ
た
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に
塩

酸
を
垂
ら
し
穴
が
開
く
様
子
を
観
察
さ
せ
た
り
、
銅
な
ど
の
他
の
金
属
で
も
実
験
し
た
り
し
て
、

水
溶
液
と
金
属
の
変
化
に
つ
い
て
の
概
念
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
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Ⅲ-3 理科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  中
学
校
第

2
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
趣
旨

内
容

形
式

自 然 事 象 へ の 関 心 ・ 意

欲 ・ 態 度

科 学 的 な 思 考 ・ 表 現

観 察 ・ 実 験 の 技 能

自 然 事 象 に つ い て の 知

識 ・ 理 解

エ ネ ル ギ ー

粒 子
生 命

地 球

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
生
物
の
観
察
と
の
関
連
で
観
察
器
具
の
操
作
な
ど
の
技
能
を
身
に
つ
け
る
。

顕
微
鏡
の
使
い
方
に
つ
い
て
、
真
横
か
ら
見
な
が
ら
近
づ
け
、
接
眼
レ
ン
ズ
を
見
な
が
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
を
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

6
5
.5

3
0
.4

5
9
.8

7
7
.4

9
1
.9

9
8
.8

1
.0

5
.3

0
.3

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
植
物
と
光
合
成
に
つ
い
て
、
実
験
結
果
と
関
連
付
け
て
と
ら
え
る
。

光
合
成
と
二
酸
化
炭
素
に
つ
い
て
、
B
T
B
溶
液
を
使
っ
た
実
験
の
方
法
に
つ
い
て
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

8
6
.3

5
4
.7

8
8
.0

9
5
.4

9
8
.5

1
0
0
.0

1
.5

8
.2

0
.3

0
.0

0
.0

0
.0

3
1

3
植
物
と
呼
吸
に
つ
い
て
、
実
験
結
果
と
関
連
付
け
て
と
ら
え
る
。

植
物
の
呼
吸
で
出
入
り
す
る
気
体
に
つ
い
て
、
石
灰
水
を
使
っ
た
実
験
の
結
果
か
ら
考
察
す
る
。

選
択

通
常

活
用
A

●
■

6
6
.8

1
2
.0

6
5
.2

8
5
.0

9
4
.6

9
7
.6

9
.5

3
9
.8

7
.2

0
.0

0
.0

0
.0

4
2

1
シ
ダ
植
物
と
コ
ケ
植
物
に
つ
い
て
、
種
子
植
物
と
の
違
い
に
着
目
し
て
と
ら
え
る
。

染
色
し
た
根
茎
葉
の
観
察
を
基
に
、
道
管
・
師
管
の
役
割
及
び
維
管
束
の
並
び
方
に
つ
い
て
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

3
6
.4

1
3
.5

2
9
.3

4
2
.9

5
6
.2

9
0
.2

2
.4

1
0
.5

1
.4

0
.2

0
.0

0
.0

5
2

2
植
物
の
維
管
束
に
つ
い
て
、
観
察
の
結
果
と
関
連
付
け
て
と
ら
え
る
。

種
子
を
つ
く
ら
な
い
植
物
の
仲
間
と
し
て
、
シ
ダ
植
物
と
コ
ケ
植
物
の
胞
子
、
維
管
束
、
葉
茎
根
な
ど
の
共
通
点
と
差
異
点
を
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

5
9
.9

2
0
.2

5
2
.5

7
6
.0

8
7
.3

9
6
.3

2
.9

1
4
.6

1
.0

0
.0

0
.0

0
.0

6
2

3
植
物
と
水
に
つ
い
て
、
実
験
結
果
と
関
連
付
け
て
と
ら
え
る
。

植
物
の
蒸
散
と
吸
水
の
関
係
に
つ
い
て
実
験
の
結
果
を
も
と
に
説
明
す
る
。

選
択

通
常

基
礎
B

●
●

■
3
1
.9

6
.1

1
6
.0

4
1
.5

7
2
.3

9
2
.7

2
3
.7

6
2
.0

2
8
.6

6
.9

2
.7

0
.0

7
3

1
火
山
の
形
、
活
動
の
様
子
に
つ
い
て
、
マ
グ
マ
の
粘
性
と
関
連
付
け
な
が
ら
と
ら
え
る
。

火
山
の
形
、
溶
岩
の
色
、
噴
火
の
様
子
に
つ
い
て
、
マ
グ
マ
の
ね
ば
り
け
な
ど
の
性
質
と
関
連
付
け
て
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
1
.7

4
6
.2

8
2
.2

9
2
.2

9
8
.5

9
8
.8

1
.8

1
0
.5

0
.1

0
.0

0
.0

0
.0

8
3

2
地
震
の
大
き
さ
や
伝
わ
り
方
の
規
則
性
を
と
ら
え
る
。

震
源
か
ら
の
距
離
と
地
震
に
つ
い
て
、
P
波
と
S
波
の
特
徴
と
関
連
付
け
、
主
要
動
、
初
期
微
動
継
続
時
間
の
言
葉
を
使
っ
て
説
明
す
る
。

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
A

●
■

3
9
.2

2
.6

1
8
.5

5
7
.4

9
0
.4

9
7
.6

3
3
.0

6
9
.9

4
4
.4

1
4
.3

1
.9

0
.0

9
4

1
地
層
を
構
成
す
る
堆
積
岩
の
特
徴
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
場
所
で
堆
積
し
た
か
と
ら
え
る
。

れ
き
岩
、
砂
岩
、
泥
岩
と
石
灰
岩
と
チ
ャ
ー
ト
の
特
徴
か
ら
、
石
灰
岩
が
ど
の
よ
う
な
場
所
で
堆
積
し
た
か
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

6
9
.5

3
4
.2

6
6
.0

8
2
.5

9
0
.4

9
3
.9

2
.3

1
1
.7

0
.8

0
.0

0
.0

0
.0

1
0

4
2

示
相
化
石
や
示
準
化
石
か
ら
過
去
の
環
境
や
地
質
年
代
を
推
定
す
る
。

凝
灰
岩
の
層
に
挟
ま
れ
た
ピ
カ
リ
ヤ
（
示
準
化
石
）
か
ら
当
時
起
こ
っ
た
こ
と
と
地
質
年
代
を
説
明
す
る
。

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
A

●
■

3
7
.0

3
.8

2
4
.5

5
0
.4

7
1
.9

9
0
.2

4
2
.6

7
3
.1

5
1
.7

2
9
.5

1
5
.4

6
.1

1
1

5
1

光
が
水
や
ガ
ラ
ス
な
ど
の
物
質
の
境
界
面
で
反
射
、
屈
折
す
る
と
き
の
規
則
性
に
つ
い
て
と
ら
え
る
。

半
円
形
ガ
ラ
ズ
を
通
り
ぬ
け
る
光
の
道
筋
を
調
べ
、
光
の
屈
折
に
つ
い
て
作
図
し
て
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

5
2
.1

2
1
.3

4
5
.4

5
9
.0

8
3
.8

9
5
.1

6
.4

2
8
.9

3
.5

0
.5

0
.4

0
.0

1
2

5
2

凸
レ
ン
ズ
の
働
き
に
つ
い
て
、
物
体
の
位
置
と
像
の
位
置
及
び
像
の
大
き
さ
の
関
係
を
と
ら
え
る
。

花
び
ん
を
通
し
て
向
こ
う
に
あ
る
物
体
を
見
る
と
上
下
左
右
が
反
対
に
見
え
る
理
由
を
答
え
る
。

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
S

●
■

3
.0

0
.0

1
.0

3
.7

5
.0

2
2
.0

2
3
.5

5
0
.6

2
7
.7

1
2
.4

6
.5

2
.4

1
3

5
3

音
は
も
の
が
振
動
す
る
に
よ
っ
て
生
じ
、
音
の
高
さ
や
大
き
さ
と
発
音
体
の
振
動
の
仕
方
の
関
係
を
と
ら
え
る
。
オ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ
等
の
波
形
か
ら
最
も
高
い
音
を
示
す
波
形
と
最
も
大
き
い
音
を
示
す
波
形
を
す
べ
て
選
び
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

2
9
.7

4
.1

1
2
.6

3
8
.7

7
3
.5

9
5
.1

2
.8

1
4
.3

0
.9

0
.2

0
.0

0
.0

1
4

6
1

重
さ
（
物
体
に
働
く
重
力
の
お
お
き
さ
）
と
質
量
（
場
所
に
よ
っ
て
変
わ
ら
な
い
量
）
の
違
い
に
つ
い
て
と
ら
え
る
。

地
球
上
と
月
面
上
の
重
力
と
質
量
の
違
い
に
つ
い
て
、
ば
ね
の
伸
び
を
測
定
し
た
値
と
上
皿
て
ん
び
ん
の
図
か
ら
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

7
5
.7

2
7
.5

7
3
.4

9
3
.5

9
9
.6

1
0
0
.0

3
.5

1
7
.8

1
.2

0
.0

0
.0

0
.0

1
5

6
2

水
圧
や
大
気
圧
の
実
験
を
行
い
、
結
果
を
水
と
空
気
の
重
さ
と
関
連
付
け
て
と
ら
え
る
。

水
中
に
沈
め
る
物
体
の
深
さ
と
ば
ね
ば
か
り
の
伸
び
の
結
果
か
ら
、
浮
力
と
水
中
に
あ
る
部
分
の
体
積
の
関
係
を
説
明
す
る
。

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
A

●
■

2
4
.4

2
.3

8
.2

2
9
.7

6
9
.2

9
0
.2

2
7
.3

6
2
.6

3
4
.8

1
1
.1

2
.3

1
.2

1
6

7
1

身
の
回
り
の
物
質
に
つ
い
て
密
度
や
加
熱
し
た
と
き
の
変
化
な
ど
固
有
の
性
質
が
あ
る
。

い
ろ
い
ろ
な
物
質
の
体
積
と
質
量
の
デ
ー
タ
か
ら
密
度
を
求
め
、
そ
の
物
質
を
特
定
し
て
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

6
9
.4

1
7
.0

6
0
.9

9
4
.5

9
9
.2

1
0
0
.0

1
3
.6

4
6
.5

1
3
.9

1
.4

0
.0

0
.0

1
7

7
2

加
熱
器
具
と
し
て
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
の
目
的
、
構
造
、
使
い
方
を
知
り
、
操
作
で
き
る
。

ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
に
火
を
つ
け
て
炎
を
調
節
す
る
と
き
の
、
正
し
い
操
作
の
手
順
を
答
え
る
。

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

6
6
.6

3
1
.0

6
2
.0

8
0
.4

8
7
.7

9
6
.3

2
.9

1
2
.6

1
.8

0
.2

0
.0

0
.0

1
8

7
3

気
体
を
発
生
さ
せ
る
方
法
、
気
体
の
捕
集
法
な
ど
の
技
能
を
身
に
つ
け
る
。

水
上
置
換
法
・
上
方
置
換
法
・
下
方
置
換
法
に
つ
い
て
、
水
へ
の
溶
け
や
す
さ
と
密
度
の
大
き
さ
か
ら
適
切
な
も
の
を
選
ぶ
。

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

5
1
.2

1
5
.5

4
0
.4

6
5
.0

8
6
.2

9
6
.3

6
.1

2
4
.3

4
.9

0
.2

0
.4

0
.0

1
9

8
1

水
溶
液
か
ら
溶
質
を
取
り
だ
す
こ
と
に
つ
い
て
溶
解
度
曲
線
と
関
連
付
け
て
と
ら
え
る
。

8
0
℃
の
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
の
飽
和
水
溶
液
を
2
0
℃
に
冷
や
す
と
何
ｇ
が
再
結
晶
し
て
出
て
く
る
か
、
溶
解
度
曲
線
を
も
と
に
答
え
る
。

自
由
記
述
複
合
条
件

基
礎
B

●
■

3
4
.9

0
.0

1
0
.4

5
8
.0

8
3
.5

9
6
.3

1
6
.5

4
4
.7

2
0
.3

3
.9

0
.8

0
.0

2
0

8
2

状
態
変
化
に
よ
っ
て
物
質
の
体
積
は
変
化
す
る
が
質
量
は
変
化
し
な
い
こ
と
を
と
ら
え
る
。

液
体
の
エ
タ
ノ
ー
ル
に
固
体
の
エ
タ
ノ
ー
ル
を
入
れ
る
と
ど
う
な
る
か
、
実
験
の
結
果
を
質
量
、
体
積
の
言
葉
を
使
っ
て
説
明
す
る
。
自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
S

●
■

1
1
.8

0
.6

2
.5

1
1
.1

3
2
.3

8
5
.4

3
3
.4

6
8
.7

4
1
.1

1
8
.9

6
.2

1
.2

2
1

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
0

―
4
9
.6

1
7
.1

4
0
.9

6
1
.7

7
8
.6

9
1
.6

1
4

7
0
.0

5
7
.9

2
3
.0

4
9
.9

7
1
.2

8
6
.3

9
6
.4

6
3
0
.0

3
0
.4

3
.6

2
0
.0

3
9
.5

6
0
.6

8
0
.5

0
0
.0

1
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

7
3
5
.0

2
3
0
.6

3
.9

1
9
.4

3
9
.8

6
2
.3

8
2
.2

6
3
0
.0

3
5
9
.4

2
5
.5

5
1
.0

7
2
.5

8
8
.6

9
7
.2

8
4
0
.0

4
5
6
.8

2
1
.1

4
9
.1

7
0
.2

8
4
.6

9
5
.9

0
0
.0

5
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

5
2
5
.0

A
3
7
.0

1
1
.1

2
8
.2

4
4
.9

6
6
.2

8
0
.5

5
2
5
.0

B
4
6
.8

1
2
.8

3
5
.2

6
1
.8

7
7
.8

9
4
.9

6
3
0
.0

C
5
7
.8

2
2
.8

5
1
.8

6
9
.7

8
3
.5

9
5
.9

4
2
0
.0

D
5
6
.9

2
1
.7

4
7
.8

7
0
.6

8
7
.8

9
5
.1

0
0
.0

E
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

2
1
0
.0

4
2
0
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

7
3
5
.0

1
6
.9
%

3
8
.1
%

2
8
.0
%

1
2
.9
%

4
.1
%

7
3
5
.0

1
4

7
0
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

1
4

7
0
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由
記
述

解
答

通
常

完
答

複
合
条
件

レ
ベ
ル

活
用

S
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）

A

基
礎

B C

領
域
別

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球 00

校
種
・
学
年

中
学
校
第
2
学
年

全
体

基
礎
／
活
用
別

基
礎
B
・
C

出
題
範
囲

中
学
校
第
1
学
年

活
用
S
・
A

観
点
別

自
然
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

対
応
教
科
書

東
京
書
籍

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

教
科
等

理
科

設
問

平
均
正
答
率
（
％
）

結
果

（
準
）
通
過
率
（
％
）

無
答
率
（
％
）

小 問

■
対
象
教
科
、
校
種
・
学
年
、
出
題
範
囲
、
対
応
教
科
書

■
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）
、
段
階
別
の
平
均
正
答
率
（
％
）

設
問
番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習
評
価
の
観
点

指
導
内
容
の
領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎
B
・
C

活
用
S
・
A

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
6
.9
%

3
8
.1
%

2
8
.0
%

1
2
.9
%

4
.1
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
植
物
と
水
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
設
問
 
大
問

2-
3 

基
礎

B 
31
.9
％
】
 

 

■
 
分
析
 

植
物
の
蒸
散
と
吸
水
の
関
係
に
つ
い
て
実
験
の
結
果
を
基
に
説
明
す
る
、
科
学
的
な
思
考
・
表
現
、

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
の
設
問
で
あ
る
。
通
過
率
は

R1
が

6.
1％

、
R2

が
16
.0
％
、

R3
が

41
.5
％
、
R4

が
72
.3
％
、
R5

が
92
.7
％
で
あ
っ
た
。
無
答
率
は

23
.7
％
で
あ
る
。
 

 ■
 
考
察
 

蒸
散
は
、
植
物
内
の
水
が
水
蒸
気
と
な
っ
て
植
物
か
ら
出
て
い
く
現
象
を
表
す
。
 

蒸
散
の
目
的
は
三
つ
あ
る
。
①
根
か
ら
の
吸
収
を
促
進
さ
せ
る
、
②
水
分
量
の
調
節
、
③
体
温
の

調
節
で
あ
る
。
 

本
設
問
の
誤
答
類
型
を
み
る
と
、
無
答
が

27
.9
％
､そ

の
他
の
答
え
が

22
.9
％
と
、
蒸
散
の
目
的

を
明
確
に
、
過
不
足
な
く
説
明
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
正
答
以
外
を
書
い
た
生
徒
の
つ

ま
ず
き
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

・
蒸
散
が
気
孔
で

1
日
中
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
。
 

・
気
孔
が
主
に
葉
の
裏
に
多
く
存
在
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
 

・
蒸
散
の
目
的

3
点
を
、
し
っ
か
り
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）

気
孔
の
つ
く
り
を
理
解
す
る
。
 

気
孔
の
観
察
実
験
を
行
う
際
、
葉
の
裏
だ
け
で
な
く
表
も
観
察
し
気
孔
が
葉
の
裏
に
多
く
存
在

す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。（

比
較
し
、
そ
の
わ
け
を
考
え
、
そ
の
働
き
に
気
付
く
）

 
蒸
散
の
時
に
、
必
ず
気
孔
の
構
造
と
開
閉
に
つ
い
て
扱
う
。

 
気
孔
は
、
三
日
月
型
で
あ
る
二
つ
の
孔
辺
細
胞
で
囲
ま
れ
た
隙
間
を
さ
し
、
一
般
的
に
は
葉
の

裏
側
に
多
く
分
布
し
て
お
り
、
昼
は
開
い
て
お
り
、
夜
は
閉
じ
て
い
る
。
呼
吸
で
使
う
た
め
ず

っ
と
閉
じ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
開
閉
は
、
孔
辺
細
胞
の
形
が
変
化
す
る
こ
と
で
行

わ
れ
る
が
、
こ
の
仕
組
み
は
詳
細
に
扱
う
必
要
は
な
い
。

 
細
胞
壁
の
厚
さ
が
均
一
で
は
な
い
か
ら
起
こ
る
、
と
伝
え
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
。
 

（
2）

蒸
散
に
よ
り
水
分
の
吸
収
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。
 

蒸
散
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
水
分
の
吸
収
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
ス
ト
ロ
ー
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
と
分
か
り
や
す
い
。
吸
う
こ
と
で
下
か
ら
飲
み
物
を
“
持
ち
上
げ
る
”
こ
と
が

で
き
る
。
蒸
散
と
吸
水
、
呼
吸
な
ど
、
植
物
の
行
う
は
た
ら
き
は
関
連
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ

と
を
定
着
さ
せ
る
た
め
、
系
統
的
な
つ
な
が
り
を
も
っ
た
学
習
が
不
可
欠
で
あ
る
。

 
（
3）

水
分
量
の
調
節
は
ト
イ
レ
、
体
温
の
調
節
は
汗
を
か
く
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
生
徒
に
感
じ
て
も

ら
え
る
と
、
理
解
し
や
す
い
。
 

【
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
水
溶
液
の
析
出
と
溶
解
度
曲
線
の
設
問
 
大
問

8-
1 

基
礎

B 
34
.9
％
】
 

 ■
 
分
析
 

80
℃
の
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
の
飽
和
水
溶
液
を

20
℃
に
冷
や
す
と
何

g
が
析
出
し
て
出
て
く
る
か
を
、

溶
解
度
曲
線
を
基
に
考
察
し
答
え
る
、
観
察
・
実
験
の
技
能
に
つ
い
て
の
設
問
で
あ
る
。
通
過
率
は

段
階
別
に
み
る
と
、
R1

が
0.
0％

、
R2

が
10
.4
％
、
R3

が
58
.0
％
、
R4

が
83
.5
％
、
R5

が
96
.3
％

で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

誤
答
類
型
を
み
る
と
、
無
答
が

20
.8
％
、
そ
の
他
の
誤
答
が

47
.8
％
で
あ
る
。
溶
解
度
に
お
け

る
計
算
で
は
、
変
化
前
の
溶
質
の
量
を
求
め
て
か
ら
変
化
後
の
溶
質
の
量
と
の
差
を
求
め
る
の
が
定

石
で
あ
る
。
ま
た
、
溶
解
度
で
は
、
水
（
溶
媒
）
の
量
と
溶
け
る
物
（
溶
質
）
の
量
は
比
例
し
て
い

る
。
比
例
式
の
解
き
方
、
質
量
パ
ー
セ
ン
ト
濃
度
の
学
習
に
お
け
る
計
算
方
法
な
ど
が
つ
ま
ず
き
の

原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）

溶
解
度
で
は
、
水
（
溶
媒
）
の
量
と
溶
け
る
溶
質
の
量
は
比
例
す
る
。
こ
れ
は
、
重
要
な
事
柄

な
の
で
必
ず
覚
さ
せ
た
い
。
溶
解
度
に
お
け
る
計
算
で
は
、
変
化
前
の
溶
質
の
量
を
求
め
て
か

ら
、
変
化
後
の
溶
質
の
量
を
と
の
差
を
求
め
る
の
が
定
石
で
あ
る
。
溶
解
度
の
分
野
で
は
、
溶

解
度
曲
線
の
学
習
・
習
得
が
欠
か
せ
な
い
。
 

（
2）

中
学
校
で
は
、
溶
媒
を
水
に
限
定
し
た
水
溶
液
を
詳
し
く
学
習
す
る
ほ
う
が
、
高
校
の
化
学
の

学
習
へ
と
つ
な
げ
や
す
い
。
ま
た
、
水
溶
液
、
イ
オ
ン
、
酸
と
ア
ル
カ
リ
の
関
係
が
明
確
に
な

り
、
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
み
え
て
く
る
。
 

（
3）

生
徒
は
日
常
生
活
で
、
砂
糖
や
食
塩
と
い
っ
た
物
質
が
高
い
温
度
の
水
に
溶
け
や
す
い
こ
と
や
、

水
の
量
を
増
や
せ
ば
溶
け
や
す
い
こ
と
を
体
験
し
て
い
る
が
、
溶
け
る
量
ま
で
着
目
す
る
こ
と

は
少
な
い
。
ま
た
、
物
質
は
溶
け
て
し
ま
え
ば
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
な
く
な
っ
て
し
ま

う
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
溶
解
度
を
分
か
り
づ
ら
く
さ
せ
て
い
る
要
因

と
思
わ
れ
る
。
溶
解
度
に
つ
い
て
は
、
そ
の
求
め
方
や
実
験
方
法
が
教
科
書
に
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
、
授
業
の
中
で
溶
解
度
を
実
際
に
測
定
し
た
り
、
溶
解
度
曲
線
を
作
成
し

た
り
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
溶
解
度
の
理
解
を
難
し
く

し
て
き
た
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
溶
解
度
の
理
解
を
深
め
る
に
は
、

溶
解
現
象
を
観
測
し
、
実
験
で
デ
ー
タ
を
得
て
、
さ
ら
に
グ
ラ
フ
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
比
例
式
を
解
く
な
ど
、「

数
学
の
力
」
が
大
切
に
な
る
。
質
量
パ
ー
セ
ン
ト
濃
度
や
比
例

式
の
求
め
方
を
理
科
の
授
業
で

3
時
間
以
上
使
う
よ
り
は
、
数
学
科
と
の
連
携
を
図
り
、
教
科

間
で
協
働
し
て
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
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４ 総括：新学習指導要領を踏まえた一貫性のある理科教育     
 

○各校種・学年の考察においては、本調査の目的の一つである「特定の内容でのつまずき、

学び残しの解消を重点とする」という考えの下、基礎的・基本的な知識及び技能（設問

レベル C・B）を趣旨とする設問を取り上げ、改善方策をまとめてある。 

◯一方、知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等の

（主として設問レベル A・S）の育成に当たっては、第一に、新学習指導要領の全面実

施を見据え、知識・技能を「生きて働く力」として捉え十分な習得を図る。そのうえで

問題解決のための資質・能力として「未知の状況にも対処できる」思考力・判断力・表

現力等の育成、ひいては「学びを人生や社会に生かそうとする」学びに向かう力・人間

性等の涵養を期すため、これらの【系統性】を構造的に理解する必要がある。 

○また、これらの資質や能力の育成を図るためには、校種を超えた【連携と協働】の下、

系統性に基づき、主体的な問題解決活動の【連続性】を確保していくことが必要である。

本調査では、以上のことを踏まえつつ、下表に基づき、各学年で中心的に育成すべき問

題解決の能力の【系統性】を「科学的な思考・表現の系統」（pp.86,87）で問うことに

した。つまり本調査の結果は、新学習指導要領に向けた課題や指導の方向性、子ども自

身の学びの在り方を、分析・検討し、明らかにするものでもある。 

 

表 新学習指導要領が示す問題解決のための資質・能力（思考力・判断力・表現力）の系統性 

小学校 中学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 第１学年 第 2 学年 第 3 学年 

○エネルギー領域   /   ○粒子領域   /     ○生命領域    /    ○地球領域 

(→量的・関係的視点) (→質的・実態的視点) (→多様性・共通性の視点) (→時間的・空間的視点) 

差 異 点 や 共

通 点 を 比 較
し て 調 べ 問
題 を 見 い だ

す力 

既 習 内 容 や

生 活 経 験 を
関 係 付 け 予
想 を 考 え る

力 

予 想 を 基 に

条 件 に 目 を
向 け 解 決 の
方 法 を 考 え

る力 

多 面 的 に 考

え 推 論 し よ
り 妥 当 な 考
え 方 を つ く

り出す力 

自 然 の 事 象

に 進 ん で 関
わ り 問 題 を
見いだす力 

解 決 の 方 法

を 立 案 し 結
果 を 分 析 ・
解 釈 し て 解

決する力 

自 ら の 探 究

の 過 程 を 振
り 返 り 科 学
的 に 探 究 す

る力 

 

○平成 29 年度調査の結果においては、学年進行に伴い全体の正答率が低下するとともに、

学力段階ごとの分布も広がる傾向がみられた。領域を考慮すると、特に、エネルギー・

粒子領域において知識・技能の習得の徹底と蓄積に課題を残す。生命・地球領域では活

用・探究のための意欲につなげるべく体験の場を工夫し、児童・生徒の日常生活と理科

の学びの場を接続していくように指導の工夫をしていくことが必要である。 

○問題解決の活動を通して育成すべき資質・能力は、比較から始まり推論を経て分析・解

釈に至る。しかし、あくまでも出発点は日常生活の中での児童・生徒の興味・関心を引

く出来事にある。これらの事象に目を向け学びの場が設けられるよう、豊かな人の関わ

りと学びの関係づくりを進めていくことが重要である。そこで、学年に応じた児童・生

徒の観察や実験の具体的な体験を素地にして、モデル実験・ICT の活用などを通じ習

得・活用・探究を繰り返す中で、主体的に学び探究する力を目指すことが重要である。 

○こうした学びの系統性・連続性は、新学習指導領が求めるものである。また、問題解決

の過程で対話を通じた学びの深まりを一層重視することにより、相互に関連する「主体

的な学び」「対話的な学び」「深い学び」から学習過程を改善していくために必要な事

項を引き続き明らかにし、内容の改善・充実を図っていく必要がある。 
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１【系統性】の理解に基づく【連続性】を確保した調査企画の全体像   
 

領域 指導事項(コミュニケーション活動例) 

 
ア 聞くこと (ｱ) 強勢、イントネーション、区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ、正しく聞き取る

こと。 
 

(ｲ) 自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて、情報を正確に聞き取ること。 

 
 
 

(ｳ) 質問や依頼などを聞いて適切に応じること。 
 

 

(ｴ) 話し手に聞き返すなどして内容を確認しながら理解すること。 
 

(ｵ) まとまりのある英語を聞いて、概要や要点を適切に聞き取ること。 
 

 

イ 話すこと (ｱ) 強勢、イントネーション、区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ、正しく発音する
こと。 

(ｲ) 自分の考えや気持ち、事実などを聞き手に正しく伝えること。 

 
 

(ｳ) 聞いたり読んだりしたことなどについて、問答したり意見を述べ合ったりなどすること。 
 
 

 
 

(ｴ) つなぎ言葉を用いるなどのいろいろな工夫をして話を続けること。 

 

(ｵ) 与えられたテーマについて簡単なスピーチをすること。 

 

 

ウ 読むこと (ｱ) 文字や符号を識別し、正しく読むこと。 

(ｲ) 書かれた内容を考えながら黙読したり、その内容が表現されるように音読すること。 

(ｳ) 物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

(ｴ) 伝言や手紙などの文章から書き手の意向を理解し、適切に応じること。 
 

(ｵ) 話の内容や書き手の意見などに対して感想を述べたり賛否やその理由を示したりなどするこ
とができるよう、書かれた内容や考え方などをとらえること。 

 

エ 書くこと (ｱ) 文字や符号を識別し、語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 

(ｲ) 語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 
 

(ｳ) 聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり、感想、賛否やその理由を書いたりなど
すること。 

(ｴ) 身近な場面における出来事や体験したことなどについて、自分の考えや気持ちなどを書くこ

と。 

(ｵ) 自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように、文と文のつながりなどに注意して

文章を書くこと。 
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中学校 

第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

※調査対象としない  出題範囲：小学校第 5・ 6 学年、中学校第 1 学年  出題範囲：中学校第 2 学年  

 
 
 

・ C【理】【知】1-2 ・C【理】【知】1-2 
・ C【理】【知】1-1-1 
・ B【理】【知】1-1-2 

 ・ C【理】1-1-1 
・ B【理】1-1-2 
・ S【表】【理】1-5-2  ※領域複合エ(ｳ) 

 

 

 ・ C【理】1-3-1 

・ B【理】1-3-2 
 

 

 

 

・ C【理】【知】1-4-1 ・ B【理】【知】1-3 

 

 

・ A【理】1-5-3 ・ B【理】1-4-2 

 

 
 

  

 ・ C【表】【知】2-1-1 
・ B【表】【知】2-1-2 
 

 

 ・ B【表】【知】2-3-1 
・ B【表】【知】2-3-2 

 

・ C【表】【知】2-1-1 
・ C【表】【知】2-1-2 

・ B【表】【知】2-1-3 
・ B【表】2-2-1 
・ B【表】2-2-2 

 
 

・ C【表】【知】1-4-2 
 

 

 
 

 ・ A【理】4-5          ※領域複合ウ(ｵ)         

 

   

   

 ・ B【理】3-1 

・ B【理】3-2 
・ A【理】3-3 
・ B【理】4-1 

・ A【理】4-2 
・ B【理】4-3 

・ B【理】4-1 

・ C【理】4-2 
・ B【理】4-3-1 
・ B【理】4-3-2 

・ B【理】4-4 
・ C【理】5-1 
・ B【理】5-2 

・ A【理】5-3-1 
・ A【理】5-3-2 
・ A【理】5-4 

・ S【表】【理】5-5  ※領域複合エ(ｳ) 

 
 

・ A【表】【理】5-1   ※領域複合エ(ｴ) ・ A【表】【理】3    ※領域複合エ(ｴ) 

 
 

 ・ A【理】4-5          ※領域複合イ(ｵ) 

 

   

 ・ B【表】【知】2-2-1 
・ B【表】【知】2-2-2 

 

 ・ S【理】1-5-1 
・ S【表】【理】1-5-2 ※領域複合ア(ｲ) 

・ S【理】1-4-1 
・ S【表】【理】5-5  ※領域複合ウ(ｳ) 

 ・ A【表】3-4 
・ A【表】【理】5-1   ※領域複合ウ(ｴ) 

・ A【表】【理】3   ※領域複合ウ(ｴ) 

 
 

・ S【表】5-2 ・ S【表】6 

 

  ※S～C：設問レベル、【表】外国語表現の能力 【理】外国語理解の能力、 

【知】言語や文化についての知識・理解、番号：設問番号 
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２ 結果の分析と考察                           
 

（1）5 段階の学習状況の評定(学力段階)(再掲) 

校種・学年 平均 
全体に占める各学習状況の児童生徒の割合 

R1 R2 R3 R4 R5 

小学校 

第 3 学年   

第 4 学年  

第 5 学年  

第 6 学年  

中学校 

第 1 学年  

第 2 学年 2.88 

第 3 学年 2.61 

 

 

 

（2）学習状況の評定(学力段階)ごとの平均正答率(教科等全体)(再掲) 

 

 

 

 

小学校

第3学年

小学校

第4学年

小学校

第5学年

小学校

第6学年

中学校

第1学年

中学校

第2学年

中学校

第3学年

全体 58.2 52.7

R1 17.3 17.1

R2 38.2 38.3

R3 62.9 63.3

R4 83.2 84.2

R5 92.3 93.2

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

※学習指導要領に準拠した調査実施の前学年の学習状況の評定(学力段階) 

R5 発展的な力が身に付いている  R4 十分定着がみられる 

R3 おおむね定着がみられる(最低限の到達目標) 

R2 特定の内容でつまずきがある  R1 学び残しが多い 

13.8%

10.5%

33.9%

25.2%

33.9%

35.1%

14.5%

24.5%

3.9%

4.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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〔学力段階に関する考察〕 

 ○「杉並区教育ビジョン 2012 推進計画」の目標Ⅰに準拠すると、中学校第 3 学年にお

ける R3 以上の割合はおよそ 50％であり、平成 33 年度の目標値 80％からは 30 ポイン

ト低い状況である。この状況を生徒数に換算すると、平成 33 年度目標値に至るため

には、杉並区全体では 600 人（学年を 2,000 人とした場合）、1 校あたりではおおむ

ね 26 人を R3（以上）に引き上げることが必要である。 

 ○学年の進行に伴い R2 が 8.7 ポイント増加している一方、全段階での変化の度合いが

最も大きいのは R4 の 10.0 ポイント減である。 

 ○R2 は、主として基礎 B の設問を（おおむね）通過できなかった場合の評定である。

基礎 B は 4 領域の全てかつ外国語表現と理解の能力の両観点において出題しており、

コミュニケーション活動における基礎的な知識や基本的な技能を出題内容とする。特

に中学校第 1 学年を出題範囲とする第 2 学年の設問は、小学校外国語活動からの【系

統性】【連続性】を踏まえ、全設問に占める「聞くこと」「話すこと」の割合が高い。

小学校の指導が充実しつつある今、小中の接続の仕方にも課題があると考えられる。 

 ◎（概括 1）R1、R5 はほぼ固定である一方、中学校第 2 学年(第 1 学年の内容）の時点

では「R3 おおむね定着がみられる」生徒が、学年進行に伴い「R2 特定の内容でつま

ずきがある」状況になる傾向があると考えられる。同時に「R4 十分定着がみられる」

生徒が R3 に後退する傾向が顕著である。総体的に学年の進行に伴い一つ下位に評定

される生徒が発生すると考えられる。 

◎（概括 2）特に R1・2 は、小学校外国語活動からの【系統性】【連続性】を理解・確

保するための校種を超えた【協働】を通じて、聞くこと・話すことの活動、音声から

記号への接続を図る手だてによっても現状を改善していくことができると考えられる。 

 

〔教科全体の学力段階ごとの平均正答率に関する考察〕                          

 ○段階ごとの正答率は、R2 から 5 については学年の進行に伴い微増、R1 では学年進行

に伴い微減の傾向がみられる。 

 ○全体の正答率と R3 のそれとの差は、両学年とも R3 が高く、学年進行に伴い大きくな

る。この背景には、上述した学年進行に伴う R2 の増加が要因としてある。 

 ○段階間の正答率の差は、両学年ともに、下位の段階に行くほど大きくなる傾向がある。 

○なお、学年進行に伴い段階ごとの正答率に微減／増がみられるものの、同程度とみな

してもよい水準である。このことから、調査の難易度は両学年で十分統一されている。 

 ◎（概括 1）R2 の生徒については、基礎的・基本的な事項の確実な習得、すなわち基礎

B・C の設問を全て(準)通過した場合の正答率である約 65％を目指した指導が必要で

ある。現状は、第 3 学年を例にとると 27 ポイント程度である。設問数に換算すると

約 6 問程度となるため、各領域において基礎 B として出題した 1.5 問（＝6 問÷4 領

域）分の指導事項について、つまずきを解消していく必要がある。 

◎（概括 2）R1 が 2 と評定されるためには、約 30％の正答率が必要である。現状－10

ポイント程度、2.5 問分の指導事項の学び残し解消を見積もることができる。 
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（3）基礎・活用別、観点別、領域別の学力段階ごとの平均正答率 

 ①基礎・活用別 

ア 基礎 

 

イ 活用 

 

 ②観点別 

ア 外国語表現の能力 

 

イ 外国語理解の能力 

 

ウ 言語や文化についての知識・理解 

 

 

③領域別 

ア 聞くこと 

 

イ 話すこと 

 

ウ 読むこと 

 

エ 書くこと 
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〔基礎・活用別、観点別の考察〕 

 ○学年進行に伴う正答率の変化は、「基礎」「活用」ともに低下傾向がある。 

 ○段階別にみると、学年進行に伴い、「基礎」は R2 が下降、「活用」は R1～5 が下降

の傾向がある。 

 

〔観点別の考察〕 

 ○「言語や文化についての知識・理解」は、R1 から 3 に学年進行に伴う上昇がある。 

 ○「外国語表現の能力」は、R1～5 に学年進行に伴う上昇傾向がある。 

 ○「外国語理解の能力」は、学年進行に伴い R4 は上昇、それ以外は低下している。 

 

〔領域別の考察〕 

 ○「聞くこと」は、R4 を除き学年進行に伴う下降傾向がみられる。 

○「話すこと」は、学年進行に伴い全段階で正答率の上昇傾向がみられる。しかし、後

述（4）イ①「会話の継続」に関する設問によれば、全レベルで通過率の低下がみら

れている。二度三度と双方向にコミュニケートできる表現の能力の育成に課題を残す。 

○「読むこと」は、学年進行に伴い全レベルで正答率の上昇傾向がみられる。ただしこ

の傾向は、「読むこと」の設問が全体に占める割合が、第 2 学年の 28％（7 問）と比

較し、第 3 学年で 52％（13 問）に上昇することの影響もあると推察される。 

○「書くこと」は、R5 を除き、学年進行に伴う正答率の低下が他領域と比較し顕著で

ある。後述（4）エを参照すると、複数技能を統合するメモ（①）では R5 を除く全て

の段階、つながりのある文章（②）では全ての段階で通過率の低下が著しい。 

 

◎（概括 1）上記は、正答率を主たる材料にした考察であり、また同個体の経年変化に

基づくものではないことを主たる理由とし、正答率の微細な変化や差をもって、学年

進行に伴う傾向や観点・領域間を比較した傾向を同定することは避けるべきである。

以下は、これらのことを前提としてもなお、解決する必要のある課題である。 

◎（概括 2）「外国語表現の能力」「言語についての知識・理解」は、R1・2 に学年進

行に伴う状況の改善がみられる。しかし、「外国語理解の能力」については、R5・4

を除く全ての段階でつまずきや学び残しがそのままになっている可能性がある。 

◎（概括 3）「話すこと」における会話の継続に関する指導は、特に R1 の最初の学び

残しを解消することにつながる。ただし会話の継続は、R4 以下で学年進行に伴う低

下傾向がある。よって、小学校から中学校への円滑・意図的な接続を図り、日常生活

に即した具体的なコミュニケーション場面で 4 技能を統合的に活用させる必要がある。 

なお、基礎・基本の（具体的なコミュニケーション場面の設定がない）反復はそ

の必要性を認めつつも、習得や定着が十分でないという理由のみでの適応は避けるべ

きである。R1 や 2 の生徒は、日常生活に即し設定された具体的な場面において、音

声を用いるコミュニケーション活動の蓄積が十分ではないことも多い。この点をどう

補完するかが課題である。 
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（4）領域別に抽出した設問の(準)通過率・無答率 

 ア 聞くこと 

  ①「聞き返す・内容の確認」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年     

第 4 学年     

第 5 学年     

第 6 学年     

中
学
校 

第 1 学年     

第 2 学年 C 1-4-1 
(ｴ) 聞き返す・話の内容を確認する。【知】【理】 

第 3 学年 B 1-3 

     

 

 

②「概要・要点の聞き取り」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年     

第 4 学年     

第 5 学年     

第 6 学年     

中
学
校 

第 1 学年     

第 2 学年 C 1-3-1 
(ウ) 

質問・依頼などに適切に応じる。【理】 

第 3 学年 B 1-1-1 質問・依頼などに適切に応じる。【理】 
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〔「聞き返す・内容の確認」に関する設問の考察〕 

第 2 学年と第 3 学年ともに、聞き返す・内容の確認を趣旨としており、設問レベル

はそれぞれ基礎 C と基礎 B である。全体の通過率は第 2 学年が 85.9％、第 3 学年が

61.2％であり、第 2 学年の R3・R2・R1 の通過率が 91.9％、81.7％、45.3％、第 3 学

年の R3 から 1 の通過率がそれぞれ 70.0％、53.2％、26.8％である。両学年とも R2 と

1 の間につまずきの発生があることが分かる。 

聞くことの中で「聞き返す・内容を確認する」ことは、小学校外国語活動におい

ては慣れ親しむ場面もあるり、中学校においては相手の伝えたい内容を理解するため

に必要不可欠な言語活動である。聞き返すには、内容の正しい把握が必要である。新

学習指導要領の領域が五つに分かれ、新しく「話すこと（やり取り）」が入った。相

手との継続したスムーズな会話、つまり言葉のキャッチボールができる能力を求めた

ものである。「やり取り」はこの「聞き返す、内容を確認する」に基づく活動である。

会話のキャッチボールを上達させたいと思えば、話す訓練を優先・強化したいと考え

がちであるが、その前に正しく聞き理解する必要があることは自明の理である。その

ためには英語独特の音変化の知識と日本語と異なる英語の文構造の理解も併せて押さ

えておく必要がある。小学校外国語活動で培った素地の上に、中学校で学んだ知識を

活用した十分な質と量の活動を継続的に導入することが有効な手だてと考える。また、

英語を特別なものとして捉えるのではなく、日常や学校生活の様々な場面において、

生徒同士で使う、英語で考える習慣を付ける、場面を想定した授業などを取り入れる

等の工夫が必要である。 

 

〔「質問・依頼などに適切に応じること」に関する設問の考察〕 

両学年とも簡単な対話を聞き、要点を理解する必要がある設問であり、基礎 C であ

る。全体の通過率は第 2 学年は 68.4％、第 3 学年は 51.9％、R1 の通過率は第 2 学年

が 15.1％、第 3 学年 25.0％である。対話は両学年ともに第 1 学年で履修した文法の

みで構成されており、1 文もそれぞれ 5 単語以内と短い。文字で見れば理解できるレ

ベルの事柄が音声になると理解できない、ということが考えられる。  

第一の要因は「聞くこと」の活動が他領域と異なり、自分のペースで進めること

ができないところにある。相手から与えられる情報に対応するにはそれ相応のレディ

ネスを必要とする。そのためには、英語特有の音変化、文構造、基本的な定型表現、

一定のメッセージや物語に慣れる等、領域総合的な指導が必要である。第二の要因は

学年を追うごとに増える語彙や定型表現等を知識レベルにとどめて活用の段階まで至

っていないことが考えられる。4 領域の中の第一歩となる「聞くこと」が、逆に授業

の盲点になりやすいことから、話されるスピードや回数、多様な音声、雑音の有無等

の条件を加味しつつ生徒一人ひとりの到達度をきめ細かく把握したうえで、聞くこと

の必然性を伴う更に質の高い指導が必要となる。イレギュラーの連続であるコミュニ

ケーションだからこそ関わりを楽しむ姿勢を大切にしたい。  
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イ 話すこと 

  ①「会話の継続」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨 

小
学
校 

第 3 学年     

第 4 学年     

第 5 学年     

第 6 学年     

中
学
校 

第 1 学年     

第 2 学年 C 1-4-2 (ｲ) つなぎ言葉を用いて話しを続ける。 【理】【知】 

第 3 学年 B 2-1-3 (ｳ) 話 題 を つ な ぐ 応 答 を す る 。 【理】【知】 

  

 

 

  ②「問答・意見を述べ合う」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨 

小
学
校 

第 3 学年     

第 4 学年     

第 5 学年     

第 6 学年     

中
学
校 

第 1 学年     

第 2 学年 B 2-3-2 (ｳ) 話を聞き、特定の条件・状況下の質問に答える。【理】 

第 3 学年 B 2-2-2 (ｳ) 話を聞き、特定の条件・状況下の質問に答える。【理】 
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〔「会話の継続」に関する設問の考察〕 

話すことは、本来紙面による測定は困難である。よって考察に当たっては指導事

項・設問が限定的であることを前提する。そのうえでの出題趣旨は会話の継続である。 

当設問においては両学年とも C レベルであり、第 2 学年では相手の話に関心をもっ

て相づちを打つときのつなぎ言葉としての基本的な表現を選ぶ設問、第 3 学年では相

手の話した内容に関心を示し話題をより継続・発展させるための質問的要素をもつ設

問である。第 2 学年の通過率をみると全体が 92.0％、R3 が 96.3％、R2 が 90.6％、R1

が 59.4％である。第 3学年は全体が 81.0％、R3が 93.3％、R2が 76.0％、R1 が 40.5％

である。学年進行に伴い R2・1 が約 15～20％の通過率の低下をみると、ここにつま

づきや学び残しの発生があるのが分かる。「聞くこと」の考察でも触れているように、

新学習指導要領では現行の「話すこと」の領域が「やり取り」と「発表」に分けて設

定されている。これは「話すこと」のより具体的で確実な指導が必要であることを意

味している。当設問は身近な場面において相手とのコミュニケーションを確認したり

発展させたりする重要な手段を含む「やり取り」の領域に当たる。 

中学校においては、まず「音声」から「文字」へ円滑につなぎ、更に双方向の関

係を通して即時的な要素を加味した指導の定着を心がけることが大切である。次に外

国語での「やり取り」における日本語との文化的差異にも着目することも必要である。

無言でうなずくだけでなく適宜質問することがマナーであり、以心伝心を期待して質

問しないことの方が失礼に当たること等の「話す文化」についても理解させたい。 

 

〔「問答・意見を述べ合う」に関する設問の考察〕 

自分の考えや気持ち、事実などを聞き手に正しく伝えることは、学習指導要領に

示されるコミュニケーション活動例の規定上、問答したり意見を述べ合ったりするこ

となどのまとまったメッセージを伴う双方向のコミュニケーションの継続に発展する。

第 2 学年では「体調に関する対応の仕方」、第 3 学年では「初めて行く土地で訪れる

べき適当な場所をたずねる言い方」という「特定の条件や状況下における対応」を問

う設問である。両学年とも基礎 B であるが、全体の無答率は第 2 学年が 35.9％、第 3

学年が 38.5％である。通過率は、全体が第 2 学年 39.0％、第 3 学年 23.3％、R1 と 2

は両学年とも一桁、R3 においても第 2 学年が 38.8％、第 3 学年が 26.9％である。 

特定の条件や状況下での「やり取り」は、個人の気持ちや考えは多様であって答

え（応え）は一つではない。それぞれの条件や状況に応じて真に自分が伝えたいこと

の表現力をつけるためには、日常の言語活動において相手の話を関心をもって聞き、

それに対して適切なやり取りが継続・発展できるような場の設定と支援が必要である。  

知識として理解していることと、条件や状況に応じて変化する相手に自分の伝えたい

ことを伝えることが明確に違うとすれば、できるだけ現実に近い状況下でのコミュニ

ケーションの成功体験を積み重ねて自信を付け、その過程で徐々に生徒自らが工夫を

していくサイクルをつくることが喫緊の課題であると考える。 
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 ウ 読むこと 

  ①「正確に読み取る」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨 

小
学
校 

第 3 学年     

第 4 学年     

第 5 学年     

第 6 学年     

中
学
校 

第 1 学年     

第 2 学年 B 3-１ 
(ｳ) 

金額を正確に読み取る。【理】 

第 3 学年 B 4-1 映画のタイトルを正確に読み取る。【理】 

   

 

 

  ②「意向を理解し応じる」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨 

小
学
校 

第 3 学年     

第 4 学年     

第 5 学年     

第 6 学年     

中
学
校 

第 1 学年     

第 2 学年 A 5-1 
(ｴ) 

メールに対する返事を書く。【理】【表】 

第 3 学年 A 3 文化の違いに対する助言を書く。【理】【表】 
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〔「正確に読みとる」に関する設問の考察〕 

第 2・3 学年ともに、正確に読み取ることを目標とし、設問レベルは基礎 B である。第

2学年では、まとまった物語文を読み、会話の流れからホットドッグの値段を問うている。

全体の通過率は 66.9％で、R3 から 1 はそれぞれ 83.3％、36.0％、8.5％であり、R3 と 2

の間に約 47％と他の段階間以上の差がある。また R1 の無答率が 73.6％であることをみ

ると、R1 は、まとまった英文の流れを理解しながら、値段を計算する目的を達するまで

に至らなかったものがほとんどだと考えられる。第 3 学年では、物語の展開に沿って変

化する条件を追い、結論となる「映画のタイトル」を正確に読み取らせる設問である。

通過率は、全体が 51.1％、R3 から 1 はそれぞれ 68.0％、30.0％、9.5％であり、R3 と 2

の間に 38％、R2 と 1 の間に約 20％の差がある。無答率も R1 では 43.3％である。本文と

メモを見比べて、4 ある映画の条件の読み取りが十分ではなかったと考えられる。 

英文を読むに当たって、逐語的な読み方ではなく、トップダウン方式で自分が必要と

する情報を捉えながら読み手として主体的に考えたり、判断したりしながら理解してい

くことや、文字や符号を識別しながら、あらすじや大切な部分を読み取っていくことが

重要である。この事項は、新学習指導要領の小学校外国語活動における「日常生活に関

する身近な内容から、自分が必要とする情報を得る活動」を発展させたものであり、中

学校においてはまとまった物語を聞き続ける力を身に付ける活動を積み重ねつつ、まと

まった文の中から自分の必要とする情報を探す読み方であるスキャニング(scanning)の

力をみるものである。まとまりのある文を読むとともに読む目的に応じた読み方の指導

が必要である。教科書を活用した指導を基に、英語年齢と実年齢に配慮した英字新聞や

雑誌など読み物教材を活用した活動を組み合わせ、多様なジャンルと表現に配慮した

「読む力」を身に付けさせる指導が必要である。 

 

〔「内容を理解し正しく応じる」に関する設問の考察〕 

内容理解の次の段階は、相手の意向を理解して適切に応じたり、意見や感想、理由を

付けて賛否を示したりすることである。いずれの設問も活用 A のレベルである。第 2 学

年では、「メールに対する返事を書く」ことを求めている。全体の通過率は 47.2％で、

無答率も R1 で 68.9％、R2 で 46.5％である。第 3 学年は「ALT の相談にアドバイスをす

る」ことであり、全体は 24.9％、無答率は R1 では 79.6％、R2 では 57.5％となった。本

文を読み取ることだけに専念して、次のタスクに移行できない生徒が多いと思われる。  

これらの解決策として、まず、文章の流れを理解するためのキーワードを拾いながら

英文を読み、要点を把握することが大切である。この活動は段落や文章の大意を把握す

るような読み方であるスキミング(skimming)の力を求めたうえに、収集した情報を取り

出し、内容に対する感想や賛否、考えなどを数行の英文を書いてまとめて表現するなど、

領域間の統合的な言語活動を工夫することが求められている。これらの活動を取り入れ

る際には、ペアやグループで尋ね合ったり伝え合ったりして、読み取れたことについて

生徒同士に考えや意見を交換させつつ経験を重ね、自信をもたせることが肝要である。  
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 エ 書くこと 

  ①「聞いたこと等をメモ」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨 

小
学
校 

第 3 学年     

第 4 学年     

第 5 学年     

第 6 学年     

中
学
校 

第 1 学年     

第 2 学年 S 1-5-1 
(ｳ) 

【理】聞いたことについて英語でメモする。 

第 3 学年 S 1-4-1 【理】スピーチの内容について英語でメモする。 

   

   

 

  ②「つながりのある文章」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨 

小
学
校 

第 3 学年     

第 4 学年     

第 5 学年     

第 6 学年     

中
学
校 

第 1 学年     

第 2 学年 S 5-2 
(ｵ) 

他者紹介文を書く。【表】 

第 3 学年 S 6 日本の紹介文を書く。【表】 
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〔「聞いたこと等をメモ」に関する設問の考察〕 

本設問の系統は、書くことの領域に規定されるものの、聞くこととの統合を目指

す「聞いたことを英語でメモすること」を趣旨としている。設問レベルは両学年とも

に活用 S である。具体的には、文字や符号の識別、語と語の区切りなどに注意して書

くなど、日本語とは異なる文字文化を学ぶことを経て、聞いたり読んだりしたことに

ついてメモをとったり、感想、賛否やその理由を書いたりする段階を想定している。 

第 2 学年はシドニーについて、第 3 学年はロンドンについてのスピーチを聞き、英語

で整理された表の空欄を補充する設問である。全体の通過率は第 2 学年では 66.2％、

第 3学年で 26.4％である。通過率を段階別でみると、第 2学年では R3以上は接近し、

R3 と R2 間には 40％、R2 と１の間には 34％の差がある一方、第 3 学年では R5～2 間

にそれぞれ 40％、26％、32％の差があり、段階間に約 20～40％の差がある。 

  このことの背景には、学力段階によらず、「正確性」と「流暢性」を求める活動の

目的によって使い分けるべき認識と経験不足があると考えられる。こうした課題の解

決のためには、目的を明確にした指導とともに書くことの多様な活動を取り入れてい

く必要がある。例えば、ディクトグロス(dictogloss)は教師が読んだまとまった文章

を生徒が聞き取ったことをもち寄ってペアやグループで助け合いながら復元していく

「文章復元練習」であるが、文の量や難易度を工夫したり、目的を変えた活動のバリ

エーションを工夫することでつまずき解消の一助になり得ると考える。 

 

〔「正しく伝わるよう、つながりのある文章を書くこと」に関する設問の考察〕 

   本設問は、自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように、文と文のつな

がりなどに注意して文章を書くことである。設問レベルはいずれも活用 S である。 

第 2 学年の設問は、好きな友達、歌手、スポーツ選手などから 1 人選び、ALT に紹

介する 3 文を英語で書く。第 3 学年では、初めて知り合った外国の友達に日本を紹介

する 4 文を英語で書く設問である。本設問は上記設問とは異なり、書くことの領域が

単独であるが、全体の通過率が第 2 学年 35.3％、第 3 学年 17.7％であることから、

大きな課題と捉えることができる。 

新学習指導要領では、「カ 書くこと」の活動の一つに、(ｱ)「趣味や好き嫌いな

ど、自分に関する基本的な情報を語句や文で書く活動」が示されている。また、小学

校 5・6 年での教科「外国語」の導入に伴い、自分のことや身近で簡単な事柄につい

て簡単な語句や基本的な表現を用いて書くことに慣れ親しんでくる素地を生かし、中

学校において書くことの学習における円滑な接続を図ることが課題解決の有効な手だ

てとなる。今後、小中連携校における更なる連携・協働の推進が求められる。また、

書くことは自己表現であり、様々な場面を設定したうえで、英語で相手に伝える喜び

や楽しさを実感させる工夫をする必要がある。特に日常の基本的なインプットがアウ

トプットにつながる必然性と必然性から生まれるコミュニケーション成就の新鮮な満

足感は学ぶことのモチベーションを大いに高めるはずである。 



３
 
各
学
年
の
結
果
と
分
析
、
考
察
と
改
善
策
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 中
学
校
第

2
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
趣
旨

内
容

形
式

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン へ

の 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度

外 国 語 表 現 の 能 力

外 国 語 理 解 の 能 力

言 語 や 文 化 に つ い て の

知 識 ・ 理 解

聞 く こ と

話 す こ と

読 む こ と

書 く こ と

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
1
ア
(イ
)情
報
を
正
確
に
聞
き
取
る
こ
と

動
作
に
関
す
る
情
報
を
正
確
に
聞
き
取
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

9
7
.8

8
6
.8

9
8
.4

9
9
.0

9
9
.6

1
0
0
.0

0
.7

5
.7

0
.4

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

1
2
ア
(イ
)情
報
を
正
確
に
聞
き
取
る
こ
と

時
間
に
関
す
る
情
報
を
正
確
に
聞
き
取
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

7
1
.4

3
4
.4

6
1
.2

7
3
.9

8
9
.7

9
4
.7

1
.1

7
.1

1
.4

0
.1

0
.0

0
.0

3
1

2
ア
(ア
)強
勢
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
を
正
し
く
聞
き
取
る
こ
と

対
話
の
内
容
か
ら
正
し
い
強
勢
を
判
断
す
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
●

■
6
8
.5

2
9
.2

5
4
.9

7
2
.7

8
9
.3

8
8
.3

2
.1

1
2
.7

2
.6

0
.4

0
.0

0
.0

4
1

3
1
ア
(ウ
)質
問
・
依
頼
な
ど
に
適
切
に
応
じ
る
こ
と

所
有
者
に
関
す
る
質
問
に
適
切
に
応
じ
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

6
8
.4

1
5
.1

4
2
.9

7
8
.5

9
7
.2

9
7
.9

2
.1

1
2
.3

2
.6

0
.6

0
.0

0
.0

5
1

3
2
ア
(ウ
)質
問
・
依
頼
な
ど
に
適
切
に
応
じ
る
こ
と

手
段
に
関
す
る
質
問
に
適
切
に
応
じ
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

6
9
.1

2
4
.1

5
3
.1

7
4
.2

9
1
.7

9
8
.9

2
.0

1
2
.7

1
.8

0
.6

0
.0

0
.0

6
1

4
1
ア
(エ
)聞
き
返
す
・
内
容
を
確
認
す
る
こ
と

話
の
内
容
を
聞
き
返
す

選
択

通
常

基
礎
C

●
●

■
8
5
.9

4
5
.3

8
1
.7

9
1
.9

9
6
.6

9
8
.9

1
.2

9
.9

0
.4

0
.1

0
.0

0
.0

7
1

4
2
イ
(エ
)つ
な
ぎ
言
葉
を
用
い
る
な
ど
工
夫
し
て
話
を
続
け
る
こ
と

話
を
続
け
る
た
め
に
つ
な
ぎ
言
葉
を
用
い
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
●

■
9
2
.0

5
9
.4

9
0
.6

9
6
.3

9
9
.6

1
0
0
.0

1
.4

1
1
.3

0
.6

0
.1

0
.0

0
.0

8
1

5
1
エ
(ウ
)聞
い
た
こ
と
・
読
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
メ
モ
を
と
る
こ
と

聞
い
た
こ
と
に
つ
い
て
メ
モ
を
と
る

記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

6
6
.2

5
.7

4
0
.0

8
0
.4

9
2
.5

1
0
0
.0

1
0
.5

5
8
.0

1
4
.4

2
.1

0
.0

0
.0

9
1

5
2
ア
(イ
)情
報
を
正
確
に
聞
き
取
り
、
エ
(イ
)正
し
く
文
を
書
く
こ
と

ス
ピ
ー
チ
の
内
容
を
正
確
に
聞
き
取
り
、
質
問
に
対
す
る
答
え
を
書
く

自
由
記
述

通
常

活
用
S

●
●

■
■

9
.3

0
.0

0
.8

6
.6

8
.5

1
0
0
.0

2
9
.8

7
8
.8

5
3
.1

1
8
.9

6
.1

0
.0

1
0

1
5

3
ア
(オ
)概
要
・
要
点
を
聞
き
取
る
こ
と

ス
ピ
ー
チ
の
内
容
を
正
確
に
聞
き
取
る

選
択

通
常

活
用
A

●
■

5
7
.0

1
7
.9

4
6
.3

5
4
.5

8
1
.8

9
0
.4

4
.5

2
7
.8

4
.7

1
.0

0
.2

0
.0

1
1

2
1

1
イ
(イ
)考
え
や
気
持
ち
、
事
実
な
ど
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と

誘
い
に
対
す
る
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
●

■
6
7
.9

1
5
.6

4
5
.5

7
7
.8

9
2
.9

1
0
0
.0

1
.8

1
1
.3

2
.2

0
.1

0
.0

0
.0

1
2

2
1

2
イ
(イ
)考
え
や
気
持
ち
、
事
実
な
ど
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と

人
物
の
評
価
に
関
す
る
自
分
の
考
え
を
正
し
く
伝
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
●

■
8
1
.4

3
6
.3

6
5
.6

9
1
.5

9
9
.2

9
8
.9

1
.8

1
3
.2

1
.6

0
.1

0
.0

0
.0

1
3

2
2

1
エ
(イ
)語
と
語
の
つ
な
が
り
な
ど
に
注
意
し
て
正
し
く
文
を
書
く
こ
と

語
と
語
の
つ
な
が
り
に
注
意
し
て
正
し
く
文
を
並
び
替
え
る

記
述

完
答

基
礎
B

●
●

■
5
6
.0

6
.1

2
3
.2

6
6
.0

8
9
.9

9
2
.6

2
.8

1
8
.4

2
.8

0
.6

0
.0

0
.0

1
4

2
2

2
エ
(イ
)語
と
語
の
つ
な
が
り
な
ど
に
注
意
し
て
正
し
く
文
を
書
く
こ
と

語
と
語
の
つ
な
が
り
に
注
意
し
て
正
し
く
文
を
並
び
替
え
る

記
述

完
答

基
礎
B

●
●

■
2
2
.8

0
.5

4
.1

2
0
.5

4
7
.5

6
0
.6

6
.0

3
0
.2

9
.4

1
.3

0
.2

0
.0

1
5

2
3

1
イ
(ウ
)聞
い
た
・
読
ん
だ
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
問
答
す
る
・
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と

話
の
内
容
を
聞
き
（
読
み
）
、
特
定
の
条
件
・
状
況
下
に
お
け
る
質
問
に
答
え
る

記
述

複
合
条
件

基
礎
B

●
■

4
8
.2

2
.4

2
2
.2

5
2
.8

8
2
.0

7
8
.7

2
1
.2

6
6
.5

3
6
.6

1
2
.0

2
.8

1
.1

1
6

2
3

2
イ
(ウ
)聞
い
た
・
読
ん
だ
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
問
答
す
る
・
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と

話
の
内
容
を
聞
き
（
読
み
）
、
特
定
の
条
件
・
状
況
下
に
お
け
る
質
問
に
答
え
る

記
述

複
合
条
件

基
礎
B

●
■

3
9
.0

1
.9

6
.5

3
8
.8

7
8
.8

8
9
.4

3
5
.9

7
3
.6

6
1
.2

3
0
.4

8
.3

2
.1

1
7

3
1

ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

金
額
を
正
確
に
読
み
取
る

記
述

通
常

基
礎
B

●
■

6
6
.9

8
.5

3
6
.0

8
3
.3

9
4
.5

9
6
.8

6
.5

3
5
.4

1
0
.0

0
.7

0
.0

0
.0

1
8

3
2

ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

指
示
語
が
意
味
す
る
内
容
を
正
確
に
読
み
取
る

自
由
記
述
複
合
条
件

基
礎
B

●
■

2
6
.2

0
.0

2
.6

2
1
.0

6
0
.4

7
2
.3

1
9
.9

5
8
.0

3
0
.1

1
5
.4

3
.0

1
.1

1
9

3
3

ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

人
物
が
学
ん
だ
こ
と
を
捉
え
る

記
述

通
常

活
用
A

●
■

5
4
.2

6
.1

2
7
.0

5
9
.3

8
8
.5

9
0
.4

2
0
.3

6
8
.9

4
0
.4

7
.6

0
.4

2
.1

2
0

3
4

エ
(エ
)自
分
の
考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
書
く
こ
と

話
題
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
書
く

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
A

●
■

5
5
.3

4
.2

2
4
.4

6
3
.4

8
9
.7

9
4
.7

1
6
.6

6
7
.5

3
0
.7

4
.4

1
.0

0
.0

2
1

4
1

ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

人
物
の
行
動
に
関
す
る
情
報
を
正
確
に
読
み
取
る

自
由
記
述

通
常

基
礎
B

●
■

6
6
.5

6
.1

4
0
.7

7
8
.8

9
6
.2

9
2
.6

7
.8

3
8
.7

1
3
.0

1
.3

0
.0

1
.1

2
2

4
2

ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

人
物
の
心
情
に
関
す
る
情
報
を
正
確
に
読
み
取
る

選
択

通
常

活
用
A

●
■

6
2
.6

1
7
.9

4
3
.7

6
4
.8

9
1
.5

9
5
.7

4
.7

2
6
.9

7
.3

0
.1

0
.0

0
.0

2
3

4
3

ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

人
物
の
心
情
に
関
す
る
情
報
を
正
確
に
読
み
取
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

4
1
.0

6
.6

1
8
.5

3
9
.7

7
3
.1

8
0
.9

6
.3

3
1
.1

1
0
.6

1
.0

0
.2

0
.0

2
4

5
1

ウ
(エ
)書
き
手
の
意
向
を
理
解
し
、
エ
(エ
)考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
書
く
こ
と

メ
ー
ル
の
内
容
を
理
解
し
、
適
切
に
返
事
を
書
く

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
A

●
●

■
■

4
7
.2

0
.5

1
4
.0

5
0
.0

8
8
.5

9
4
.7

2
3
.1

6
8
.9

4
6
.5

1
0
.5

1
.6

1
.1

2
5

5
2

エ
(オ
)正
し
く
伝
わ
る
よ
う
に
つ
な
が
り
の
あ
る
文
章
を
書
く
こ
と

紹
介
文
を
書
く

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
S

●
■

3
5
.3

0
.9

1
0
.2

3
6
.9

6
1
.4

1
0
0
.0

1
4
.2

5
9
.9

2
2
.4

5
.1

2
.0

0
.0

2
6

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
5

―
5
8
.2

1
7
.3

3
8
.2

6
2
.9

8
3
.2

9
2
.3

1
7

6
8
.0

6
2
.9

2
2
.3

4
4
.0

6
8
.1

8
7
.0

9
0
.7

8
3
2
.0

4
8
.4

6
.7

2
5
.8

5
2
.0

7
5
.3

9
5
.7

0
0
.0

1
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

1
1

4
4
.0

2
5
0
.4

1
1
.6

2
7
.9

5
4
.6

7
6
.2

9
1
.8

1
6

6
4
.0

3
5
9
.9

1
9
.0

4
1
.4

6
4
.3

8
3
.7

9
3
.3

7
2
8
.0

4
6
7
.8

2
7
.5

5
2
.2

7
3
.8

8
7
.8

9
1
.3

0
0
.0

5
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

8
3
2
.0

A
6
5
.9

3
1
.6

5
4
.9

6
8
.9

8
1
.8

9
6
.1

5
2
0
.0

B
6
5
.7

2
3
.1

4
6
.1

7
1
.5

9
0
.5

9
3
.4

7
2
8
.0

C
5
2
.1

6
.5

2
6
.1

5
6
.7

8
4
.7

8
9
.1

7
2
8
.0

D
4
1
.7

2
.6

1
6
.7

4
6
.2

6
8
.3

9
1
.8

0
0
.0

E
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

3
1
2
.0

5
2
0
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
1

4
4
.0

1
0
.5
%

2
5
.2
%

3
5
.1
%

2
4
.5
%

4
.7
%

6
2
4
.0

1
2

4
8
.0

7
2
8
.0

6
2
4
.0

1
6

6
4
.0

2
8
.0

7
2
8
.0

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由
記
述

解
答

通
常

完
答

複
合
条
件

レ
ベ
ル

活
用

S
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）

A

基
礎

B C

領
域
別

聞
く
こ
と

話
す
こ
と

読
む
こ
と

書
く
こ
と

00

校
種
・
学
年

中
学
校
第
2
学
年

全
体

基
礎
／
活
用
別

基
礎
B
・
C

出
題
範
囲

中
学
校
第
1
学
年

活
用
S
・
A

観
点
別

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

対
応
教
科
書

開
隆
堂
出
版

外
国
語
表
現
の
能
力

外
国
語
理
解
の
能
力

言
語
や
文
化
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

教
科
等

外
国
語

設
問

平
均
正
答
率
（
％
）

結
果

（
準
）
通
過
率
（
％
）

無
答
率
（
％
）

小 問

■
対
象
教
科
、
校
種
・
学
年
、
出
題
範
囲
、
対
応
教
科
書

■
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）
、
段
階
別
の
平
均
正
答
率
（
％
）

設
問
番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習
評
価
の
観
点

指
導
内
容
の
領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎
B
・
C

活
用
S
・
A

外
国
語
表
現
の
能
力

外
国
語
理
解
の
能
力

言
語
や
文
化
に
つ
い
て

の
知
識
・
理
解

聞
く
こ
と

話
す
こ
と

読
む
こ
と

書
く
こ
と

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
0
.5
%

2
5
.2
%

3
5
.1
%

2
4
.5
%

4
.7
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
情
報
を
正
確
に
聞
き
取
り
、
正
し
く
文
を
書
く
設
問
 
大
問

1（
5）

②
 
活
用

S 
9.
3％

】
 

健
の
ス
ピ
ー
チ
を
聞
き
取
り
、
①
で
メ
モ
し
た
こ
と
を
も
と
に
質
問
に
答
え
る
。

 
W

ha
t c

an
 yo

u 
en

joy
 in

 S
yd

ne
y?

 

 
 

 
■
 
分
析
 

「
聞
く
こ
と
」
と
「
書
く
こ
と
」
の
領
域
を
統
合
し
た
設
問
で
あ
る
。
全
体
の
通
過
率
は
、

9.
3％

で
あ
り
、
全
設
問
中
で
通
過
率
が

1
桁
台
で
あ
る
の
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
段
階
別
で
は
、

R5
=1
00

％
、

R4
=8
.5

％
、

R3
=6
.6

％
、

R2
=0
.8

％
、

R1
=0
.0

％
で

あ
る

。
無

答
率

も
全

体
が

29
.8
％
で
あ
り

R2
=5
3.
1％

、
R1
=7
8.
8％

と
半
数
以
上
が
無
答
で
あ
る
。
 

 ■
 
考
察
 

本
設
問
は
、
シ
ド
ニ
ー
で
楽
し
め
る
こ
と
に
つ
い
て
「
主
語
と
動
詞
の
あ
る
１
文
か
２
文
の
英
文

で
書
く
」
問
題
で
あ
る
。
上
記
の
結
果
に
な
っ
た
理
由
に
は
、
第
一
に
、
こ
の
設
問
に
答
え
る
前
提

と
し
て
、
シ
ド
ニ
ー
で
楽
し
め
る
三
つ
の
内
容
に
つ
い
て
の
ス
ピ
ー
チ
を
聞
き
取
り
、
英
語
で
メ
モ

を
取
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
設
問
が
で
き
て
い
な
い
と
②
の
設
問
に
答
え
る
こ
と
は
難

し
い
。
第
二
に
、
英
語
で
文
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
、
ま
た
、
書
く
こ
と
へ
の
苦
手
意
識
が
高
い

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
第
三
と
し
て
、
生
徒
の
意
識
が
文
法
に
集
中
し
過
ぎ
、
全
体
像
を
把
握
で
き

ず
、
設
問
に
的
確
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）
「
書
く
こ
と
」
の
領
域
の
指
導
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
の

3
領
域
と
統
合
す
る
活
動
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
リ
ス
ニ
ン
グ
の
活
動
の
際
、
英
語
で
メ
モ
を
と
り
、
設
問
に

答
え
た
後
、
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て

1、
2
文
の
英
文
で
書
く
活
動
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
有
効

で
あ
る
。
 

（
2）

活
動
の
目
的
に
よ
っ
て
は
「
流
暢
性
」
を
「
正
確
性
」
に
優
先
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

本
当
に
自
分
の
表
現
し
た
い
こ
と
に
つ
い
て
継
続
的
に
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
量
を
書
く
こ
と

で
、
書
く
こ
と
の
ス
キ
ル
を
体
得
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
3）

他
の
領
域
と
比
較
し
、「

書
く
こ
と
」
に
対
す
る
苦
手
意
識
が
高
い
。
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に

は
、
年
度
末
、
各
学
期
末
、
各

Un
it

末
と
長
期
と
短
期
の
目
標
を
設
定
し
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ

プ
で
「
書
く
こ
と
」
の
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
具
体
例
と
し
て
、
教
科
書
に
あ
る

Wr
it
in
g 

Se
ct
io
n
の
活
用
で
あ
る
。
各
ペ
ー
ジ
の
基
本
表
現
を
使
っ
て
自
己
表
現
を
積
み
重
ね
、

学
期
末
や
年
度
末
で
そ
れ
ら
を
参
考
に
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
文
を
書
く
こ
と
に
取
り
組
む

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。
 

【
あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
を
正
確
に
読
み
取
る
設
問
 
大
問

2（
2）

 
基
礎

B 
26
.2
％
】
 

 
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ー
ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
文
を
読
み
、
”
th
at
”
が

指
す
内
容
を
日
本
語
で
簡
単
に
答
え
る
。
 

  
 

■
 
分
析
 

「
読
む
こ
と
」
の
領
域
の
設
問
で
あ
る
。
全
体
の
通
過
率
は
、
26
.2
％
で
あ
り
、
段
階
別
で
は

R5
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

72
.3
％
、
60
.4
％
、
21
.0
％
、
2.
6％

で
R1

が
0.
0％

で
あ
る
。
R5

と
4
の
通

過
率
は

6
割
を
超
え
て
い
る
が
、
R3

に
お
い
て
は

2
割
、
R2

と
R1

に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
正
答
し

て
い
な
い
。
無
答
率
に
つ
い
て
は

R5
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、
1.
1％

、
3.
0％

、
15
.4
％
、
30
.1
％
、
で
、

R1
で
は
、
58
.0
％
と
半
数
を
超
え
て
い
る
。
 

 ■
 
考
察
 

指
示
代
名
詞

th
at

が
指
す
も
の
を
適
切
に
理
解
し
て
い
る
か
を
問
う
設
問
で
あ
る
。
入
門
期
に

お
け
る

th
at

は
、
単
語
、
語
句
、
1
文
を
示
す
場
合
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
中
学
校
第

1
学
年

で
扱
わ
れ
る

th
at

も
ほ
と
ん
ど
が
上
記
の

3
用
法
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
指
示
代
名
詞

th
at

は
こ
の
設
問
の
よ
う
に
段
落
全
体
を
指
す
場
合
や
接
続
詞
や
関
係
代
名
詞
等
の
用
法
が
加
わ
り
複
雑

に
な
っ
て
い
く
状
況
が
あ
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）

指
示
代
名
詞
（
あ
れ
）、

指
示
形
容
詞
（
あ
の
）、

接
続
詞
、
関
係
代
名
詞
等
、
様
々
な
使
い
方

が
あ
る

th
at

に
つ
い
て
整
理
し
、
系
統
的
に
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
れ
ら

の
th
at

の
用
法
を
中
学
校

3
年
間
で
い
つ
学
習
す
る
の
か
と
い
う
指
導
計
画
を
立
て
、
時
期
を

整
理
し
、
計
画
的
に
指
導
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
新
出
の
用
法
を
指
導
す
る
際
に
は
、
既

習
用
法
と
併
せ
て
指
導
す
る
こ
と
で
生
徒
も
整
理
し
や
す
く
な
る
。
さ
ら
に
、
指
導
計
画
を
立

て
る
際
に
は
小
学
校
の
学
習
内
容
や
経
験
を
考
慮
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
 

（
2）

th
at

の
用
法
の
理
解
と
定
着
を
図
る
た
め
に
、
ま
ず
、
教
科
書
本
文
で
扱
う
と
き
に
、
そ
の

th
at

が
文
中
の
何
を
指
す
か
、
ど
の
よ
う
な
働
き
で
あ
る
か
等
を
そ
の
都
度
、
丁
寧
に
指
導
し

て
い
く
こ
と
で
指
示
す
る
こ
と
が
何
か
を
自
然
と
意
識
し
て
内
容
理
解
を
促
進
す
る
が
大
切
で

あ
る
。
 

（
3）

あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
英
文
を
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
す
る
中
で
、
様
々
な

th
at
 
の
用
法
に
意

図
的
、
又
は
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
等
の
副
教
材
ば
か
り
で
な

く
他
社
の
教
科
書
や
出
版
さ
れ
て
い
る
読
み
物
教
材
と
そ
の

CD
、
あ
る
い
は
実
際
の

TV
や
映
画

等
の
多
聞
・
多
読
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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Ⅲ-4 外国語 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  中
学
校
第

3
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
趣
旨

内
容

形
式

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン へ

の 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度

外 国 語 表 現 の 能 力

外 国 語 理 解 の 能 力

言 語 や 文 化 に つ い て の

知 識 ・ 理 解

聞 く こ と

話 す こ と

読 む こ と

書 く こ と

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
1
ア
(ウ
)質
問
・
依
頼
な
ど
に
適
切
に
応
じ
る
こ
と

対
話
文
中
の
意
向
に
関
す
る
質
問
に
適
切
に
応
じ
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
●

■
5
1
.9

2
5
.0

4
0
.6

5
7
.2

8
2
.2

8
6
.4

0
.9

4
.9

0
.6

0
.0

0
.3

0
.0

2
1

1
2
ア
(ウ
)質
問
・
依
頼
な
ど
に
適
切
に
応
じ
る
こ
と

対
話
文
中
の
誘
い
に
適
切
に
応
じ
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
●

■
8
9
.8

6
0
.9

8
9
.6

9
6
.4

9
9
.7

9
8
.8

0
.6

3
.9

0
.1

0
.0

0
.0

0
.0

3
1

2
ア
(ア
)強
勢
・
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
を
正
し
く
聞
き
取
る
こ
と

対
話
の
内
容
か
ら
強
勢
を
正
し
く
判
断
す
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
●

■
3
7
.7

1
2
.3

2
6
.6

4
2
.1

6
5
.4

8
2
.7

1
.4

7
.7

0
.7

0
.1

0
.0

0
.0

4
1

3
ア
(エ
)聞
き
返
す
・
内
容
を
確
認
す
る
こ
と

対
話
文
中
で
聞
き
返
し
、
内
容
を
確
認
す
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
●

■
6
1
.2

2
6
.8

5
3
.2

7
0
.0

8
5
.6

8
5
.2

1
.2

7
.7

0
.4

0
.0

0
.0

0
.0

5
1

4
1
エ
(ウ
)聞
い
た
こ
と
・
読
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
メ
モ
を
と
る
こ
と

ス
ピ
ー
チ
の
内
容
を
聞
き
、
メ
モ
を
と
る

記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

2
6
.4

0
.4

7
.6

3
3
.5

5
9
.1

1
0
0
.0

5
.7

3
1
.3

4
.0

0
.0

0
.0

0
.0

6
1

4
2
ア
(オ
)概
要
や
要
点
を
適
切
に
聞
き
取
る
こ
と

ス
ピ
ー
チ
の
要
点
を
適
切
に
聞
き
取
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

4
8
.8

1
8
.0

3
5
.5

5
7
.9

7
7
.2

8
8
.9

2
.6

1
3
.4

1
.9

0
.4

0
.0

0
.0

7
2

1
1
イ
(ウ
)聞
い
た
・
読
ん
だ
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
問
答
す
る
・
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と

話
の
内
容
を
聞
き
（
読
み
）
、
気
持
ち
を
伝
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
●

■
8
6
.9

5
4
.2

8
7
.0

9
4
.3

9
7
.3

1
0
0
.0

0
.7

4
.9

0
.0

0
.1

0
.0

0
.0

8
2

1
2
イ
(ウ
)聞
い
た
・
読
ん
だ
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
問
答
す
る
・
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と

話
の
内
容
を
聞
き
（
読
み
）
、
話
題
を
つ
な
ぐ
応
答
を
す
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
●

■
6
6
.0

3
0
.6

5
4
.6

7
6
.5

9
4
.3

9
2
.6

0
.8

5
.6

0
.1

0
.0

0
.0

0
.0

9
2

1
3
イ
(ウ
)聞
い
た
・
読
ん
だ
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
問
答
す
る
・
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と

話
の
内
容
を
聞
き
（
読
み
）
、
話
題
を
つ
な
ぐ
質
問
を
す
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
●

■
8
1
.0

4
0
.5

7
6
.0

9
3
.3

9
7
.7

1
0
0
.0

1
.1

6
.3

0
.6

0
.1

0
.0

0
.0

1
0

2
2

1
イ
(ウ
)聞
い
た
・
読
ん
だ
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
問
答
す
る
・
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と

話
の
内
容
を
聞
き
（
読
み
）
、
特
定
の
条
件
・
状
況
下
に
お
け
る
質
問
に
答
え
る

記
述

複
合
条
件

基
礎
B

●
■

6
1
.9

5
.3

4
1
.6

8
5
.3

9
9
.0

9
6
.3

2
4
.0

7
1
.1

3
4
.9

6
.9

0
.3

0
.0

1
1

2
2

2
イ
(ウ
)聞
い
た
・
読
ん
だ
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
問
答
す
る
・
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と

話
の
内
容
を
聞
き
（
読
み
）
、
特
定
の
条
件
・
状
況
下
に
お
け
る
質
問
に
答
え
る

記
述

複
合
条
件

基
礎
B

●
■

2
3
.3

0
.4

4
.3

2
6
.9

6
4
.4

8
6
.4

3
8
.5

8
1
.7

5
6
.7

2
1
.9

3
.7

1
.2

1
2

3
ウ
(エ
)書
き
手
の
意
向
を
理
解
し
、
エ
(エ
)考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
書
く
こ
と

文
化
の
違
い
に
関
す
る
書
き
手
の
意
向
を
理
解
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
書
く

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
A

●
●

■
■

2
4
.9

0
.7

3
.7

2
4
.2

8
1
.2

9
2
.6

4
0
.0

7
9
.6

5
7
.5

2
6
.6

3
.0

1
.2

1
3

4
1

ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

観
に
行
く
映
画
の
タ
イ
ト
ル
を
正
確
に
読
み
取
る

記
述

通
常

基
礎
B

●
■

5
1
.1

9
.5

3
0
.0

6
8
.0

9
0
.3

9
0
.1

7
.9

4
3
.3

5
.4

0
.3

0
.0

0
.0

1
4

4
2

ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

本
文
か
ら
状
況
を
正
確
に
読
み
取
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

5
7
.5

1
1
.3

3
6
.1

7
7
.3

9
4
.6

9
8
.8

4
.0

2
0
.1

3
.4

0
.3

0
.0

0
.0

1
5

4
3

1
ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

人
物
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
正
確
に
読
み
取
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

4
7
.4

1
6
.5

2
1
.9

6
1
.7

9
1
.6

9
0
.1

3
.9

1
8
.7

2
.7

1
.1

0
.0

0
.0

1
6

4
3

2
ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

人
物
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
正
確
に
読
み
取
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

5
8
.2

1
6
.2

3
5
.3

7
8
.3

9
4
.3

9
6
.3

4
.3

2
0
.1

3
.9

0
.7

0
.0

0
.0

1
7

4
4

ウ
(オ
)感
想
、
賛
否
・
理
由
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
内
容
や
考
え
方
を
捉
え
る
こ
と

本
文
を
読
ん
だ
第
三
者
の
感
想
の
理
由
と
な
る
内
容
を
本
文
か
ら
捉
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

4
9
.8

1
3
.4

2
7
.6

6
6
.1

8
7
.6

8
8
.9

5
.0

1
9
.7

5
.0

1
.6

0
.3

0
.0

1
8

4
5

ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

人
物
の
行
動
に
関
す
る
情
報
を
正
確
に
読
み
取
る

選
択

通
常

活
用
A

●
■

6
3
.6

1
4
.8

4
8
.1

8
1
.1

9
6
.3

9
7
.5

4
.5

1
9
.0

4
.9

0
.7

0
.0

0
.0

1
9

5
1

ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

人
物
の
意
見
に
対
応
す
る
情
報
を
、
資
料
か
ら
正
確
に
読
み
取
る

記
述

通
常

基
礎
C

●
■

7
4
.2

1
6
.9

6
6
.0

9
2
.4

9
8
.3

1
0
0
.0

8
.6

4
3
.0

7
.0

0
.9

0
.0

0
.0

2
0

5
2

ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

複
数
の
人
物
の
意
見
か
ら
、
当
該
人
物
の
経
験
に
関
す
る
情
報
を
正
確
に
読
み
取
る

記
述

通
常

基
礎
B

●
■

7
2
.3

2
1
.8

6
2
.8

8
8
.3

9
8
.3

9
7
.5

6
.2

3
1
.0

4
.7

0
.9

0
.3

0
.0

2
1

5
3

1
ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

複
数
の
人
物
の
意
見
を
比
較
し
、
話
題
と
は
関
係
な
い
情
報
を
正
確
に
読
み
取
る

記
述

通
常

活
用
A

●
■

6
8
.3

1
4
.1

5
7
.1

8
5
.3

9
8
.3

9
8
.8

6
.7

3
4
.5

4
.7

1
.0

0
.0

0
.0

2
2

5
3

2
ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

複
数
の
人
物
の
意
見
を
比
較
し
、
話
題
と
は
関
係
な
い
情
報
を
正
確
に
読
み
取
る

選
択

通
常

活
用
A

●
■

4
8
.4

1
6
.5

3
4
.3

5
1
.8

9
0
.3

9
7
.5

8
.1

2
9
.6

8
.2

3
.7

0
.0

0
.0

2
3

5
4

ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

複
数
の
人
物
の
意
見
を
比
較
し
、
共
通
し
て
い
る
も
の
を
正
確
に
読
み
取
る

記
述

通
常

活
用
A

●
■

2
0
.5

0
.7

3
.3

2
1
.7

6
4
.8

6
4
.2

1
8
.0

4
8
.6

2
3
.5

9
.6

1
.0

0
.0

2
4

5
5

ウ
(ウ
）
正
確
に
読
み
取
り
、
エ
(ウ
)感
想
、
賛
否
・
理
由
を
書
く
こ
と

人
物
の
意
見
を
正
確
に
読
み
取
り
、
賛
否
と
そ
の
理
由
を
書
く

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
S

●
●

■
■

2
7
.5

1
.1

9
.3

3
5
.3

5
7
.0

1
0
0
.0

3
9
.4

8
1
.3

5
6
.5

2
4
.6

4
.7

0
.0

2
5

6
エ
(オ
)正
し
く
伝
わ
る
よ
う
つ
な
が
り
の
あ
る
文
章
を
書
く
こ
と

日
本
の
紹
介
文
を
書
く

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
S

●
■

1
7
.7

0
.4

5
.4

1
8
.2

3
9
.3

1
0
0
.0

1
7
.0

5
7
.0

1
9
.6

6
.7

1
.3

0
.0

2
6

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
5

―
5
2
.7

1
7
.1

3
8
.3

6
3
.3

8
4
.2

9
3
.2

1
7

6
8
.0

5
9
.9

2
2
.3

4
6
.4

7
2
.5

8
9
.3

9
2
.9

8
3
2
.0

3
7
.2

6
.1

2
1
.1

4
3
.9

7
3
.3

9
3
.8

0
0
.0

1
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

8
3
2
.0

2
4
8
.7

1
6
.6

3
5
.2

5
6
.7

7
8
.8

9
6
.0

1
9

7
6
.0

3
5
1
.6

1
5
.6

3
6
.2

6
2
.5

8
4
.8

9
2
.3

7
2
8
.0

4
6
7
.8

3
5
.8

6
1
.1

7
5
.7

8
8
.9

9
2
.2

0
0
.0

5
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

5
2
0
.0

A
5
7
.9

2
8
.6

4
9
.1

6
4
.7

8
2
.0

8
8
.4

5
2
0
.0

B
6
3
.8

2
6
.2

5
2
.7

7
5
.3

9
0
.5

9
5
.1

1
3

5
2
.0

C
5
1
.1

1
1
.8

3
3
.5

6
3
.9

8
7
.9

9
3
.3

4
1
6
.0

D
2
4
.1

0
.6

6
.5

2
7
.8

5
9
.1

9
8
.1

0
0
.0

E
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

3
1
2
.0

5
2
0
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
1

4
4
.0

1
3
.8
%

3
3
.9
%

3
3
.9
%

1
4
.5
%

3
.9
%

6
2
4
.0

1
4

5
6
.0

8
3
2
.0

3
1
2
.0

1
9

7
6
.0

0
0
.0

6
2
4
.0

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由
記
述

解
答

通
常

完
答

複
合
条
件

レ
ベ
ル

活
用

S
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）

A

基
礎

B C

領
域
別

聞
く
こ
と

話
す
こ
と

読
む
こ
と

書
く
こ
と

00

校
種
・
学
年

中
学
校
第
3
学
年

全
体

基
礎
／
活
用
別

基
礎
B
・
C

出
題
範
囲

中
学
校
第
2
学
年

活
用
S
・
A

観
点
別

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

対
応
教
科
書

開
隆
堂
出
版

外
国
語
表
現
の
能
力

外
国
語
理
解
の
能
力

言
語
や
文
化
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

教
科
等

外
国
語

設
問

平
均
正
答
率
（
％
）

結
果

（
準
）
通
過
率
（
％
）

無
答
率
（
％
）

小 問

■
対
象
教
科
、
校
種
・
学
年
、
出
題
範
囲
、
対
応
教
科
書

■
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）
、
段
階
別
の
平
均
正
答
率
（
％
）

設
問
番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習
評
価
の
観
点

指
導
内
容
の
領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎
B
・
C

活
用
S
・
A

外
国
語
表
現
の
能
力

外
国
語
理
解
の
能
力

言
語
や
文
化
に
つ
い
て

の
知
識
・
理
解

聞
く
こ
と

話
す
こ
と

読
む
こ
と

書
く
こ
と

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
3
.8
%

3
3
.9
%

3
3
.9
%

1
4
.5
%

3
.9
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
強
勢
・
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
を
正
し
く
聞
き
取
る
設
問
 
大
問

1 
(2
) 
 基

礎
C 

37
.7
％
】
 
 

対
話
文
を
聞
い
て
そ
の
答
え
と
な
る
文
の
中
で
い
ち
ば
ん
強
調
し
て
読
む
語
を
選
ぶ
。

 
F:

  
It’

s O
cto

be
r 1

7 t
od

ay
.  

Is
 to

m
or

ro
w 

Ke
ik

o’s
 bi

rth
da

y?
 

M
:  

N
o, 

it 
isn

’t. 
 H

er
 

bi
rth

da
y 

 is
  

Oc
to

be
r 

 2
7. 

ア
 

  
 イ

 
 

 ウ
 

  
 エ

 
 
オ

 
  ■
 
分
析
 

「
聞
く
こ
と
」
の
領
域
の
設
問
で
あ
る
。
設
問
レ
ベ
ル
が
基
礎

C
で
あ
る
が
、
全
体
の
通
過
率
は

37
.7
％
と
基
礎

C
の
設
問
中
で
最
も
低
い
。
段
階
ご
と
の
通
過
率
は
、
R5
＝
82
.7
％
、
R4
＝
65
.4
％
、
 

R3
＝
42
.1
％
、
R2
＝
26
.6
％
、
R1
＝
12
.3
％
で
あ
る
。
R5

の
通
過
率
は
全
設
問
の
中
で
大
問

5-
4
活

用
S
の

64
.2
％
に
つ
い
で
低
い
数
字
で
あ
る
。
 

 ■
 
考
察
 

扱
わ
れ
て
い
る
対
話
文
は
、
誕
生
日
に
つ
い
て
の
対
話
で
小
学
校
の
外
国
語
活
動
で
も
扱
わ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
結
果
で
あ
る
原
因
と
し
て
は
、
設
問
が
一
度
し
か
読
ま
れ
な
い
た

め
、
内
容
を
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「

強
調
し
て
読
む
」
と
い

う
意
味
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
英
語
で
も
日
本
語
同
様
に
、
何
か
を

伝
え
た
い
と
き
に
、
い
ち
ば
ん
伝
え
た
い
言
葉
を
強
調
し
て
発
話
す
る
と
い
う
基
本
が
習
得
で
き
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 
 

（
1）

小
学
校
で
の
外
国
語
活
動
の
成
果
で
、
以
前
よ
り
も
英
語
の
音
声
に
慣
れ
て
き
て
い
る
が
、
中

学
校
に
お
い
て
も
音
声
を
優
先
さ
せ
る
指
導
の
必
然
性
を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

日
頃
の
学
習
で
は
、
一
回
で
聞
き
取
れ
な
い
と
き
に
は
、
理
解
で
き
る
ま
で
聞
き
返
せ
た
り
、

リ
ス
ニ
ン
グ
の
練
習
も

2
回
繰
り
返
し
て
問
題
に
答
え
た
り
す
る
よ
う
な
場
面
が
多
い
が
、
現
実

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
時
と
場
合
に
よ
る
の
で
、
1
回
だ
け
で
も
聞
き
と
る
心
構
え
と
集

中
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
幅
広
い
リ
ス
ニ
ン
グ
練
習
も
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
 

（
2）

文
字
の
み
で
は
意
図
が
分
か
り
に
く
い
会
話
も
、
音
声
と
し
て
強
勢
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

リ
ズ
ム
、
テ
ン
ポ
等
を
変
え
る
こ
と
で
、
意
図
し
た
い
情
報
を
確
実
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
意
識
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
に
、
ほ
ん
と
う
に
そ
の
情
報
を
伝
え
た
い
と
主
体
的
に
思
う

場
面
を
設
定
し
た
り
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど
で
気
持
ち
を
込
め
会
話
を
し
た
り
す
る
機

会
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

（
3）

R1
・
2
の
生
徒
に
と
っ
て
は
、
基
本
的
な
語
の
習
得
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
、
使
い
慣
れ
な
い

数
字
に
な
る
と
急
に
不
安
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。
基
本
練
習
で
あ
っ
て
も
無
味
乾
燥

な
反
復
練
習
よ
り
、
意
味
の
あ
る
活
動
の
中
で
使
う
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
 

【
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
設
問
 
大
問

5 
(4
) 

活
用

A 
20
.5
％
】

 
 
海
外
へ
の
留
学
生
と
海
外
か
ら
の
留
学
生
に
関
す
る

5
人
の
生
徒
の
意
見
を
、
グ
ラ
フ
な
ど

の
資
料
を
使
っ
て
正
確
に
読
み
取
る
大
問
中
、
本
設
問
は

5
人
の
意
見
を
読
み
、
ほ
ぼ
共
通
の

意
見
を
も
つ

3
人
を
見
付
け
、
次
に
、
そ
の

3
人
の
「
ほ
ぼ
共
通
す
る
内
容
」
に
当
た
る
文
を

1
文
選
び
、
抜
き
出
し
て
書
く
。
 

 
 

■
 
分
析
 

 
 
長
文
問
題
で
あ
る
大
問

5
は
、
そ
の

6
問
中

4
問
が
複
数
の
意
見
を
比
較
し
、
情
報
を
正
確
に
読

み
取
る
設
問
で
あ
る
。
レ
ベ
ル
は
、
4
問
中

3
問
が
活
用

A
で
あ
る
。
同
じ
レ
ベ
ル
の
他
の
設
問
の

通
過
率
が

68
.3
％
、
48
.5
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
設
問
の
通
過
率
は

20
.5
％
で
あ
る
。
ま
た
、

段
階
ご
と
の
通
過
率
は

R5
＝
64
.2
％
、
R4
＝
64
.8
％
、
R3
＝
21
.7
％
、
R2
＝
3.
3％

、
R1
＝
0.
7％

で
あ
る
。
R4

と
5
の
間
に
通
過
率
の
逆
転
が
見
ら
れ
た
。
さ
ら
に

R5
で
は
、
無
答
率
は

0％
で
あ

っ
た
が
、
通
過
率
は
活
用

S
も
含
め
た
全
設
問
中
最
も
低
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
 

 ■
 
考
察
 

 
 
本
設
問
は
、
ま
ず

5
人
の
中
で
ほ
ぼ
共
通
の
意
見
を
も
っ
て
い
る

3
人
を
見
付
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
異
な
る

5
人
の
人
物
の
意
見
を
短
時
間
で
読
み
取
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
違
点
を
理
解
し
て
共

通
の
意
見
を
も
つ

3
人
を
探
す
と
い
う
課
題
が
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
3
人
以
外
の
も
う

一
人
の
意
見
も
、
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
共
通
す
る
意
見
と
捉
え
ら
れ
な
く
も
な
く
、
ま
た
、
共
通

の
意
見
の

3
人
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
の
意
見
は
微
妙
な
違
い
が
あ
り
、
R5

の
生
徒
た
ち
に
と

っ
て
も
、
よ
り
難
し
い
課
題
と
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）

あ
る
程
度
の
量
の
文
章
の
大
意
把
握
の
力
を
高
め
る
た
め
に
、
ス
ラ
ッ
シ
ュ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を

導
入
し
、
そ
の
う
え
で
ス
キ
ム
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
、
細
部
に
こ
だ
わ
ら

ず
最
後
ま
で
通
読
す
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
。
そ
の
際
、
黙
読
を
し
な
が
ら

5W
1H

の
情
報
を
イ

メ
ー
ジ
化
し
て
す
く
い
取
る
こ
と
を
最
初
の
視
点
と
し
て
活
用
さ
せ
る
。
 

（
2）

今
回
の
設
問
の
よ
う
に
、
似
通
っ
て
は
い
る
が
異
な
る
英
文
を
正
確
に
読
み
取
る
た
め
に
、
文

法
を
は
じ
め
、
単
語
の
意
味
や
連
語
、
指
示
代
名
詞
の
把
握
な
ど
も
含
め
、
授
業
の
中
で
文
章

を
精
読
さ
せ
る
場
面
を
計
画
的
に
設
定
す
る
。
 

（
3）

内
容
理
解
の
手
だ
て
と
し
て
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
で
質
問
を
考
え
さ
せ
、
そ
れ
に
答
え
る
と
い
う
よ

う
な
協
働
学
習
を
行
わ
せ
る
。
学
力
段
階
な
ど
、
異
な
る
学
習
状
況
に
あ
る
生
徒
同
士
が
協
同

で
き
る
よ
う
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
の
組
み
方
を
意
図
的
・
定
期
的
に
変
化
さ
せ
よ
う
に
す
る
。
 

（
4）

多
読
で
き
る
環
境
設
定
を
し
、
生
徒
が
自
ら
の
興
味
や
学
習
レ
ベ
ル
に
応
じ
、
あ
る
程
度
量
の

あ
る
文
章
を
、
楽
し
ん
で
主
体
的
に
読
む
こ
と
に
よ
り
読
解
力
を
高
め
る
。
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Ⅲ-4 外国語 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 
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４ 総括：新学習指導要領を踏まえた一貫性のある外国語教育    
 

○各学年の考察においては、本調査の目的である「よりよい人生を切り拓く基盤となる学

力を確実に身に付けさせる」の下、基礎的・基本的な知識及び技能を趣旨とする設問

(基礎 C・B)、それらを活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力

その他能力を主とする設問(活用 A・S)を一つずつ取り上げ、改善策をまとめてある。 

〇今後は、新学習指導要領を踏まえた取組が求められる。今回の改訂では、小学校第 5・

6 学年では教科となり、読むことや書くことに慣れ親しむことが加わるとともに、話す

ことを「やり取り」と「発表」に分けた計 5 技能をもって、実際のコミュニケーション

に活用できる基本的な技能を身に付けることなどが目標に掲げられている。 

 

表 新学習指導要領に規定される「文字の取扱い」に関連したコミュニケーション活動の【連続性】 

小学校 
中学校 

第 3・4 学年 第 5・6 学年 
言語活動に関する事項  

ア 聞くこと 
(ｳ)文字の読み方が発音

さ れ る の を 聞 い て 、
活 字 体 で 書 か れ た 文
字と結び付ける活動 

 
 
※ 文 字 に つ い て は 、 児

童 の 学 習 負 担 に 配 慮
し つ つ 、 音 声 に よ る
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
を 補 助 す る も の と し
て取り扱うこと(指導
計 画 の 作 成 と 内 容 の
取 扱 い 、 内 容 の 取 扱
いに関する配慮事項) 

イ 読むこと ※省略 
オ 書くこと 
(ｱ)文字の読み方が発音されるのを聞い

て、活字体の大文字、小文字を書く活
動 

(ｲ)相手に伝えるなどの目的を持って、
身近で簡単な事柄について、音声で十
分に慣れ親しんだ簡単な語句を書き写
す活動 

(ｳ)相手に伝えるなどの目的を持って、
語と語の区切りに注意して、身近で簡
単な事柄について、音声で十分に慣れ
親しんだ基本的な表現を書き写す活動 

(ｴ)相手に伝えるなどの目的を持って、
名前や年齢、趣味、好き嫌いなど、自
分に関する簡単な事柄について、音声
で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基
本的な表現を用いた例の中から言葉を
選んで書く活動 

ウ 読むこと ※省略 
オ 書くこと 
(ｱ)趣味や好き嫌いなど、自分に関する

基本的な情報を語句や文で書く活動 
(ｲ)簡単な手紙や電子メールの形で自分

の近況などを伝える活動 
(ｳ)日常的な話題について、簡単な語句

や文を用いて、出来事などを説明する
まとまりのある文章を書く活動 

(ｴ)社会的な話題に関して聞いたり読ん
だりしたことから把握した内容に基づ
き、自分の考えや気持ち、その理由な
どを書く活動 

 

〇言語習得の特性から、基本的な語句や表現などは、具体的な場面や状況にあった多様な

コミュニケーション活動を通して、繰り返し学習させることで定着を図ることが期待さ

れている。平成 29 年度査でも引き続き課題の大きかった「書くこと」の改善を図るた

めにも、「読むこと」も含めた「文字(記号)の取扱い」については、上表を踏まえ、小

学校第 1・2 学年からの【系統性】の理解に立った【連続性】の確保が求められる。 

○中学校では、5 技能はもちろん、授業を高校と同様、外国語で行うことを基本とし、扱

う語彙の数も、新学習指導要領では現行の 1200 語程度から 1600〜1800 語程度に増加す

る。これは小学校で扱うこととなった 600～700 語を加えると現行の約 2 倍の 2200～

2500 程度となる。授業時数の変更はないため、より一層の指導の工夫が求められる。 

〇よって、中学校へとつながる小学校の教育効果をより一層高めるために、児童や学校・

地域の実態を踏まえ、朝の時間、昼休み前後の時間、放課後の時間などを活用した 15

分程度の短時間学習や、45 分と 15 分を組み合わせた 60 分授業の実施など、計画的かつ

組織的な教育課程の編成・指導計画の策定が求められる。 

○中学校の学習や指導は、こうした小学校の基盤に立って行われるものである。『すぎな

み 9 年カリキュラム』等を参照しながら新学習指導要領の研究を深め、ALT や JTE とい

った学校外人材とも十分に協働し、新しい時代の外国語教育を展開する必要がある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 学習・生活についての 

  アンケート 

   

意識・実態調査 

結果の分析 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ⅳ 

学
習
・
生
活
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト 

意
識
・
実
態
調
査 

結
果
の
分
析 
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１ 観点と質問項目の対応、結果                    
 

設問番号 観点 内容(趣旨) 

2 1 

学校生活の充実度 

学校の生活が充実している。 

2 26 自分の学級(クラス)は、誰にとっても居心地がよくなるよう、いろいろなルールやきまりを話し合って決めることができる。 

1 22 学校での生活は、自分たちが協力することで、自分にとってもみんなにとってもよりよいものにできると思う。  

2 24 

自己効力感 

(自由の感度) 

自分は、努力すれば、たいていのことができるようになると思う。 

2 13 自分は、最後までやり抜くなど根気強いほうだと思う。 

2 6 ものごとを最後までやりとげて、嬉しかったことがある。 

2 4 自分が頑張ったからよい結果が出たんだと思うことがよくある。 

2 2 失敗の経験を生かすことができる。 

2 21 自分の力をできるだけ伸ばしたいと思う。 

2 10 難しいことに挑戦することは、楽しいことだと思う。 

1 23 
他者への受容 

(相互承認の感度①) 

人の気持ちを分かろうとしている。 

1 19 人の話は最後まで、きちんと聞いている。 

1 5 自分と違う意見や考え、気持ちも大切にできている。 

1 21 

他者からの受容 

(相互承認の感度②) 

自分の考えや気持ちを理解してくれる友達がいる。 

1 11 家族や保護者は自分のことを気にかけてくれていると思う。 

1 16 学校の先生は、自分のことを認めてくれていると思う。 

1 2 周りの大人(学校の先生・家族・保護者以外)が、あなたの生活を応援したり支えてくれたりしていると感じている。  

1 9 自己の受容 

(自己承認の感度) 

(自己肯定感) 

今の自分に満足している。 

1 4 今の自分に自信がある。 

1 13 今の自分を「好き」と言える。 

3 7 

主体的な学び 

(内発的な学習意欲) 

興味をもったことは、自分から進んで学んでいる。 

2 23 分からないことは、自分から人に質問したり、調べたりしている。 

2 5 勉強していて、面白い、楽しいと思うことがある。 

2 18 自分は、新しいことが分かったり身に付いたりすると、次の内容や新しい内容をもっと学ぼうとする。  

2 8 

時間的展望 

将来実現したい夢や目標がある。 

2 14 これから先、どのように生きていきたいかを考えている。 

2 11 今学んでいることは、いずれ仕事や生活の中で役に立つと思う。 

1 15 

道徳的実践力 

他の人や社会の役に立つ人間になりたいと思う。 

1 10 決まりを破ったり、いじめをしたりしている友達がいたら、自分から進んで注意している。  

1 25 お年寄りや障害のある人など、困っている人がいたら、自分から進んで助けている。  

2 25 学校や地域・社会の人々のために、進んでボランティア活動をしている。 

1 18 自分は、努力すれば、いろいろな人とよい人間関係をつくっていくことができると思う。 

1 3 

生命尊重体験 

学校の授業以外で、小さい子どもをおんぶしたりだっこしたり、遊んであげたりしたことがある。 

1 6 学校の授業以外で、生き物を飼育したことがある。 

1 20 学校の授業以外で、花や野菜などの植物を育てたことがある。 

1 1 

国際社会への 

関心・関わり 

日本や世界で問題になっていることについて、自分なりの考えをもっている。 

1 8 
(小学校)英語を使って、友達や先生とやり取りをすることは楽しいと思う。 

(中学校)異なる言語や文化をもつ人と出会ったとき、互いの違いを認め、尊重することができる。 

1 17 自分が積極的に関わることで、日本や世界で問題になっていることは、少しでもよい方向に進むと思う。  

1 14 
今住んでいる 

地域への 

関心・関わり 

学校や家の近所で知っている人に会ったときは、自分から挨拶をしている。 

2 12 今住んでいる地域に自分の「居場所」があると感じる。 

2 3 今住んでいる地域の行事に参加している。 

2 22 今住んでいる地域は、自分たちが協力することにより、そこで生活する全ての人にとってよりよいものにできると思う。  
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小学校 

総合 

中学校 

総合 

小学校 中学校 
No. 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

86.0 82.7 86.9 86.1 87.1 83.8 87.1 79.5 81.5 1 2 

72.5 71.4 72.1 70.8 72.6 74.4 76.6 67.7 70.0 26 2 

84.6 86.9 82.3 84.1 86.5 85.4 89.4 85.5 85.7 22 1 

81.3 72.0 81.8 83.1 81.2 79.2 75.7 70.0 70.4 24 2 

68.7 59.6 72.6 67.9 67.9 66.5 62.1 58.0 58.6 13 2 

91.3 90.4 88.8 91.7 92.8 91.9 93.9 89.1 88.3 6 2 

77.1 68.9 74.3 77.7 78.1 78.3 75.1 64.9 66.5 4 2 

77.5 79.2 75.7 75.1 76.7 82.4 81.3 78.0 78.4 2 2 

91.5 92.4 89.4 91.9 93.0 91.8 93.9 91.7 91.5 21 2 

78.9 73.4 79.2 78.9 79.5 78.1 76.3 71.9 72.1 10 2 

89.5 92.6 86.4 89.0 91.0 91.7 93.3 91.4 93.1 23 1 

85.0 85.2 83.8 84.0 86.1 86.3 86.3 83.9 85.4 19 1 

80.4 86.1 77.6 78.3 80.9 84.5 86.6 85.2 86.5 5 1 

89.8 90.8 87.2 90.0 91.1 90.9 91.0 91.1 90.2 21 1 

91.5 90.0 89.8 91.7 93.5 91.2 92.2 88.4 89.5 11 1 

76.0 74.5 77.0 73.0 75.1 78.8 76.5 71.3 75.6 16 1 

88.6 89.5 84.9 89.1 91.0 89.4 92.5 88.7 87.4 2 1 

63.5 40.4 69.9 66.5 62.1 55.4 49.4 37.1 34.9 9 1 

68.5 45.7 74.5 70.0 67.7 62.0 54.9 41.9 40.2 4 1 

62.6 47.7 64.2 63.6 63.2 59.3 53.5 46.0 43.7 13 1 

83.5 82.2 82.7 84.3 83.4 83.5 84.9 80.2 81.5 7 3 

80.4 78.6 81.2 78.8 80.7 81.0 80.9 75.9 79.1 23 2 

83.9 72.4 87.0 84.3 83.5 80.8 78.7 67.1 71.5 5 2 

75.7 66.3 77.2 76.5 74.2 74.7 71.5 60.8 66.5 18 2 

87.0 73.7 87.3 87.4 90.0 83.5 79.4 72.0 69.8 8 2 

76.5 70.9 77.9 76.4 75.0 76.6 72.8 67.4 72.6 14 2 

87.2 79.1 87.2 87.4 87.8 86.4 86.9 76.3 74.2 11 2 

88.1 89.1 85.9 87.1 89.9 89.5 91.2 88.6 87.5 15 1 

67.6 54.4 70.8 66.9 67.2 65.5 63.3 50.0 50.0 10 1 

63.0 63.8 62.9 63.4 63.5 62.3 65.6 61.0 64.7 25 1 

35.4 36.3 42.0 33.4 31.5 35.0 34.1 35.4 39.4 25 2 

83.4 84.4 78.5 83.3 86.0 85.6 88.6 82.7 81.8 18 1 

78.5 76.7 72.0 77.5 83.1 81.3 82.8 76.2 71.0 3 1 

76.0 83.6 65.5 73.7 81.6 83.2 85.3 82.1 83.4 6 1 

82.4 80.9 79.9 81.4 83.3 85.0 82.5 80.3 79.9 20 1 

61.4 72.0 50.0 54.0 66.4 75.0 73.3 69.7 73.0 1 1 

64.2 

 

 

86.4 

62.5 

 

63.6 

 

65.4 

 

65.1 

 

 

85.3 

 

85.9 

 

88.0 
8 1 

55.4 49.7 57.6 51.6 53.4 58.9 58.2 45.7 45.1 17 1 

85.4 86.1 83.3 85.1 86.6 86.5 87.5 85.4 85.6 14 1 

85.5 82.3 82.8 84.7 88.7 85.8 86.4 81.8 78.7 12 2 

59.5 47.1 57.8 64.1 62.7 53.5 53.6 45.8 42.0 3 2 

75.8 69.6 77.2 77.1 74.6 74.1 74.2 68.5 66.0 22 2 

 

 

※肯定率(全回答に占める肯定的な回答をした児童・生徒の割合、％) 
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設問番号 観点 内容(趣旨) 

2 26 
集合的(社会) 

効力感 

（相互承認（触発）の感度③） 

自分の学級(クラス)は、誰にとっても居心地がよくなるよう、いろいろなルールやきまりを話し合って決めることができる。  

1 22 学校での生活は、自分たちが協力することで、自分にとってもみんなにとってもよりよいものにできると思う。 

2 22 今住んでいる地域は、自分たちが協力することにより、そこで生活する全ての人にとってよりよいものにできると思う。  

1 17 自分が積極的に関わることで、日本や世界で問題になっていることは、少しでもよい方向に進むと思う。  

2 7 

基本的な 

生活習慣 

毎日、朝食を食べている。 

2 19 早寝早起きなど、規則正しい生活を心掛けている。 

2 15 食事をするとき、栄養のバランスを考えている。 

2 9 自分の身の回りのことは、自分でしている。 

1 24 

規律ある 

学校生活 

普段から遅刻をしないようにしている。 

1 12 普段から忘れ物をしないようにしている。 

1 7 学校で自分が任されたことは、責任をもって取り組むようにしている。 

2 17 学校で出された宿題はきちんとやるようにしている。 

3 22 学習成果の実感 学校の授業で学ぶことにより、分かることやできることが少しずつ増えている。 

3 9 

学び方 

(学習方略一般) 

新しいことを学んで身に付けようとするとき、自分で計画を立てて学習を進めることができる。  

3 1 自分の学び方を振り返り、もっとよい学び方がないか考えるようにしている。 

3 2 授業で学んだことを、ノートなどで自分なりに分りやすくまとめている。 

3 3 それぞれの教科で学んだことの関係や、生活での役立ち方を、自分なりに考えてみるようにしている。  

3 4 授業の予習をしている。 

3 5 授業の復習をしている。 

2 16 

個別の学び 

(学びの個別化) 

調べたことを基に、自分の意見や考えをまとめることができる。 

3 8 集中して授業に取り組んでいる。 

3 19 授業では、自分の考えや気持ちをじっくりまとめる時間がある。 

3 15 授業中、一人で問題を解けないときや、うまく考えをまとめられないとき、自分から先生に質問している。  

3 18 授業では、自分の得意な部分を伸ばしたり、苦手なところを少なくしたりできるように、一人で学んだり、先生が個別に教えてくれたりする時間がある。  

3 16 休み時間や放課後に、先生から勉強を教えてもらうことがよくある。 

3 11 授業中、先生から褒められることがよくある。 

3 6 

協同の学び 

(学びの協同化) 

話し合いの中で違う意見や考えが出たとき、みんなが納得できるように意見や考えをまとめることができる。  

2 20 自分の意見や考えを相手に分かりやすく伝えることができる。 

3 10 授業中、自分の考えや気持ちを発表することがよくある。 

3 13 授業中、ペアやグループで活動したり話し合ったりする時間が多くある。 

3 14 授業中、ほかの人が発表しているとき、自分の考えや気持ちと比べながら聞いている。 

3 12 授業では、自分が分かることやできることを基に、他の人(友達)を助けてあげることがよくある。  

3 21 授業では、自分だけでどうしても分らないことやできないことがあるとき、他の人(友達)から教えてもらうことができる。 

3 17 探究の学び 

(学びの探究化) 

授業では、解決を目指す課題や学習計画を自分で考えて決め、仲間と協力したりしながら学習を進めることが多い。 

3 20 「総合的な学習の時間」では、他の教科で学んだことを十分生かすことができている。 

4  読書冊数 １か月に読む本の平均冊数 

6 1 

学習時間 

自宅学習時間(平日、自分自身の力) 

6 2 自宅学習時間(休日、自分自身の力) 

6 3 自宅学習時間(平日、塾・家庭教師等) 

6 4 自宅学習時間(休日、塾・家庭教師等) 

5  部活動の所属状況  
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小学校 

総合 

中学校 

総合 

小学校 中学校 
No. 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

72.5 71.4 72.1 70.8 72.6 74.4 76.6 67.7 70.0 26 2 

84.6 86.9 82.3 84.1 86.5 85.4 89.4 85.5 85.7 22 1 

75.8 69.6 77.2 77.1 74.6 74.1 74.2 68.5 66.0 22 2 

55.4 49.7 57.6 51.6 53.4 58.9 58.2 45.7 45.1 17 1 

94.6 92.6 93.2 95.3 94.9 94.9 93.0 92.7 92.1 7 2 

74.4 66.6 76.9 75.5 73.3 71.7 70.0 65.5 64.2 19 2 

71.1 66.0 69.3 70.7 71.1 73.4 72.6 61.5 63.8 15 2 

81.6 82.5 78.5 79.1 82.3 86.5 83.4 81.4 82.7 9 2 

92.3 94.3 91.3 92.9 93.1 92.0 95.9 93.0 94.1 24 1 

85.4 90.5 82.8 85.0 85.9 88.0 90.9 88.6 91.8 12 1 

89.9 93.7 84.3 88.8 92.7 93.8 94.9 92.6 93.5 7 1 

92.8 90.8 92.6 92.3 93.1 93.3 94.7 87.1 90.5 17 2 

86.6 88.4 84.9 87.1 88.8 85.7 92.2 86.6 86.3 22 3 

65.0 57.4 66.7 63.8 62.6 66.7 64.2 51.0 56.9 9 3 

66.6 65.3 69.8 65.3 65.4 65.9 64.8 62.5 68.5 1 3 

76.1 78.7 71.6 74.9 77.6 80.2 84.7 73.8 77.6 2 3 

66.6 58.9 68.3 65.8 65.6 66.6 66.9 52.9 56.7 3 3 

56.4 52.9 61.7 58.3 53.8 51.6 59.6 45.6 53.5 4 3 

62.3 64.8 66.5 63.2 61.1 58.6 70.2 59.8 64.3 5 3 

71.0 72.4 67.1 67.3 71.8 77.8 75.3 66.6 75.3 16 2 

85.2 87.1 84.8 84.6 87.0 84.5 89.6 83.0 88.8 8 3 

67.4 63.4 64.1 63.7 66.8 75.0 65.1 60.9 64.3 19 3 

51.0 47.6 58.1 52.3 47.9 45.8 47.0 42.9 52.8 15 3 

38.3 35.0 50.2 38.5 31.0 33.6 31.7 33.2 40.1 18 3 

15.9 13.7 24.0 15.2 10.9 13.4 8.6 12.2 20.2 16 3 

51.6 33.3 60.0 52.4 47.6 46.5 36.1 30.1 33.6 11 3 

59.0 54.3 62.6 55.5 58.3 59.7 57.3 51.3 54.3 6 3 

66.7 57.8 70.1 65.6 64.5 66.6 60.3 55.1 57.9 20 2 

59.5 49.3 63.2 59.3 58.3 57.0 50.7 44.4 52.8 10 3 

73.4 79.7 69.3 72.3 73.0 79.2 79.0 79.5 80.5 13 3 

70.3 70.1 69.6 69.9 70.1 71.6 71.8 67.1 71.3 14 3 

65.5 58.9 68.0 66.3 64.6 63.1 61.1 57.7 58.0 12 3 

74.8 78.3 72.6 73.6 76.9 76.0 78.3 77.4 79.0 21 3 

55.6 50.4 54.2 53.3 54.6 60.2 53.9 46.7 50.7 17 3 

64.8 55.2 60.3 64.4 64.9 69.7 60.7 51.4 53.6 20 3 

10.8 冊 6.2 冊 13.0 冊 11.9 冊 10.4 冊 8.1 冊 6.6 冊 6.0 冊 6.0 冊  4 

87.1 分 86.3 分 66.6 分 78.9 分 96.0 分 107.0 分 86.4 分 79.7 分 92.8 分 1 6 

83.1 分 95.7 分 60.7 分 76.3 分 90.5 分 105.1 分 87.8 分 88.3 分 110.9 分 2 6 

80.9 分 95.0 分 47.8 分 73.9 分 94.8 分 107.1 分 76.7 分 89.3 分 119.1 分 3 6 

56.0 分 52.0 分 38.0 分 48.8 分 59.3 分 77.9 分 37.3 分 40.0 分 78.8 分 4 6 

       88.7 87.0  5 

※ 「学習時間」は、「しなかった＝0 分」～「3 時間以上＝180 分」と換算して算出 

※ 「読書冊数」は、「全く読まない＝0 冊」「1～2 冊＝2 冊」～「21 冊以上＝25 冊」と換算して算出 

※ 「部活動への所属」は、「部活動に入部し、活動している」割合を算出 

※肯定率(全回答に占める肯定的な回答をした児童・生徒の割合、％) 
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２ 学習活動及びその【連続性】に関する質問項目の結果        
 

設問番号 観点 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 

7 1 

言語活動 

（国語科） 

順 序 を 考 え て 話 し

た り 、 大 事 な こ と

を 落 と さ な い よ う

に 聞 い た り す る こ

と。 

78.3  筋道を立てて話した

り、話の中心に気を

付けて聞いたりする

こと。 

 

 

 

 

 

69.8  

第 4 学年 

と同一 

73.1 

7 2 

し た こ と や 思 っ た

こ と な ど を 順 序 を

考えて書くこと。 

75.2  自分の考えがはっき

りするように、段落

の役割を考えて文章

を書くこと。 

 

 

 

 

 

70.9  71.2 

7 3 

話 の 順 序 を 考 え て

読むこと。 

78.5  事実と意見を区別し

て読むこと。 

 

 

 

 

 

 

 

69.3  73.7 

7 4 

場 面 の 様 子 や 人 物

の 行 動 を 想 像 し て

読むこと。 

81.1  場面の移り変わりや

登場人物の気持ちの

変化や情景を想像し

て読むこと。 

 

 

 

 

 

80.9  84.5 

7 5 

自 分 の 考 え や 感 想

を伝え合うこと。 

70.7  書いたものや、文章

を読んで考えたこと

を発表し合い、意見

を述べ合うこと。 

 

 

 

 

 

68.3  71.7 
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小学校 中学校 

第 6 学年 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

話 す 目 的 に 応 じ て 話

の 構 成 や 内 容 を 明 確

に し て 話 し た り 、 話

し 手 の 意 図 を つ か み

な が ら 聞 い た り す る

こと。 

 

 

 

 

78.6  

第 6 学年 

と同一 

81.7  事 実 と 意 見 の 関

係 を 区 別 し た り

し な が ら 話 し た

り 、 必 要 に 応 じ

て 質 問 し な が ら

聞 い た り す る こ

と。 

70.4  社 会 生 活 の 中 か ら

話 題 を 決 め 、 異 な

る 立 場 や 考 え の 違

い を 踏 ま え て 話 し

た り 、 自 分 の 考 え

と 比 較 し な が ら 聞

いたりすること。 

67.6 

自 分 の 考 え を 表 現 す

る た め に 、 根 拠 を 明

確 に し 、 文 章 の 構 成

を 工 夫 を し な が ら 文

章を書くこと。 

 

 

 

 

 

76.9  79.9  日 常 生 活 の 中 か

ら 話 題 を 決 め 、

伝 え た い 事 柄 に

つ い て 、 自 分 の

考 え や 気 持 ち を

根 拠 を 明 確 に し

て 文 章 を 書 く こ

と。 

68.8  社 会 生 活 の 中 か ら

話 題 を 決 め 、 伝 え

た い こ と が 効 果 的

に 伝 わ る よ う に 、

説 明 や 具 体 例 を 加

え た り 描 写 を 工 夫

し た り し て 文 章 を

書くこと。 

67.9 

文 章 の 要 旨 や 事 実 と

感 想 、 意 見 の 関 係 を

捉えること。 

 

 

 

 

 

 

 

79.5  83.2  文 章 の 中 心 と 付

け 加 え た 部 分 や

事 実 と 意 見 を 読

み 分 け て 読 む こ

と。 

73.7  文 章 全 体 と 部 分 と

の 関 係 、 例 示 の 効

果 な ど を 考 え て 読

むこと。 

79.5 

登 場 人 物 の 心 情 や 描

写 を 捉 え て 読 む こ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

85.0  37.3  場 面 の 展 開 や 登

場 人 物 の 描 写 に

注 意 し て 読 む こ

と。 

40.0  描 写 の 効 果 、 登 場

人 物 の 言 動 の 意 味

な ど を 考 え て 読 む

こと。 

78.8 

書 い も の や 、 本 や 文

章 を 読 ん で 考 え た こ

と を 発 表 し 合 い 、 自

分 の 考 え を 広 げ た り

深めたりすること。 

 

 

 

 

76.1  80.0  書 い た こ と や 、

文 章 に 表 れ て い

る も の の 見 方 や

考 え 方 を 交 流 す

る こ と で 、 自 分

の も の の 見 方 や

考 え 方 を 広 く す

ること。 

78.5  書 い た 文 章 や 、 文

章 に 表 れ て い る も

の の 見 方 や 考 え 方

を 交 流 し 、 意 見 を

述 べ た り 助 言 を す

る こ と で 、 知 識 や

体 験 と 関 連 付 け て

自 分 の 考 え を も つ

こと。 

78.2 

※全て調査実施の前学年の「言語活動（例）」に関する質問項目 

 

 

 

※肯定率(全回答に占める肯定的な回答をした児童・生徒の割合、％) 
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設問番号 観点 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 

8 1 

算数 

・数学的 

活動 

（算数 

・数学科） 

2 桁のたし算の計

算の仕方を、図、

式、言葉を使って

説明すること。 

84.0 32×13 の よ う な 計

算 の 仕 方 を 、 図 、

式、言葉を使って説

明すること。 

84.8 198×89 の よ う

な 計算 の仕 方 を

図 、式 、言 葉 を

使 って 説明 す る

こと。 

 

 

 

85.8 

8 2 

測る物の大きさを

考えて、道具や単

位を選ぶこと。 

79.5 測るものの重さを考

えて、量りを選ぶこ

と。 

81.6 長 方形 や正 方 形

の 面積 を求 め る

と き、 必要 な 辺

の 長さ や高 さ を

選ぶこと。 

 

 

 

88.3 

8 3 

正方形、長方形や

直角三角形を、方

眼を使ってかくこ

と。 

79.4 二等辺三角形や正三

角形を、三角定規、

コンパスを使ってか

くこと。 

89.4 合 同な 図形 を 、

定 規 、 コ ン パ

ス 、分 度器 を 使

ってかくこと。 

 

 

 

 

88.1 

8 4 

文章問題を図など

に書いて、どんな

式になるかを考え

ること。 

82.2 文章問題を図などに

かいて、□を使った

式に表すこと。 

85.2 時 間と 水の 量 の

増 え方 を、 比 例

の 式 に 表 す こ

と。 

 

 

 

 

 

75.1 

8 5 

ペアやグループで

の学習やみんなで

の話合いから、友

達の考えのよいと

ころを見付けるこ

と。 

77.8 ペアやグループでの

学習や全体での話合

いで、友達の考えの

よさや同じような考

えを見付けること。 

79.2 ペ アや グル ー プ

で の学 習や 全 体

で の話 合い で 、

友 達の 考え の よ

さ や同 じよ う な

考 えを 見付 け る

こと。 

 

 

82.7 
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小学校 中学校 

第 6 学年 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

4.3×2.6 の よ う

な 計 算 の 仕 方 を

図 、 式 、 言 葉 を

使 っ て 説 明 す る

こと。 

 

 

 

87.2 分 数 ÷ 分 数 の 計

算 の 仕 方 を 図 、

数 直 線 、 式 、 言

葉 を 使 っ て 説 明

すること。 

90.1 幾 つ も の 数 の 平

均 を 求 め る 時

に 、 正 負 の 数 を

活 用 し て 求 め る

方 法 を 説 明 す る

こと。 

79.2 連続する 3 つの整

数の和が 3 の倍数

に な る こ と を 、

文 字 式 を 用 い て

説明すること。 

86.5 

平 行 四 辺 形 や 三

角 形 の 面 積 を 求

め る 時 、 必 要 な

辺 の 長 さ や 高 さ

を選ぶこと。 

 

 

 

92.6 角 柱 、 円 柱 の 体

積 を 求 め る 時 、

必 要 な 辺 の 長 さ

や 高 さ を 選 ぶ こ

と。 

92.7 資 料 の 傾 向 を 読

み 取 る と き 、 ヒ

ス ト グ ラ ム や 代

表 値 を 用 い る こ

と。 

84.5 サ イ コ ロ の 目 の

出 方 や く じ の 当

た り や す さ を 確

率 を 用 い て 考 え

ること。 

94.4 

合 同 な 図 形 を 定

規 、 コ ン パ ス 、

分 度 器 を 使 っ て

かくこと。 

 

 

 

 

93.1 線 対 称 ・ 点 対 称

な 図 形 を 、 定

規 、 コ ン パ ス を

使 っ て か く こ

と。 

93.2 角 の 二 等 分 線 の

作 図 の 仕 方 を 考

え 、 定 規 、 コ ン

パ ス を 使 っ て か

くこと。 

91.1 二 等 辺 三 角 形 の

性 質 を 証 明 す る

と き 、 補 助 線 の

引 き 方 を 考 え る

こと。 

82.5 

時 間 と 水 の 量 の

増 え 方 を 比 例 の

式に表すこと。 

 

 

 

 

 

 

85.5 文 章 問 題 の 比 例

の 関 係 を 式 に 表

し た り 、 活 用 し

たりすること。 

89.5 身 の 回 り に あ る

比 例 ・ 反 比 例 の

関 係 を 、 表 、

式 、 グ ラ フ で 表

し た り 、 活 用 し

たりすること。 

80.9 身 の 回 り に あ る

一 次 関 数 の 関 係

を 、 表 、 式 、 グ

ラ フ で 表 し た

り 、 活 用 し た り

すること。 

79.8 

ペ ア や グ ル ー プ

で の 学 習 や 学 級

全 体 で の 話 合 い

を 通 し て 、 友 達

の 考 え の よ さ

や 、 も っ と 学 習

し て み た い こ と

を 見 付 け る こ

と。 

76.4 ペ ア や グ ル ー プ

で の 学 習 や 学 級

全 体 で の 話 合 い

を 通 し て 、 友 達

の 考 え の よ さ

や 、 も っ と 学 習

し て み た い こ と

を 見 付 け る こ

と。 

78.9 ペ ア や グ ル ー プ

で 話 合 い 、 課 題

を 解 決 し た り 、

新 た な 課 題 を 見

い だ し た り す る

こと。 

61.6 ペ ア や グ ル ー プ

で 話 合 い 、 課 題

を 解 決 し た り 、

新 た な 課 題 を 見

い だ し た り す る

こと。 

53.4 

※全て調査実施の前学年の「算数・数学的活動（例）」に関する質問項目 

 

 

 

※肯定率(全回答に占める肯定的な回答をした児童・生徒の割合、％) 
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設問番号 観点 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 

9 1 

問題解決 

活動 

（理科） 

  理科の授業で学習し

たことを普段の生活

の中で活用できない

か考えること。 

73.2 理科の授業で学

習したことを普

段の生活の中で

活用できないか

考えること。 

 

 

 

78.2 

9 2 

  理科の授業で、自分

の考えをまわりの人

に説明したり発表し

たりすること。 

68.3 理科の授業で、

自分の考えをま

わりの人に説明

したり発表した

りすること。 

 

 

 

71.2 

9 3 

  理科の授業で、自分

の予想や仮説をもと

に観察や実験の計画

を立てること。 

75.0 理科の授業で、

自分の予想や仮

説をもとに観察

や実験の計画を

立てること。 

 

 

 

77.5 

9 4 

  理科の授業で、観察

や実験の結果からど

のようなことが分か

ったか考えること。 

84.3 理科の授業で、

観察や実験の結

果からどのよう

なことが分かっ

た か 考 え る こ

と。 

 

 

88.2 

9 5 

  理科の授業で、観察

や実験の進め方や考

え方が間違っていな

いかを振り返って考

えること。 

69.7 理科の授業で、

観察や実験の進

め方や考え方が

間違っていない

かを振り返って

考えること。 

 

 

71.2 
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小学校 中学校 

第 6 学年 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

  理 科 の 授 業 で 学

習 し た こ と を 普

段 の 生 活 の 中 で

活 用 で き な い か

考えること。 

 

 

 

76.2 理 科 の 授 業 で 学

習 し た こ と を 普

段 の 生 活 の 中 で

活 用 で き な い か

考えること。 

63.8   

  理 科 の 授 業 で 、

自 分 の 考 え や 考

察 を ま わ り の 人

に 説 明 し た り 発

表 し た り す る こ

と。 

 

 

81.2 理 科 の 授 業 で 、

自 分 の 考 え や 考

察 を ま わ り の 人

に 説 明 し た り 発

表 し た り す る こ

と。 

64.7   

  理 科 の 授 業 で 、

自 分 の 予 想 や 仮

説 を も と に 観 察

や 実 験 の 計 画 を

立てること。 

 

 

 

81.1 理 科 の 授 業 で 、

自 分 の 予 想 や 仮

説 を も と に 観 察

や 実 験 の 計 画 を

立てること。 

68.7   

  理 科 の 授 業 で 、

観 察 や 実 験 の 結

果 を も と に 考 察

すること。 

 

 

 

 

90.4 理 科 の 授 業 で 、

観 察 や 実 験 の 結

果 を も と に 考 察

すること。 

87.0   

  理 科 の 授 業 で 、

観 察 や 実 験 の 進

め 方 や 考 え 方 が

間 違 っ て い な い

か を 振 り 返 っ て

考えること。 

 

 

75.0 理 科 の 授 業 で 、

観 察 や 実 験 の 進

め 方 や 考 え 方 が

間 違 っ て い な い

か を 振 り 返 っ て

考えること。 

72.1   

※全て調査実施の前学年の「問題解決活動（例）」に関する質問項目 

 

 

 

 

※肯定率(全回答に占める肯定的な回答をした児童・生徒の割合、％) 
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設問番号 観点 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 

10 1 

コミュニケー 
ション活動 
（外国語） 

     
 
 
 
 
 
 
 

 

10 2 

      

10 3 

     
 
 
 

 

10 4 

     
 
 
 
 
 

 

10 5 

     
 
 
 
 
 

 

10 6 

     
 
 
 
 

 

10 7 

     
 
 
 
 
 

 

10 8 

     
 
 
 
 
 

 

10 9 

     
 
 
 
 
 
 

 

10 10 
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小学校 中学校 

第 6 学年 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

単 語 と そ の 絵 が
書 か れ た カ ー ド
を 見 な が ら 発 音
し た り 、 音 声 を
聞 い て そ の 単 語
が 書 か れ た カ ー
ド を 選 ん だ り す
ること。 

81.3 

第 6 学年 
と同一 

89.8   

第 2 学年 
と同一 

 

0 

 

0 

 友達との会話の内容を
よく理解するために、
聞き返しの言葉などを
使って確認すること。 

78.6 78.7 

0 
 
 
 

 0 
 
 
 

 まとまった文を聞いた
り読んだりして、その
内容について英語で意
見を述べ合うこと。 

62.6 63.9 

0 

 

0 

 書かれたもの（手紙、
伝言、メール）を読ん
で、書いた人の言いた
いことを理解し、内容
に応じて簡単な返事を
書くこと。 

65.2 59.2 

0 

 

0 

 まとまった文を読んだ
後、それに対して感想
を述べたり賛成・反対
などの意見を言ったり
するために、文の要旨
を捉えること。 

58.2 67.1 

0 

 

0 

 聞いたり読んだりした
ことについて、英語で
メモをとったり、それ
を基にして簡単な感想
を書いたりすること。 

56.9 60.6 

0 

 

0 

 身近な出来事や体験に
ついて、自分の考えや
気持ちを、文と文のつ
ながりに注意して、複
数（ 2 文以上）の文で
書くこと。 

81.3 80.4 

0 

 

0 

#DIV
/0! 

関連する単語や例文を
調べたり、日本語との
意味の違いを確認した
りするなど、必要に応
じて辞書を活用するこ
と。 

77.8 83.2 

0 

 

0 

#DIV
/0! 

多様なものの見方や考
え方を理解したり、尊
重したりするために、
外国と日本の言葉や文
化を比較したり、自分
の考えや行動に当ては
めたりすること。 

72.7 72.1 

0 

#DIV
/0! 

0 

#DIV
/0! 

小学校で学んだことを
中学校で役立てたり、
より発展させたりする
こと。 

73.6 74.1 

※全て調査実施の前学年の「コミュニケーション活動（例）」に関する質問項目 

 

※肯定率(全回答に占める肯定的な回答をした児童・生徒の割合、％) 



- 142 - 

 

 

設問番号 観点 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 

11 1 

ICT 
利活用 

学 校 の 授 業 で 、
電 子 黒 板 や イ ン
タ ラ ク テ ィ ブ ボ
ー ド 、 パ ソ コ ン
な ど を 使 い 、 授
業 の 内 容 と 関 係
す る 動 画 や 映 像
を 見 た り 、 音 声
を 聞 い た り す る
こと。 

70.6 

全学年 
同一 

78.0 

全学年 
同一 

85.5 

11 2 

学 校 の 授 業 で 、
パ ソ コ ン な ど を
一 人 一 台 使 い 、
幾 つ か の 課 題 か
ら 自 分 の 学 習 状
況 に 合 っ た も の
を 選 ん で 解 決 す
ること。 

53.0 61.4 71.1 

11 3 

学 校 の 授 業 で 、
電 子 黒 板 や イ ン
タ ラ ク テ ィ ブ ボ
ー ド 、 パ ソ コ ン
な ど を 使 い 、 自
分 の 考 え や 気 持
ち を 説 明 し た
り 、 他 の 人 と 伝
え 合 っ た り す る
こと。 

43.4 45.7 52.2 

11 4 

学 校 の 授 業 で 、
パ ソ コ ン な ど を
使 い 、 観 察 ・ 調
査 し た デ ー タ を
使 っ て 図 や グ ラ
フ を 作 成 し た
り 、 レ ポ ー ト を
ま と め た り す る
こと。 

34.1 39.5 48.3 

11 5 

学 校 の 授 業 で 、
ウ ェ ブ ペ ー ジ を
み た り 、 イ ン タ
ー ネ ッ ト や ウ ェ
ブ メ ー ル を 使 っ
て 他 の 人 と や り
取 り し た り す る
と き の 注 意 点 を
知ること。 

38.2 48.0 63.0 

11 6 

【 当 面 の 間 は 実
施 し な い 】 次 の
授 業 の 予 習 や 準
備 の た め の 課 題
を 、 授 業 外 に 、
パ ソ コ ン な ど を
使 っ て 行 う こ
と。 
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小学校 中学校 

第 6 学年 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

全学年 
同一 

90.2 

全学年 
同一 

93.9 

全学年 
同一 

92.7 

全学年 
同一 

93.0 

67.0 78.4 50.5 60.1 

59.8 66.9 45.9 50.8 

51.7 59.3 42.5 54.3 

74.4 78.7 58.3 60.3 

    

※全て調査実施の前学年の「ICT の利活用（例）」に関する質問項目 

 

※肯定率(全回答に占める肯定的な回答をした児童・生徒の割合、％) 
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３ 教科等と意識・実態のクロス集計の結果(抽出項目のみ掲載)     
 

■学校の生活が楽しい／充実している。 

(質問 2-1)【学校生活の充実度】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■自分は、努力すれば、たいていのことはできるようになると思う。 

(質問 2-24)【自己効力感(自由の感度)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■自分が頑張ったからよい結果が出たんだと思うことがよくある。 

(質問 2-4)【自己効力感(自由の感度)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 
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■人の気持ちを分かろうとしている。 

(質問 1-23)【他者への受容(相互承認の感度)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■自分と違う意見や考え、気持ちも大切にできている。 

(質問 1-5)【他者への受容(相互承認の感度)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■自分の考えを理解してくれる友達がいる。 

(質問 1-21)【他者からの受容(相互承認の感度)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 
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※学習状況の評定(学力段階)は、教科等を総合したものを用いている。 
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■学校の先生は、自分のことを認めてくれていると思う。 

(質問 1-16)【他者からの受容(相互承認の感度)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■今の自分に満足している。 

(質問 1-9)【自己の受容(自己承認の感度・自己肯定感)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■今の自分に自信がある。 

(質問 1-4)【自己の受容(自己承認の感度・自己肯定感)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 
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■今の自分を「好き」といえる。 

(質問 1-13)【自己の受容(自己承認の感度・自己肯定感)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■分からないことは、自分から質問したり調べたりしようとしている。 

(質問 2-23)【主体的な学び(内発的な学習意欲)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■自分は、新しいことが分かったり身に付いたりすると、次の内容や新しい内容をもっと学ぼうとする。 

(質問 2-18)【主体的な学び(内発的な学習意欲)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 
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※学習状況の評定(学力段階)は、教科等を総合したものを用いている。 
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■今学んでいることは、いずれ仕事や生活の中で役に立つと思う。 

(質問 2-11)【時間的展望】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■決まりを破ったりいじめをしたりしている友達がいたら、自分から進んで注意している。 

(質問 1-10)【道徳的実践力】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■自分は、努力すれば、いろいろな人とよい人間関係をつくっていくことができると思う。 

(質問 1-18)【道徳的実践力】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 
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■学校の授業以外で、小さい子どもをおんぶしたりだっこしたり、遊んであげたりしたことがある。 

(質問 1-3)【生命尊重体験】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■学校の授業以外で、生き物を飼育したことがある。 

(質問 1-6)【生命尊重体験】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■学校の授業以外で、花や野菜などの植物を育てたことがある。 

(質問 1-20)【生命尊重体験】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 
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※学習状況の評定(学力段階)は、教科等を総合したものを用いている。 
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■日本や世界で問題になっていることについて、自分なりの考えをもっている。 

(質問 1-1)【国際社会への関心・関わり】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■今住んでいる地域に、自分の「居場所」があると感じる。 

(質問 2-12)【今住んでいる地域への関心・関わり】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■自分の学級(クラス)は、誰にとっても居心地がよくなるよう、いろいろなルールやきまりを話し合って決めることができる。 

(質問 2-26)【集合的(社会)効力感】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 
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■今住んでいる地域は、自分たちが協力することにより、そこで生活する全ての人にとってよりよいものにできると思う。  

(質問 2-22)【集合的(社会)効力感】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■自分が積極的に関わることで、日本や世界で問題になっていることは、少しでもよい方向に進むと思う。 

(質問 1-17)【集合的(社会)効力感】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■自分の身の回りのことは、自分でしている。 

(質問 2-9)【基本的な生活習慣】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 
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※学習状況の評定(学力段階)は、教科等を総合したものを用いている。 
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■学校で自分が任されたことは、責任をもって取り組むようにしている。 

(質問 1-7)【規律ある学校生活】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■学校で出された宿題はきちんとやるようにしている。 

(質問 2-17)【規律ある学校生活】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■学校の授業で学ぶことにより、分かることやできることが少しずつ増えている。 

(質問 3-22)【学習成果の実感】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 
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■新しいことを学んで身に付けようとするとき、自分で計画を立てて学習を進めることができる。 

(質問 3-9)【学習方略一般(学び方)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■自分の学び方を振り返り、もっとよい学び方がないか考えるようにしている。 

(質問 3-1)【学習方略一般(学び方)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■それぞれの教科で学んだことの関係や、生活での役立ち方を、自分なりに考えてみるようにしている。 

(質問 3-3)【学習方略一般(学び方)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 
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※学習状況の評定(学力段階)は、教科等を総合したものを用いている。 
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■調べたことを基に、自分の意見や考えをまとめることができる。 

(質問 2-16)【個別の学び(学びの個別化)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■授業では、自分の考えや気持ちをじっくりまとめる時間がある。 

(質問 3-19)【個別の学び(学びの個別化)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■授業では、自分の得意な部分を伸ばしたり、苦手なところを少なくしたりできるよう、一人で学んだり、先生が個別に教えてくれたりする時間がある。 

(質問 3-18)【個別の学び(学びの個別化)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 
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■授業中、先生から褒められることがよくある。 

(質問 3-11)【個別の学び(学びの個別化)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■話合いの中で違う意見や考えが出たとき、みんなが納得できるように意見や考えをまとめることができる。 

(質問 3-6)【協同の学び(学びの協同化)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■自分の意見や考えを相手に分かりやすく伝えることができる。 

(質問 2-20)【協同の学び(学びの協同化)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 
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※学習状況の評定(学力段階)は、教科等を総合したものを用いている。 
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■授業中、ペアやグループで活動したり話し合ったりする時間が多くある。 

(質問 3-13)【協同の学び(学びの協同化)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■授業中、ほかの人が発表しているとき、自分の考えや気持ち比べながら聞いている。 

(質問 3-14)【協同の学び(学びの協同化)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■授業では、自分が分かることやできることを基に、他の人(友達)を助けてあげることがよくある。 

(質問 3-12)【協同の学び(学びの協同化)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 
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■授業では、自分だけでどうしても分からないことやできないことがあるとき、他の人(友達)から教えてもらうことができる。 

(質問 3-21)【協同の学び(学びの協同化)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■授業では、解決を目指す課題や学習計画を自分で考えて決め、仲間と協力したりしながら学習を進めることが多い。 

(質問 3-17)【探究の学び(学びの探究化)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 

  

■「総合的な学習の時間」では、他の教科で学んだことを十分生かすことができている。 

(質問 3-20)【探究の学び(学びの探究化)】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの肯定率 ・回答選択肢ごとの R3 以上の割合 
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※学習状況の評定(学力段階)は、教科等を総合したものを用いている。 
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■１か月に読む本の冊数、未読率 

【読書活動】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの読書冊数(冊) ・学習状況の評定ごとの未読率(％) 

  

■一日の学習時間 

【学習時間】 

・学習状況の評定(学力段階)ごとの学習時間(分) 

(平日、独力) 

 

(休日、独力) 

  

(平日、塾・家庭教師等) (休日、塾・家庭教師等) 
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※学習状況の評定(学力段階)は、教科等を総合したものを用いている。 
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資
料 



平成 29 年度

杉並区 特定の課題に対する調査
意識・実態調査

学びの連続の進展、学力は上昇へ更なる期待

平成29年7月27日（木）

杉並区立済美教育センター

Point 1 学習指導要領の実現、更なる期待

（１）中学校第3学年のR3以上の割合（平成28年度比）

⇒ 57.0％（＋1.9ポイント） ※3教科等の平均

2年連続上昇、更なる期待高まる

（２）つまずき・学び残しの状況

⇒ 小学校第3学年では約13％の児童に

学年・校種の進行に伴い増加、

中学校第1学年では約35％の生徒に発生
平成29年度 調査結果：

学力段階（R1～5）の割合、実施教科等平均

平成29年度結果の

約13％

R1・2

約35％

R1・2

約57％

R3以上

2



Point 2 期待の背景、学びの連続の進展

（１）R3以上＝80％へのロードマップ（算数・数学科での例）

⇒ 例えばR2（13問正答）の116名（1校平均 約5名）が 技能（レベルB）

の設問に1つ多く正答すると、R3以上の割合は5.7％上昇

平成29年度 調査結果：中学校第 3 学年数学科の正答数分布
学力段階（R1～5）の評点基準を度数分布図上で単純化して示したもの

平成29年度結果の

小学校に期待 中学校に期待

R5R4R3R2R1

3

Point 3 規模 と 資本 から導く基本戦略

（１）規模 指標「児童・生徒数」 左：小学校、右：中学校

平成29年度結果の

※児童・生徒数は、平成29年４月１日時点のもの

4



Point 3 規模 と 資本 から導く基本戦略

（２）経済・文化・社会関係資本 指標は様々 左：小学校、右：中学校

平成29年度結果の

※結果は、複数の年度を混ぜ合わせて地域の傾向を取り出したもの

5

経済資本

文化資本

社会関係資本

経済資本

文化資本

社会関係資本

Point 3 規模 と 資本 から導く基本戦略

（３）学力 指標「R3以上の割合」 左：小学校、右：中学校

平成29年度結果の

※結果は、複数の年度を混ぜ合わせて地域の傾向を取り出したもの

6

経済資本

文化資本

社会関係資本

経済資本

文化資本

社会関係資本



7

（1）典型例①“西”の課題は？「 」
・ 西側地域の学校は、

⇒

（2）典型例②“東”の課題は？「 」
・ 東側地域の学校は、

⇒ 

（3）過程は違っても、結果＝課題は同じ
・ 西と東では、全く異なる過程から、同じ結果＝課題（R2の大量発生）が生まれる。

⇒ 全ての・一人ひとりの子どもが主体となり、対話で深める学びの展開を

Point 4 東西 で異なる 基本戦略 の考え方
平成29年度結果の

8

Point 4 東西 で異なる 基本戦略 の考え方
平成29年度結果の

経済・文化・社会関係資本

やや厚い 中 やや薄い

学校規模

大きい
（西に多い）

中

小さい
（東に多い）
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解 説 資 料 ① 

平 成 29 年 ７ 月 20 日 

杉並区立済美教育センター 

 

平成 29年度 杉並区「特定の課題に対する調査、意識・実態調査」に係る 

済美教育センター作成資料について(解説) 

 

 

１ 資料（Excel ブック）の構成 

No. シート名（Excelシート） 主な内容 

1 企画 企画概要 「教科等に関する調査」教科等別・学年別の設問レベルごとの設問数 

2 評定基準 「教科等に関する調査」学力段階（R1～5）の評定（判断）基準の目安 

3 企画概要（意識） 「学習・生活に関するアンケート」領域と質問項目の対応 

4 結果 区全 調査結果の概要（杉並区全体） 

5 本校 調査結果の概要（本校）、結果の考察と今後の取組（自校記入欄） 

6 分布 学力分布図、学力段階 

7 ★学年別 「教科等に関する調査」学年別・教科等別の結果詳細 

8 意識 「学習・生活に関するアンケート」各領域の平均、各質問項目の肯定率等 

9 分析 ★クロス 「教科等に関する調査」と「学習・生活に関するアンケート」クロス集計 

10 経年 学力段階の経年変化考察用（今年度結果のみ入力済） 

11 個人 例：国小3～ 

数小 3～ 

  理小 4～ 

  外中 2～ 

  意小 3～ 

「教科等に関する調査」 

・各児童・生徒の調査結果、各設問の解答状況 

・基礎／活用別、観点別、領域別の結果 

「学習・生活に関するアンケート」 

・各児童・生徒の調査結果、各設問の回答状況 

・領域別の結果 

※★は平成29年度において書式等の修正があるシート 

 

２ 平成 29年度資料の主な変更点（昨年度比） 

 ・ 学年別結果に、通過（正当）設問数の度数分布を追加 

・ クロス集計において、アンケート項目の選択をリスト形式に変更 

 ・ クロス集計において、クロスバブルチャートに各児童・生徒の出席番号を表示するように変更 

 ・ クロス集計において、アンケート項目同士のクロス集計を可能に 

 

 ※平成29年度の意識・実態調査においては、新学習指導要領を見据え、「学び方」「学びの個別化」

「学びの協同化」「学びの探究化」、また、「集合的（社会）効力感」の領域に、アンケート項目の

修正や追加が多くあります。ご確認いただくようお願いいたします。 

 

３ 主なシートの解説 

 ・ 本資料（Excel ブック）は、必ず原本（済美教育センターから送付された状態のファイル）を保存

しておくようにしてください。クロス集計の動的な処理などは、行列の挿入や削除等の操作を行うこ

とで、プログラムの一部が崩壊し、正常に処理が働かなくなる可能性があります。クロス集計などが

正常に処理されなくなった場合は、原本を使用してください。 

・ 本資料の開発環境は、windows10、Excel2016です。Excel は、2007以前のバージョンでは、条件

付き書式の一部が適切に処理されません。調査結果には影響ありませんが、Excel2010（以降）の使

用を推奨します。 

 ・ 本資料は、一部にマクロを使用しています。ファイルを開く際、マクロを有効にしてください。 

 ・ 下記解説は、必要に応じ、別添「解説資料②」を参照しながらお読みください。 
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（1）No.4 区全：調査結果の概要（杉並区全体） 

 

◯「教科等に関する調査」の結果を、最も重視すべき指標

「学力段階（R1～5）」を中心にまとめてあります。 

 

※「学力段階」は、「調査実施の前学年における学習指導

要領の実現状況」を 5 段階で表す指標です。本指標の詳

細は「解説資料②」のp.1, 4を参照してください。 

なお、「杉並区教育ビジョン 2012 推進計画（平成 29

～31 年度）」では、平成 33 年度までに、「R3：おおむ

ね定着がみられる（最低限の到達目標）」以上の児童生

徒を 80％（以上）にすることを目標としています。 

 

◯「意識・実態調査」の結果は、各領域に含まれる質問項

目の「平均値」をレーダーチャートで示してあります。 

 

 

（2）No.5 本校：調査結果の概要（本校）、結果の考察と今後の取組（自校記入欄） 

 

◯国や東京都の調査結果と合わせて区調査の結果を公表で

きるよう、グラフを中心にまとめてあります。 

 

◯ページ末には、結果の考察と今後の取組を入力する欄を

設けてあります。必要に応じて御活用ください。 

 

※国と都の調査は、グラフ右側ページ外の所定欄に結果を

入力することでグラフに反映されます。 

 

 

（3）No.6 分布：学力分布図、学力段階 

 

◯本校の結果を、「学力段階（R1～5）」と「学力分布

（散布図）」を中心にまとめてあります。 

 

※「学力分布」は、区全体の平均を 50、標準偏差を 10 と

した場合の結果（標準化得点）で処理してあります。交

点が区平均＝50、小円の範囲が区標準偏差＝10、大円は

区平均 50の±25の範囲を示しています。 

 

◯「学力分布」は、縦軸と横軸にプロットする教科等を選

択できます。黄色く塗りつぶしてあるセルを選択すると

「指示文」が表示されます。それに従ってください。両

教科等の「相関係数」も自動的に処理されます。 

 

※別添「参考資料」のうち、【例①解説】（p3）の最上段

の記入例を併せて参照してください。 
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（4）No.7 学年別：「教科等に関する調査」学年別・教科等別の結果詳細 

 

 

 

◯学年別・学級別に、教科等ごとの結果の詳細を示してい

ます。 

 

※「100％積み上げグラフ」の合計が 100％に達していない

場合は、欠席等の理由から調査を実施していない児童・

生徒が存在することを示しています。結果を考察する際

に御留意ください。 

 

 

○また、右の欄外には、度数分布を示してあります。 

 

※度数分布は、平成 28 年度中の御要望に応じ、平成 29 年

度に実装しました。 

 

 

（5）No.8 意識：「学習・生活に関するアンケート」各領域の平均、各質問項目の肯定率等 

 

◯学年別・学級別に、「領域」ごと、「項目」ごとの結果

の詳細を示しています。「領域」ごとは「当該領域に含

まれる質問項目の平均値」、項目ごとは「肯定率

（％）」を示しています。 

 

※「読書冊数」「学習時間」「部活動への所属状況」を除

く項目は、「4 件法（肯定＝4／やや肯定＝3／やや否定

＝2／否定＝1）」の回答です。平均値は「4 点満点」、

肯定率は「全回答に占める4と 3の割合」です。 

 

※「集合的（社会）効力感」の 4 項目は、いずれも 2 領域

にまたがるものとして企画しています。 

 

 

（6）No.9 クロス：「教科等に関する調査」と「学習・生活に関するアンケート」クロス集計 

 

◯「クロス集計（クロス表、クロスバブルチャート）」を

中心にまとめています。 

 

※「学力段階」の「教科等総合」は、「各教科等の学力段

階を平均して四捨五入したもの」です。 

 

◯「クロス集計」は、動的な処理に対応しています。黄色

で塗りつぶしてあるセルや窓を選択すると「指示文」又

は「選択できる項目一覧」が表示されます。 
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◯一部の項目は、「クロスバブルチャート」にも対応して

います。肯定的な回答をした児童・生徒ほど、バブルサ

イズが大きくなるように処理されます。 

 

※左図は、「学校の先生は、自分のことを認めてくれてい

ると思う」項目とクロス集計をした結果の例です。左図

をみると、中下位層に否定的回答が点在している傾向が

みられます。この傾向については、別添「参考資料」の

うち、【例①解説】（p3）の上から三段目の記入例を併

せて参照してください。 

 

※平成 29 年度から、平成 28 年度中の御要望に応じ、各児

童・生徒の出席番号が表示されるようにしました。 

 

○クロスバブルチャート対応の項目は、項目同士のクロス

集計をすることもできます。 

 

※項目同士のクロス集計は、平成 28 年度中の御要望に応

じ、平成29年度に実装しました。 

 

 

（7）No.10 経年：学力段階の経年変化 

 

◯「同個体の経年変化」を処理するために用意しました。 

 

◯当該年度（平成 28 年度）の結果のみが入力されていま

す。黄色で塗りつぶしてあるセルに昨年度までの結果

（学力段階ごとの人数）を入力することにより、同個体

の経年変化が考察できます。 

 

※「学力段階」の学校への提供は、平成 24 年度から開始

しています。ただし、平成26年度調査において、学力段

階の評定基準について見直しを行っています。御留意く

ださい。 
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（8）No.11 学年別の教科等・意識 

 

◯個人ごとに、設問や質問項目ごとの「解答・回

答状況」などを示してあります。 

 

◯設問ごとのレベル・観点・領域、質問項目ごと

の該当領域など、「企画の詳細」についても示

してあります。 

 

◯「条件付き書式」によって、学習や指導のうえ

での課題を発見しやすくしてあります。「青は

より良好」「赤はより課題あり」という規則に

従っています。考察の参考にしてください。 

 

※「教科等に関する調査」は、調査実施年度の 5

月に、前学年の学習状況（学習指導要領の実現

状況）を調査するものとして企画しています。

考察の際には、調査実施年度の 1学期の学習状

況を踏まえるようにしてください。 

 

 

 

※画面は全て開発中のものです。 

※データは、クロスバブルチャートを除き、全てダミーを使用しています。 



平成 29 年度 新学習指導要領を踏まえた研修
第2回 主体的・対話的で深い学びのための指導方法の研修

主体的・対話的で深い学びの“現在”

(1) 講義：主体的・対話的で深い学びの実践事例
(2) 演習：主体的・対話的で深い学びを支える技法

平成29年8月24日 (木)

杉並区立済美教育センター

“不断の授業改善”の視点としてのAL

授業改善の視点例

学習課題 はどうあるべきか ⇒ 10月19日／11月6日の第３回「ハテナソン」へ

学習過程 はどうあるべきか

学習形態 としての 対話 にはどのような 技法 が必要か ⇒ この後の演習で

学習材・教具等 を含め 学習環境 はどうあるべきか

学級内の関係性 や 指導体制 はどう変わるか (評価)  など



「主体的・対話的で深い学び」の実践事例

https://www.youtube.com/watch?v=9lOTu9blXwk

アクティブラーニング
大学・社会へとつなげる桐蔭学園のAL

アクティブラーニング型授業とは

https://www.youtube.com/watch?v=Mkd8VIikJ-U

改革２年目のさらなる進化
桐蔭学園 アクティブラーニング型授業の改革

講義とALを組み合せてAL型授業に変えていく
プロジェクターとスクリーンを導入した意味

「主体的・対話的で深い学び」の実践事例



対話による深い学びための“技法”

演習：国語科 小学校第２学年『お手紙』を題材に

『お手紙』は、あくまで、校種や教科に関係なく学ぶための題材

物語のテーマ (主題)を解釈し、対話で深める。

本演習における「対話で深める」の意味は、インフォーマルな知
識を活用してフォーマルな知識 (生きて働く知)を構築すること。

学びを広げ深めていく“方向性”
より狭い

(基礎・基本のみ)
より広い

(活用・探究まで)

よ
り
浅
い

(

答
申
に
指
摘
さ
れ
る
課
題)

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

例えば
(単に)知っている

・手続き的にできる

例えば
既知の状況や

特定の課題解決で(のみ)使える

例えば
短期的な賞罰や

自分のため(のみ)に学ぶ

よ
り
深
い

(

資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱)

より
生きて働く

ものに

より
未知の状況にも対応できる

ものに

より学びを
人生や社会に生かそうとする

ものに

※「(広く)深い学び」は、「一意に定まる」「静的な状態」ではなく「絶えず経験を再構成していく」「動的な過程」と捉える

1

2
3

演習は
この簡易な
体験をする



対話による“生きて働く知”の構築
狼と戦った白馬にスーホが声をかける場面に差しかかった時、一人の女の子が立ち上がって問いかけます。

「『兄弟に言うように』なのに、どうしてスーホは白馬にこんなにやさしいの」

･･････この女の子に典型的なように、インフォーマルな知識は時に大きく偏っています。しかし、
だからこそ一人一人のそれぞれに偏った知識や経験を共有の財産として、その豊かな具体・特殊・個
別の先に抽象・一般・普遍を構築しようと対話的に思考することに意味があるのです。実際、話し合
いの末に子供たちは、「兄弟ってそれぞれだけど、でもだいたいは互いに相手を思いやり、やさしく
支え合う関係と考えていいんじゃないか」と結論付けました。

散々議論した割には普通のところに落ち着きましたが、子供たちが自力で対話的・協働的に生み出
した知識である点、したがってその内側に「カステラ」や「お兄ちゃんなんだから」など、様々な具
体・特殊・個別を充満させた知識である点を見逃してはいけません。豊かな文脈を伴う、カラフルで
中身が詰まったフォーマルな知識［生きて働く知］と言ってもいいでしょう。

奈須正裕『「資質・能力」と学びのメカニズム』2017年、東洋館出版社、pp.157-161. 

学習者の主体性を回復・促進する “ペア”

主体的・対話的で深い学びの展開
これまで一斉指導に慣れ親しんできた教員は、主体を子どもたちに

「預ける」ことに大きな不安があるといいます。活動を制止できなく
なるのではないか、有事に安全を確保できないのではないか。ひいて
は、学級が荒れてしまうのではないかといった不安です。〔中略〕
この点に配慮すると、フェーズ０で導入を推奨する［１時間の中に、
個別の学び、協同の学びの両時間を確実に確保したうえでの］二人組
の協同学習は、集団の統率可能性を比較的高く保ちながら、個別化を
見据え、全ての子どもを学びの主体にすることができます。

『すぎなみ9年カリキュラム (総合的な学び編)』p.66, 67



主体的・対話的な学びの“連続”と“効果”

円形ホワイトボードを媒介に
〔前略〕３・４人に一つずつの円形ホワイトボードが、個別の学びを
生かした対話的な学びを小学校から連続させる媒介となり、中学校の
学習状況を (劇的に) 改善した事例も出てきています。学びの個別化
に向かう前段階として、一人ひとりが学習の主体性を回復したことに
より、R3以上の割合が学校全体の平均正答率から予測される理論値よ
りも遥かに高くなったのです。これは、本区教育課題研究指定校 (平
成27・28年度) である大宮中学校の実践であり、中学校第２学年の教
科担当の二人はいずれも若手でした。大きな希望です。

参考 (別添)：杉並区立大宮小学校 平成28年9月1日 No.483「やり取り」の中で学ぶ 学び方を学ぶ
『すぎなみ9年カリキュラム (総合的な学び編)』p.61

演習の概要

ねらい：『お手紙』の主題を解釈し、対話で深める。
展 開：

① 主題を考えながら『お手紙』を読む。
② 根拠(叙述)とその理由(個人的経験)を添えて主題をまとめる。
③ グループになり、根拠とその理由を添えて主題を発表し合う。
④ 主題を一つだけ選び、対話のポイントを押さえて話し合う。
⑤ 主題についての自分の考えをまとめる。

参考：「話や文章に含まれている情報の取り扱いに関する事項」「話すこと・聞くこと」の【系統性】と
対話を促進する発問の【連続性】平成29年8月24日(木) 杉並区立済美教育センター



“共通点”や“相違点”を比べる対話

同じところはどこ？

どこまでが同じ？ 何が違う？

違うところはどこ？ どんな違いがある？

違いはどこから生まれたの？

似ているけど、どうして違うの？

根拠が同じなのに、考えが違うのはどうして？ など

対話のポイント①

“個人的経験”を理由とした対話

どんな経験からそう考えたの？

※「経験」の言い換え：自分で見たり聞いたり、やったりしたこと、読んだこと など

その経験と考えをどのように結び付けたの？

同じような経験を他にも挙げられる？

同じような経験をした人はいる？

異なる経験からも同じ考えが成り立つ？ など

対話のポイント②



考えやその価値を“関係付ける”対話

○○さんの考えのよさはどんなところ？

○○さんの考えの(他にはない)特徴はどんなところ？

○○さんの考えと□□さんの考えのよさや特徴は同じ？ 違う？

同じだとするとどんなところ？ 違うとするとどうして？

考えやそのよさ、特徴を関係付けると、新しい考えが生まれる？

新しく生まれた考えには、どんなよさや特徴がある？ など

対話のポイント③

中学校「教えない授業」で力を育む

教育新聞 2017年8月7日「先を生きる 「教えない授業」で力を育む 大学入試にも有効」
https://www.kyobun.co.jp/kyosai/k20170807_05/ (平成29年8月23日最終確認)

• 大学入試にも有効な理由
• 学びの手段を増やしていく
• 選ぶ経験が圧倒的に少ない
• 「大学では物足りない」と話す教え子も
• 打ち砕かれた自信とたどり着いた決意
• 失敗できない仕組みを見直そう
• 選ぶ力は学力に関係ない
• 少しずつ手放してみる
• 関係者以外の人と教育の未来を語り合おう

※ 太字は別添にて抜粋した箇所

山本 崇雄 (やまもと・たかお) 教諭 昭和45年生まれ。平成6年か
ら東京都の中学校英語教諭としてオールイングリッシュによる授
業を実践。平成29年度から 。サッ
カー部顧問。検定教科書『New Crown English Series』(三省堂) 
の編集委員を務める。



普及・啓発のための“PTA広報紙”

向陽中学校、都公立中学校広報紙コンクール最優秀賞



現状や今後の変容を観取るための “指標”

杉並区「意識・実態調査」質問項目
学習方略一般 (学び方)

個別の学び (学びの個別化)

協同の学び (学びの協同化)

探究の学び (学びの探究化) など

新しいことを学んで身に付けようとするとき、
自分で計画を立てて学習を進めることができる。

授業中、他の人が発表しているとき、
自分の考えや気持ちと比べながら聞いている。

参考：「てつがくおしゃべりカード 」(ほんの木社) 考えを深めさせる問い http://www.honnoki.jp/tetsugakucards/downloads/
※「普遍性 (universality)」は、場所や時間、人の価値観の違いを超えて妥当する性質

広く深い学び、普遍な知を目指す “発問”
そうかな？ 本当にそうだと思う？
他の考え方もできる？
どういう意味？
いつもそうだと言える？
どうしてそうなの？
何か例を挙げられる？
もし･･･だったら、どう？
みんなも今の意見に賛成？
それには何かルールがある？
それはどんな場合にも言えること？

それは将来もそうであり続けるの？
みんなそれを理解できる？
それが本当かどうかはどうすればわかる？
何に基づいてそう言っているの？
それについて他に何か知っていることは？
それをやって見せてくれる？
そこから何を引き出すことができる？
その結果、何が起きる？
それがそうでないということも想像できる？
その反対も本当ということがある？
ここに挙げた例のどれにもあてはまる共通点は何？
以前考えていたのとは違うふうに考えているの？
それはいつもそういうものだった？
それは、今あなたが言ったことにどうしたらうまく当てはまる？
どうしてそれが可能なの？
それは他の国でも当てはまること？
どうしたらそれを証明できる？
誰がそれを決めるの？
それは、まだ変わることができる？



平成 29 年度 新学習指導要領を踏まえた研修
第2回 主体的・対話的で深い学びのための指導方法の研修

主体的・対話的で深い学びの“未来”

(1) 講義：「主体的・対話的で深い学び」が進むとどうなる？

平成29年8月24日 (木)

杉並区立済美教育センター

https://www.youtube.com/watch?v=IyJVCJqWoS0

「主体的・対話的で深い学び」が進むとどうなる？

Naar de School van Morgen
明日の学校に向かって

オランダ・イエナプラン教育に学ぶ



https://www.youtube.com/watch?v=8jlhOQ7v_i4

「主体的・対話的で深い学び」が進むとどうなる？

イエナプラン教育
JENA PLAN

小学校教諭

川崎知子さん

学級は異年齢の子どもたちによって構成される。通常、３学年にわたる子どもたち、例外的
に２学年にわたる子どもたちの場合もある。学級は『根幹グループ(ファミリー・グループ)』
と呼ばれ、学級担任の教員は｢グループ・リーダー｣と呼ばれる。毎年新学年になるごとに、年
長の子どもたちが次のグループに進学し、新しく年少の子どもたちがグループに参加する。原
則として、グループ・リーダーは交替しない。

学校での活動は、会話・遊び・仕事(学習)・催しという４つの基本活動を循環的に行う。会
話はサークルを作ってグループリーダーも生徒と共に参加して行われる。遊びは企画されたも
の、自由遊びなど様々な形態が用いられる。仕事(学習)は、自立学習と共同学習の2種類があ
る。催しは、週のはじめの会、週の終りの会、特別の年中行事、教員や生徒の誕生日などで、
喜怒哀楽の感情を共有して学校における共同体意識を育てることに目的が置かれている。また、
この４つの活動を循環的に行うために、時間割は教科別で作られず、４つの活動のリズミック
な交替をもとにして作られる。

生と仕事の場としての学校。学校は、子どもと教員と保護者とからなる共同体とみなし、子
どもが大半の時間を過ごす場として、リビングルームとしての環境づくりを強調する。

学校教育の中核としてのワールドオリエンテーション。教科別の学習をつなぎ、それに基づ
いて『学ぶことを学ぶ』ために設けられた総合的な学習の時間が尊重される。

インクルーシブな教育を目指し、生徒集団を、可能な限り生の社会の反映としてとらえ構成
しようとする。そのために、早い時期から、特別のニーズを持つ障害児らの入学を積極的に認
めてきた。

「イエナプラン教育」
1924年、Peter Petersen (1884-1952)

https://ja.wikipedia.org/wiki/イエナプラン教育 (平成29年8月23日最終確認)

No Picture



『学習原論』
1923 (大正12)年、木下竹次 (1872-1946)

学習は学習者が生活から出発して生活によって生活の向上を図るものである。学習は自己の
発展それ自身を目的とする。

異なった遺伝と環境とを持っているものが、機会均等に自己の発展を遂げ自己を社会化してい
くのが学習である。

学級的画一教育法を打破した自律的学習法は、いずれの学習者も独自学習から始めて相互学習
に進み、さらにいっそう進んだ独自学習に帰入する組織方法であって、実に性質能力の異なっ
たものは異なったように活動し、しかも、自由と協同とに富んだ社会化した自己を建設創造し
ようというのである。

これがためには大いに環境の整理を必要とする。

じつに教師もひとつの重宝な環境である。教師は学習の指導者でありまた共学者である。環境
に順応しさらにこれを創造することは自己の創造発展と同一事実である。学習すれば師弟とも
に全自己を活動させてともに伸び、ともに歓ぶことができる。

かくのごとく学習のできるように構成組織した自律的学習は、真剣にこれを実施したならば、
他律的教育学を実施して得た結果よりも頗る有効であって、往々われわれと驚歎させることが
あるのは、久しい間多くの場所と人とで経験したことである。

明治図書出版 (1972)

No Picture

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Mr._Takeji_Kinoshita_(2).jpg

ポスト産業社会の萌芽が現れ始めていた20世紀初頭のアメリカで、デューイやキルパト
リックに代表される「新教育」思想が生まれたのは、ある意味において当然のことだったとい
えるでしょう。画一的・大量生産型の教育からの脱却を目指した彼らの行きついた教育のあり
方は、これまで述べてきたような、学びの「個別化」「協同化」「プロジェクト化」の融合
だったのです。

デューイ以来100年以上にわたる、学びのあり方の長い転換期・移行期は、今、最後の段階
を迎えつつあるように思えます。画一的・一斉型の学びから、「個別化」「協同化」「プロ
ジェクト化」を基軸とした、これらの融合型としての学びへの転換です。そして何度か述べて
きたように、そのすぐれた理論も実践も、これまで長きにわたって蓄積されてきたのです。よ
り「よい」学びをつくるための思考の材料も具体的な方法論も、もう十分に出そろっているの
です。

いわゆる「落ちこぼれ」は、“システムによってつくられている”部分がきわめて多いのです。
これまで述べてきたように、子どもたちは、一人ひとり興味・関心も違えば向いている学びの
あり方も違っています。にもかかわらず、すべての子どもに同じ内容を、同じ方法、そして同
じ速度で勉強させれば、その方法や進め方に向いた子どもは“成功”しても、そうでない子ども
は“成功”しにくくなってしまうのは当然のことです。要するに画一的な教育システムは、シス
テムそれ自体が、それに合う子どもと会わない子どもを自動的につくり出してしまうものなの
です。

『教育の力』
2014 (平成26)年、苫野一徳 (1980-)

講談社 (2014/3/20)



脳多様性の“考え方”

オーダーメイドの教育で道はひらける
10年前から欧米では「脳の多様性 (Neurodiversity)」という言葉が使われて

いる。「生物多様性」同様、脳にも様々な種類があり、その個性に合った
環境作りがひいては社会全体を豊かにするという考え方だ。

肌や髪の色がみな違うように、脳にも多彩なバリエーションがある。自
閉症はシステム化能力に、ADHDは発想力に、ディスレクシアは視空間能力
に長けていることが多い。気分障害・不安障害・統合失調症は三者三様の
創造力に、知的発達の遅れは社交力に秀でているとも言われる。

トーマス・アームストロング、中尾 ゆかり(訳) 
『脳の個性を才能にかえる 子どもの発達障害との向き合い方』2013年、NHK出版

ニューロダイバーシティ

フィンランド・高等学校で教科を“全廃”

2020年までに完全導入、真の革命に着手
1900年代初頭には機能していた、旧態依然とした方式に則って教育を

行っている学校が存在する―しかし、ニーズは変化している。私たちは21
世紀に合った何かを求めているのだ。

その基盤には、生徒は、自身のために、自らが志す将来の夢や能力に従
い、学びたい論題や事象を選ぶべきとの考えがある。

教師と生徒の伝統的なコミュニケーションの形式もまた、同様に変化し
ていく。生徒は学習机に隠れ、教師の指名に怯える存在ではなくなる。問
題を議論するために小集団で協同することになる。

参考：Finland Will Become the First Country in the World to Get Rid of All School Subjects (平成29年8月23日最終確認)
http://www.globalresearch.ca/finland-will-become-the-first-country-in-the-world-to-get-rid-of-all-school-subjects/5572373



主体的・対話的で深い学びの“本質”
集団の一様から個の多様へ
レスポンシブな環境構成

探究の学び を軸に (各人の興味・関心、必要に従い)

個別の学び から出発し (自らの道を拓く力と)

協同の学び を効果的に融合 (共に生きる力を)

共同探究者としての教師
多様な人々が共に在る学校

学びの構造転換
≠授業改善

「学び方」を育む
≠“勉強”の仕方を身に付ける

学校を胎芽的な
社会生活の場に

≠交流及び共同学習

一人ひとりが教育課程をもつ

生き方＝人生の方法的土台となる

学校づくりはまちづくり

計算機的多様性の“考え方”

計算機による多様性 (Computationally Incubated Diversity)

落合陽一：https://twitter.com/ochyai/status/859939341531058176 (上段、平成29年8月23日最終確認)
©Miraikan「デジタルネイチャー：計算機的多様性の世界へ」https://www.youtube.com/watch?v=Er-kT04SWqI (下段、平成29年8月23日最終確認)

コンピューテーショナルダイバーシティ



よく用意された環境の中で、一人ひとりが思い思いに学び、必要に応じて緩やかに協同する。
少なくとも社会生活の場は、狭い机をもって皆で同じ方向に座り、誰かの話を聴くこと（の
み）には典型されません。

実のところこうした考えからすれば、最も望ましい指導は、人や物を含めた広義の「環境構
成」を基本に「自発的な遊びを通じた学び」を引き出す幼児教育の方法であるということがで
きます。［それは、一斉にお仕着せられた「主体」や「協同」とは似て非なるものです。］

私たちは、関わり合うことで、自分と他者の同じと違いを知ります。喜びや痛みなど様々な
感情を経験し、「私」と「あなた」を調整し承認し合う方法を学んでいきます。そうして共に
学び、徐々に他者や社会に働き掛けることを知る。それは最初、遊ぶ約束、物の貸し借り、口
論した後の仲直り、あるいは共に生活する教室環境や学級のルールといった小さな社会かもし
れません。

しかし、成長に伴って社会は大きくなっていきます。身近な場所、地域、国、そして世界。
一人ひとりが、これら社会やそこに生きる自身の課題と向き合い、各教科で学んだことを使っ
て、思い思いに活動する。その成果を生かし、世代、身体、性、地域、言語・文化、思想・信
条、障害・症害、職業といったあらゆる境界を超え協同していく。ひいては、この社会は確か
に変えていくことができるのだという集合的な効力感を、自分（たち）は自然を含め共に生き
る万象のうちに在るのだという実感を育てていく。それが、生活科や総合的な学習の時間の目
標の指針となる総合的な学びの目的であり、学びを構造的に転換するということです。

『すぎなみ９年カリキュラム』
総合的な学び編、2017 (平成29)年

No Picture

これから先、子どもたちが、人生の目的を追求する方法的な土台として、
必要な時に、必要なことを、自ら学び身に付けるための［他者と協同する
ことを含めた］学び方を育む大切さは、より一層社会的に合意されていく
でしょう。IC(F)Tの発展と普及、変わる知や情報の在り方の実感が、学び
の方法を転換し学び方を育む必要感を高めていくと予測できるからです。

学ぶ 方法：与えられた 課題をどう解決するか

内容：そもそも どのような課題に取り組むか

目標：そもそもそれは 何ができるようになるためか

目的：そもそもそれは どんな人生や社会を望むからか を徐々に自分で考えられるように

人生の方法的土台となる“学び方”を育む

『すぎなみ9年カリキュラム (総合的な学び編)』p.72



しかし、一方で教師は、教科の本質と呼ばれる知、見方や考え方の「深
さ」を大切にするほど、子どもたちに学び方を委ねる懸念が大きくなると
もいわれます。〔後略〕

一人ひとりの教師が主体となり、学校全体の合意と効力感をもって進ま
なければ、転換は早晩挫折することになります。かといって現状を追認す
る授業改善では、必要な転換が進まない可能性もあります。

『すぎなみ9年カリキュラム (総合的な学び編)』p.72

学び方と教科の知の“せめぎ合い”？

「主体的・対話的で深い学び」が目指す姿 (目標)

今やっていること (現在)

目標に向けてこれからやっていくこと (ロードマップ) 

主体的・対話的で深い学びの“未来”へ



参考文献１

はじめに リヒテルズ直子 より

まず第１章で、日本の公教育における問題の所在を指摘し、公教育の本質に照らして議論し
ています。

続いて第２、３章では、個性と共同とホンモノの世界との触れ合いを重視したオランダの学校
現場の先進例を示しつつ、その意味を教育哲学の立場から、とくに苫野さんが提唱されている
「個別化」「協同化」「プロジェクト化」という枠組みに照らして解説しています。これまで
の日本の学校は、画一一斉授業に著しく偏り、子どもの個性を引き出すことは得意ではありま
せんでした。また、集団の同調行動は強調しますが、集団に属する成員の多様な個性を紡ぎ合
わせることで生まれる協同の力を子どもたちに体感させることもあまり得意であったとはいえ
ません。ここではオランダの実践を、苫野さんが「よい教育」の原理的基盤として主張される
「自由の相互承認」の観点から見直しています。

そして第４章は、それまでの内容を踏まえた私たちの対談です。オランダの教育がいくらよい
成果を上げているからといって、歴史や文化的背景の異なる日本に、形だけ取り入れても意味
がないことは明らかです。私たちは、オランダの公教育における実践の本質がどこにあるのか
を考えながら、日本の公教育の新たなヴィジョンを生み出すべく意見交換をしました。

「どんな人も、世界にたった一人しかいない人」から始まるオランダ・イエナプラン教育

日本評論社 (2016/8/12)

参考文献２

まえがき より

教師たちは今も、そして1999年もそうだったように、教えることと「一人ひとりをいかす
教え方」について同じ質問をします。「それはどのように成績がつけられるのですか？」「私
たちの目標が学力テストの成績を上げることにあるとすると、一人ひとりをいかす教え方はど
う役立つのですか？」「同じ課題を提供されないと生徒たちは怒り出しませんか？」「生徒た
ちに同じ宿題、テスト、課題をする時間等が提供されなくて、どうやって公平さを維持するの
ですか？」

〔中略〕

もう一つの質問で、1999年でも今でもよく聞くものがあります。「どうすれば、一人ひと
りをいかす教育のための時間を見つけることができるのですか？ それは難しいですし、私は
すでに忙しすぎます！」こうした質問に対しては、時間と経験から次のように答えるしかない
と思っています。「経験を積みましょう。今日より明日がよくなるように計画を立てましょう。
でも、どんな計画であってももうこれで終わりとか、これでいいということはありません。」
以前、ある教師が生徒に次のように言ったのを聞いたことがあります。「もちろん難しいです。
だからこそ、あなたが時間をかける価値があるのです。そして私はあなたがそれをやり遂げら
れると信じています。」

あらゆる「違い」や「多様性」に対応しようとする実践事例と考え方

北大路書房 (2017/3/17)



参考文献３

訳者あとがき より

2020年度から実施される次期学習指導要領が発表されました。主体的・対話的で深い学び
を実現するためにアクティブ・ラーニングを導入するなど、いくつか目新しい項目も見受けら
れます。その一方で、「皆が同じ教科書を使って、同じ時間割に従って、同じ授業を受ける」
教育は依然として根強く残っています。残念ながら、100年以上も前に確立された受動型集団
画一教育を転換しないかぎり、国がどんなに「アクティブ」な教育を追求しても、見かけ倒し
に終わる公算が強いでしょう。対照的に欧米の教育先進国では、ICTを使った21世紀型の教育
が急速に広まりつつあります。すなわち、生徒一人ひとりに合わせた個別カリキュラムをもと
に、生徒が主体的に学習を進める「個別×生徒主導」方式の教育です。これを具体化に実現す
る手段こそが「ブレンディッド・ラーニング」です。

ブレンディッド・ラーニングは、一言でいえば「従来の対面講義式授業にオンライン学習を
組み込んだ学習法」です。ただし、あくまでも「個別学習×生徒主導」がブレンディッド・
ラーニングの支柱であり、たとえオンライン学習を導入していても、従来と同じようにクラス
全員が教師の指示に従って同じ内容を同じペースで勉強しているかぎりは、eラーニングにす
ぎません。また、「いつ・どこで・なにを・どのように」学習を進めるのか、生徒自身が個々
の状況を鑑みて主体的に判断することもブレンディッド・ラーニングの特徴です。こうした点
が、全体の平均的な底上げを目的とした受動型集団画一教育とは決定的に異なります。

ICT・オンライン学習を融合して学びを個別化する

教育開発研究所 (2017/4/6)

参考文献４

第５章 主体的・対話的で深い学びの実現 より

有意味学習の足場となる既有知識には、もちろん学校の授業で正規に指導してきたフォーマ
ルな知識も、いわゆる既習事項として含まれます。そして、それらは従来の授業づくりで常に
しっかりと確認され、活用されてきました。

しかし、さらに膨大で広範囲な知識や経験を、子供たちはインフォーマルな知識として所有
しています。ところが、従来の授業づくりではそれを十分に活かしてきませんでした。

〔中略〕

インフォーマルな知識は時に大きく偏っています。しかし、だからこそ一人一人のそれぞれ
に偏った知識や経験を共有の財産として、その豊かな具体・特殊・個別の先に抽象・一般・普
遍を構築しようと対話的に思考することに意味があるのです。

〔中略〕

私たちは余計な寄り道をすることなく、最短距離で結論へと至るシンプルな授業過程が有利
であると考えてきたかもしれません。しかし、一切のインフォーマルな知識との関わりを持た
ない空っぽで無色透明な知識は、かえって活用が利かないばかりか忘却も早いのです。

新学習指導要領を答申に即して読み解く

東洋館出版社 (2017/5/29)



参考文献５

はじめに より

「みんなの教室はみんなでつくる」

もし、小学校のクラスを子どもたちが中心で創っていったら、そこはどんな教室になるで
しょうか？

この絵本は、そんな、「みんなの教室はみんなでつくる」にチャレンジした子どもたちの１
年間の物語です。

教室は小さな社会です。

そこでおきていることは、20年後の未来の社会のありようだと考えることもできます。

〔中略〕

教室を「自分の手元から変えていける」場に。

そんな未来の社会を試行錯誤する場でありたいと思うのです。

自由と協同に溢れた公立小学校の教室風景

旬報社 (2015/11/16)

参考文献６

第１章「あたりまえ」を問い直す より

ボクは現在、先生になって23年目。

いつの間にか「あたりまえ」になっていることがたくさんあることに気づきます。

極端な例ですが、ボクは「気をつけ！」とか、「縦横そろえて行進！」とかがとっても苦手
な子どもでした。

とにかく動き回っていなくては気がすまない、という子どもでしたから、そろえてなにかを
する、ということが不得意だったのです。ほんとうによく怒られていました。

それなのに先生になったボクは、平気で子どもたちに「やらせて」しまいます。最初は違和
感があって、とくに若いころは職員会議で「こんなことやめましょう！」なんて熱く力説して
いたのに (笑)、いつのまにかそれもなくなり、ごくあたりまえに、「縦横そろえて！ 手を
振って！」ということに違和感を感じなくなってしまっています。

そんな自分に気づいて愕然とします。

自由と協同に溢れた教室のためにできること

旬報社 (2014/9/25)



対話を引き出す“てつがくおしゃべり”
参考：学習材の紹介

原作 ファビアン・ファンデルハム イラスト シンディ・ファンスヘンデル 日本語版プロモート及び訳 リヒテルズ 直子 ほんの木 (2017/6/15)
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※各教科・学年の調査用紙及び回答用紙、解答 pp.189-251.（非公開） 
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平成 29 年度 杉並区教科等教育推進委員会(平成 29 年 9 月 1 日現在) 

杉並区教科等教育推進委員会（国語部会、算数・数学部会、理科部会、外国語部会） 

役職・所属部会 氏名 所属杉並区立教育機関 職 

委員長 平﨑 一美 済美教育センター 所長 

委員 

国語 

部会 

小学校 

作業部会 

 鈴木 知徳＊  杉並第一小学校 校  長 

委員  前田 佐和子＊  高井戸第二小学校 校  長 

委員  小田 容弘＊  済美小学校 校  長 

委員  沼田  操＊  高井戸東小学校 校  長 

委員 伊藤 愼悟 杉並第八小学校 主任教諭 

委員  小津 光次郎＊  馬橋小学校 主任教諭 

委員  小田 沙織＊  桃井第一小学校 主任教諭 

委員  林  和江＊  四宮小学校 主任教諭 

委員  宇賀神 政裕＊  高井戸第四小学校 主任教諭 

委員  馬場 雅人＊  和田小学校 主任教諭 

委員 岡﨑 智子 八成小学校 主任教諭 

委員 瀧島 二葉 高井戸東小学校 主任教諭 

委員  依田 亜希子＊  久我山小学校 主任教諭 

委員  清水 絵里佳＊  杉並第二小学校 教  諭 

委員  大沼 文恵＊  井荻小学校 教  諭 

委員 鈴木 理恵子 永福小学校 教  諭 

委員 

中学校 

作業部会 

萩原 正己 高井戸中学校 校  長 

委員 小松﨑 浩 東田中学校 校  長 

委員 阪井 可奈子 中瀬中学校 主幹教諭 

委員 大内 久美子 松溪中学校 主任教諭 

委員 中田 照子 天沼中学校 主任教諭 

委員 一瀬 知未 荻窪中学校 主任教諭 

委員 荒木 希美 井草中学校 教  諭 

委員 

算数・数学 

部会 

小学校 

作業部会 

 黒川 雅仁＊  杉並第八小学校 校  長 

委員  守田 聰美＊  杉並第六小学校 校  長 

委員  斉藤 境栄＊  杉並第十小学校 副 校 長 

委員 山内 江美 天沼小学校 主幹教諭 

委員  尾嵜 祐子＊  富士見丘小学校 主幹教諭 

委員 塩田 弥生 沓掛小学校 主幹教諭 

委員 山田 尚人 三谷小学校 主幹教諭 

委員 米山 美智子 杉並第一小学校 主幹教諭 

委員 小島 直久 東田小学校 主幹教諭 

委員 清原 正之 荻窪小学校 主幹教諭 

委員 田邊 美知子 杉並第七小学校 主任教諭 

委員 増本 敦子 西田小学校 主任教諭 

委員  渡辺 徹也＊  済美小学校 主任教諭 

委員  安田 富士成＊  桃井第三小学校 主任教諭 

委員 岡部 洋右 久我山小学校 主任教諭 

委員 山里 幸恵 沓掛小学校 教  諭 

委員 山浦 光沙 和田小学校 教  諭 

委員  中村 淳一＊  東田小学校 教  諭 

委員  管  祐介＊  高井戸東小学校 教  諭 

委員 

中学校 

作業部会 

山内 清一 杉森中学校 校  長 

委員 香西 雅斗 中瀬中学校 校  長 

委員 横田 和長 富士見丘中学校 副 校 長 

委員 村山 忠久 井草中学校 副 校 長 

委員 神山 洋之 神明中学校 副 校 長 

委員 立花 忠司 高南中学校 副 校 長 

委員 押野 直人 和田中学校 主任教諭 

委員 河村 俊輔 杉森中学校 主任教諭 

委員 小美野 祐輔 井草中学校 教  諭 

委員 佐藤 弘太郎 高井戸中学校 教  諭 

※国語部会小学校作業部会、算数・数学部会小学校作業部会の＊は、本調査・報告書に携わった委員 
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役職・所属部会 氏名 所属杉並区立教育機関 職 

委員 

理科 

部会 

小学校 

作業部会 

師岡 孝明 沓掛小学校 校  長 

委員 硲   寛 和田小学校 校  長 

委員 馬場 章弘 高井戸第三小学校 副 校 長 

委員 伊藤 知子 桃井第五小学校 指導教諭 

委員 福原 信明 方南小学校 主任教諭 

委員 永田 量子 桃井第四小学校 主任教諭 

委員 川﨑 史子 沓掛小学校 主任教諭 

委員 上田 愛子 高井戸第二小学校 主任教諭 

委員 古野  博 八成小学校 主任教諭 

委員 吉田 義晴 杉並第二小学校 教  諭 

委員 川﨑 麻実 桃井第一小学校 教  諭 

委員 大久保 千穂 永福小学校 教  諭 

委員 

中学校 

作業部会 

橋本  剛 高円寺中学校 校  長 

委員 石津 祐次 井荻中学校 副 校 長 

委員 藏石 敏瑞 松溪中学校 主幹教諭 

委員 中島 誠一 阿佐ヶ谷中学校 指導教諭 

委員 横井  弘 神明中学校 主任教諭 

委員 齋藤 祐子 高円寺中学校 主任教諭 

委員 木村 あずみ 西宮中学校 主任教諭 

委員 齋藤 漠興 杉並和泉学園 教  諭 

委員 

外国語 

部会 

小学校 

作業部会 

福田 晴一 天沼小学校 校  長 

委員 新井 晶子 松ノ木小学校 副 校 長 

委員 澁谷 あゆみ 久我山小学校 主幹教諭 

委員 高田 友佳子 松庵小学校 主任教諭 

委員 萬代 達也 大宮小学校 主任教諭 

委員 片岡  望 杉並和泉学園小学部 主任教諭 

委員 八島  共 高井戸第二小学校 教  諭 

委員 

中学校 

作業部会 

菅野 武彦 向陽中学校 校  長 

委員 石川 慎一郎 泉南中学校 副 校 長 

委員 金子 敏治 井草中学校 主幹教諭 

委員 大川 照美 東原中学校 主任教諭 

委員 三木 初香 中瀬中学校 主任教諭 

委員 谷口 富子 高南中学校 主任教諭 

委員 脇  真弓 井荻中学校 主任教諭 

委員 村山 律子 杉並和泉学園中学部 嘱託教員 

 

事務局(杉並区立済美教育センター) 

主 任 研 究 員 

教育長付／済美教育センター所長付 
山口 裕也 

統 括 指 導 主 事 
大島 晃、佐藤 正明(就学前教育担当課長) 

寺本 英雄 

指 導 主 事 
川畑 淳子、保土澤 尚教、松田 亮一、松浦 献 

森 勇人、笹川 健太郎(教育行政長期実務研修生) 

研究員 

国語科 三上 はるひ、林 真由美 

算数・数学科 高槻 義一、宮山 延敬、坂元 良博 

理科 丸山 麻雄 

外国語 石川 史子 

理科指導員 小山 浩、岡崎 滋、坂部 重敬 
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杉並区教科等教育推進委員会（国語部会、算数・数学部会、理科部会、外国語部会） 

役職・所属部会 氏名 所属杉並区立教育機関 職 

委員長 白石 高士 済美教育センター 所長 

委員 

国語 

部会 

小学校 

作業部会 

前田 佐和子 四宮小学校 校長 

委員 鈴木 知徳 杉並第一小学校 校長 
委員 松野 泰一 馬橋小学校 校長 
委員 沼田 操 高井戸東小学校 校長 
委員 小田 容弘 済美小学校 校長 
委員 依田 亜希子 桃井第一小学校 主任教諭 

委員 今泉 真里恵 高井戸小学校 主任教諭 

委員 山本 瑠香 方南小学校 主任教諭 

委員 瀧島 二葉 高井戸東小学校 主任教諭 

委員 安原 智華 永福小学校 主任教諭 

委員 山本 真実 杉並第四小学校 教諭 

委員 宇賀神 政裕 高井戸第四小学校 教諭 

委員 

中学校 

作業部会 

萩原 正己 高井戸中学校 校長 

委員 小松﨑 浩 東田中学校 校長 

委員 阪井 可奈子 中瀬中学校 主幹教諭 

委員 大内 久美子 富士見丘中学校 主任教諭 

委員 都木 求枝 杉並和泉学園中学部 主任教諭 

委員 一瀬 知未 荻窪中学校 教諭 

委員 

算数・数学 

部会 

小学校 

作業部会 

 黒川 雅仁＊  杉並第八小学校 校長 

委員  斉藤 境栄＊  杉並第十小学校 副校長 

委員 室伏 千絵 杉並第一小学校 主幹教諭 

委員 小島 直久 東田小学校 主幹教諭 

委員  塩田 弥生＊  沓掛小学校 主幹教諭 

委員  尾嵜 祐子＊  富士見丘小学校 主幹教諭 

委員  山田 尚人＊  三谷小学校 主幹教諭 

委員  増本 敦子＊  西田小学校 主任教諭 

委員 安田 富士成 桃井第三小学校 主任教諭 

委員 渡辺 徹也 済美小学校 主任教諭 

委員  中村 淳一＊  東田小学校 教諭 

委員 山浦 光沙 方南小学校 教諭 

委員 山里 幸恵 沓掛小学校 教諭 

委員 岡部 洋右 久我山小学校 教諭 

委員 

中学校 

作業部会 

山内 清一 杉森中学校 校長 

委員 横田 和長 高円寺中学校 副校長 

委員 村山 忠久 井草中学校 副校長 

委員 神山 洋之 神明中学校 副校長 

委員 立花 忠司 松溪中学校 主幹教諭 

委員 相澤 祥隆 松溪中学校 主幹教諭 

委員 押野 直人 和田中学校 主任教諭 

委員 小美野 祐輔 井草中学校 教諭 

委員 中川 俊也 富士見丘中学校 教諭 

委員 

理科 

部会 

小学校 

作業部会 

丸山 麻雄 桃井第五小学校 校長 

委員 師岡 孝明 沓掛小学校 校長 

委員 馬場 章弘 高井戸第三小学校 副校長 

委員 福原 信明 方南小学校 主幹教諭 

委員 伊藤 知子 桃井第五小学校 指導教諭 

委員 藤本 美智子 杉並第十小学校 主任教諭 

委員 永田 量子 桃井第四小学校 主任教諭 

委員 古野 博 井荻小学校 主任教諭 

委員 川﨑 史子 沓掛小学校 主任教諭 

委員 加藤 清隆 松庵小学校 主任教諭 

委員 坂部 重敬 堀之内小学校 主任教諭 

委員 藤原 和也 天沼小学校 教諭 
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役職・所属部会 氏名 所属杉並区立教育機関 職 

委員 

理科 

部会 

中学校 

作業部会 

橋本 剛 高円寺中学校 校長 

委員 賀屋 寛 東原中学校 副校長 

委員 石津 祐次 井荻中学校 副校長 

委員 藏石 敏瑞 松渓中学校 主幹教諭 

委員 中島 誠一 阿佐ヶ谷中学校 主任教諭 

委員 横井 弘 神明中学校 主任教諭 

委員 齋藤 祐子 高円寺中学校 教諭 

委員 遠藤 孔明 中瀬中学校 教諭 

委員 

外国語 

部会 

小学校 

作業部会 

福田 晴一 天沼小学校 校長 

委員 新井 晶子 松ノ木小学校 副校長 

委員 澁谷 あゆみ 久我山小学校 主幹教諭 

委員 木村 美穂 桃井第三小学校 主任教諭 

委員 高田 友佳子 松庵小学校 主任教諭 

委員 片岡 望 杉並和泉学園小学部 主任教諭 

委員 白井 千晴 西田小学校 教諭 

委員 

中学校 

作業部会 

菅野 武彦 向陽中学校 校長 

委員 金子 敏治 井草中学校 主幹教諭 

委員 大川 照美 東原中学校 主任教諭 

委員 三木 初香 中瀬中学校 主任教諭 

委員 谷口 富子 高南中学校 教諭 

委員 脇 真弓 井荻中学校 教諭 

委員 村山 律子 杉並和泉学園中学部 嘱託教員 

※算数・数学部会 小学校作業部会の＊は、調査や本報告書の作成に携わった委員 

 

事務局(杉並区立済美教育センター) 

統 括 指 導 主 事 
大島 晃 

手塚 成隆、佐藤 正明(就学前教育担当課長) 

主 任 研 究 員 

教育長付／済美教育センター所長付 
山口 裕也 

指 導 主 事 

小熊 隆一 

川畑 淳子、森 勇人、保土澤 尚教、松田 亮一 

古澤 隆信、勝呂 創太 

齋藤 勝(教育行政長期実務研修生) 

研究員 

国語科 三上 はるひ、林 真由美 

算数・数学科 高槻 義一、宮山 延敬、坂元 良博、椎名 直幸 

外国語 石川 史子 

理科指導員 小山 浩、岡崎 滋 

 

 



 

 編集後記――思考と手の両技で為す公教育の構造転換            

 

平成 29 年 3 月、新しい学習指導要領等が公示されました。1947 (昭和 22)年試案から数

えて 9 度目となる改訂は、明治維新後 70 年余、戦後 70 年余、ひいては、エジソンやフォ

ードが支えた 20 世紀、デカルトやニュートンに始まった近現代を超え出る「新しい時代」

を見据えています。私たちにこれから求められるのは、あるべき可能性として、人、物、

自然といった事象間の新たな関係を描き直し、その世界へと至る過程で公教育が果たす役

割を確実に捉えることです。このとき学習指導要領等は、現状・現行制度の可能性と限界

を私たちに教え、あるべき未来へと続く「ロードマップ」としての価値をもって捉え直さ

れます。そして、こうした大きな時代的位置付けの中でこそ、杉並区独自の学力等調査で

ある「特定の課題に対する調査、意識・実態調査」は、その実施内容や方式、何より調査

の結果を適切に評価できると考えています。 

 

では、私たちが期待する未来はどんなものでしょう。いまだ終わらない戦争や紛争、貧

困や格差、差別や排除といった問題は解決しているでしょうか。少なくともいえることは、

発展するテクノロジーの影響を無視することはできないということです。今、万象は計数

(データ)となり、インターネット上にアップロードされ続けている。AI はディープラー

ニングによって特徴量の学習を可能にし、量子力学を動作原理とした計算機も実現しつつ

ある。3D プリンタとオープンソースを使えば、日用品をはじめ様々な物をカスタマイズ

して出力でき、生産と消費が一致する。そこには、(失った)身体の機能を補う筋電義肢な

ども含まれ得る。自動運転、機械翻訳やテレイグジスタンスなどの複合効果は、地理に紐

付いた言語や文化の障壁、国境も融解していくだろう。特筆すべきは、これら技術は太陽

光やバイオマスといった再生可能エネルギーで動作し、生態系のみならず社会的要因をも

包摂したビオ・システムが、普遍意志の下、穏やかに、緩やかに制御される―― 

計算機とインターネットによる分散・協働・水平展開型の IOT は、こうしている今も、

社会インフラである情報通信、交通輸送、動力の限界費用をゼロへと近付けています。そ

れは、衣食住-電といった生活プラットフォームと共有財を皆で協治する世界であり、私

有財と自由市場に基づく経済資本主義の転換を意味します。分かち難く結び付いた戦争や

貧困、排除といった問題は、こうして解決に向かうかもしれない。上記技術の多くは、

2030 年頃までに社会実装が見込まれることにも留意しておく必要があるでしょう。 

 

しかしながら、私たちの最大の関心は、繰り返しになりますが、こうした未来世界にお

いて公教育が果たす役割を捉えることです。例えば上記した世界では、「プラットフォー

ム化＝同じものをもつ」と「唯一無二の自己実現＝違いを探す」が同時に迫り、いわば

「自由であることの不自由」が(より一層)課題視されるだろうことは想像に難くありませ

ん。そのとき、子どもたちに必要な学びをどのように考えればよいのでしょうか。 

ここでやや横道に逸れ、時を遡り、明治維新・学制発布後 1874 年の教場風景を今に伝

える『訓童小学校教導之図』を観てみると、既にそこには、黒板や掛図を使った「一斉指

導」が描かれています。ここから 30 年おきくらいに教室風景を検索していけば、現在に

至るまで、“１からｎへ”というメディア構造が驚くほど変わっていないことに気付きま



 

す。この間には、ラジオ(1925 年放送開始)やテレビ(1953 年放映開始)の普及がありまし

た。教師もある意味ではメディア装置です。しかし、情報や知へのアクセスを、一人ひと

りが、望むままに、テクノロジーの存在を(さほど)意識せずにできる時代は、――60 年

代の J・C・R・リックライダー、70 年代のアラン・ケイ、90 年代のマーク・ワイザーな

どによる構想はあったにせよ――インターネット、パーソナルで携帯可能な計算機が普及

する 2000 年代を待たねばなりませんでした。しかし今、経次処理や同時処理をはじめと

する脳多様性、言語、論理数学、音楽、身体運動、空間、対人、内省といった知能多様性

に応じた学びは、MOOCs などをもって計算機的多様性の世界に実現しようとしています。

VR や MR、AR を活用すれば、医療的ケア児などにも新たな可能性を届けられるでしょう。 

 

要は、こうした時代的条件の変化を考慮した学びが求められるということです。しかも

現在は、モノの運動を制御でき、空間(部屋)そのものがディスプレイとなり、壁や床、家

具は求めに応じて連続的に形を変え、自律会話する計算機が人生や社会の課題解決を日常

的にアシストする時代もみえてきています。そうして知性は(期待を込め)格差問題を脱す

る。人と機械、物とバーチャルがそっと混ざり合う中で個別に最適化した成長機会が実現

し、各々の自由へと向かう相互に承認可能な能力値の違いになる。ここで急ぎ結論を述べ

れば、だからこそこれからを生きる子どもたちの成長の中心には、あらゆる境界を超え共

に生きる優しさ、優しさを支える賢さをこそ置きたい。機械にはない始原の行動を立ち上

げる探究の意志、生活世界を色付ける感性をこそ磨きたい。そのとき知識や技能、思考力

や判断力、表現力等はそれを育む本質的意味を取り戻す。本区調査が、結果の段階評価を

重視し、R3 を「最低限の到達水準」として全ての子どもに保証することを施策目標とす

るのは(本報告書 p.4,14)、多様な人々が共に在る胎芽的な社会生活の場としての学校＝

まちで学ぶことを学び、新知の探究や既知の学び直しをいつでも可能にするという意味で

の「基礎」の育成こそ肝要と考えるからです。同時に、唯一無二ではなく、私と他(公)を

いつでも同時に満たせる人生を願い(実はこれこそが学びの実践的目的であり、例えばワ

ークライフバランスはその一表現型である)、子どもたちが、学び方はもちろん、自己効

力感や相互の受容といった社会・情動(非認知)的側面を振り返れるように設計しています。

それは、1930 年にバートランド・ラッセルが残した「閑暇を賢明にすごすことが出来る

ということは文明の最後の産物である。」との考えに近いものかもしれません。 

 

ともあれ、これから先、学力等調査の在り方も大きく変わっていくでしょう。教師が絶

え間なく行う学習状況の見取り、子どもが逐次蓄積していく学習ポートフォリオといった

日常に溶け込み、その存在を意識せず、場に組み込まれたセンサやアクチュエータも併用

し、状況を変え反復して測定され、視覚や聴覚といった感覚器では捉え切れない情報をも

生かす、レスポンシブかつタンジブルな教育学的環境。それは、子どもと教師両者の成長

を支える調査(設備)の近未来型です。そして、その中でも、潜在ランク理論に発想を得た

目標準拠の段階評価、心理測定の知見による質問紙項目、コンピュータグラフィックスを

使ったクロスバブルチャートへの動的処理といった本区の提案は生き続けます。なぜなら

それは、尺度設計の思想であり、測定結果の活用に関する考え方だからです。 

思考と手の両技で為す学びの、いや、公教育の構造転換。その季節は、今なのです。 
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